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人 卵 及び 豚 卵 の 抵抗 性 に 関す る 比較 試験 


斎 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 32 年 2 月 25 日 受領 ) 


言 
従来 人 と と の 比較 と つい て は , 種々 の 研究 
が ある 。 即ち , 世界 各地 の 豚 に 極め て 普通 に 見 られ る 短 
虫 に 対し , それ が 人 の も の と 異な る と し て Goeze は 
(1782) Ascaris suum と 命名 し , 後 Dujardin (1845) 


は , 4Ascaris suilla と 命名 し た 。 また 両者 が 非常 に 近い 
ぁゃ ぁ の で は ある が , 全然 同一 物 と 見 な し 得 な いと する も の 
が ある 。 し か し , と の を 人 間 の それ の 変種 , 
と し て Ascaris lumbricoides var. suum (又は Asca- 
fs lumbricoides suilla) と 呼ん で いる 向 も あり , 一 方 全 
き 同 一 物 と し て 両者 を Ascaris mmbricoides と し て いる 
人 も ある (Hall 1895) 。 

いま 人 と と の に 関す る 従来 の 諸家 の 成 
績 を し て 見 る に , 人 と 豚 と と つい て は , 第 
ー に 形態 的 に は 全く 両 興 虫 の 差異 は な いと いふ 点 に つい 
て は , 板 ね 諸家 の 意見 の 一 致 を 見 て いる が , 只 卵 細胞 の 
魏 色 体 数 に 就 い て は 小泉 等 (1922) の 異説 が ある 。 億 
し , 氏 は 由 の 点 に 就 い 更に 研究 を 認め て 居 ら れる も の の 
如く で ある 。 一方, 化学 的 , 学 的 , 免疫 学 に は 
ん ど 重 要 な 相違 が 認め られ て いな い が , 生物 学 的 即ち , 
人 及び 豚 の 交錯 感染 実験 の 成績 で は , 両 興 虫 の 態度 が 多 
少 異 な っ つて いる の で , 両者 間 に 生物 学 的 又は , 生理 学 
的 差異 が あり , 従 つ て 両者 は 同じ も の で は な いと する 人 
達 に 論拠 を 与 へ て いる よう で ある (Schmark 1920,、 門 
属 1988, 田代 1927) 。 然し , いづ れ に も せよ 上 の 両者 が 
ょ し 同一 種 で は な いと し て も , 極め て 近 縁 的 な 関係 に あ 
る こと だ け は 明らか で ある 。 

他方 従来 , 人 試験 に 材料 採取 の 便宜 上 , 実 
的 に は し ば し ば 豚 代用 され て いる が , 果して 
人 卵 と と の 抵抗 性 が 同一 で ある か か に 関 
し て の 比較 試験 は , 未だ 行 は も れ て いな いよ う で ある 。 若 
' TOSHIAKI SAITO: A comparative study on the 
resistance of the ova of Ascaris lumbricoides with 


those of Ascaris swuilla, (Department of Parasito- 
logy, National Institute of Health, Tokyo, Japan,) 


し 両者 の 各種 条件 に 対す る 抵抗 性 が ほぼ 同一 で ある と す 
れ ば , 各種 剤 の 基礎 試験 は , 実験 的 に を 代 
用 し て 之 を 行い 。 そ の 成績 を 以 っ つて 人 遇 虫 卵 の それ を も 
推論 レ う る と こと と な り , 甚だ 便利 で ある 。 そ と で 私 は 豚 
上 銅 虫 卵 と 人 の それ と を 一 定 温度 に お いて 一 定 比率 の 床 尿 ・ 
混合 物 中 に 浸漬 する と 同時 に , 従来 映 虫 卵 殺 減 作用 あり 
と きれ て いる 各種 濃度 の 薬剤 中 に お ける 両 種 


抗力 に 関す る 比較 試験 を 行 つ て みた 。 以下 は その 結果 の 


報告 で ある 。 


実験 材料 及び 方 法 


1. 検 材料 : 人 は 人 体 寄生 の も の を 排出 
し め た も の , 豚 遇 虫 は 層 場 より 採集 し た も の を 採集 後 共 
に 直ちに 生理 的 食塩 水中 に 浸漬 せ し も の を 使用 し た 。 貝 
は 及び 人 の 子宮 体 の 最 下部 , 約 2 内 に 含 
まれ て いた 受精 集め を 用 いた 。 

2。 人 混合 物 : 人 の と を 1 : 5 の に 混 
和 し た も の を 用 いた 。 

3. 使用 薬 及 びそ の 濾 度 (容量 比 ) : 薬剤 と し て は す で 
に それ が 殺 卵 効果 の ある 事 の 知ら れ て いる 二 硫 化 炭 素 , 
亜 硝酸 ソー ダ お ょ よび 揮発 性 弁 子 油 (乳化 剤 と し て エマ ル 
ゲン 4 倍 に 加え た ) を 用 いた 。 各 種 薬剤 の 濃度 は それ ぞ 
れ 二 硫化 1000X, 2500 x, 5000X, 10000 20000 
x : 硝酸 ツー ダ 1000Xx, 2000Xx, 4000 Xx, 8000X, 
16000X 及び 油 1000X, 2500X, 5000 x, 10000 


XxX, 20000x と し た 。 但 し , 亜 硝 酸 ツ ソー ダ の 場合 に あつ 


て は その 卵 効果 は 酸性 メ ヂ ウム ふ を 必要 と する (児玉 ・ 
原田 1952) の で 各 浸 潰 液 中 に 0.1% の 割合 こと な る ょ うに 
塩酸 を 加え 酸性 と な し , 二 硫 化 炭 素 の 場合 に は 均等 化 の 
た め に 1 : 4 の 比 と ニャ マル ゲン を 加え て 乳化 し た も の を 
使用 し た (和泉 ・ 柳 沢 1952) な お , 此 の 場合 対 辿 と し て 
は , 水道 水 の 外 に ,。 ェ エマ ャ マル ゲン 250X 及 び 0.12 塩 酸 を 
使用 し た 。 

4。 卵 の 及び 薬剤 % の : 容器 と し て 
は , 200cc 三 角 ュ ル ベ ペン を 用 い , これ に 選 尿 混合 物 , 薬 
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剤 又は 対照 液 を 約 50cc 入 れ ,。 その 中 に 約 耳 昧 8 杯 分 の 人 
及び 豚 それ ぞ れ 入れ , 良く 携 , セロ ァ アァ ン 
紙 に て 口 を 密閉 レー 定 温度 下 に 所 定期 間 放 置 し た 。 

5.。 温度 お ょ 期間 : 尿 混合 物 の 場合 の 
漬 温度 は , 10C 及 び 28*C 薬 剤 の 場合 は 28C の み と し た 。 
漫 潰 期間 は , 前 者 は , 各 2, 4, 8, 16 週 間 , 薬剤 の 場 
合 は , 2 週間 と し た 。 

・6. 浸漬 後 の 培 養 : コル ベン 中 の 各 内 容 物 か ら 約 1 cc 
を 取り , 尿 コ ッ プ に 入れ , これ に 水道 氷 を 加 へ て , 8 回 自 
然 沈 , 残 流 2 回 遠心 し た 各 残 に つき , 
に お いて , 2 ホルマリン 水 加 瓦 培養 を 行 つ た 。 培養 後 
観 宗 時 期 は , 培養 直後 及び 培養 後 , 2 週間 目 4 週間 目 及 
び 8 週間 目 と し た 。 

7.。 観察 方 法 : 観察 方 法 と し て は , 貝 卵 個 «た つき そ 
の 各 発 育 段 階 を 各 例 た に つき 遇 虫 卵 100 個 と つい て 観察 レ 
た 。 此 の 場合 発育 段階 の 分 類 は , 正常 単細胞 卵 , 分 避 期 
卵 , 仔 虫 期 お ょ び 変 性 卵 の 4 種 に 大 別 し , その うち 変性 
卵 は , A) 必ず し も 生死 の 明か な ら ざ る も の の うち に , 
1) 単細胞 変性 像 , 2) 多 細胞 変性 像 を 現 は す も の の 二 者 


寄 生 学 雑誌 ・ 6 巻 ・ 6 


を 包括 し , B) 死 卵 と 判定 し うる も の と し て , 単細胞 琴 
粒 化 像 お よび 崩壊 像 を 包括 せしめ た 。 な お 右 A) の 単 細 
胞 変 性 像 の 内 訳 は , 柳沢 (1955) の 変性 卵 分 類 に も と づ 
き , 胞 形 成 , 壮 縮 , 転位 。 壮 縮 十 転位 。 変形 十 透 明 化 等 
を 合 み , 多 細 胞 変 性 像 と し て は , 多 細 胞 分 裂 異常 , 多 細 
胞 分 割 球 及び 有 の 変性 等 を 含 相 。 抵抗 性 の 判定 に は , 主 
と し て 仔 虫 形成 率 を 以 っ て し た と と は , 前 報 「 豚 映 虫 子 
宮内 各部 に 於 ける 虫 卵 の 培養 発育 経過 に 関す る 研究 
(斎藤 , 1955。 寄生 虫 学 雑誌 4 て 8 うう と 同様 で ある 。 


実験 成 


選 の 場合 の 成績 

イ . 仔 虫 形成 率 の 比較 

成績 を まとめ て みる と 第 1 表 , 第 1 図 の 如く で ある 。 
横 軸 こ 潰 期 間 を と り , 縦 軸 に 虫 形成 率 を と つた 。 
観 す る と , 浸漬 温度 28C の 場合 は , 人 , 豚 両 興 虫 と も 同 
様 に 仔 虫 形成 率 が 悪く 10% 以 下 で あり, 浸漬 温度 10 で の 
場合 は 浸漬 期 間 の 長短 に ょ り 仔 虫 形成 率 に 差 が 出 て 来 て 
いる が , 各 養 段階 に お ける 人 , 豚 仔 虫 形成 


第 1 表 期 間 別 温 中 に け る 人 卵 及 び 
豚 と ょ る 比較 抵抗 性 試験 成績 


対 (水中 ) 


尿 中 (28°C) 
23W 10 86 90 100 100 
4Ww 13 9 87 91 
16 W 100 100 
2 WwW 99 100. 
後 4W 3 97 100 100 100 0 0 
間 16 W 100 100 
2 WwW 100 100 ‘=0 
後 4W 2 2 93 98 100 
間 16 W 100 100 93 97 
2 WwW 7. 99. 
後 4W 00 
間 16 W 100 100 
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第 1 図 期間 別 温度 (28°C, 10°C) 選 中 に ける 人 卵 及 び 豚 と ょ る 
比較 抵抗 性 試験 ( 仔 虫 形成 率 ) 


第 2 表 温 中 た に ける 卵 分 類 


け る 人 卵 及 び 豚 卵 に る 


卵 分 類 比較 成績 表 

人 姿 性 卵 分 類 豚 変 性 卵 分 類 
期 期 

15 79 11 
4W 36 51 40 51 
直 8W 7 88 9 90 
後 jew 0 100 100 
2W 67 21 6 2 
後 4W 49 48 46 54 
2 8W 4 
週 jcw 0 100 0 100 
間 

2W 64 8 24 
後 4W 39 54 35 63 
4 4 4 
週 0 100 0 100 
間 

後 4W 42 54 40 60 
8 8W 4 2 96 
16 W 0 100 0 100 


と 


必ず し ゃ 生死 の 明か な ら ざ る る も ゃ の 


単細胞 卵 : 胞 形成 , 葵 縮 , 転位 像 の 認め られ る 


も の 
多 細 胞 卵 の 変性 像 


死 卵 と 判定 し うる も ゃ の 
単細胞 の 題 粒 化 及び 崩壊 像 の 認め られ る も の 


\ 


(28°C 瓦 後 8 週 の 成績 ) 


間 に は 著しい 差 あ る を 認め えな か つた 。 と これ を 詳細 に み 
て いく と , 人 豚 は 虫 形成 率 に 若干 の 
差 が ある が , いま と れ ら を 〆 法 で 検定 する と 最大 の 差 
の ある も の で も (即ち, 浸漬 8 W で 培養 2W の も の ) x* 
三 0.9 で 1 以 下 の 危 険 率 で その 間 有 意 意 差 は 認め られ 
な い 。 即 ち その 仔 形成 を 通じ て 見 た 場合 , 漫 
に 対し て は , 人 と 豚 卵 間 に は その 抵抗 性 に 
つい て 有意 の 差 が な いと 見 て よい 。 

. 変性 形成 率 の 比較 

成績 を まとめ て 見 る と 第 8 表 , 第 2 図 の 如く で ある 。 
横 軸 に 浸漬 期 間 を と り , 縦 軸 に 仔 虫 形成 率 を と つた 。 概 
観 す る と , 浸漬 温度 28 で の 場合 は 培養 直後 より 変性 卵 形 
成 率 が 一 般 に 高く 85 以 上 で ある が , 浸漬 温度 10C の 場 
合 は , 浸漬 期間 の 長短 に よ ょ り 変 性 卵 形成 率 に 差 が 出 て 来 
る 。 浸漬 2W と 4 W で は , 同様 の 変性 成 率 
下 で ある が , 8 W 及 び 16W で は 40~60 に 変性 卵 形成 素 
で あつ た 。 と これ を 詳細 に みて いく と 人 と 
で は , 変性 卵 形成 率 に 若干 の 差 が ある が , これ を 〆2 法 で 
検定 する と 最大 の 差 の ある も の で も zz テスト 2 三 8.7 
( 8W で 培養 4 W の も の ) お よび 2.9 ( 
4 W で 培養 4W の も の ) と な り , 危険 率 5 で は いずれ 
も 有意 差 を 認め えな い 。 

2.。 諸 種 薬剤 の 場合 の 成績 

イ . 二 硫 化 炭 素 の 場合 の 成績 

人 虫 と 豚 と の 仔 虫 形成 率 の 成績 を 比較 し て 
見 る と , 第 5 表 , 第 3 図 の 如く で ある 。 概観 する と , 稀 衝 
培 数 2500 x 以上 で は 培養 後 4 W に お いて 種 も 
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第 3 表 期間 別 漬 温度 10°C 


[寄生 貝 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 6 号 


中 に ける 人 卵 及 び 


豚 に ょ る 比較 抵抗 性 試験 成績 


中 (10°C) 


正常 単 分 仔 変性 


2W 10 100 100 100 
97 95 98 
46 41 85 89 
後 16w 49 52 8 82 87 18 13 
2W 
le 3 4- 28 279 19 
21200 
9P 
80 
70 
60 
90 
2 kb 8 16 2 ib 8 16 


第 2 図 期間 別 温度 (28°C, 10°C) 中 た に 3 人 卵 及び 
豚 に ょ る 比較 抵抗 性 試験 ( 卵 形成 率 ) 
(28?C 瓦 培 養 後 8 週 の 成績 ) 


に その 仔 虫 形成 率 に は 大 差 な く 96~ 8 以上 で ある が だが, 
稀釈 数 1000 メ で は 何れ も 5 で あつ た 。 数 
別に よる も 殆 ん ど 同 様 の 仔 虫 形成 束 で あつ た 。 た だ , 笑 
2500x の 場合 4 培養 時 の 仔 虫 形成 率 は 人 
と 虫 で 若干 の 差 が ある (前 者 86 後者 78 %) 


(4 ) 


が , これ を 検定 する と 最大 の 差 の ある も の で も (稀釈 位 
数 , 2500x 培 養 後 4W, 倍数 2500x 養 2 W) それ 
ぞ れ , x? 三 2.8 及 び 2.2 で あり , 危険 率 を 5 と し て も 
有意 差 は 認め られ な い 。 
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第 4 表 温度 10°C 中 に け る 性 卵 分 類 


卵 分 類 比 較 成績 表 
人 人 次 性 卵 分 類 豚 変 性 卵 分 類 
B) 
‘2W 10 0 
次 4W 8 3 
直 8W 36 10 33 8 
後 1j6w 39 12 34 14 
0 0 
6 
3 8W 34 15 32 11 
伽 16W 40 11 38 9 
2W 0 
後 4W 12 9 
4 8W 38 40 11 
I 16W 44 17 39 15 
4 
後 4W 16 9 
8Ww 42 13 42 17 
16W 36 16 38 18 


A)1, B) は 第 2 表 に 同じ 
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し て 見 る と , 薬剤 稀釈 倍数 2500 メ 以上 で 倍 養 後 4 W に お 
いて を も 変 性 卵 形成 率 は 15% (9 % お ょ び 12%) 以下 で あ 
り , 稀釈 倍数 1000x で 培養 後 4W に お いて は , 92%: 98 

. 亜 硝酸 ツー ダ の 場合 の 成績 

人 豚 の 仔 虫 形成 率 の 成績 を 比較 し て 見 
る と 第 6 表 第 3 図 の 如く で ある 。 概観 する と , 稀釈 倍数 

1000x で は 会 く 虫 形成 を も 生 ぜ ず , 倍数 2000X 
で は 培養 後 4 週間 に お いて 仔 虫 形成 率 は 人 
豚 な り その 間 や ゃ 差 が あり そう に 思 は れ 
る 。 尚 , 稀釈 倍数 40000x 以上 で は 倍 養 後 4 週間 に お い 
て は 仔 虫 形成 素 は 8722 以 上 で あり 両者 と も 殆ど 同様 の 仔 
虫 形成 率 で あつ た 。 

いま , 人 と 豚 と の 間 に や や ゃ 差 が あり そう に 
われ る 稀釈 倍数 2000 メ x 培養 後 4 週間 の も の で は 〆* 検定 
し て x? 王 8.2 と な り , 危険 謙 は 5 で 有意 差 が な いと 
見 て よい 。 

次 に , 人 虫 と 豚 の 変性 形成 率 の 成績 を 比 
較 し て 見 る と , 第 6 表 , 第 4 図 の 如く で あり , 薬剤 稀釈 
倍数 4000 x 以上 で は 培養 後 4 週間 に お いて も 変性 卵 形成 
率 は 132% 以 下 で あり 犠 倍数 2000x 培養 後 4 週間 に こ におい 


第 5 表 化 炭素 温 庶 28°C 2 週間 後 の 人 卵 及び 
豚 卵 ょ る 発育 分 類 卵 比 較 表 

時 濃 

1000 x 22 8 28 19 
養 5000x 41 12 59 87 
で 10000x 26 28 55 48 17 21 2 3 

20000 x 19 52 58 21 3 2 

( 対 メ x ェ マ ル ゲ ン 11 61 54 
1000x 22 30 78 70 
2500x 
後 5000x 
10000 x 
間 20000 x 92 99 

(対照 )250 メ ェ マ ル ゲ ン 2 0 98100 
1000x 4 4 2 
後 5000x 
間 20000 x 4 2 96 98 

(対照 メ ェ マ ル ゲ ン 
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第 3 期間 2 週 温度 28°C 種 中 た ぉ ける 人 卵 及 び 豚 に よる 
抵 抗 性 試験 成績 ( 仔 形成 率 ) 


1 
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表 . 亜 硝酸 ター ダ ダ 温度 28°C 2 週間 後 の 人 卵 及 び 
た ょ る 発育 分 類 卵 比較 表 


時 
1000x 62 71 38 29 
需 2000x 38 43 48 41 14 16 
1000x 39 38 61 62 
養 2000x 68 50 32 50 
後 4000x 96 91 4 9 
16000 x 95 100 
(対照 )0.1% HCI 3 0 97100 
1000x 100 100 
(66 34) (75 25) 
2000X 59 29 41 
4000x 93 87 7 13 
週 8000x 
(対照 )0.1% HCI 
第 7 表 章子 油 温 28° 2 週間 浸漬 後 の 人 卵 及 び 
豚 に ょ る 発育 分 類 卵 比較 表 
時 濃 
1000x 100 100 
2500x 4 96 99 
義 5000x 42 36 58 64 
直 10000x 92 89 8 11 
20000x 78 74 22 26 
(対照 ) 水 
1000x 100 100 
2500x 91 96 
後 5000x 93 97 
2 10000 x 
(対照 ) 水 12 7 88 98 
1000x 100 100 
2500x 100 100 
後 5000X 100 100 
20000x 1 6 


s 
は 
( 対 水 


100 


o 


直 2 


} 20000X 
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第 4 図 期 間 2 週 漬 温度 28°C 種 中 た ぉ ける 人 卵 及 び 豚 卵 に よる 


比較 抵抗 性 試験 成績 表 (変性 卵 形成 率 ) 


(8 ) 
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て は 人 , 豚 夫 々 50, で あり , 稀釈 倍数 
1000Xx 培養 後 4 週間 に お いて は 人 . 豚 夫 々 
75,。 662% と な る は それ ぞ れ , 8.1 お よび また , 
稀釈 倍数 4000x 培養 後 4 週間 に お いて は 両者 は 夫々 932 
及び 8726 と な る が , 検定 し て x* 一 2 と な る 。 即ち, 何 
れ ぁ も 危険 率 を 5 と お く と き は 有意 差 は 認め られ な い 。 
な お , 以上 の 場合 に お ける 変性 卵 形成 謙 に つい て は その 
詳細 は 之 を 略す る が , 作用 濃度 2000X, 培養 後 4 週 の も 
の で こと れ は 各々 29%% お よび 41% と な り , 結論 的 と に は その 
間 有 意 差 を 認め えな いと 見 て 差 到 え な いで あろ う 。 (xz? 
=8.2 危険 2 以上 ) 

へ ハ へ 。 揮発 性 弁 子 油 の 場合 の 成績 

人 豚 の 仔 虫 形成 率 の 成績 を 比較 し て 見 
る と 第 7 表 , 第 8 図 の 如く で あり , 培養 4 週間 後 の も の を 
する と 稀釈 培 数 10000X 以下 で は 何等 仔 虫 形成 を 
生 ぜ が , 薬剤 稀釈 倍数 20000x に お お いて, 豚 
虫 夫々 11%2, 6 仔 虫 形成 を 生じ 1.1) 
険 は 5 , 従 つ て 人 と 豚 に 有 意 差 が な い 
と 見 られ る 。 

次 に , 人 豚 変性 形成 率 の 成績 を 比 
較 し て 見 る と , 第 7 表 , 第 4 図 の 如 で あり , 薬剤 稀釈 倍数 
1000 メ x~ 20000Xx 何 れ に お いて も 培養 後 4 週間 に て , 変 
性 卵 形成 率 は 68% 以 上 で あり , その 中 で 最大 の 差 を 有 す 
る 薬剤 稀 倍 数 10000 x 培養 後 2 週間 の も の で も 人 遇 虫 
豚 で あり テス ト 検 定 し て 2.2 
で あり , と の 差 有 意 と する と き の は 5 (10 
2% 以 上) と な る 。 即ち, 変性 卵 形成 率 を 通じ て 見 た 場合 
人 豚 卵 間 に 差 が な いと 見 て よい 。 


総括 的 考察 


人 と 豚 卵 と の 選 混合 物 お ょ よび 各種 
に 対す る 抵抗 性 試験 の 結果 は 如 上 の 如く で あぁ ある が , い 
きま , その 混合 物 に 対す る 抵抗 性 を 要約 する と , 
温度 28C 及 び 10°C に お いて , 浸漬 期間 2 週間 , 4 週間 , 
8 週間 , 16 週 間 浸漬 後 ホ ル マ リ ン 水 加 瓦 培養 を 行い , 主 
と し て 仔 貝 形成 率 を 指標 と し て その 殺 卵 効果 を 見 る に , 
人 及び 豚 両者 間 に お ける その 差異 は 認め ら 
れ が た い 。 場合 と より 両者 の 仔 虫 形成 率 の 間 に 多 少 の 標 
本 差 を 認め うる と こと ろ も ある が , x? テス ト の 結果 何れ 
も , と の 差 有 意 と する と き の 人 危険 索 は 5 以上 で あり , 
人 卵 及 び 豚 に お ける その 混合 物 中 に お け 
る その 抵抗 性 の 差異 は 認め えな いと 考え た 方 が 妥当 で あ 
る 。 
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次 に , 各種 薬剤 に つい て 見 る と , 特に , 二 硫 化 炭 素 に 
対す る 抵抗 性 は 人 及び に お いて , 虫 形 
成 率 に 前 同様 若干 の 標本 差 が ある 例 も ある が と こと れ を 検定 
する と 最大 の 差 の ある も の で も x? テス ト の 結果 その 央 
有意 と する と き の 険 は 5 2 と な る 。 次 に , 
酸 ツ ー タ お ょ よび 電子 油 に 対す る それ ら の 抵抗 性 は , 人 咽 
虫 卵 と 豚 短 虫 卵 で は 仔 虫 形成 率 に や は り 前 同様 若干 の 標 
本 差 は ある が , これ を 検定 する と 最大 の 差 の ある も の , 
即ち , 電子 油 浸 潰 の 場合 稀釈 倍数 2000X, 培養 後 2 週間 
の も の に お いて は 〆 検定 の 結果 x* 三 6.2 と な り 。 こ と の 
場合 と に は 1 5 以下 と の で その 間 有 意 
が 認め られ る 。 ただし, 他 の 場合 に は 総 べ て z* テス ト 
の 結果 その 差 を 有意 と する と き の 人 危険 率 は 5 以上 と な 
る 。 

し か し , 元 来 上 掲 の 所 調 殺 卵 剤 を 用 いて の と の 種 試験 
に お いて は , 従来 , 久 津 見 等 (1955), 小宮 等 (1956 う の 
試験 に お いて も , 特に その 有効 限界 濃度 附近 に あつ て 
は , よし 同一 薬品 , 同一 条件 下 に お ける 試験 成績 と におい 
て も , その 仔 虫 形成 率 は ある 程度 の 変動 を 示す も の と 思 
われ る 。 

一 方 , 私 の 如 上 の 成績 を 見 る に ,。 か か る 有意 差 を 生じ 
うる の は や は り 当 該 殺 和 卵 剤 の 有効 限界 濃度 附近 に 生じ て 
いる の で , いま か か る 事情 を も 考慮 し て 私 の 如 上 の 成績 
か ら の 一 般 的 判定 と し て は , 人 卵 及び の 各 
種 殺 卵 剤 に 対す る 抵抗 性 に は , その 間 差 を 認め が た いと 
な し た 方 が 妥当 で ある 。 
即ち , 以上 を 総括 すれ ば , 人 虫 お よび 豚 
は , 選 尿 混合 物 お ょ よび 各種 薬剤 に 対し て , その 間 両 者 の 
抵抗 性 に は 差異 が 認め られ な いと 考え た 方 が 妥当 で あ 
る 。 一 方 か か る 事実 は , 将来 各種 殺 卵 剤 等 の 効果 判定 試 
験 に際し て , 人 の 代り に 豚 代 置 し て 以 つ 
て その 効果 判定 を 行い うる と いう 便宜 を 提供 する 。 


約 

私 は 人 卵 及び 豚 の 抵抗 性 が 同一 で ある か 
か を 知ら ん と し て , 選 尿 混合 物 お よび 各種 殺 卵 剤 を メデ 
ウム と な し ,。 その 中 に と の 両者 の 各 子 宮下 部 内 卵 を 同一 
の 一 定 条件 下 に 一 定期 間 浸漬 し , 主として その 仔 虫 形成 
率 を 算定 し , その 結果 を 考 接し て 両者 の 抵抗 性 の 間 に と は 
差異 が 認め られ な いと いう 結論 に 達し た 。 と の 事 は 将来 
殺 剤 等 の 効果 判定 試験 に し て , 人 の 代り に 
箇 虫 卵 を 代 置 し て 以 っ て その 効果 判定 を 行い うる と うい 
便宜 を 提供 する 。 : : 


- 
| 
(9) 
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稿 を 終る に 当り , 終始 御 御 指導 と 御 校 賜 わ 
つ と 小宮 義孝 博士 並び に 石崎 達 た 深謝 致し ま 

本 論文 の 要 引 は 第 15 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 
会 に 発表 し た 。 ! 
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Summary 


Experiments were made to compare the resis- 
tance of the ova of Ascrris lumbricoides with those 
of Ascaris suilla. As ovocidal media the mixture 
of human stool with urine and several ovocidal 
drugs were applied. Ova of both species were 
put in media above mentioned respectively during 
a certain time and their effects against ova of 
both species were examined. The results proved 
that no difference was found between the resi- 
stance of both ova against such media. 
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各種 化学 薬品 の 虫 虫 に 対す る 験 
(3) 土 壊 中 虫 に 対す る 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 32 年 3 月 7 日 受領 ) 


まえ が き ・ 
釣 虫 の 自然 感染 は , 裸足 で 畑 に 入 つ た と き , 感染 の 機 
会 を ね らち つて いる 土壌 中 の 感染 仔 虫 が 径 皮 的 に 体内 に 侵 


入 す る と と に ょ っ つて 起 る と いう と と は , よく 知ら れ た 事 


実 で ある 。 し た が つて , 土壌 中 の 感染 仔 虫 を 化学 薬品 で 
導 減 で きれ ば , 「 農 民 の 職業 病 」 小宮, 1955) と まで 
いわ れ て いる 釣 虫 症 の 撲 減 に 寄与 する と ころ が ある と 考 
えら れる 。 

土壌 中 釣 虫 仔 虫 を 殺 減 する 化学 薬品 の 検索 に つい て 
は , これ まで 多く の 実験 が な され , 各 研 究 者 に よ ょ つて 有 
効 な 薬剤 が 拳 げ られ た 。 すなわち , Oldt (1926) は 25% 
硫酸 アン モニ = ウム ( 硫 安 ) う , Fischer (1927) は 食塩 , 御 
留 (1932 は 石灰 , Penso (1983) は 1 2 カル シ ウ 
ムシ アナ ミド , お よび 硫酸 第 一 鉄 , Underwood (1935) 
は 飽和 食塩 水 , Hoerlein (1950, 1951) は 1 砂 , 
Ackert お よび Ligenzowskie (1951) は 1 酢酸 , 
Self お よび Russel (1954) は 二 臭 化 そ テ チレン, Dow- 
fume N (1-3-Dichloropropene) お よび Dowcide G(75 
% Sodiumpentachlorophenate, 13% Sodium salt of 
other Chrolophenol. わが 国 の クロ ン に あたる )〕 が も つ 
と も 有効 だ , と 人 述べ た 。 ま た 化学 薬品 以外 で は , Cald- 


さて 私 は , 前 二 報 (安田 1957〕 で , いわ ゆる 
剤 , 駆虫 剤 , 剤 等 の , 虫 仔 虫 に る 試 
験 を mn vitro で 施行 し , その うち の 数 種 薬剤 が 顕著 な 
虫 作用 を す る こと を みた 。 そこ で, それ に ひき つ 
づい て , と これ ら 薬 誕 を 用 いて 土壌 中 釣 虫 他 虫 の 殺 減 試験 
を 実験 室内 で 行 つ た か ら , と と に 報告 する 。 

ICHIRO YASUDA: The effect of various chemi- 
cals on the larvae of the hookworm. (3) Chemi- 
cal control of the larvae of the canine hookwor- 


ms in the soil. (Department of Parasitology, Na- 
ticnal Institute of Health, Tokyo, Japan.) 


well お よび Caldwell (1926) は 海水 が 有効 だ と 主張 レ 


実験 方 法 
供 試薬 剤 と し て は , 二 硫 化 炭素 乳剤 C75 2, 日 本 章 
達 う 揮発 性 油 (東京 化成 二 臭 化 チ レン (東京 
化成 ), 硝酸 ソー ダ (純正 化学 , デリ ス 乳 剤 て テ ノー 


、 ン 2% , 三共 ),DDT 乳 剤 味の素 , BHEC 


乳剤 (アン マー 体 102%2 , 大 同 秦 虫 ホ リド ー ル 
剤 (日 本 特殊 農薬 ) う ) DN 乳剤 (302, 三井 化学 ), DD 
(シェ ル 石 油 ・ 中 将 湯 ), 砂 (武藤 化学 ) の 11 種 を 選ん 
だ 。 使用 に あ た つ て は , DD を 除い て 稀釈 液 を 用 いた 
が , 稀釈 は 次 の ょ うに 行 つ た 。 すなわち 6 種 乳剤 と 確 砂 
は , 水道 水 で , 電子 油 と 二 臭 化 そ テ チ レン は 原液 1 に 対し 
乳化 剤 エ r ャ マル ゲン ( 花 玉石 鹸 ) を 4 の 割 に 混入 し て か ら 
水道 水 で , また 亜 硝 酸 ツ ー ダ は M/:。 塩酸 で , 稀釈 し た 。 
と の よう に , 亜 硝酸 ツー ダ を 水道 水 で 稀釈 し な か つた の 
は , 亜 硝 酸 ソ ー ダ は NM/:。 塩酸 で 稀釈 し な いと , tm vitro 
で , 殺 仔 虫 作用 を 発揮 し な いか ら で あ つた (安田 1957 ) 。 
供 試 仔 は , 器 中 で 瓦 培養 し た イヌ 釣 虫 仔 
を 使用 し た 。 仔 虫 年 齢 は 培養 後 3 ~ 4 日 で あつ た 。 
土壌 と し て は , / 半 (pH 5.8 う , お よび 砂 (pH 5.6) を 
使用 し た 。 前 者 は , 本 研究 所 構内 の 表層 土 を , 0.5 mm 
の ふる いで ふる つた も の で , 砂 質 土 で ある 。 た だ し , 
土 , お よび 砂 と も , 水分 含量 を で きる だ け 一 定 に こし, あ 
わせ て 土壌 線 虫 を 殺 滅 する た め に , ホウ ロウ 鉄器 に 入れ 
て ガス 火 で 80 分 加熱 ( 110C 一 130 C) し , 冷却 し た も 
の を 用 に 供し た 。 この と き 土 の 含水 量 は 約 5 で ある 。 
実験 手続 は 次 の 通り で ある 。 すなわち , まず 上 記 の 
土 , ある い は 砂 を , 土 の と き は 100g, 砂 の と き は 200 
gE, 内 径 13 cm の が ラス 容器 に 入れ , 土 の と き は 30cc 
砂 の と き は 40cc の 水 を 加え , よく 混和 し た 。 次 に イヌ 鋼 
虫 虫 約 1000 匹 を 仔 虫 濁 液 (1cc~2 cec) を 布 
し 。 一 昼夜 お お い を し な いで , 室内 (25 一 82°C) に 放置 
し た 。 翌 日 上 記 供 試薬 剤 稀釈 液 を , 20cc, 15cc, 10cc, 5 
cc。 キリ マキ で 均等 に 撤 布 し た 。 た だ し DD の 場合 は , 


( 


| 
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第 1 図 DD 原液 0.5cc ずっ を 注入 し た 個所 
(円 は が ラス 容器 ) 


容器 内 土壌 に 深き 約 0.5 cm, 直径 0.2 cm, の 小 孔 を 第 

1 図 に 示す よう に 1 一 5 個 あ け , それ に DD 原液 を , 1 
個 の 孔 に つき 0.5cc ず つ ピ ペッ ト で 分 注 し た 。 し た が つ 
0.5cc と に な る 。 な お あけ た 小 孔 は , 注入 後 , 土 , ある い 
は 砂 で か る く お お つた 。 こ と の よう に 薬剤 を 撤 布 , ある い 
は 注入 後 一 昼夜 放置 し て か ら (と の 場合 も な ん ら お お い 
は し な い )〉), 該 土壌 を ミー ルマン 装置 に か けた 。 

な お , 以上 の 実験 群 と 並ん で , 仔 虫 撤 布 の 翌日 , 薬 定 
代り に , 水道 水 を 10cc 撤 布 し た 対 照 を 1 個 お いた 。 

と と ろ で , 本 実 険 に と 用 いら れ た ベー ルマン 装置 は , 口 
径 24 cm, 深き 18 cm, 角度 60 で の 漏斗 (漏斗 の 円 鑑 の 項 
点 より , 下端 の ピン チコ ッ ク ま で は 約 40 cm,), 内 第 17 
cm, 高 さ 7.5 cm. 網目 2 mm. の ふる い , お よび 漏斗 を 
支え る 木製 の 支持 台 か ら な つて いる 。 

まず ふる い に , 円 形 に 切っ つた さら し 木綿 (直径 20cm) 
を 一 枚 し き ,。 その 上 に 上 記 土 壌 を 移し レ , 表層 を 平ら に し 
た 。 な お , 土 の 場 合 は , 乾燥 させ た 砂 を 100g 加 え , よ 
く 携 拝 し て か ら 。 それ を ふる い に 移 し た 。 こ と の よう に 砂 
を 加え た の は , 土 の 含水 量 を で きる だ け 減 少 さ せ , 仔 虫 
蓄 出 率 を 上 昇 ミ させ る た めで あつ た 。 次 に 40°C の 温湯 を 漏 
和 斗 に 八分目 ほど 入れ , その 上 に ふる い を の せ て か ら , 側 
方 より 85°C の 温湯 を 徐々 に 注 加 し , 温湯 が ふる い に 達 
し て , 土壌 が 注 加 水 の た め 沈降 し た と き , 注 加 を や め 
た 。 そ し て 4 時 間 放 置 し た 。 この さい , 漏斗 内 の 湯 を 
85°C 一 80°C に 保つ た め , 漏斗 の 側 方 より 漏 二 を ブン ゼン 
稚 で 軽く 上 暖め た 。 4 時 間 経 過 し て か ら , 漏斗 下端 の ピン 
チコ ッ ク を あけ て , 漏斗 内 の 水 を , 円 雛形 を し た 演 滋 導 
に 約 1000cc 移 し レ (漏斗 内 の 水量 は 1000 一 1500cc), 一 昼夜 
静 置 し て か ら , 約 900cc を サイ フォ ン で 静か に 流し , 残 
り 約 100cc を し , その 沈 湾 少量 ( 約 0.1cc) ずつ 
時 計 皿 に ことり: 解剖 顕微 鏡 で 鏡 見 し , 洗 出し た 仔 虫 数 を 
計算 し た 。 


実験 結果 
仔 虫 を 1000 巨 内 外 撤 布 し た と き , 含水 量 約 25 の と 
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第 1 表 仔 虫 を 1000 匹 前 後 撤 布 し た と き の 
ベー ルマン 法 に よ ょ る 回 収 率 


土壌 種類 砂 200 g 土 100g と 砂 100g 
| 846 WE 1120 
| 
| 974 1026 
| 940 916 
数 | 
M | 960.0 1020.6 
| 67.7 83.5 
回 985 1026 
816 862 
984 1072 
数 
M | 929.0 . 986.6 
79.4 
. 94.79% 96.60% 


き , ペー ルマン 法 に よる 仔 虫 回 収 率 は , 土 100g, 砂 
100 g の 混合 物 の と き 97, 砂 200g の と き 952% で あり 
(第 1 表 ), また 含水 量 40 以下 の と き 虫 率 に 相違 

は み ら れ な い (安田 お よび 斎藤, 1958) 。 と ころ で 本 実 
験 の 場合 ベー ルマン 装置 に か ける 直前 の 土壌 含水 量 
(28"C 放 置 , 湿度 682) は , 砂 の 場合 に は , 薬液 20cc 失 
布 し た と き は 2722,。 5 cc 撤 布 し た と き は "で あり , 土 
の 場合 に は (乾燥 し た 100 g 加え た と き ), 薬液 20cc 撤 布 
の と き は 15%, 5 cc 撤 布 の と き は 5 で ある 。 こ の 水分 
量 は 蒸発 が も つと も 少な か つた と き で ある か ら , 高温 , 
低 湿度 の と き は , 蒸発 が も つと 大 きか つた と 当然 推定 で 
きる 。 し た が つて , ベー ルマン 装置 に か ける 直前 の 土壌 
の 含水 量 は 402% 以 下 と 考え られ る か ら , 供 試 仔 虫 は 95- 
9722 回 収 さ ん た と 推定 され る 。 な お と こと の 回 収 率 は , 腐植 
土 の と き は 90 一 95, 砂 の と き は 80%, 仔 虫 が 回 収 さ れ 
る と いう Stoll (1928) の 報告 に ほぼ 合致 し て いる 。 事 
実 , 第 2 表 の 対 照 を みる と , 仔 虫 流出 数 は 1000 匹 内 外 を 
示し て いる 。 さ て , 本 実験 で は , 対照 の 湊 出 仔 虫 の 90 
を 殺 滅 する に 要する 薬剤 の 稀釈 倍率 を 求め る こと を め ざ 
し て , 実験 が な され た 。 と の 濃度 の 薬液 を 20cc, 15cc, 
10 cc, .5cc (DD とき は , 3.0cc; 1.0.; 
0.5cc) 撤 布 し た と き の 溢 出 仔 虫 数 は , 第 2 表 に まとめ 
られ て いる 。 

を 20cc 撤 布 し た 場合 の 出 虫 を 90% 殺 
する に 要する 濃度 は , 砂 の と き は , 二 硫 化 炭 素 乳 剤 100 
油 1000 倍 , 硝 酸 ウ ツー ダ 50 倍 以下 , 二 化 チ 
レン 50 倍 。 デリ ス 乳 剤 25 倍 。 DD 乳剤 24 倍 ,。 BHC 乳 
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第 2 表 ベー ルマン に 出し た 数 
砂 の 場 の 場 
撤 布 量 撤 量 
薬品 名 対照 20cc 15cc 10cc 5cc 対 20Ccc 15cc 1Ccc 5cc 
50 1125 3 41 79 24 1096 26 250 207 ._. 547 
a 100 960 17 109 206 200 1243 502 533 975 1164 
200 968 218 188 305 344 
井 子 500 1149 3 6 21 3 
i 1000 1009 24 30 483 887 1000 17 117 136 781 
2000 1127 253 320 316 895 1147 30 109 1053 1015 
50 1255 8 57 61 1018 18 232 539 743 
ェ チ レン . 100 1026 328 378 749 802 1158 125 196 526 750 
醒 硝 酸 50 1198 199 144 304 761 1105 76 85 140 605 
i 1030 330 338 344 684 1040 231 534 430 510 
200 1008 811 1000 1005 1000 
12.5 1055 17 67 317 510 
3 25 1134 27. 20 54 259 1065 456 735 729 825 
50 1100 153 212 571 890 
3 936 0 2 95 245 
6 1100 9 36 54 718 1158 11 264 125 659 
i 12 1194 46 30 163 1216 1018 277 294 558 423 
24 1090 105 1086 1044 
0 10 1019 4 11 6 24 1040 124 122 142 342 
20 1019 4 82 1040 176 262 692 626 
50 1138 154 186 366 1106 
NR 100 1035 476 570 583 944 
ホリ ドー ル 1000 1169 30 18 16 18 1267 66 41 104 396 
1293 57 45 105 339 1267 87 483 303 444 
4000 1293 73 109 125 383 1100 210 345 391 634 
D N 50 916 8 261 415 700 1147 40 97 97 626 
乳 剤 100 1035 184 258 897 613 1092 134 317 246 1225 
碑 砂 100 1118 937 1038 751 
注 注 入 量 
対照 2.0cc 1.5cce 1.0cc 0.5cc 対照 2.0cc 1.5cc 1.0cce 0.5cc 
D D 原液 1118 0 9 61 254 1038 0 0 42 221 


剤 20 倍 , DN 乳剤 50 倍 。 ホ リド ー ル 乳剤 4000 倍 以上 , で 
あぁ る 。 一 方 土 の 場 合 は , 二 硫 化 旗 素 乳剤 50 倍 , 電子 油 
2000 倍 以上 , 亜 硝酸 ツー ダ 50 倍 , 二 臭 化 テ チレ ン 50 倍 , 
デリ ス 乳 剤 12.5 倍 DDT 乳剤 6 倍 , リン デン 乳剤 10 倍 
以下 , DN 乳剤 25 倍 ,。 ホリ ドー ルル 乳剤 2000 倍 で ある 。 
次 に 10cc 撤 布 し た 場合 , 90% 殺 滅する に 要する 最低 濃 
度 を みる と , 砂 の 場合 , 二 硫 化 乳 剤 50 倍 , 油 
500 倍 , 二 臭 化 そ エチ レン 50 倍 , デリ ス 乳 剤 25 倍 , DDT 


乳剤 6 倍 , B 了 LC 乳剤 20 倍 ,。 ホリ ドー ル 乳 剤 1000 倍 で あ 
る 。 な お , 亜 硝酸 ツー ダ , お よび DN 乳剤 に こい て は ,50 
倍 稀釈 以下 と 推定 され る が , それ 以下 で は 実験 し て いな 
いか ら と 正確 な 値 は 不明 で ある 。 一 方 土 の 場 合 は , DN 乳 
剤 25 倍 。 ホ リド ー ル 乳剤 1000 倍 で ある 。 そ れ 以 外 の 薬剤 
は , 第 3 表 に 示し た 最低 濃度 以下 と 推定 され る が , それ 
以下 の 濃度 で は 実験 を 行 つ て いな いか ら , 正確 な 値 は わ 
か ら な い 。 : 
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第 3 表 土壌 試験 に ぉ ける 80 一 85 必殺 最 低 濃 直接 接触 試験 の さい の 
100 最低 濃度 と の 比較 (と ゃ に 作用 1 日) 


二 化 素 100 倍 50 倍 2000 倍 20—40 

1000 2000 64000 64—32 

二 臭 化 そ テ チ レン 50 50 1000 20 

亜 硝酸 ター ダ 50 50 8000 160 

デラ ス 25 12.5 2000 80—160 1000 倍 

乳剤 1.25% 5.0 0.015 80—320 0.03—0.1% 

BHC 0.5% 1.0% 0.005% 100—200 0.03—0.05% 

ホリ ドー ル 乳 剤 4000 25 2000 20—40 1200 一 2500 倍 

DN 乳 100 2000 10000 25 50 1000—4000 


また DD は , 砂 の 場合 は , 2.0cc 注 入 し た と き は 100 
2, 1.0cc 注 入 し た と き は , 94.62% 減 し て いる 。 一 方 
土 の 場 合 は 1.5cc 注 入 し た と き は 100%, 1.0cc 注 入 し レ 
た と き は 96.0% 殺 減 し て いる 。 

最後 に 砂 は , 砂 の 場合 は 20cc 撤 布 し た と き は 17.2 
2, 土 の 場合 は 27.7% 殺 減 し て いる 。 


考察 お よび 結論 


いま 薬液 を 20cc 撤 布 し た 場合 , 対照 の 出 仔 虫 の 902 
(すなわち 供 試 仔 の 80 一 を す る に 要する 
低 濃 度 を もつ て, 供 試薬 剤 の 薬効 を 比較 する と , 砂 の 場 
合 は , ホリ ドー 乳剤 , 油 , 二 硫 化 乳 剤 , 
酸 ソ マー ダ , DN 乳剤 , デリ ス 乳 剤 , DDT 乳 剤 , BHEC 
乳剤 の 順に なり, 土 場合 は , 油 ホリ ドー ルル 
剤 , 二 硫化 炭素 乳剤 , 亜 硝酸 ソーダ, DN 乳剤 , デリ ス 
乳剤 , B 了 EC 乳剤 , DDT 乳 剤 の 順 と なり, 砂 , 土 の 場 
合 と も , ホリ ドー ルル 乳剤 , 章子 油 の 薬効 が も つと も 強い 。 

また 砂 の 場合 と 土 の 場 合 の 90% 殺 減 最低 濃度 を 比較 す 
る と , 第 3 表 に 示す よう に , 亜 硝 酸 ツ ー ダ , お よび 二 臭 
化 チレン は 同 濃度 二 硫 化 乳 剤 , デリ ス 剤 , B 
了 IC 乳 剤 , ホリ ドー ルル 乳剤 で は , 砂 の と き は , 土 の と き 
の リリ: の 濃度 >, DDT 乳 剤 , お よび DN 乳剤 は リ , の 濃度 
で ある 。 つま り , 砂 の と き は 土 の と き ょ より, 薄い 溶液 
で , 同一 の 効果 を あげ る こと が で きる 。 と これ に 反し て , 
電子 油 で は , 砂 の 場合 は 土 の 場 合 の 2 倍 の 濃度 で ある 。 
Self お よび Russel(1954) は , 剤 , お よび 
を 用 いて , 本 実験 と ほ 同 じ 実 験 を 行 つ た 。 彼ら の 実験 
は , 稀釈 液 で なく 原 液 を 用 いて いる 点 と , 作用 日 数 が 1 
昌 で な く 長 い 点 , 本 実験 と は 異な つて いる が , 供 試薬 剤 
が 一 致し て いる も の に つい て , その 成績 を 比較 し て みよ 


う 。 彼ら に ょ る と , 二 臭 化 テ チレ ン 0.5cc 撤 布 し た と き , 
作用 時 間 28 時 間 で 対照 の 注 出 仔 虫 3200 匹 に 対し , 186 匹 

れ は , 本 実験 の 50 倍 稀釈 液 20cc 撤 布 し た 場合 。 作用 時 
本 実験 の 結果 に ほぼ 合致 し て いる 。 次 に デリ ス (ロロ テ ノ 
ー ン 5 2 含有 ) で は , 126.61 mg 撤 布 し , 作用 日 数 一 
8 日 で , 対照 17500 匹 に 対し , "773 匹 , また BHC (# ガ 
ンマ ー 体 1022) で は , 100.88 mg 撤 布 し , 作用 日 数 6 一 
7 日 で 対照 7825 匹 に 対し , 1193 匹 , DN (40%) で は , 
8203.87 mg 撤 布 し , 作用 日 数 8 日 で , 対照 13850 匹 に 対 
し , 151 匹 で ある 。 と こと の 結果 と 本 実験 の 結果 は , 作用 日 
数 が 長い 点 ) また 薬剤 の 成分 の 濃度 が 高い 点 で 異な つて 
いる た め , 直接 比較 は で き な い が , Self お よび Russel 
の いう ょ よ うに, デリス, BHC, DN は 大 量 用 いな けれ 
ば 有効 で な い , と いう 点 で は , 一 致し て いる 。 

1 22 砂 は , Hoerlein (1950, 1951) が 土壌 中 の イヌ 
釣 虫 存 虫 を 殺 減 する 薬剤 と し て 推 賞 し て いる も の で ある 
が , 本 実験 の 結果 で は 有効 で な い 。 と の 相違 は , 作用 日 
数 の 長短 に ょ る も の と 考え られ る 。 つ いで いう と , 前 報 
に に 述べ うた に, 1 % は , vtro で は , 1 日, 
80°C で の 減 か 示さ な い 。 

次 に , 私 が お さき に 報告 し た (安田, 1957) 試験 管内 殺 
減 試験 の 結果 と , 本 実験 の 結果 と を 比較 し て みる と , 第 
4 表 に 示す ょ うに な る 。 表 中 ホリ ドー ル 乳 剤 の 濃度 は , 
武田 (1956) の 報告 に 従 つ た 。 い ま , 土壌 中 仔 虫 の 80 一 
8526 (対照 の 仔 虫 の 90%) 減 する に 要する 最低 
度 と , 試験 管内 で 同 仔 虫 を 1002% 殺 減 す る 最低 濃度 の 比 
を と る と , 二 硫 化 炭 素 乳剤 , 電子 油 , 二 臭 化 そ = テ チ レン, 
DN 乳剤 , ホリ ドー ル 乳 剤 で は , 前 者 は 後者 の リー ツリ Js 
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の 高 濃度 で あり , 亜 硝酸 ソノ ソーダ, デリ ス 乳 剤 , DDT 乳 
, RHC 乳 剤 で は , ss あるいは, ある い は 
の 高 濃度 で ある 。 ま た 砂 は , 上 に 述べ た ょ うに , 浸漬 
1 日 , ある い は 作用 1 日 で は , 試験 管内 で も , 土壌 に お 
いて も , 殺 減 効果 は 顕著 で な い 。 こ の ょ うに , 土壌 中 の 
仔 虫 を 殺 滅 する に は , 試験 管内 で 同 仔 虫 を 殺 減 する 濃度 
ょ り 高 い 濃度 の 薬液 が 必要 な の は , 土壌 の た め に 薬液 と 
仔 虫 の 接触 が 妨げ られ る た め と 考え られ る 。 し か し 両 濃 
度 の 間 に 一 定 の 比 が あり 。 また 試験 管内 で 無効 な 薬剤 
ある 薬剤 が 殺 仔 虫 作 
も つて いる か どう な か 調べ る さい に は , 類 雑 な 土壌 試 

績 か ら , 土壌 試験 の 成績 を 推定 で きる よう に 思わ れる 。 
と こと ろ で デリ ス 乳 剤 , DD 乳剤, B HC 乳剤 , D 
N 乳 剤 , ホリ ドー ルル 乳剤 は , 農業 昆虫 殺 減 に 一 般 に 用 い 
られ て いる 薬剤 で ある 。 そ と で , 農業 昆虫 殺 減 に 用 いら 
れ て いる 濃度 と 比較 する と , 第 8 表 に 示す よう に ,。 デリ 
ス 剤 で は リー 倍 , BHEC 乳剤 で は DN 乳剤 
で は リリ の 高 濃 度 で ある 。 と と ろ で こと と で 注目 すべ きこ 
と は , ホリ ドー ルル 乳剤 で は , 濃度 が , 土壌 中 イヌ 釣 虫 仔 
虫 で は 2000 一 4000 倍 , 農業 昆虫 で は 1000 一 4000 倍 と 一 至 
し て いる と と で ある 。 

本 実験 の よう に , 底 の ある 容器 内 で な きれ た 実験 の 結 
果 と , 園 場 の よう に 底 の な い 大 地 で な され た 実験 の 結果 
は 異な る と 考え られ る か ら , 中 間野 外 試 験 を な す 必 要 が 
あぁ る が だ が, 比較 の た め , 対照 の 蓄 出 仔 虫 の 9022 ( 供 試 仔 虫 
の 80 一 8522) を 殺 減 する に 要する , 本 実験 の ホリ ドー ル 
撤 布 量 を , 反 当 り に 換算 し て みよ う 。 す る と , 砂 の 場合 
1000 倍 液 な ら 11 寸 , 2000 倍 液 な ら 22 斗 , 4000 倍 液 な £44 
斗 , 土 の 場 合 , 1000 倍 液 な ら 22 斗 ,2000 倍 液 な ら 44 寸 に 
な る 。 と と こと ろ が ホリ ドー ル ガ も つと も 用 いら れ て いる イ 
ネ = カ メイ チュ ウ (Chglo simplex) に 対し て は , 第 一 化 
幼虫 発生 期 に は 2000 倍 液 な ら 反 当り 3 一 4 寸 , 第 二 化 期 
に は 1000 倍 液 反 当り 0.1 一 0.15 斗 , 撤 布 すれ ば 有効 だ と 
され て いる 。 こ と この 値 と 比較 する と , イヌ 釣 虫 仔 虫 の 場合 
は , 濃度 は 同一 に し て も , 10 倍 の 量 が 必要 で ある 。 と これ 
に 反し て , 土 中 の ケラ (Gyllotalpa africana) を 殺 滅 する 
に は , 3000 倍 の ホリ ドー ル 液 反 当 り 30 斗 要する と され て 
いる 。 と と ころ で , と の 値 は , 本 実験 の 結果 か ら 換 算 し た 
土 中 の イヌ 釣 虫 仔 虫 を 殺 減 する に 要する 反 当 り の ホリ ド 
ー ル 量 に ほ 区 合致 し て いる 。 

次 に , 対照 の 蓄 出 仔 虫 を 902% 殺 滅する に 要する DD の 
量 を 反 当 り に 換算 する と , 砂 の 場合 は 783.98kg, 土 の 場 
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合 は 49.32 kg に な る (比重 1.288 う 。 と こと ろ で , 根 癌 線 
虫 の 場合 は 反 当 り 25 kg。 へ ハリガネ ムシ の 場合 は 反 当 り 
50 kg。 コ コガネムシ の 幼虫 の 場合 は 反 当 り 40 kg を 要する 
と され て いる 。 し た が つて , も し 本 実験 か ら 換 算 し た 反 
当り の 量 が 中 間野 外 試験 の 反 当 り 量 と 合致 する と すれ 
ば , 土 中 の イヌ 釣 虫 仔 虫 を 殺 滅 する に は , へ リガ ネム シ 
や コガ ネム シ の 幼虫 ( ネ キ リム ふ ムシ) を 殺 減 する に 要する 
量 が 必要 に な る 。 いい か える と , ホリ ドー ルル 乳剤 や DD 
は , 土 中 の イヌ 釣 虫 仔 虫 を 殺 減 する と は いえ , 計算 上 で 
は , 土壌 害虫 を 殺 減 する 量 が 必要 で ある 。 し か し も つと 
も 有効 な 薬剤 た る DD は , 輸入 品 で 価格 が 高い ば か り で 
な く , 作物 の 植え られ て いる 畑地 で は 薬害 が ある た め 使 
用 で き な い 。 CN 釣 虫 の 感染 の 場 は , ある 場合 に 
は ある 場合 に は 桑畑 , 陸稲 , ナス で ある 

難点 が ある よう に 思わ れる 。 

本 実験 の 結果 で は , 土壌 中 イヌ 釣 虫 仔 虫 を 殺 減 する 実 
用 的 な 薬剤 は 見 出さ れ な か つた 。 け れ ど も , 計算 上 は , 
土壌 中 イヌ 釣 虫 仔 虫 を 殺 減 する に 要する , 薬剤 の 濃度 , 
お ょ び 量 が , 土壌 害虫 , ある い は 土壌 線 虫 を 殺 滅 する に 
要する , 同一 薬剤 の 濃度 , お よび 量 と ほぼ 合致 し て いる 
と と は , 土壌 害虫 。 ある い は 線 虫 を 殺 減 する 真 に 実用 的 
な 薬剤 が 発見 され た あか つき に は , と これら 害虫 殺 減 の 一 
産物 と し て , 土壌 中 釣 虫 仔 虫 る また 撲滅 され る で あろ う 
と いう 希望 を い だ か せる も の で ある 。 

要 約 

11 種 の 虫 剤 お よび , すなわち , 二 化 
素 乳剤 , 油 , 硝 酸 ツ タダ, 二 臭 化 エチレン , デ 
リス 乳剤 , DDT BHC , DN , ホリ 
ドー 乳剤 , DD, お よび が 土壌 中 イヌ 
を 殺 滅 する か どう か の 実験 を 行 つ た 。 ま ず 砂 200g, 土 
100g に , イヌ 釣 虫 仔 虫 を 1000 匹 内 外 撤 布 し , その 翌日 
上 記 薬 剤 を 均等 に 撤 布 し, 一 昼夜 放置 し て か ら , ベ ー ル マ 
ン 装 置 に か け , 出 し た 仔 虫 数 を 計算 し た 。 そ の 結果 , 
ホリ ドー 乳剤 , 提 子 油 , お よび DD は も つと も 有効 で 
ある が , 胡 砂 は 無効 で ある こと が わか つた 。 そ れ 以 外 の 
薬剤 は , 高 稀釈 液 を 大 量 撤 布 し な けれ ば 有効 で な か つ 
た 。 ま た 土壌 中 の イヌ 釣 虫 虫 を 殺 に 要する 度 
は , 試験 管内 で 直接 接触 させ た 場合 , 同 仔 虫 を 殺 減 する 
に 要する 濃 ある い は それ 以上 の 高 で 
あつ た 。 

終り た に ど 指導 , ょ ど 校 を 賜 わ つ た 小宮 義孝 士 
に 深謝 する と と も ゃ も に, ペー ルマン 装置 に つい て 有 枯 な ど , 
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助言 を 賜 わ つ た 横浜 医科 大 学 の 松崎 義 周 博士 , 土壌 た つ 
い て 種々 つた 業 技術 研究 所 の 国井 
の て いみ いろ 世話 に な つた 本 研究 所 の 熊 
田 を 供 試 きれ た 日 本 特 薬 株 式 
社 三共 式 会 部 に 厚く 感謝 の 意 を 捧げ ます 。 
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Summary 

The larvacidal effect of ovocides against ascaris 
(Carbon disulphide, Mustard oil, Sodium nitrite, 
Ethylen dibromide), insecticides (Derris, DDT, 
BHC, DN, Folidol), nematocide (DD), and other 
chemical (Borax) against the dog hookworm in 
the soil or sand were examined. Adout 1,000 
infective larvae were pipetted into the moist soil 
or sand of 100g placed in the glass bowl (diame- 
ter 12 cm), and then they were mixed. After 24 
hours, the 5-20 cc solution of each chemical was 
evenly sprayed on the sand or soil and left on 
for 24 hours, except the experiment applying DD, 
where 0.5-2.0 cc of DD was pipetted into the soil 
or sand. Then the larvae were separated by the 
modified Baermann apparatus. The water in the 
funnel were centrifugated and the larvae were 
counted under the wide field dissecting micro- 
skope. The results were summarized as follows : 
Among the chemicals tested Folidol, Mustard oil, 
and DD were found to be most effective. When 
10cc of 0.5% Folidol, 0.1% Mustard oil were 
sprayed, or 1.0 cc of DD were pipetted, the signi- 
ficant effect were obtained. Whereas 1.0 % Borax 
could not killed the larvae within 24 hours. Other 
chemicals were found to be ineffective, unless the 
larger amounts of strong solution were sprayed. 
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問 川 


慶応 義 大 学 医学 部 寄生 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 32 年 3 月 23 日 受領 ) 


く よ り 人 及び と 同種 と 見 な され 得る 豚 の 
研究 は 幾多 の 人 々 に より 多岐 多様 に 渡り 行わ れ て いる 。 
殊 に 形態 学 的 方 面 に 就 て は 従来 の 方 法 で は 充分 に 研究 レ 
尽 さ れ た 感 ある が , 雌 虫 生殖 に 関す る 報告 は 
少 い よう で ある 。 

人 ( 上 4scarrs mbricoides で 3 本 の 子宮 を 有 
する 奇 型 例 に 関し て は , 耳 . Balss (1906) が 一 例 を 報告 
し て いる の みみ で ある 。 1 本 の 子宮 を 有する も の に 関し て 
は , 古く W. Schewiakoff (1894) が 一 例 を 報告 し , 高 
亀 (1989, '40) も 同様 1 本 の 子宮 を 有する も の を 見 出し 
知 の 通り 雌 虫 の 生 は 一 対 の 細い 状 の に 
始 り , 輪 卵 管 ・ 受 精 雷 を 経て ,。 そこ と で 太 さ を まし て 一 対 
の 子宮 に な り , これ が 合流 し て 1 本 の 短い 肝 に な り 生 区 
口 と ょ り 外 界 に 開い て いる の で ある 。 私 た を たち は 正常 の 雌 
員 虫 で は 一 対 あ る べき と れ ら の 生 殆 管 が 8 本 ある と 云う 
生 殆 器 奇 型 の 2 例 (1955 年 7 月 第 1 例 ・1956 年 1 月 第 2 
例 ) 及び これ ら の 生 区 管 が 1 本 の み で ある と いう 生殖 器 
奇 型 の 1 例 (1956 年 12 月 第 3 例 〕 を 見 出し た の で こと ゝ に 
報告 する 。 

と れ ら 3 例 の 奇 型 は すべ て 必殺 場 で 得 た 豚 処 虫 4s- 
cans lumbnicoides か ら 見 出さ れ た も の で ある 。 

第 1 例 ・ 第 2 例 の 体長 は 夫々 20.5 cm, 28.5 cm で , 
生 区 口 の 位置 は 頭 端 よ り 夫 々 8.0 cm, 9.6 cm で あり , 
外見 上 何等 正常 の る の と 変り が な い 。 膝 も 第 1 例 ・ 第 2 
例 共 に 1 本 で 長 さ は 0.7 cm で あり 妹 常 を 認め な い 。 と こと 
の 隊 に 正常 体 で は 一 対 の 子宮 が 続く の で ある が , 第 1 例 
に 於 て は 8 本 の 子宮 が ほ く ゞ 同じ 太 さ で 病 も 同じ 位置 か ら 
分 技 し て 連 な つ て いる (第 1 図 )。 第 2 例 に 於 て も 同様 8 
本 の 子宮 が 存在 し た の で ある が , その 分 枝 方 法 に 於 て 第 
MICHISUKE TOIKAWA & SHOZO SAITO: 
Three cases of abnormal structure of female rep- 
roductive organ of pig ascaris. (Department of 


Parasitology, School of Medicine, Keio Universi- 
ty, Tokyo, Japan) 
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1 例 と 趣 を 異 と し て いる 。 即 ち 英 に 続い て 先ず 2 本 の 子 
宮 に 分 れ 。 そ の 中 の 1 本 は その ま ゝ 後 走 し 長 さ は 18.7 
cm で あり , 他 の 1 本 の 子宮 は 最初 の 分 枝 部 より 0.7 
cm 上 方 で も 3 一 度 2 本 の 子宮 に 分 枝 し て いる (第 2 
図 )。 こ と の 2 本 の 子宮 は 薄い 膜 で 附 着 し て 後 走 し て 居 
り , 長 さ は 2 本 共 等 し く 二 度目 の 分 枝 部 より 18.8 cm で 
ある 。 第 1 例 ・ 第 2 例 共 に これら の 3 本 の 子宮 の 上 部 は 
夫々 受精 卵 管 ・ 卵 と 続い て いる 。 第 2 例 に 於 て 
附 着せ る 2 本 の 子宮 も その 最上 部 で は 分 離し レ し て それ より 
細い 上 部 の 生 硫 管 に 移行 し て いる (第 8 図 ) 。 第 1 例 ・ 第 
2 例 共 3 本 の 子宮 は 中 に 卵 が 充満 し て 居り , と くに 途中 
くびれ て 細く な つて いる 所 も な く ほ さく 同じ 太 さ で ある 。 
と れ ら の 子宮 内 卵 を 1 本 毎 に 鏡 検 し て みた の で ある が す 
べ て で 受精 卵 で ある つた 。 

第 8 例 に 於 て も 外見 上 は 正常 の ぁ も の と 変り な く , 体長 
は 20.8 cm で あり 生 克 u 口 の 位置 は 頭 端 より 8.9 cm で あ 
る 。 前 述 の 如く 生 殆 管 は 卵巣 より 子宮 ・ 脱 に 至る まで す 
べ て 1 本 で あぁ る (第 4 図 ) 。 本 例 に て を に は な 
い が や ゝ 長く 1.1cm で あぁ る 。 と こと の 膝 に 太 さ を 増し て そ 

ま ゝ 1 本 の 子宮 が 続い て いる (第 5 図 ) 。 子宮 も 体長 に 
比 し や ゝ 長く 28.9 cm で あぁ あり, それ に 続い て その ま > ゝ 1 
本 で 細い 上 部 の 生殖 管 (受精 井 ・ 輸 卵 管 ・ 卵 巣 ) に 移行 
し て いる 。 前 2 例 と 同様 子宮 内 卵 を 鏡 検 し て みた が , 本 
例 に 於 て は 受精 卵 ・ 不 受精 卵 が ほ さ 半数 ずつ 混在 し て い 
た 。 

と の よう な 生 型 の 出現 に 関し て 統計 的 観 
察 を 行わ な い の で 明か で は な い が , 当 教室 で 私 共 が 1955 
年 7 月 より 翌年 1 月 迄 (第 1 例 発 見 より 第 2 例 発見 迄 ) 
の て カ ヵ月 間 に 実験 に 供し た 上 成熟 雌 虫 の 解剖 数 は 概算 
2,800 ~8,000 人 条 に 及ぶ も の と 思わ れ , その 中 2 条 に 於 
て 上 述 の 如き 8 木 の 生 殆 管 を 有する も の が 見 出さ れ , 東 
に 第 2 例 発見 より 第 8 例 発 見 迄 の 1 年 間 に 於 ける 雌 血 虫 
の 解剖 数 は 概算 4,~5,000 条 に 及び , その 中 1 条 に 於 て 
1 本 の 生 訪 管 を 有する も の が 見 出さ れ た の で を 2 
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2 図 第 2 例 


第 4 図 第 3 例 


° 第 5 図 第 3 例 
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32 年 12 月 (1957)] 


過去 と 於 ける 報告 例 の 少 い と と も 考 へ 合せ て 比較 的 稀 
な も の で ある と 思い , と ゝ 刀 報 告 し た 次 第 で ある 。 
終り に の ぞ み 御 校 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 , 浅見 敬三 
授 に 深謝 する 。 
文 
1) Balss, H. (1906): Mitteilungen Uber einen 
abnormalen ? Geschlechtsapparat von Ascaris 
lumbricoides L. Zool. Anz., 30, 485-487. —2) 
Schewiakoff, W. (1894): Ein abnorm gebauter 
weiblicher Genitalapparat von Ascaris lumbrcoi- 
des L. Centralblatt fur Bakteriologie u. Parasi- 
tenkunde, 15, 473 一 476. 一 3) 高 亀 良 放 (1939): 
便 中 に け る 排 卵 数 と の 寄生 母 虫 と の 関 
係 に 関す る 疑義 に 就 て , 日 本 医科 大 学 雑誌 ,10,1329- 
1358. 一 -4) 高 良 放 (1940): 陰 門 周囲 の 帯状 


九 に 関す る 研究 (第 1 報 ), 日 本 医科 大 学 雑誌 , 11, 
1583—1606. 


Summary 


During our study on ascaris eggs which we 
have obtained from uterus of pig ascaris, we 
happened to find out 3 female ascaris which had 
an abormal reproductive organ. Two of them 
had 3 reproductive tubes which united into a 
vagina opening at the normal site of the body 
wall (Fig. 1, 2, 3). Remaining one had only one 
reproductive tube (Fig. 4, 5). In the former two 
cases, eggs in the uterus were found fertilized 
and in the latter case about a half of the eggs 
in the uterus were found fertilized. 
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放射 線 の 遇 虫 生態 に 及ば ぼ ば す 影 響 に 関す る 研究 (4) 


Cobalt-60 の 卵 発育 に 及ぼ す 影 に つい て (その 2 


多 


\ 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 
(昭和 32 年 4 月 6 日 受領 ) 


言 

Co-65 の 7 線 は 波長 か らい えば 
入る も の で , その 生物 学 的 に 重要 な 役割 を 演ずる の は 被 
照射 体内 に 生ずる 電子 に ょ る 電離 と され て いる 。 そ し て 
物質 に 入射 する 超 硬 文 線 の 電離 の 最大 の 位置 は 表面 より 
ある 深き 浸 入 し た 内 部 に ある と きれ て お り 従 つて その 効 
果 も 同位 置 で 最も 大 きく な る 。 以 上 の 概念 に 基き Co-60 
照射 の 際 適 当 な 物質 に ょ り すれ ば , 無 照射 に 比 
べ て 被 照 射 体 に 及 ば す 効 果 が 増 嘩 され る 場合 も 予想 され 
る 。 

著者 は 前 報 に て Co-60 を 無 
今回 は アル ミニ = ウ 
(Al に ょ る を つて Co-60 を 
の 発育 に 及 ioe の で 以下 その 成績 を 
する 。 


超 硬 文 線 と 選 じ 範 囲 に 


実験 材料 及び 方 法 
虫 卵 材料 : 生鮮 豚 虫 の 子宮 末端 ( 約 1cm) より 採取 
し た 受精 卵 を 毎回 4 一 6 隻 宛 充 分 混和 し , 予め 4 アン 
チン オォ ルミ ン 液 中 に 約 30 し 除去 フ 
ル マ リ ン 液 を 加え て 躍 卵 液 を 調製 する 。 試験 区 分 は 摘出 
直後 , 培養 83, 5,。 8, 10, 15 日 目 の 6 区 と し , 各区 の 
虫 は プラ スチ ツク 小皿 (5,000 r 照射 時 は 注射 用 
小 ア ンプ レ ) 中 に と り , 夫々 その 上 澄 液 を 良く 除去 レ 均 
質 な 懸 濁 液 と し た る の を 照射 材料 と し 対照 に 非 照射 材料 
を と つた 。 Al は 45 90 の 厚み の 二 
種 を 選び 照 射 材料 の 容器 の 外面 を 完全 に 項 うぅ 様 に し た 。 
照射 の 方 法 : 大 阪 大 学 徴 生物 病 研究 所 附属 病院 所 有 の 
も の を 用 い 5,000r, 2,700r, 1,350r の 各 概 算 線量 を 


KAI KADOTA : Studies on the influence of radia- 
tions upon the behaviour of Ascaris lumbricoides. 
IV Report. Influence of Cobalt-60 upon the deve- 
lopment of their eggs. (2) (Department of Para- 
sitology, Research Institute for Microbial Disea- 
ses, Osaka University) 


選び 一 時 照射 を 試み た 。 Co-60 照射 の 距離 及び 時 間 は 
5,000r の 場合 6 cm に 於 て 10 分 , 後 二 者 の 
に 於 て 60 分 及び 80 分 で ある 。 

照射 後 の 虫 卵 培 養 : 照射 後 の 虫 卵 は 小型 シヤ ー レ に と , 
り 2.52% フ オル マリ ン 液 を 加え た 後 28“ 一 
内 に て 培養 し , その 観察 は 培養 開始 後 8, 6, 8, 10, 
15, 80 日 目 の 6 回 と 行っ つた 。 

発育 能 の 障害 及び 抑制 の 判定 : 前 報 に 記し た と 同様 , 
障害 の 判定 は 培養 30 日 目 に 於 ける 仔 虫 形成 陽 止 率 を 対 央 
と 比較 し て その 差 の 有意 性 (危険 率 5 2) を 検定 する と 
と に よっ つた 。 但し 培養 15 日 目 ( 仔 虫 包 蔵 卵 ) の 場合 は , 
細胞 の 変性 像 の 百分率 に よる も の と し 変性 像 の 判定 は 従 
(M), 早期 期 後期 実 期 (L), 遇 (T 
運動 仔 期 (ME ) 及 び 変 性 卵 (D 


合 20 cm 


に 発育 指数 (I.V.D.) を 求め て 観察 し た の も 前 報 と 
洞 発 育 過程 に 於 ける 抑制 の 判定 と し て , 全 期 に 走 つて 


は エエ. V. D. を 対照 と 比較 する こと こと に つた が 各 
に つい て は 第 2 報 に 記し た 如く , 著者 の 設定 し た 発育 指 
標 虫 卵 形 成 率 を 夫々 の 対照 と 比較 し て その 差 の 有意 性 
(危険 率 5 %) を 検定 する こと に ょ つた (前 記 以 外 の 培 
養 10 日 目 に 於 て は 仔 虫 形成 率 を 指標 と し た )。 


実験 成績 
各 発 育 時 期 別に 成績 を 幼 め る と 第 1 一 6 表 の 様 に な 
る 。 貝 卵 は 夫々 100 個 と つい て 発育 状態 を 観察 し た 。 以 
下 人 各 項 の 発育 障害 及び 拘 制 の 判定 は 実験 方 法 に 記し た 規 
進 に 従 つ た が , 障害 の は 仔 虫 形成 阻止 率 に つい て 対 岩 
( 非 照 対 例 〕 と の 差 を 表わし 検定 に と ょ つて 有意 の 差 を 示 
し た 場合 と する 。 


1) 摘出 直後 虫 卵 (単細胞 期 ): 第 1 表 に 示す 様 に . 


5,000 r 以下 何れ の 場合 に 於 て も 障害 を 示さ な か つた 。 
叉 発育 の 抑制 は 


5,000 r の 場合 , 照射 後 2 日 (培養 3 昌 
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第 4 表 境 8 日 目 、 卵 照射 時 ) 
5,000 r 2,700 r 1,350 r 
90 45 90 g 45 90 g 
の } 
2, 
Co i 
Co 1 1 
c 
Co 2 "1 2 1 
282 
15 36 31 
Co 7 88 81 79 88 82 64 96 94 67 96 95 96 98 96 99 98 96 た 
C 95 98 98 95 98 98 90 99 97 90 99 97 100 98 98 100 98 98 
Co 367 360 324 370 357 328 364 384 376 365 384 380 389 395 384 396 393 384 ( 虹 
C 39%4 395 392 394 395 392 388 396 388 388 396 388 400 392 392 400 392 392 5 
に 
育 
第 5 表 培養 10 日 目 虫 卵 照 射 時 第 6 表 培養 15 日 目 虫 卵 照 射 時 6 
5,00 
照射 線量 5,000 r 2,700 r 1,350 r 5,000r 2,700r 1,350r 
Al の 厚み 45 g 90 g 45 g 90 g 45 g 90 g 45u 90g 量 の : 
培養 日 数 

発育 状態 
Co 3 放 
1 1 
等 に 3 
i100 98 99 98 98 97 98 98 97 96 97 95 97 97 95 97 97 98 * ポ 
100100 100100 98 97 98 97 99 97 99 97 と 
400 392 396 392 392 388 392 392 391 384 397 380 は 線 重 
400400 400400 392 388 392 388 396 388 399 388 要 が み 
の 
( 24 ) 
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昭和 32 年 12 月 


目 発育 指標 虫 卵 形成 の 検定 に よ 
り 認 め ら れ た 。 i 
2) 培養 8 日 目 虫 卵 (単細胞 期 及 2 
細胞 期 ): 第 2 表 に 示す 様 に 5,000 r 
の 場合 Al 45 及び で 
は 夫々 1722, 18% の 障害 を 認め た 。 又 
2,700 r の 場合 , 障害 は 示さ な か つた 
は 照射 後 8 日 (培養 6 日 目 
検定 こと より 認め られ た 。 
培養 5 日 目 虫 卵 (早期 期 ): 
第 8 表 に 示す 様 に 5,000 r の 場合 
45 及び で は 夫々 22%。, 
282%, 2,700 r の 場合 , 夫 々 132%, 12% 


第 1 Co-60 各種 線量 と 仔 忠 
形成 率 ( 境 養 30 
目 に 於 け る ) 


了 0 団 除外 し て ある 


の 障害 を 認め た 。 叉 1,850 r の 場合 , | 
障害 は 示さ な か つた が が 抑制 な 照射 後 1 
日 (培養 6 日 目 〕 迄 検定 に と より 認め ら 


培養 8 日 目 虫 卵 ( 後 期 及 ): 第 4 表 に 
示す 様 に 5,000 r の 場合 , Al 々 及び 90 ヶ で は 
夫々 172%2,16 % の 障害 を 認め た 。 叉 2,700 r 以下 の 場合 , 
障害 は 示さ な か つた が 抑制 は 2,700 r で は 照射 後 2 日 
(培養 10 日 目 〕 守 検定 に こより 認め られ た 。 
5) 培養 10 日 目 虫 ( 及 仔 虫 期 ): 
様 に 5,000 r 以下 何れ の 場合 に 於 て も 障害 
育 過 程 全 期 に 豆 り 抑制 を 認め な か つた 。 
6) 培養 15 日 目 虫 卵 ( 仔 虫 期 ): 第 6 表 に 示す 様 に 
5,000 r 以下 何れ の 場合 に と 於 て も 障害 を 示さ な か つた 。 
双発 育 過 程 於 ける エ .V.D. は 虫 卵 の 障害 を 来 す 線 
量 の 凡 て 照射 後 最初 の 観察 (ユー 3 日後) 結 
果 と 対 照 と を 比較 し て 潤 減 の 傾向 を 示し た 。 


考 接 


放射 線 の うち 文 線 (150 一 200 kV) は 障 灯 上 の 応用 に , 
波長 の 長い 部 分 を 除去 し て 波長 城 を 短波 長 側 に 狭く し 均 
等 に 近く する た め , 通常 銅 及び アル ミニ ウム が 深 過 板 と 
し て 用 いら れ て いる 。Co-60 7 線 は 文 線 (150 一 200kV) 


第 5 表 に 示す 
を 示さ ず 


処置 は 遠隔 照射 の 場合 特に 必要 と は され て いな い 
加 く 実 験 の 目的 は た より 効果 
増強 を 期待 し 得る の で , この た め 演 過 板 と 同様 遮蔽 に 
de せ ぬ 適当 な 物質 の 種類 及び 厚 さ を 選ぶ 必 
要 が ある 。 物 と し て Al の 薄 (厚み 45 及び 90 
の 二 種 ) を 致し 併 も その 処 


( 25.) 
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理 が 容易 と 考え た から で あ る 。 

実験 成績 に 記し た 様 に , 虫 卵 の 障害 を 発育 時 期 別 に み 
る と 何れ の 線量 に 於 て も 摘出 直後 の 単細胞 期 , 端 抽 期 及 
仔 虫 期 (培養 10 日 目 ), 仔 虫 期 (培養 15 日 目 ) で は その 出 
現 を 認め な か つた が , 単細胞 期 及 2 細胞 期 (培養 3 日 
目 〕 で は 5,000 r の 場合 , Al 系 45 及び 蔽 で は 
夫々 172%, 18% を 示し , 早期 期 (培養 5 日 目 で は 
2,700 r の 場合 , 夫々 1326, .122, 5,000 r の 場合 , 夫 
2826 に 達し , その 人 後期 期 及 (培養 
8 日 目 〕 で は 再び 減少 し 5,000 r の 場合 , 夫々 172, 16 
26 を 示し た 。 即 ち 障 害 出現 を みた 照射 線量 と 障害 度 < 仔 
虫 形成 陽 止 率 ) の 関係 を 図示 すれ ば 第 1 図 の 様 に な り 線 
量 の 増加 に 伴い 障害 度 は 上 昇 す る 傾向 を 認め た 。 又 上 記 
の 発育 中 期 に 当る 培養 5 日 目 虫 卵 が 最大 に 達し その 前 後 
の 培養 8, 8 日 目 虫 卵 示 これ に つい だ 成績 は 前 報 Co-60 
照射 時 と 軌 を 一 に し て いる が , 障害 出現 線量 及び 障害 度 
より みる と , 両者 の 間 に 相 当 著 る しい 差異 を 認め る の で 
以下 若干 の 比較 検討 を 試み た い 。 

前 報 Co-60 照射 時 は 発育 時 期 別 と みる と , 培養 8, 
5, 8,10, 15 日 目 に て は 24,000r の 場合 , 夫々 
28%,502,4826,15 22,18% の 障害 を 示し た が , 
以下 の 場合 , 僅か に 培養 5 日 日 虫 卵 の み 12,000 r で は 
26 に 認め それ 以外 何れ の て も 障害 を 認め な か 
つた 。 と の 成績 と 比較 する と 本 回 は 相当 低 線 量 で 障害 出 
現 を 来 し た 事実 が 認め られ る 。 尚 第 2 報 の 文 線 照 射 時 は 
々 同 線 量 の 4,520 r で は 培養 8 日 目 虫 卵 

て 夫々 1822, 46 26, 21 % で あり , 8,890 r で は 夫々 18 
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26, 20%, 18% を 示し た の で , と これ に 比較 すれ ば 今 次 は 
生 高 線量 を 要 し た 様 に みな され る 。 又 Al 及 
び 90m の 厚み に ょ る 障害 度 の 差 は 認め 難 か つ た 。 上 記 
現 祭 の 機 序 を 考察 する と , Co-60 7 線 は A1 鎖 に ょ り 二 次 
線 を 出す が , この 場合 背後 散乱 , 側 方 散乱 は 非常 に 少 
く 大 部 分 は 前 方 散乱 に よる も の と みな され て お り ,。 と の 
前 方 散乱 線 は 主として 第 一 次 線 と 同じ 方 向 か 極 く と これ 
に 近い 方 向 に 附 加 され る も の で ある 。 更 に Al 秒 無 諾 蔽 
の 場合 。 入射 線量 (空気 中 線量 ) は その まま 虫 卵 の 表面 
線量 と みな され る が が, Al の 場合 は その Al の 
厚み だ け 深 い 所 を 照 射 し た と こと と な り , 従 つ て 表面 線量 
は 上 記 の 重畳 効果 が 作用 し て 或 る 程度 増強 され た こと に 
よる も の と 推測 され る 。 

以上 は 発育 の 障害 に つい て 検討 し た が 次 に 抑制 に 関し 
て 述べ て みる 。 貝 卵 の 障害 を 来 す 線量 の 場合 , 発育 過程 
に 於 ける .V.D. は 何れ も 照射 後 の 観察 (ユー3 
日 後 ) 結果 と 対照 と 比較 し て 菩 減 の 傾向 を 示す とこ と より 
曳 卵 及ぼす 障害 乃至 抑制 作用 は 前 報 Co-60 照射 時 と 同 
様 比較 的 緩徐 に 出現 する も の と みな され る 。 又 障害 を 来 
さ 線 量 の 場合 は 各 観 察 日 に つい て 発育 指標 虫 卵 形成 率 
を 夫々 の 対照 と 比較 し て 照射 後 一 定期 間 両 者 の 間 に 有 意 
の 差 を 認め た 場合 。 その 期間 中 発育 の 抑制 乃至 遅延 を 来 
し た も の と 判定 し た 。 そ の 結果 , 摘出 直後 虫 卵 の 場合 , 
5,000 r で は 照射 後 2 日, 培養 8 日 目 虫 卵 の 場合 , 2,700 
r で は 後 8 日, 培養 5 日 目 虫 の 場合 , 1,850 r で 
は 招 射 後 1 日 。 培養 8 日 目 虫 卵 の 場合 , 2,700 r で は 照 
射 後 2 日 の 間 に 抑 制 を 示し た が 何れ も Al 和希 45 々 及び 90 
zr の 厚み に ょ る 影響 の 差異 は 認め な か つた 。 前 報 Co-60 
照射 時 は 摘出 直後 虫 卵 の 場合 。4,800 r で は 5 日 , 培養 
8 日 目 虫 卵 の 場合 , 2,400 r で は 6 日 , 培養 5 日 目 虫 卵 
の 場合 , 1,200 r で は 4 日 , 培養 8 日 目 虫 卵 の 場合 , 
2,400 r で は 1 日 の 間 に 抑 制 を 示し て いる の で , 両者 の 
抑制 現象 は 略 々 相似 し て お り 著 る し い 差 異 は 認め 難い 。 
只 抑 制 を 受け た 期間 は 前 報 の 場合 1 一 6 日 の 間 で あり 本 
回 は 1 一 3 日 の 間 を 示し た の で 生 々 短縮 し た 傾向 を 見 出 
す 。 これ は 先述 し た 喋 害 度 の 増強 と は 平行 し な い 予 循 の 


後 1 一 6 日 は 抑制 を 示し た の に 拘わら ず , 培養 8 日 目 虫 
卵 の 場合 , 8,260 r で は 照射 後 の 抑制 を 認め な か つた 成 
績 が あり , 虫 卵 の 個体 差 及び 照射 条件 の 差異 に よる 或 る 
程度 の 動揺 性 は 免れ な いも の と 思わ れる 。 発育 の 抑制 に 
つい て の 検討 は 尚 充分 な 域 に 達し た と は いえ ぬ が , 少く 
と も 本 回 の 成績 と こと ょ つて も 照射 後 数 日 の 間 を 出 で な い 箇 
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囲 で 抑制 惹起 され た と と は 認め て よい も の と 考え られ 


1. 豚 卵 を 各 発 育 時 期 別 に Al の (厚み 45 
及び 90 必 で 詳 蔽 し , Co-60 を 5,000 r 一 1,850 r の 線 
量 を 選び 照射 後 培 療 試み その 発育 に 及 影響 を 観 
2. 貝 卵 の 発育 能 の 障害 を 仔 虫 形成 阻止 率 よ り みる 
と , 子宮 より 摘出 直後 の 単細胞 期 , 及 仔 虫 期 ( 
養 10 日 目 ), 仔 虫 期 (培養 15 日 目 ) で は 何れ の 場合 も 隊 
害 を 示さ な か つた が が , 単細胞 期 及 2 細胞 期 (培養 8 日 
目 で は 5,000 r の 場合 45 々 及び 90m で は 
夫々 18, 早期 期 (培養 5 日 目 〕 で は 前 記 線 
量 の 場合 夫々 22%, 28%,。 2,700 r の 場合 , 夫々 18%, 
12 る 。 以後 は 減少 し 後期 実 期 及 
(培養 8 日 目 ) で は 5,000 r の 場合 , 夫々 172%, 162% を 
示し レ た 。 

・8. 以上 の 成績 を 前 報 の Co-60 無 記 蔽 照射 時 に 比較 
する と , 本 回 は 相当 低 線 量 で 障害 を 認め た 。 
4. 貝 卵 の 障害 を 来 き 浴 線量 の うち , 子宮 より 摘出 直後 
虫 卵 で は 5,000 r, , 培養 8, 8 日 目 虫 卵 で は 2,700 r, 
培養 5 日 目 虫 で は 1,850 r の その 発育 の 
一 定期 間 (照射 後 1 一 8 日) 発育 の 抑制 現象 が 認め られ 

終り に 臨み , 終始 御 指導 と 御 校 関 を 賜 つ を 森下 攻 教 授 
に 深謝 する と 共に , Co-60 照射 の 御 便宜 を 与え て 戴 いた 
出口 寿 教 授 に 護 謝 し 併 て 絶え ず 射 の 労 を と られ 有 
益 な 御 助言 を 糞 い た 楠本 五郎 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 表す 
る 。 

本 論 昭和 32 年 4 月 , 日 本 寄生 学会 第 26 
回 総会 に た 於 て 発表 し た 。 


文 


1) 宮川 ・ 森 栄 ・ 田 中 利 放 (1954): コバ ルト 607 
線 に ょ る に た け る 間 線量 分 布 に い て (一 
門 に て ), 日 本 医 放 誌 , 148), 
516-528. 一 2) 尾 内 能 夫 (1956): Ra je ょ び Co-60 
ィ 線 の 遮蔽 に 関す る 基礎 的 研究 , 第 1 報 直接 線 の 四 
蔽 , 日 本 医 放 誌 , 16(1), 8-14. 第 2 報 二 次 線 に 関 
する 実験 的 研究 , 日 本 医 放 誌 , 16(1), 15-25. 第 3 
報 三次 線 に 関す る 基礎 的 研究 , 日 本 医 放 誌 , 16(1), 
26-31. 第 4 報 三次 電子 に 関す る 実験 的 研究 , 日 本 
医 放 誌 , 16 (2) , 97-105. 一 3) 江藤 秀雄 著 (1951): 

人 体 と 放射 線 , 岩波 書店 . 一 4) 吉川 春 寿 , 江 藤 秀 護 , 
(1953): ラボ ヂ ォ アイ ッ ト ー プ の 医学 的 


| 
3 Rg 様 に みえ る が , 第 2 報 の 文 線 照 射 時 に 於 て も 一 般 に 照射 
= 
< 


昭和 32 年 12 月 (1957)] 


用 , 東西 医学 社 . 一 5) 医学 シン ポジ ウ 有 第 12 回 放 
射 人 性 アイ ィ イット ー プ (1956), 診 新 と 治療 社 . 一 6) 門 多 
(1956, 1957) : 放射 線 の 生態 に 及ぼ す 影 響 に 
関す る 研究 , (1) 文 線 の 虫 生存 力 及 び 産 卵 能 並び に 
子宮 内 卵 発 育 に 及ぼす 影 響 に ついて, 寄生 虫 学 雑誌 , 
5(3), 376-383. (2) 線 の 卵 発 に 及 影響 
に つい て , 寄生 虫 学 雑誌 , 6(5). 417-423. (3)Cobalt- 
60 の 環 虫 卵 発育 に 及ぼ ほす 影 響 に た つい て (その 1), 寄生 
虫 学 雑誌 , 6 (5) , 423-431. 


Summary 


Using small foils made by thin alminium plates 
of 45p (foil A) or 90g (foil B) in thickness as 
container of the eggs, the author carried out 
further observation on the influence of Cobalt 
60 radiation upon their developmental ability. 
The eggs in the foils were radiated with varying 
doses between 5,000 r and 1,350 r, and the results 
were judged by the culture method after the 
procedure. 

As to its embrynation inhibiting action to the 
eggs, no influence was observed in those just 
obtained from the uteri (mono-cell stage) as well 
as those on the 10th day (tadpole or embryonal 
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stages) and on the 15th day (embryonal stage} 
of culture by each radiation, while in those on 
the third day of culture (mono- or two cell stages) 
the inhibiting rates were 17% in foil A and 18 
in foil B, when exposed to 5,000r, and in those 
on the 5th day of culture (early morula stage) 
they were 22% and 23 % respectively by radia- 
tion of 5,000r and 13 % and 12 % respectively by 
radiation of 2,700r. The inhibiting rates, howe- 
ver, fell in the eggs on the 8th day of culture 
(late morula and tadpole stages), being 17 % and 
16% respectively even when exposed to 5,000r 
radiation. 

Comparing these results with those in which 
the eggs were directly i. e. without alminium foil 
radiated, as previously reported, it can be said 
that in the present experiment the injury of the 
eggs was caused by the lesser doses of radiation. 

It was also proved that even by subdosis of 
radiation a depressive phenomenon in the develop- 
mental velocity of the eggs freshly obtained and 
those on the third day and on the 8th day of 
culture may occur during the period of 1-3 days 
after radiation. 
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剤 の 研 
(1) 水中 の 多 及び 卵 に 対す る 種 薬剤 の 殺 作用 


群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 (主任 松村 竜 雄 教授 ) 
(昭和 32 年 4 月 7 日 受領 ) 


中 及び 水中 の 卵 対す る 卵 剤 に は , 従来 見 
る べき も の が な か つた が , 松村 教授 は 灯 蒸 剤 を 用 いて , 
環 虫 卵 を 殺 減 する と いう 方法 を 考 技 し , その 実験 を 大 沢 
あぁ あたら せ た 。 そ の 結果 , 遇 虫 殺 卵 剤 と し て , 現在 実用 
に 供 な せら れ て いる 二 硫 化 炭 素 を 始め, 一 層 強 力 な 殺 卵 作 
用 を 有する 臭 化 メ チル , 湊 化 メチ ル , 決 化 エチ 等 が 得 
られ た 。 

か る に 釣 虫 卵 に 作用 する 殺 卵 剤 の 実験 は 殆ど 行わ れ 
て いな い 。 即 ち , 水中 の 釣 虫 卵 に つい て , 野田 (1953) 
は 湊 度 を 用 いて , 小林 等 (1955) は ネオ デ ヂ デ ク ピ ロン 新 剤 , 
二 硫 化 素 乳 剤 , 亜 硝酸 油 の 4 種類 の 薬剤 を 
用 いて 実験 し て いる の みみ で , まだ 内 外 共 に 系 統 的 な 研究 
は , み ら れ な い 。 

ょ つて 私 は , 大 沢 が に 対し て 優秀 な 作用 を 
認め た 数 種 の 薬剤 を 中 心 と し , 求め 得 た 種々 の 灯 蒸 剤 に 

つき , 次 の ょ うに 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 を 研究 し た 。 

(1) 水中 に 於 ける に 対す る 卵 作用 を 実験 す 
る 。 (23) 水中 に ける 虫 に対する 殺 卵 作用 と 
卵 た 対す る それ と を 比較 検討 する 。 (38) 釣 虫 卵 の 中 
で , アメ リカ 釣 虫 卵 と マビ = 釣 虫 卵 と に対する 水中 に 於 け 
る 殺 卵 作用 を 比較 検討 する 。 以 下 そ の 成績 を 報告 する 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 
1 ) 水中 の 釣 虫 卵 と 対す る 薬剤 の 殺 卵 作用 の 実験 の 場 


薬剤 の 殺 卵 作用 は , 次 の ょ うに 検査 し た 。 即 ち , 釣 虫 
洗 浴 卵 を 混 じ た 釣 虫 卵 浮遊 液 に と, 薬剤 を 種々 の 濃度 に 混 
2 15C の 低温 i 卵 器 中 に 放置 し て , 7 日 及び 14 日 間 作 


KOICHIRO TERAO. Studies on the ovocides of 
parasite eggs. Report I. The ovocidal activity of 
various chemicals against Ancylostoma eggs and 
Ascaris eggs in water. (Department of Pedia- 
trics, School of Medicine, Gunma University) 


用 後に , 釣 虫 卵 の 生死 を 検索 し た 。 

釣 虫 は アメ リカ 虫 卵 及び ツマ ビ = 虫 を それ ぞ 
れ 単 独 に する り 排 後 1 日 以内 に と, 水道 
集 卵 法 に ょ り 採取 し て 用 いた 。 即 ち , 交 便 を 多量 の 水 と 
充分 に 混合 し , 放置 し , 上 清 を 捨て , か か る 操作 を 数 回 
くり か え し た ガー で 食物 し 。 の 上 
を 捨て , 残 つ た も の を し レ て 人 虫 多量 に 
き 沈 湾 得 た 。 

上 記 沈 流 を 駒込 に て 4 cc と り , 予め 
水 100 cc 入れ た 拍 の 中 に 投入 し , 暫 時 静 置 し て か ら , 尊 中 
ょ り 水 道 水 4 cc を ピペット に て 吸い 上 げ て 除去 し , 釣 虫 
卵 浮遊 液 を 得 た 。 薬剤 は 1.0%, 0.1%,0.052, 0.025 
%, 0.01%, 0.005 %, 0.0025%, 0.001 % の に 
虫 卵 浮遊 液 へ 入れ た 。 い ずれ る も る 溶解度 が 低 か つ た た め , 
乳化 剤 Tween 80 を 用 いて 乳化 し , 適当 の 割合 に 稀 し 
て 用 いた 。 薬 剤 の 沸点 が 50C 以 下 の 場合 に は , 5C の 氷 
室 で 操作 を 行い , 直ちに 15'C の 低温 解 卵 器 に 入れ た 。 

作用 温度 は , 実際 の 場合 に , 農家 の 肥 溜 へ の 薬剤 の 投 
へ 冬季 寒冷 時 に も 行わ れる と と を 考え て , な る べく 低 

温 を 選び た か つた が , 一 方 , 釣 虫 卵 が 生存 し 得る 最低 温 
度 を 考慮 し て で, 5 した 。 

薬剤 の 作用 を 受け た 卵 を 取出 す に は , 7 日 及び 14 日 後 
に , 釣 虫 卵 浮遊 液 を 振 温 混和 し , その 約 50cc を 尿 コ ッ プ 
に 取り 出し た 。 薬 剤 の 除去 に は , 水道 水 を 加え て 拉 振 し , 
放置 後 上 清 を 捨て , 数 回 洗 浴 を 操 返 し た 。 この 普 便 沈 湾 
を 培養 し て , 釣 虫 卵 の 生死 鑑別 を 行 つ た 。 

釣 虫 卵 の 生死 鑑別 は , 瓦 培養 法 に ょ より, 仔 虫 の 水中 へ 
の 遊 出 の 有無 及び 遊 出 数 を 数 えて 行っ つた 。 即ち, 充分 洗 
し た の 沈 湾 を こと ど と く 駒込 ピペット に て 吸い 上 
げた 後 , 大 型 シ ヤー レ の 中 に 置い た 素 焼 互 上 に 撤 布 し た 。 
シヤ ー レ に 水道 氷 を 加え て , 瓦 が 充分 水 を 吸っ つて か ら , 
更に 水 を 追加 し て , 水 の 深 さ を 約 0.5cm に し た 。 と これ 
を の 卵 に 入れ て , 日 間 培 養 後 , 培養 水 を 全部 
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集め , その 中 の 遊 出 仔 虫 の 有無 及び 仔 虫 数 の 算定 を 行っ つ 
た 。 実験 終了 後 は , 素 焼 。 シヤ ー レ は 煮沸 消 た 。 
対照 と し て , 薬剤 を 加え な い 尿 尿 混 合 物 に っ ついて, 同様 
の 実験 を 行 つ た 。 

(2) 水中 の 筒 虫 卵 に 対す る 薬剤 の 殺 卵 作用 の 実験 の 
場合 


実験 成績 
(C1) 水中 に 於 ける に 対す る 諸 種 薬剤 の 殺 作 - 

用 (第 1 表 )。 

釣 虫 卵 と し て は , アメ リカ 釣 虫 卵 を 用 い , 次 の 成績 を 

得 た 。 

0.005 濃度 作用 の 場合 : アリ ルカ ラ シ 油 は 14 日 間 作 


虫 し て は 人 洗 を 用 いた 。 そ その他 は 用 ご, 卵 を 完全 に し た 。 
卵 に 対す る 実験 と 全く 同一 に 行っ つた 。 0.01 濃度 作用 の 場合 : アリ ルカ ヵ カラシ 油 の 他 , 活化 
の 生死 鑑別 は 培養 法 に つた 。 即ち , 充分 洗 メチ ル 化 エチ ル , 自 化 エチ ル , 二 臭 化 エ チレ ン は 
し た の 沈 湾 小型 シャ ヤー レ に 入れ , 222 ホ ル マ リ ン 卵 を て 日 間 作 用 で 完全 に し た 。 
水 を 深き 約 0.5 cm に 加え , 28C の 時 卵 器 に 入れ て 30 日 0.025 濃度 作用 の 場合 : アリ ルカ ラ シ 油 , 決 化 メチ 
間 培 養 し た 。 ル , 決 化 そ エチル, 二 臭 化 エチ レン の 他 , 臭 化 そ チル 。, 
< 最後 に と ,。 卵 を 鏡 検 し て , 単細胞 卵 と 止ま る 不発 育 卵 を D-D, 二 塩 化 プ ロバン, 二 塩 化 プ ロビ ピレン は 釣 虫 卵 を 
: 以 て , 死 減 卵 と 見 芝 し , 100 個 の 卵 の 中 の , その 数 を 死 7 日間 作用 で 完全 に 殺 減 し た 。 
と し た 。 0.05 2 濃度 作用 の 場合 : 臭 化 チル は 虫 卵 を 完 会 
4 
1 表 1 水中 の 多 卵 及び に 対す る 種 薬剤 の 殺 卵 作用 
アメ リカ 虫 マビ = 虫 卵 人 
分 (%) 遊 出 仔 数 ( ) 出 仔 虫 数 ( ) 死滅 率 (%) 
ィ 
0.01 0 0 1 0 100 100 
| 対 照 15,000 11,000 6,960 3,794 2 2 
k 0.01 0 0 0 0 100 100 
対 15,000 11,000 6,960 3,794 0 0 
0.05 0 0 100 109 
対 2,589 3,652 0 3 
% 0.025 0 0 0 0 100 100 
対照 28,128 25,628 1,435 1,386 1 1 
を 0.01 0 0 100 100 
4 0.005 4 4 31 84 
対 2,482 2,460 2 0 
& 0.025 0 0 0 0 100 100 
D-D 1,3,C;H4Cl, の 0.01 8 5 4 6 5 12 
混 物 対 5,892 5,365 5,327 4,854 0 1 
0.025 0 
4 1, 2- 二 塩化 プ ョ ペン 1, 2-C;H;Cl: 0.01 3 
対 892 
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1 表 2 

0.025 0 0 100 100 

0.01 9 6 84 100 
対 照 。 5,892 5,365 2 2 

0.1 0 0 0 0 100 100 

0.05 103 81 24 3 100 100 

硫化 炭素 0.025 302 184 22 36 89 94 
0.01 9,100 1,140 448 322 0 0 

対 12300 10.120 5,574 2,865 0 0 

1.0 0 Q 100 100 

0.1 0 0 6 8 

トリ クロ ル ェ エチ レン CHCI: CClI: 0.05 3 1 る 1 
0.025 1,039 1,020 1 0 

対 12.300 10,120 0 0 

1.0 2 0 2 2 

406 53 1 2 

対 2,482 2,460 

1.0 0 0 100 100 

1 4 10 100 

対 1,359 1,885 0 0 

1.0 0 0 100 109 

0.1 4 0 82 98 

CH; (CH,) sBr 0.05 125 85 22 30 

対 照 2,589 3,652 1 1 

1.0 116 0 1 

965 1124 0 0 
0 対 照 2,344 2,050 0 1 

1.0 119 2 34 80 

CHCL 0. 231 1 

対 務 1,858 1,521 2 1 

1.0 0 0 100 100 

38 55 89 
一 塩化 = タン 
対 照 1,359 1,885 1 0 

1.0 1.411 1,651 2 0 

CH;COCI 対 1.858 1.521 2 0 
1.0 0 0 100 100 

塩化 メチ レン CH:CL, 0.1 1,018 1,720 0 0 
対 1,359 1,885 1 0 

0.05 0 0 100 100 

0.025 2 1 100 100 

0.01 3 3 

’ 0.005 1 1 

0.0025 0 2 

対 照 2,858 1.862 0 1 
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第 1 図 水中 の 釣 虫 卵 及び 環 虫 卵 た 対す る 諸 種 
の 殺 作用 (15°C, 7 日 間 作 用 ) 


滅 し た 。 また, トリ クロ ル エ チレ ン は で 日間 作用 で , 
殆ど 完全 に 釣 虫 卵 を 殺 減 し た 。 即 ち , 仔 虫 の 遊 出 は 対照 
13.800 匹 に 対し , 僅か 1 匹 を 認め た に 過ぎ な か つた 。 


0.12% 濃 度 作 用 の 場合 : 二 硫 化 炭 素 は 釣 虫 卵 を 7 日間. 


作用 で 殺 し た 。 

(2) 水中 に ける 虫 対す る 殺 作用 と 卵 
選対 する 殺 卵 作用 の 比較 (第 1 表 及 び 第 1 図 ) 。 

a) 両者 の 殺 卵 作用 の 一 致し た 薬剤 

深化 メチ ル , 活化 エチ ル , 二 臭 化 エ チレ ン は 共に 0.01 
2% の 濃度 で , 虫 卵 及 び を 完全 に し た 。D- 
0.025 で 虫 及び を 完全 に し た 。 塩化 ア 
リル , 内 化 ブチ ル , 二 塩 化 エ タン 及び 塩化 メ テ ナレ ン は 
1.0% で , 釣 虫 及び 対し 完全 殺 作用 を 示 
レ た 。 

b) 両者 の 殺 卵 作用 の 一 致し な か つた 薬剤 

アァ アリル カラ レ 油 は 0.005 は , 卵 対し て は 
ど 殺 卵 作用 は 無 か つ た が , 釣 虫 卵 に 対し て は 14 日 間 作 用 
で 完全 な 殺 卵 作用 が あつ た 。 臭 化 そ エチ ル , トリ クロ ル エ 
チレ ン 及 び = ト ロメ タン も る 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 の 方 
が 対す る 用 より レ し かつ た 。 と これ に 反 
し , 二 硫 化 素 は , 釣 虫 対す る 作用 の 方 が , 
卵 に 対す る より も か つ た 。 即ち 。 0.052 卵 を 
完全 に し た が , 対し て は 作用 は 完全 
は なく, 日間 作 用 で は , 仔 虫 の 遊 出 は 12,800 
に 対し 108 匹 を 認め た 。 

(8) 水中 に 於 ける アメ リカ 多 と ビ = 虫 に 
対す る 殺 卵 作用 の 比較 (第 1 表 ) 。 

汰 メ チル , 化 ル , アリ ルカ 油 , D-D, 
二 硫 化 炭 素 の 5 種類 の 薬剤 を , ア メリ カ 釣 虫 卵 並び と ン 
ビニ = 釣 虫 卵 と 作用 させ た と と ろ , いずれ の 薬剤 に 於 いて 
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ああ, 二 種 の 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 は 全く 同じ で あぁ つ 
た 。 
総括 並 に 者 接 

以上 の 実験 成績 の 如く , 

(1) 水中 の 釣 虫 卵 に 対し て , 湊 化 メチ ル , 湊 化 ニチ 
ル , 二 臭 化 エ ェ チ レン, アリ ルカ ラ シ 油 は , 非常 に 強力 な 
殺 卵 作用 を 量 し た 。 ア リル カラ シ 油 が 水中 に 於 いて , 多 
虫 卵 殺 卵 作用 が あぁ ある と と は , すでに 小林 等 (1955) が 報 
告 し て いる が , 決 化 メチ ル , 決 化 エチ ル , 二 臭 化 エ チレ 
ン の か か る 強力 な 殺 卵 作用 に つい て は , 未だ 内 外 の 文献 
に 報告 を みな い 。 

(2) 諸 種 薬剤 の 水中 の 虫 卵 に 対す る 作用 と 
虫 卵 た に 対す る 殺 卵 作用 と の 比較 で は , 一 致す る 場合 が 多 
か つた 。 時 に 一 致 せ 場 合 も 認め られ た 。 即ち, 両者 の 
殺 卵 作用 の 一 致す る 薬剤 と し て は , 湊 化 メチ ル , 洪 化 ェ 
チル 。 二 ニ ミチ レン , D-D, を 二 
1,3- 二 族 化 プ ョ ピレン, 塩化 アリ ル , 二 塩 化 エタ ン 塩 
化 メ チレ ン , 湊 度 が あつ た 。 一 致 せ 薬剤 の うち , ア 
リル カラ シン シ 油 , 和貴 化 エニ エチル, トリ クロ ル エ チレ ン , = ト 
ロメ タン で は 釣 虫 殺 卵 作用 の 方 , に 
対す る 殺 卵 作用 ょ り 強 力 で て あぁ あり, と これ に 反し , 二 硫 化 炭 
素 で は , 釣 虫 に 対す る 卵 作用 の 方 が , 卵 対す 
る 殺 卵 作用 ょ り 弱 か つた 。 

卵 に 対し て , 剤 が 卵 を 有する と と は , さ 
き に 教室 の 大 沢 の 認め た と と ころ で ある が , 釣 虫 卵 と に 対 レ 
て も 略 々 同様 で ある と こと が 以上 で 明か に な つた と 思う 3。 

(C8) 二 種 の 人 釣 虫 卵 , 即ち , アメ リカ 釣 虫 卵 と ツ ビ 
= 釣 虫 卵 対す る 諸 種 薬剤 の 水中 に 於 ける 用 つ 
いて は , 全く 同一 の 成績 を 得 た 。 成虫 に 於 いて 駆虫 剤 に 
対す る 抵抗 性 は , ツマ ビ = 釣 虫 の 方 が , アメ リカ 釣 虫 より 
強い と いわ れ て いる 。 し か し , 卵 の 薬剤 に 対す る 抵抗 性 
の 比較 と ついては, 未だ 報告 は な い が , 以上 の 如く 差 は 
な いよ う で ある 。 

結 語 

19 種類 の 薬剤 を , 水中 に 於 いて , 温度 15C の 条件 下 
で , 7 日 及び 14 日 間 , アメ リカ 釣 虫 卵 , マビ = 釣 虫 卵 及 
び 人 環 虫 卵 に 作用 させ , これ ら 薬 剤 の 殺 卵 作用 に つい て 
比較 実験 し , その 成績 を 得 た 。 

(1) 水中 の 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 剤 と し て , 最も 強力 
な も の は , 決 化 メチ ル , 活化 エチ ル , アリ ルカ ラシン 油 , 
二 臭 化 エ テ チ レン で あぁ あり,。 いずれ る も る 0.01 濃 度 , 7 日 間 作 
用 で 釣 虫 卵 を 完 人 金 に 殺 減 し た 。 臭 化 そ チル は 0.01 % 濃 
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度 , 14 日 間 作 用 で 完全 に 殺 減 し た 。 次 に 効果 の あぁ つた 薬 
剤 は , D-D, 1,2- 二 塩化 プロ ペン, 1,3- 二 塩化 プロ ピ 
レン で , 0.025 度 , 日間 作 用 で 虫 を 完全 に 
た 。 
(2) 種 薬剤 に 対し , 釣 虫 卵 は と , 水中 に 
いて , ほ 話 同一 の 抵抗 性 を 示す 場合 が 多 か つ た 。 
アメ リカ と ツ ビ = 
y, る 御 指 導 と 御 校 を 賜 つ た 松 
村 教 授 た に 厚く 御礼 を 申 上 げ ます 。 
本 論 要 は, 第 25 回 日 本 寄生 学会 総会 
31 年 4 月) に 発表 し た 。 
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報 , 1537, 3950-3952. 一 9) 松村 意 友 松 新 , 
織田 敏郎 , 竹内 政夫 (1954): 野菜 の 薬剤 処理 に 依る 
晒 虫 感染 予防 の 研究 (第 1 報 ), 小児 科 診 療 , 17(?), 
649. 一 10) 松村 竜 雄 , 友 松 新 五 , 大 沢 正 夫 , 寺尾 宏 
一 郎 (1954) : の 研究 (1) 作 用 条件 に 
就 い て , 第 14 回 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 記事 , 23. 


11) 松村 竜 , 寺尾 宏一 郎 (1956) : 剤 の 研究 
(2), 寄生 躍 誌 , 5(2), 221. 
Summary 


Each of 19 chemicals such as methyl iodide, 
ethyi iodide, ethyl bromide, allyl-mustard oil, ethy- 
lene dibromide and other was allowed to act upon 
Necator americanus eggs, Ancylostoma duodenale 
eggs and human Ascaris eggs in water at 15°C 
for 7 and 14 days, respectively, to compare their 
ovocidal activities, with the following results. 

(1) The most effective as ovocide against An- 
cylostoma eggs in water were methyl iodide, ethyl 
iodide, allyl-mustard oil and ethylene dibromide, 
killing them perfectly at concentration of 0.01 & 
in 7 days. Ethyl bromide perfectly killed them at 
0.01 % concentration in 14 days. Next to these, 
D-D, 1,2-dichloropropane and 1,3-dichloropro- 
pylenewere effective, perfectly killing them at 
0.025 %& concentration in 7 days. 

(2) The ovocidal activities of these chemicals 
against Ancylostoma eggs and Ascaris eggs in 
water agreed ‘in many cases. 

(3) There was no difference in the ovocidal 
activities of these chemicals against Necator 
americanus eggs and Ancylostoma eggs. 
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縮小 条 虫 人 体 和 寄生 の 2 症例 


道 


: 名 古屋 大 学 医学 部 解剖 学 教室 
(昭和 32 年 4 月 10 日 受領 ) 


は じ め あめ に 

縮小 条 虫 万 ymenolebis diminuta (Rudolphi 1819) は 一 
に て (ラッテ , マウ ス , Praomys tullbergi jacksom, 
Grammomys surdaster, Apodermus sylvaticus) に 寄生 す 
る 条 虫 で あつ て , イヌ (浅田 1928) , ヒト に は 偶然 に 寄生 
する 。 

本 条 虫 は Belgium, Italy, Soviet Russia, 日 本 , 中 
国 , Philippines, India, East Africa, Argentina, Bra- 
zl, Venezuela, Granada, Martinique, Nicaragua, 
Cuba 及び 北米 合衆国 等 , ほとん ど 全 世界 に 豆 つ て 分 布 
し て いる 。 特 に India, Soviet Russia, 日 本 , Italy, 北 
米 合衆国 中 南部 で Tennessee, Georgia, Texas) に 多 
い 。 

人 体 寄 生 の 最初 の 定例 は 1858 年 EE. Weinland 氏 が 
記載 し た も の で , それ は 1842 年 に ボス トン の Palmer 氏 
が ーー 歳 半 の 小児 か ら 得 た も の で ある 。 て その後, 47 年 を 経 
て , Leidy 氏 は Philadelphia の 1 児 に , 又 Garrison 
氏 は 1907 年 に Philippines の に, それぞれ と れ を 
見 出し , その 後 , 各地 に お いて 屋 々 報告 せら れ , 今日 迄 
の 報告 総数 は 200 余 例 と な つっ て いる 。 

わが 邦 に お いて は , 大 正 5 年 12 月 (1916) に 勝沼 精 蔵 氏 
が 東京 市 の 14 才 の 少女 に , 叉 , 潜 貴 六郎 氏 は 大 正 6 年 1 
月 (1917) , 福岡 に お いて , 沖縄 新兵 の 交 便 検査 と に より, 
と の 条 虫 の 卵 を 夫々 見 出し , 大 正 " 年 , 福井 県 小学 校 底 
便 検査 に お いて , 叉 この 休 虫 卵 が 認め どれ た 。 大 正 11 年 , 
名 古屋 市 に お いて , 田村 義 貫 氏 は 2 名 の 縮小 条 虫 患者 か 
ら , お の お の 一 条 づ つ を 駆除 し , 同様 の 虫 卵 を 6 例 み 患 
者 の か ら 検 出し た 。 な お , 県 課 に お いて , 
同 県 郡部 の 小学 校 児童 に 一 種 不明 の 虫 卵 を 認め , 藤 知 医 
科大 学 病理 学 教室 こと お いて , それ は 本 条 虫 卵 で ある と と 
が 確認 され た 。 大正 11 年 9 月 , 稲 玉 信 和 吾 氏 は 富士 山南 林 
MICHIO ISHIKAWA: Two cases of parasitism 


of Hymenolepis diminuta. (Department of Anatomy, 
Faculty of Medicine, Nagoya University.) 
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の 1 農村 に お いて , 4 才 の 女子 に 本 条 虫 の 1 条 を 見 出し , 
大 正 13 年 , 徳田 衝 氏 は 広島 県 に お いて 1 例 を , 大 正 14 年 , 
藤田 隆三 郎 氏 は 徳島 県 に お いて , 12 才 の 少女 に 4 塩化 旋 
素 駆 除法 に ょ つて , "7 条 の 母 虫 を 得 た 。 昭和 2 年 門馬 健 
次 氏 は 奈良 県 五条 の 生後 258 日 の 女児 の 閥 便 中 に 本 虫 の 
分 節 体 を 認め , 昭和 4 年 伊 福 景 人 氏 は 東京 府 に お いて で 
例 を 報告 し , 昭和 5 年 , 高橋 操 三 郎 氏 等 は 熊本 県 に お い 
て 11 才 の 1 少女 に 本 虫 を 認め , 昭 種 ぎ 年 , 布施 信良 拓 等 
は 鹿児島 県 の 6 才 の 男児 か ら 26 条 の ⑳ 縮 小 条 虫 を 駆除 し た 
1 例 を 報告 し , 宇 留 野 勝 は 山形 農村 に い 
て 12 才 の 男児 に 本 虫 を 認め , 中 村 薫 氏 は 昭和 18 年 , 東京 
市 に お いて 38 例 を 報告 し た 。 

私 は 最近 本 条 虫 寄生 の 2 症例 を 経験 し , その 1 例 は ヵ 
マラ 駆除 法 に ょ よ つて, 21 条 に 及ぶ 多数 の 母 虫 を 得 た 興味 
の ある 症例 で ある 。 


症 例 

症例 1. 

OJ 川 O 子 16 才 , (昭和 12 年 8 月 81 日 生 ) , 高校 女子 生 
徒 , 名 古屋 市 西区 在住 。 初診 1953 年 12 月 20 日 。 

家族 歴 : 父 胃 拡張 に て 死亡 , 母 健在 , 同胞 12 人 , 内 6 
人 は 幼時 麻疹 等 に て 死亡 。 生 徒 は その 末子 で ある 。 

家庭 状況 : 生徒 の 家庭 は 母 , 兄 夫 婦 , 姉 (看護 婦 , 病 
院 通勤 ), 兄 (大 学生 ), 本 人 と の 6 人 家族 で あつ て , 二 
匹 の 猫 が いる 。 生徒 は 特に 猫 を 粟 し, し ば し ば 猫 と 同 食 
し , また その 爾 を 取り , 指 又は 爪 で 圧潰 し た こと が よく あ 
つた 。 家業 は 履物 商 で , 新しい 下駄 の 販売 の 外 に , 古い 
下駄 の 修理 を 営ん で いる 。 生徒 は 家業 の 手伝い は し て い 
な い 。 姉 は 看護 婦 で ある が , 外科 勤務 の た め 検 便 等 に 従 
事 し た と こと は な い 。 便所 は 波 取 式 で あり , 飲料 水 は 水 道 
で , 井戸 は な い 。 山 は あま り い な い が , 油 虫 は 相 等 いる 。 
/ 既往 症 : 生来 健康 で , か つて 寄生 虫 の 駆除 を し た と と 
は な い 。 

主訴 : 特記 する よう な 主訴 は な い 。 食欲 は 蜂 盛 , 便通 
は 便秘 に 傾き , 睡眠 良 , 頭 靖 , 疲労 , 口 当 , 口臭 , 腹 
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痛 , 声音 変調 , 憂う つ , 思考 力 減退 等 は な い 。 

現 : 体格 中 等 , 栄養 良 , 張良 , 78。 体温 86.5°C。 
舌苔 少 。 胸 部 異常 な い 。 腹部 に グル 音 聴 取 す る 。 月経 正 
常 。 . 白 ( 一 ), 一 ), ウロ ビリ フー ゲン 赤 
血球 数 825 万 , 白血球 数 7.100 , 血色 素 量 72 2 (ザー 
) 。 好 酸 球 4 好 中 球 72%, 球 検便 : 
抹 に て 毎 視野 , 1 乃至 数 個 の 縮小 条 虫 卵 を 認め る 。 

治療 : 駆虫 前 2 日 間 脂 肪 食 を 禁じ た 。1953 年 12 月 28 日 
軽い 夕食 後 絶食 。 午後 8 時 硫 苦 20 瓦 服用 。12 月 24 日 朝 絶 
食 。 午前 8 時, 午前 10 時 を それぞれ カマ ラ 4.5 瓦 宛 服 用 。 
正午 硫 苦 20 瓦 服用 。 午 後 8 時 頃 縮 小 条 虫 の 完全 な る 貝 体 
を 排出 し た 。 副作用 な い 。 

後 検 便 : 1954 年 1 月 4 日 。 1 月 11 日 検便 , 虫 卵 な い 。 

症例 2. 

〇 本 〇 一 29 才 (昭和 3 年 10 月 20 日 生 う 男子 , 鉄道 乗務 
員 , 県 中 島 郡 稲沢 町 在住 , 1957 年 8 月 6 日 

家族 歴 : 父 . 母 農業 に 従来 し , と も に 健在 , 同胞 8 
人 , 内 1 人 8 才 ,。 起 炎 に て 死亡 する 。 

家庭 状況 : 患者 は 現住 地 か ら 少 し 離れ た 同じ 町 の 農家 
に 生れ , 昭和 28 年 4 月 , 結婚 と と も に 現住 地 に 独立 移転 
し た 。 同年 同月 か ら 名 古屋 鉄道 の 乗務 員 と な る 。 家庭 は 
妻 , 2 子 ( 長 男 8 才 , 長女 1 才 ), 本 人 と で 4 人 家族 で あ 
つて , 1 匹 の 猫 と 1 匹 の 犬 が いる 。 患者 は 時 折り 犬 の 
枚 を 取り . 指 又 は 爪 で 圧潰 し た と こと が あつ た と 言う 。 妻 
は 菓子 の 小売 り 販 売 を し て いる 。 便所 は 肖 取 式 で , 飲料 
水 は 井 戸 を 使用 し て いる 。 出 は あま り い な い 。 

既往 症 : 昭和 328 年 右 湿性 肪 膜 に し た 以外 は 著 
患 は な い 。 従来 寄生 虫 駆除 を し た とこ と は な い 。 

主訴 : 時 折 , , 部 に 軽度 の 腹痛 が ある 。 
は 食事 と 関係 な く , 又 持 続 時 間 も 短 い 。 食欲 普 通 , 便通 
1 日 1 回 普通 便 , 睡眠 良 , 頭 江 , 疲労 感 , 口 湯 , 口臭, 
音声 変調 , 憂う つ 思 考 力 減退 等 は な い 。 

現 症 : 体格 栄養 中 等 。 脈 持 緊張 良 , 72。 体温 86.2°C 皮 
下 脂 肪 中 等 。 皮膚 の 発疹 は な い 。 眼球 結膜 口腔 粘 
膜 , 異常 な い 。 瞳孔 左右 同 大 , 光線 反応 普通 。 舌苔 な い 。 
な い 。 腺 腫 張 な い 。 胸 , 腹 , 肝 部 異常 な 
い 。 蛋白 (一 ), 一 ), ウロ ビリ ノー ゲン ) 。 赤 
血球 数 415 万 , 白血球 数 7200, 血色 素 量 802 (ザー リ ) つ ), 
好 酸 球 2 好 中 球 782, 球 20%, 血 沈 中 等 価 3.25 
mmy。 検便 : 共 抹 に て 毎 視野 数 個 の 縮小 条 虫 卵 を 認め 

治療 : 駆虫 前 8 日 間 脂 肪 食 を 禁じ た 。 1957 年 8 月 9 日 
軽い 朝食 後 絶食 し , 午後 3 時 か ら 硫 苦 15 瓦 宛 , 1 時間 間 


( 34 ) 


寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 6 


第 1 図 黄色 を 量 し た 縮小 条 虫 20 条 が 1 塊 と 
な つて 排出 せら れ た の を 示す 。 


図 症例 2 の か ら し 得 た 21 条 の 
縮小 条 虫 を 示す 。 体 長 は 30 乃至 45 cm 
を 算 し , すべ て 完全 虫 体 で ある 。 


隔 に お いて 38 回 計 45 瓦 投与 し , 洗 腸 を 併用 し て 完全 に 洗 
腸 し た 。 翌日 8 月 10 日 午前 7 時 80 分 カマ ラ 2 g& を 投与 , 
7 時 45 分 , 更に 2 瓦 投 与 , 9 時 更に 2 瓦 投与 し た 。 9 了 時 
28 分 。 黄色 を 量 し た 縮小 条 虫 20 条 が 一 塊 と な つて 排出 し 
た (第 1 図 う 。 10 時 20 分 , 更に 1 条 排 出し た 。 貝 体 21 休 
は すべ て 完全 虫 体 で , 体長 は 80 乃至 40 cm を 算 し , 当 
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Shinosa, 
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は Minr 
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(1957) ] 
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3 図 縮小 和 の 頭 を 示す 。 を 備え る 
5 接 物 X10) 


人 節 の 切断 し た も の も な い (第 2 図 う 。 頭 節 は 甚だ 小 で 。, 
直径 0.2~0.5 mm で , 梶 棒状 を 呈し, 4 個 の 吸盤 を 備 
% て いる (第 3 図 ) う 。 後 処 置 と し て 硫 苦 20g を 与え た 。 
その 後 , 数 回 の 下痢 便 が あつ た が , 排 虫 は な か つた 。 本 
症例 は , カマ ラ 使 用 量 僅か 6 g で 駆虫 に 成功 し , 何等 副 
作用 を 認め な か つた の は , 前 処置 の 洗 腸 が 完全 で あつ た 
た め だ ろ う 。 

後 検便 : 1957 年 8 月 1 日, 及び 8 月 28 日 の 2 回 と 豆 り 
精 補 に 検便 し た が , 虫 卵 を 全く 認め な か つた 。 患 者 は 腹 
痛 な どの 自覚 症状 は 消失 し , 元気 こなつ た 。 


考 接 


本 条 虫 の 発育 史 に つい て は , や や 古く か ら 研 究 さ きれ, 

それ が 発育 に は 概ね 中 間 宿 主 を 必要 と する も の で ある と 
と が わか つた 。 現今 その 中 間 宿 主として 確認 せら れ た 種 
類 は , 何 れる 節 足 動物 に 属す る も の で , Grassi et Rovelli 
(1892) 氏 は Catania, Sicily に て 昆虫 鱗 の 1 
種 Asopbia farinalis, 直 の コ ヒ ゲ シロ ハサミ ムシ 
Amsolabis annulipes, 並 に 甲 虫 類 の 2 種 4cis 
Shinosa, Scaurus striatus に , この 条 虫 の Cysticercoid 

と 思わ れる も の を 見 出し , 博夫 類 の も の を 人 に 食わ せ 
て , 本 条 虫 を 得 た こと を 記載 し , Nickerson 氏 (1911) 
は Minnesota, U.S. A. に お ぉ 倍 脚 Diplopoda 
の 帯 馬 陸 目 Polydesmoidea に 属す る Fontalia virginica 
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及び 姫 馬 陸 目 Juliformia の /xlus sp. が 本 人 条 虫 の 中 間 
宿主 で ある と と を 明らか に し , Nicoll and Minchin 氏 
(1911) は 英国 に て , 昆虫 綱 穏 麹 目 即ち 台 類 の 1 種 , ョ ー 
ロッ パネ ズミ ノミ Ceratophyllus fasciatus に て 本 条 虫 の 
Cysticercoid と 思わ れる も の を 見 出し , それ を 購 に 食わ 
せ て , その 推定 の 誤り の な いと と を 確 め , Johnston 氏 
(1918) は 洲 に て 熱帯 地方 に 広く 分 布 す る 1 種 , 
ケ オ プス ネズ ミノ ミ Xenopsylla cheopis に 本 条 虫 の 幼虫 
を 見 出し , Joyeux 氏 (1920) . は フラ ンス に て 到 類 の 
3 種 , メス クラ ネズ ミノ ミ Leptopsylla musculi, ヒト ノミ 
Pulex irritans, {ヌメ ノミ . Ctenocebhalides camis 及び 
類 の チ ヤ イロ コメ ゴミ ムシ ダマ ン シ 7Tenrelrio molkitor に 本 
条 虫 の Cysticercoid を 見 出し , 本 郷 玄 一 氏 (1925) は 
福岡 て の 5 種 の 小 , クワ シノ シマ メイ ガ 
Pyralis farninalis, コメ ク クロム シンガ Aglossa dimidiata, 
a コク ガ Tinea granella, {7 Tinea pellionella (=T. 
berionea) 。 ツマ ツリ ガ Paralipsa gularis の 幼虫 , 成 
虫 , 並 に 甲虫 類 の コク ヌス トモ ドキ Tnbolium ferrugi- 
eum, て その他 学名 不明 の 昆虫 2 種 が 本 条 虫 の 中 間 宿 主 
で ある こと と を 確 め , 山田 信一郎 , 浅田 順一 , 宮田 生 徳 氏 
(1986) は 本 邦 に お ける 住家 性 に 普通 で ある 4 
種 , ヤマ ト ネ ズ ミノ ミ Ceratophyllus anisus Rothschild, 
ヨー ロッ パネ ズミ ノミ Ceratophyllus fasciatus Bosc, メ 
クラ ネズ ミノ ミ Leptopsylla musculi (Duges) , ケ オ プス 
ネズ ミノ ミ Xenopsylla cheopis (Rothschild) は いずれ も 本 
人 条 虫 の 中 間 宿 主として 適し て いる と と を 明らか に し た 。 
本 虫 の 固有 宿主 は 一 般 に は 購 類 で あつ て , 安藤 豪 , 小 
堀 太 郎 氏 (1924) は 名 古屋 の 頭 中 , 家 
潮 48.92 ヒメ ノレ ビス ・ ミヌ ー タ を 認め , 頭 
中 の 寄生 数 の 多い も の は 30 条 に 及ぶ こと と を 報告 し た 。 
人 体 寄生 例 は 前 述 し た が , 浅田 順一 氏 (1928) は 備後 地 
方 に お いて , 野犬 の 区 中 に 条 を みとめ そ 
の 内 1 頭 は 削 見 に より 成虫 の 寄生 が みみ られ た と と を 報告 

以上 の ょ うに , 本 の 完熟 し た を その 他 の 上 
虫 に 食わ せる と , その 中 の 六 釣 幼虫 は 大 体 2 ~ 8 日 前 後 
で Cysticercoid に な る 。 と これ を 般 類 に 与え る と , よく 
発育 し て , 約 16 日 前 後 で 成虫 に な る こと が 多く の 研究 者 
に ょ つて 明らか に な つた 。 本 症例 に お いて も , 犬 。 猫 の 
際 が 中 間 宿 主 の 役割 を 演じ て お り は し な いか と , 想像 さ 
れる 。 
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1) 当地 方 で は , 縮小 条 虫 症 は 余り 稀 ら し く は な い 。 

2) 最近 2 定例 を 経験 し た 。 1 例 は 16 才 の 女子 高校 
生 , 他 例 は 29 才 の 男子 の 鉄道 乗務 員 で , 何れ も カマ ラ 使 
用 に より , 前 者 は 1 条 , 後者 は 21 条 の 多数 の 縮小 条 虫 の 
完全 駆除 に 成功 し た 。 

8) 駆除 に あぁ あたり, 下剤 こ による 洗 腸 の 前 処置 が 完全 で 
ある ほど , 駆虫 剤 カマ ラ の 使用 量 は 少量 で すず 。 

稿 を 終る に 臨み 御 校 を 賜 つ た 戸 た 心から 感謝 
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Summary 


The author encountered with two cases of 
tapeworm disease (Hymenolepis deminuta) in Aichi 
Prefecture, where these diseases had been fre- 
quently found. 

The one was a high schoolgirl aged 16 years, 
and the other, a 29 years old moter man (a rail- 
way employee). The author administered Ka- 
mala to these patients, who were freed from 
Hymenolepis infection completely ; one worm was 
removed from the former and twenty-one, from 
the latter. Judging from the results obtained 
on this treatment, the author considered that. 
the more completely intestinal pugation and 
enema were performed before the administration 
of Kamala, the more effective it was for the 
removal of this parasite. 
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多 虫 症 の 臨床 的 観察 (1) 


階 床 所 見 , 特 に 予後 に つい て 


藤 


俊 


国立 横浜 病院 内 科 , 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 32 年 4 月 26 日 受領 ) 


国立 横浜 病院 で , 1947 年 5 月 1956 年 12 月 間 に 釣 虫 症 
を 主 病名 と する 患者 を 224 例 ( 男 92。 女 132 ) 収容 加療 
し た 。 重症 例 も 死亡 8 例 を 含め て 相当 数 経験 し た の で 此 
処 に その 臨床 所 見 , 特に 予後 を 指示 する と 思わ れる 2 ~ 
3 の 事項 と つい て 報告 し た い 。 

年 次 別 統 計 (第 1 表 ) ~ 
暦年 別 患 者 数 , 死亡 数 と , 患者 の 病 症 程度 を 概観 する 
た め に 各 年 間 患 者 (死亡 例 を 除く う 〕 の 赤血球 数 (以下 R 
数 と 略記 する ), 血色 素 量 (以下 Hb 量 と 略記 する 。 ザ 
ー リ ー 氏 法 %) の 最小 値 と 算術 平均 値 , 排 由 数 (概ね 毎 
回 の 駆虫 剤 服用 後 8 ~ 9 時 間 中 の 排便 に つい て 検 し た ) 
の 記載 ある も の に つい て 其 の 最大 値 と 算術 平均 値 と を 示 

第 1 表 年 次 別 統計 


患 の 程 排 数 
= アメ リカ 不詳 
1947 10 185 367 20 
1948 17 1 125 297 24 46 
1949 23 97 319 18 61 
1950 27 173 333 30 66 418 
1951 53 122 354 20 72 418 63 173 35 
1952 18 1 178 295 25 59 194 60 
1953 37 1 153 335 1671 304 70 789 485 84 
1954 17 115 354 1567 39346 682 
1955 11 290373 3669 3617 4119 
1956 11 203 401 36 70 9019 9 5 
計 224 3 


TosHIO FUJISAWA: Clinical studies on hook- 
worm disease (1). Clinical findings, with special 
reference to the prognosis. (Yokohama National 
Hospital, Yokohama, and the Department of Pa- 
rasitology, National Institute of Health, Tokyo, 
Japan) 


し た 。 排 虫 数 の 欄 で 不詳 よし た の は 種 の を 行っ て 
いな いも の で ある 。 1950 年 の 貝 種 不詳 の 欄 , 1953 年 , 
1954 年 の アメ リカ 釣 虫 の 欄 で 平均 値 を 省略 し た の は 例 数 
が 少な いた め 平 均 を 出す こと が 無 意 味 と 思わ れ た か ら で 
ある 。1951 年 に 入院 数 が 著しく 多く な つて いる が , 之 は 
四 塩化 エチ レン の 駆虫 効果 を 検討 する 目的 で , 他 の 年 度 
で は 外来 駆虫 を 行 つ た 程度 の 軽症 者 に も 積極 的 と 入院 を 
すゝ > め た 結果 で ある 。 最近 一 両 年 患者 数 , 特に 重症 者 が 
減少 し っ > ある 印象 を 受け て お り , 此 の 表 に を 夫 が 反映 
し て いる 。 

尚 , 駆虫 法 は 1950 年 迄 は チモール ,。 ナフタリン , 西 塩 
化 炭 素 。 ヘ ノ ポ ザ ヂ 油 等 , 1951 年 以降 は 主として 西 塩 化 ェ 
チレ ン , ヘ へ ノ ポ ヂ 油 製剤 , 更に 1953 年 以後 之 等 に ユー ブ 
ロー ム ・ ナ フト ー ル (2) を 併用 レ つ > 現在 に 至 つ て い 
る 

月 別 入院 数 (第 2 表 う ) 

全 症 例 と つい て 月 別 入院 数 を 調査 し た 。 従来 の 報告 
(岩田 等 , 1954) と 等 し く , 8 ~ 4 月 か ら 8 月 に 責 つ て 多 
い 。 に いま だ 症状 を し て お ら ず 従 つ て 以外 


第 2 表 月 別 入 院 数 


月 
$ 3 6 6101121012 2 9 65. 
g 4 71112171911 1913 7 9 3 132 


計 713172228312131151615 8 224 


の 釣 虫 症 々 状 (第 2 報 に 詳 論 する ) に ょ つて 拓 診 入院 し 
た と 考え られ る Hb 量 752% 以 上 の 症例 中 , 義 状 を 初め て 
自覚 し た 時 期 に 関す る 記憶 明確 な 症例 87 例 に っ いて 月 別 
自覚 開 出 現 数 を 調べ た 所 , その 830 例 (81.12%) が 8~8 
月 に 発病 し て お り , 自覚 症 の 発現 乃至 増強 に 季節 的 因子 
が 関 恒 し て いる と と が 想像 され る 。 

・ 商 従来 の 報告 に ょ れ ば , 釣 虫 保有 者 は 一 般 に 男性 に 
多い に 拘ら ず 入院 患者 は 女性 の 方 が 多い 様 で ある ( 片 
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第 3 表 別 症 状 


衝 ょ る 群 別 I III IV 
$ 32 18 17 — 
例 数 20 43 26 5 
計 52 61 43 5 
年 齢 最 若 年 最高 年 16~64 15~73 22~75 34~58 
24.5 13.5 14.6 
栄養 状態 中 65.3 61.0 80.0 
不良 ( 錠 ) 10.2 15.3 24.4 20.0 
血圧 平均 mmHg 126 (22) 124 (36) 117 (27) 108 (4) 
赤血球 数 平均 万 415(51) 335 (57) 235 (42) 99 (5) 
Hb 量 区 分 必 80 50 20 
白血球 数 平均 6460(52) 7060 (59) 6670 (41) 8150 (5) 
好 酸 球 実 数 平均 795 (51) 900 (58) 1310 (38) _ 950 (5) 
肝 触 知 率 ( 巡 ) 5.8 13.1 14.9 60.0 
有 知 率 ( ) — 3.3 20.0 
| TP 平均 gldl 7.7(13) 6.5(18) 5.4(3) 
A/G 比 転 例 ( ) 11.1(9) 41.6 (12) 55.5 (9) 
量 22.3(6) 28.6(8) 33.8 (6) 
浮腫 出現 率 ( ) 6.6 16.3 40.0 
| ビニ 29.5(19) 198.3 (6) 296.3(2) 
平均 アメ リカ 15.0 (5) 8.0(4) 735.5(2) — 
不詳 15.1 (15) 31.7 (15) 140.2(16) — 
死亡 例 数 (致死 率 ) — — 1(2.3) 2(40.0) 


田 , 1955) が , 私 共 の 場合 も 男 92 対 女 182 実 ち 1 : 1.44 
で あつ て , 多 虫 寄生 その も の に 対し て も , その 結果 発現 
する 多 虫 症 々 状 に 対し て も 女性 は 男性 より 過敏 な の で あ 
ろう と いう と と が 示 唆 され る 。 
度 別 症状 概観 (第 3 表 ) 

周知 の 通り 釣 虫 症 の 最も 主要 な 症状 は 委 血 で ある 。 そ 
と で 筑 血 度 を 了 Hb 量 に よ ょ つて 次 の 様 に 群 別 し た 。 

第 群 : 了 Hb 量 802 上 , に が 発現 し て い 
な いと 考え られ る 和 君 

第 TT 群 : Hb 量 5022 以 上 , 802% 未 満 , 軽度 
第 : Hb 202% 以 上 , 502 満 , 中 等 度 
第 MW 群 : Hb 量 20 満 , 重症 群 

各 群 に つい て 年 令 的 構成 ( 最 若年 ~ 最高 年 ), 栄養 状 
態 , 血圧 < 各 群 に 於 ける 算術 平均 値 , 以下 平均 値 と 略記 
する ), 数 (平均 値 ), 白血球 数 (平均 値 ), 好 酸 球 数 ( 
血球 数 及び 其 の 分類 所 見 中 好 酸 球 百 分 比 か ら 算 出し た 実 
数 , 平均 値 肝 ・ 知 率 , 血清 総 蛋白 量 (平均 値 ), 
同 ア ルプ ミン : グロ ブリ ン 比 (以下 A/G 比 と 略記 する ) 
逆転 例 の 頻度 , r- グ ロブ プリ ン 量 (以下 7-G1 量 と 略記 す 
る , 総 蛋白 量 に 対す る 百分比 , 平均 値 ), 浮腫 出現 率 , 
排 虫 数 (平均 値 ), 死亡 症例 数 (及び 各 群 に 於 ける 致死 


率 ) を 表示 し , 各 平 均 値 算出 に 用 いた 症例 数 を 括 孤 に と 入 
れ て 示し た 。 之 等 各 項 目 の 所 見 に 関係 を 有する か ぁ も 知れ 
な い 合 併 症 た と えば 本 態 性 高血圧 症 , 胃 ・ 十 二 指 腸 間 
瘍 , 肝炎 , 腎炎 等 を 併発 し て いる 弟 例 は 無論 除外 し , 調 
査 対象 は 群 52 例 , 第 群 61 例 , 第 48 例 , 第 
5 例 , 計 161 例 で ある 。 男 性 の 方 が 多い の は 第 工 群 の るみ 
で , 他 は 女性 が 過半 数 を 占め , 特に 第 MW 群 は 5 例 全部 が 
女性 で あつ て , 前 項 最 後に 述べ た こと と > 関連 し て 女性 の 
方 が 釣 虫 感染 に 対し て 抵抗 が 少な い 様 に 見 える (大 鈴 , 
1958) 。 年 令 は 重症 群 な ほど 高 年 に 偏 し て お り , 高 年 者 も 
抵抗 力 が 弱い 様 で ある 。 栄養 状態 は 良 , 中 等 度 , 不良 の 
三 つ に 分 け て 各 群 に 於 ける 百分比 と し て 示し た が , 栄 状 
褒 退 例 が 重症 群 な ほど 増加 する 。 血 圧 は 重症 群 に 低い 傾向 
が ある 。 白血球 数 は 各 和 群 間 に 著しい 差 が 認め られ な い 
が , 好 酸 球 数 (以下 互 数 と 略記 する )〕 う は 第 陳 群 に 著 明 増 
多 例 が 最も 多い 。 第 IM 群 に も 著しい 増 多 例 は ある が , 逆 
に 互 消 失 例 も あつ て 平均 値 は 第 陸 群 より 減少 し て いる 8 
肝 触 知 率 は 和 血 度 に 応じ て 高く な る 傾向 が あり , 肝 触 知 
率 も 夫 れ ほど で は な い が 同 様 の 傾向 を 示す 。 血 清 総 外 自 
量 (以下 TP と する ) は 1950 年 は 主として 硫酸 
法 , 以後 は 日 立 必 白 計 , A/G 比 並 びに 7 量 は 
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析 法 に よ つ た 値 で ある が , 当 血 度 に 応じ て TP 減少 し , 
AIG 比 逆転 例 が 増加 し , r-GI 量 増加 の 傾向 が 認め られ 
る 。 又 此 の 事実 に 相応 し て 浮腫 出現 率 も 増加 する 。 排 虫 
数 に 関し て は 例 数 も 少な く , 叉 虫 種 を 第 別して いな い 例 
が 多く 不 十 分 で は ある が , ツ ビ = 釣 虫 で は 排 貝 数 と 衝 血 
度 と の 間 に 大 体 平行 関係 が 認め られ , 800 隻 程度 の 寄生 
に ょ つて 第 MV 群 程度 の 状態 が 招来 され 得る も の と 思わ れ 
る 。 当 院 入院 者 に アメ リカ ヵ カ 釣 虫 寄生 例 は 比較 的 少な い の 
で 貝 種 不 詳 例 の 大 部 分 は ツ ビ = 釣 虫 で は な か つた か と 想 
像 され , 各 群 の 平均 排 虫 数 も マビ = 釣 虫 の 夫 と よく 一 致 
し て いる 。 ア メリ カ 釣 虫 に つい て は 700~800 隻 の 感染 
で は な お 第 陸 群 程度 の 状態 に と 止ま り 得 る 様 で ある 。 死亡 
例 は 第 に 1 例 , 第 に 2 例 で , 当該 に 於 ける 致 
死 率 は 夫々 2.8 2%, 40.02% と な り , 第 MV 群 は 勿論 , 第 陸 
群 程 度 の 症例 の 治療 に 際 し て も 予後 に 対す る 考慮 は 慎重 
を 要する も の と 考え られ る 。 之 等 8 例 の 臨床 経過 , 直接 
死因 に つい て は の ち に 記す 。 : 
Hb 量 と 排 由 数 と の 関係 (第 1 図 ) 

病院 業務 の 都合 上 , 駆虫 後 の 濃 便 排 虫 確認 は 駆虫 剤 服 
用 (概ね 午前 8 時 , その 2 時間 後 に 後 下 剤 を 服用 させ 
る ) 後 , 午後 5 時 頃 和 の 排便 人 金 部 に つい て 行 つ て いる 。 
別 の 機会 と 報じ た 通り (藤沢 , 1958) , 四 塩 化 エ ェ チ レン で 
は 排 由 が 2~38 日 に 及ぶ こと も あつ て , 上 記 8~9 時間 
中 に は 其 の 駆虫 に よ つ て 人 得 ら れる べき 貝 数 の 大 約 852% し レ 
か 捕捉 出来 な い 。 又 入院 患者 の 場合 駆虫 は 原則 と し て 1 
隻 る も 出 な く な る 迄 反復 し て 行 つ て お り , 基 く し て 得 ら れ 
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た 排 虫 数 の 合計 を 以 て 其 の 患者 の 感染 濃度 を 概 測 し て い 
る 。 従っ つて 此処 に 述べ る 排 虫 数 は 勿論 厳密 な 意味 で の 寄 
生 虫 数 で は な く , 私 共 は 其 か る 場合 の 排 虫 数 を 全 寄 生 虫 
数 の 約 8 割 程度 の も の と 考え て いる 。 図 は 50 隻 以上 の 排 
虫 者 に つい て 作図 し た も の で ある が , 小宮 (1956) が 従 
来 の 報告 を と り ま と め て 説 し て 述べ て いる 通り 虫 数 少 
な い 和 群 , 即ち 100 隻 前 後 の 所 は 特に Hb 量 の 分 布 が 広 
い 。 然 し 200 隻 を 越え た 症例 で は 委 血 は 例外 な く 著 明 
と な り , 従 つ て Hb 量 分 布 の 巾 が せま く な り , マビ = 鋼 
虫 で は 500 隻 を 越え る と Hb 量 は お そら く 202% 以 下 と な 
る で あろ うと いう 大 勢 が うか さわ れる 。 ア メリ カ 多 虫 は 
周知 の 如く 毒 力 低く , 700 ~ 800 隻 寄生 も な お Hb 量 20 
へ ~3802 の 線 を 保ち 得る も の の 様 で あぁ る 。 
E 数 と 排 貝 数 と の 関係 (第 2 図 ) 

前 項 同様 50 令 以上 排 虫 例 に つい て E 数 と 排 虫 数 と の 関 
係 を 作図 し た 。 Hb 量 よ り 更 に 分 布 が 広く 断定 的 な こと 
を 述べ に くい が , 矢 張 り マビ = 多 虫 の 場合 500 隻 を 越 


える と 下 数 激減 し 消失 する の で は な いか と 思わ れる 。 石 


崎 等 (1955) は 釣 虫 Carrier の 研究 で , マビ = 釣 虫 寄 
生 例 に つい て , を 起 し て いな い で は が 30 
の 増加 例 広く 分 布 し て いる が , が 起 つ て くる と 
増加 が 抑制 され 10 以下 に 止ま る 様 に 見 える 所 か ら , 
催 血 要因 に 対す る 力 の 限界 が 尽き る と る 種 の 
Damage が ( ) 起 つ て , その 結果 一 旦 増加 し た 
数 が 減少 し て 来る の で は な いか と 想像 し て いる 。 私 も 臨 
床 的 な 見 地 か ら E 数 の 消長 に 其 の 様 な 意味 も ある と と を 
認め る が ,。 の ち に も 述べ る 通り 死亡 例 に 於 て 全 例 互 消 失 
が 見 られ る に 拘ら ず , 第 1 図 , 第 2 図 を 比較 する と , 各 
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第 4 表 重 症 例 一 覧 表 

No. 名 性 
mmHg R Hb r-Gl 

I 110~50 63 8 — + 
2 石 O すす 〇 42 ¢ + 120~60 55 13 — + 4.3 + キ 
3 〇 8 110~0 84 21 一 5.8 
ee 122~60 115 15 2640 6.5 0.68 35.0 393 2 
5 =O 〇 O57 100~49 97 18 1730 
6 横 〇 69 105~35 185 20 1635 + 
7 120~56 134 20 40 2 682 
8 @0O +029 ® 110~43 142 23 700 6.0 + 418 10 4 
9 宮 〇 文 O24 ? 92~42 153 30 2400 + 7.4 0.66 42.0 304 
10 平 〇 消 〇 郎 49 8 + 102~20 179 30 900 +. 6.8 0.89 485 
11 市 〇 $8 128~40 201 30 880 6.0 0.77 35.2 789 
12 松 〇 喜 0O43 124~62 199 35 1150 418 
13 佐 〇 福 O47 8 + 254 36 2620 312 2 


血 瀬 く 強度 と な る 800~400 隻 の 寄生 例 で 却 つ て EE 数 増 
多 顕 著 な 症例 が ある 所 か ら , 衝 血 最強 度 と な り 収 復 力 を 
失う に 至る 一 歩 手 前 包 な お 著 明 な E 数 増 多 を 来 す 要 因 が 
存続 する と 考 う べき 事実 が ある こと と を 指摘 し て お きた い 
と 思う 。 そ の 他 数 に は 感染 後 の 経 過 期 間 に 関 連 す る 問 
題 も ある が ,。 之 に つい て は 第 2 報 に 述べ る 。 
限界 感染 濃度 の 推定 (第 4 表 ) 

取扱 つた 症例 中 , 死亡 3 例 と 比較 的 重症 例 若干 を 選ん 
で , 主要 臨床 所 見 並び に 排 虫 数 を 検 し 得 た も の に つい て 
は 排 虫 数 を 表示 し た . 死亡 例 と 治癒 退院 群 と に 二分 し , 
夫々 Hb 量 の 少な いも の か ら 順 に 並べ て ある . 検索 不 十 
。 分 な 例 が あり , 特に 死亡 8 例 は いずれ も 生前 駆虫 法 を 実 
施し て お ら ず , 又 害 検 も な し 得 ず , 従 つて 寄生 虫 数 が 確か 
め ら れ て いな い の で 断定 的 に は 言い に くい が , 死亡 群 で 
は 例外 な く し て いる に 対し , 治 群 で は 多少 
存在 し て いる 点 を 除い て , 両 群 間 に 各 項 目 と も 決定 的 な 
差異 が 認め られ ず , 死亡 例 に 見 られ る 程度 の 重 息 症 状 は 
恐らく 治癒 群 か ら 得 られ た 排 虫 数 に 余り 遠く な い 虫 数 の 
寄生 に よ ょ つて 招来 され た も の と 考え た を い 。 先 に 述べ た 人 金 
寄生 虫 迷 の 大 約 8 割 を 捕捉 し て いる と いう 排 虫 数 に 関す 
る 私 共 の 事情 を 考慮 し て , ツマ ビ ー= 釣 虫 で 500 隻 , アメ 
リ カ 釣 虫 で 1000 隻 と いう 数 字 を 一 応 限界 感染 濃度 と 想定 

一 方 文献 に 現われ た 多数 寄生 例 に は , 小宮 ( 悦 ) (1987) 
の 1780 隻 ( 虫 種 不 詳 。40 才 , $, R256 万 , Hb 29%。, 


守家 (19388) の 1208 隻 (ツジ ビ = 虫 と 記載 し て 
いる が 貝 体 極 め て 矯 小 , 88 才 , ?, 肝 腫 , 浮腫 な し , R 386 
万 , Hb 4222, 18314), 楠 井 (1940) の 546 隻 ( ツ ピ 
= 虫 才 , $ , 浮腫 あり , R80 万 , Hb 11%, 
4712), 岩田 等 (1956) の 6839 隻 (内 561 隻 が ビー= 
虫 , 臨床 所 見 記載 な し ) 等 が あり , 何れ も 軽快 治癒 し て 
いる 。 芝 等 の うち 衝 血 の 程度 か ら 見 て 最も 重症 と 考え ら 
れる の は 楠 井 の 例 で , 紀 数 の 著しい 増 多 と いう 点 を 除け 
ば 第 4 表 の 死亡 群 に 該当 する ぁ の で , 今 暫 く 電 診 加 療 が 
お くれ る か , 何 か 合併 症 を 発する 等 の 不利 な 要因 が 加わ 
れ ぼ ば, 或いは 死亡 し た か も 知れ 重 態 あつ た る の 
と 想像 され る 。 純 粋 な 釣 虫 定性 血 に と ょ る 死亡 例 に つい 
て 寄生 虫 数 を 論じ た 報告 は 見 当ら な い が , 北山 (1951) 
が 述べ て いる 1 例 は , 60 才 , $, 浮腫 あり , R79 万 , 
Hb 13 2%, し て お り , 誠 時 830 隻 虫 種 不詳 ) 
の 寄生 が 証明 され た と いう 。 又 江口 (1951 う ) の 1 例 は , 
21 才 ?, R80 万 , Hb 10% 以 下 と な つて 死亡 し , 
に ょ っ つて 529 隻 (ツジ ビ = 釣 虫 ?) を 証明 し て いる 。 
寄生 虫 数 と 予後 と の 関連 は 勿論 一 義 的 に は きま ら ず , 
人 種 の 差異 や 生活 様式 , 食糧 事情 , 労働 条件 等 を 含め て の 
民度 , 従っ て 時 代 の 推移 等 の 要件 も その 間 に 介 在 し て 決 
定 的 な 影響 を 及ぼ ば し て いる も の と 考え られ る の で (宮川 
1948, Chandler, 1955), 外国 の 報告 て (た と えば Carr 
(1954) の 報 六 に あぁ アメ リカ 釣 虫 で あろ う が 5524 隻 な ど 
と いう ぅ 多数 寄生 例 の 記載 が ある ) は 省略 し , 上 記 の 本 邦 
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最近 の 報告 を 重んじ , 且つ 臨床 上 の 目安 と する 意味 で 安 
人 を 期し て 低 目 の 値 を と る と と と し , ツマ ビ = 釣 虫 の 場合 
は 依然 500 隻 を , アメ リカ 釣 虫 の 場合 は 私 共 の 取り 扱っ 
た 限り で は 1000 隻 , 前 記 諸 家 報 告 中 虫 種 不詳 の も の や ゃ , 
水 吉 (1954) の 所 調 限 界 寄 生 数 に 関す る 報告 を 考慮 し て 
2000~8000 隻 と いう 所 を 人 体 の 堪え 得る 限界 感染 濃度 と 
推定 し た い 。 \ 
死亡 例 の 臨床 経過 並び に 死因 

第 1 例 : 54 才 , ? (第 4 表 No.1, 表示 し た 事項 は 再 
説 し な い . 以下 の 弟 例 に 於 て も 同じ ), 家族 歴 , 既往 歴 
に 特別 の こと は な い 。 1952 年 8 月 感 由 に 則 り 間もなく 治 
っ た が , 以後 食 思 不 振 , 骨 部 膨満 感 が 残 つ た 。 4 月頃 か 
ら 色 閉 しく と な り , 同時 に 全身 , 動 怪 め 
まい 等 を 来 し た が 放置 , 5 月 上 旬 来 此 等 症状 増強 し 羽 床 
する に 至 つ た 。 最近 発熱 , 咳 , 疾 が 出る 様 に な つた と 言 
っ て "月 19 日 外来 初診 中 釣 虫 及び ( 十 
で , 症 性 委 急性 気管 炎 の 診断 で 翌々 21 日 入 
院 。 体格 栄養 中 等 著しく 性 で 心 収縮 期 雑 音 を 
取 す る 。 肺 野 所 々 に 小 水 泡 音 が ある 。 腹部 は 腹水 症状 を 
認め 肝 を 8 ~ 4 横 指 触 知 し た 。 下肢 反 射 減 血 沈 
1 時間 値 185 mm, 尿 は 蛋白 ( ), ( 一 ), ウロ ビリ ノ 
ー ゲ ン 尋 常 ( 十 ), 沈 湾 に 赤血球 , 白血球 , 各種 上 皮 細 胞 
が 少 許 に 認め られ た 。 入院 後 連日 88~89C, 時 に 40°C に 
達する 発熱 あり , 血液 培養 , 血清 ヴィ ダー 反応 , 胸部 
X 線 写真 等 で 発熱 を 首 骨 し 得る 所 見 な く 。 ペ = シリ ン 和 注 
射 に 反応 せ ず , 胸骨 々 刺 所 見 か ら 釣 虫 症 性 ら 
再生 不良 性 委 血 , 特に 題 粒 細 胞 減少 症 を 来 し た も の と 考 
え , 輸血 , 鉄剤 其他 に ょ る 造血 処置 を 行 つ た が 
の 徴 を 示さ ず , 28 日 心 , 強心 処置 も 効 な 
く 次 悪化 , 8 月 8 日 死亡 し た 。 強度 の た め 単 純 
な 気管 炎 乃至 気管 肺 炎 ら 急 性 心 衰 を 起 し て 死亡 
し た も の と 考え られ た 。 

第 2 例 : 42 才 , ? (第 4 表 No.2), 農 , 既往 に 6 回 
の 妊娠 分 尋 が ある 他 著 患 な し 。 1947 年 9 月 , 当時 妊娠 第 
8 ヶ月 で あつ た が 上 顔色 悪く 。 咳 も 出る 様 に な つた 。 然し レ 
放置 , 家業 に 従 つ て いた 。1948 年 4 月 一 泊 旅 行 の の ち 疲 
れ が ひど く , 動 怪 を 覚え , 下肢 に 浮腫 が ある の に 気 附 い 
た 。 医 に 心 疾患 と 診断 され ブ ド ー 等 の 注射 
を 受け た が 軽快 し な か つた 。 4 月 28 日 満期 分 巡 , 出血 量 
も 尋常 で 順調 に 経過 する か に 見 えた が , 浮腫 次 第 に 全身 
に 及び , 時 に 胸 内 苦 岡 を 来 す 様 に た なり , 且つ 傾 眠 状態 と 
な っ た た め 5 月 10 日 入院 し た 。 体格 大 , 栄養 衰退 , 全身 
に 浮 り , が 著しい 。 粘膜 縮 , 心 濁音 界 は 拡 
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大 し て いな い が 収 縮 期 離 音 あり , 肺 野 に は 著しい 所 見 が 
な い 。 腹部 平坦 柔 軟 で 肝 を 1 横 指 径 に 触れ る 。 腹水 症状 
は な い 。 下肢 膝 反 射 減 較 。 血 沈 1 時 間 値 45 mm, 2 時 間 
値 80 mm, 白 軽度 ( ), ( ) 。 入院 後 平 
温 , く , デ ギ タリ ス 療 法 等 を 行 つ た が 
瀬 次 増強 , 5 月 15 日 死亡 し た 。 高度 の 釣 虫 症 性 血 の た 
め , 夫 自 体 は 正常 と 考え られ た 妊娠 , 分 群 が 誘因 と な つ 
て 全身 特に 心 衰 較 を 発 じ て 死亡 し た も の と 診断 され た 。 

第 8 例 : 62 才 , 8 (第 4 表 No.3), 血族 に 堅 疾患 が 
多く , 又 肺 結核 が 2 名 ある が , 患者 の 既往 に 特別 の 疾患 
は な い 。 2 ~ 8 年 前 か ら 催 意 感 , 動 怪 , 息切れ , 浮腫 傾 
向 が ある 。 今回 は 約 10 日 前 か ら 食 思 不振 と な り , 1953 年 
8 月 4 日 入院 。 体格 中 等 度 , 栄養 や ゝ 衰 う 。 衝 血 基 し レ 
く , 舌 粘膜 葵 縮 状 。 胸 部 に 心 収縮 期 雑 音 の ほか , 肺気腫 症 
状 を 証明 し た 。 腹部 平坦 柔軟 , 肝 販 共 触 知 し な い 。 腹水 
( 十 ),。 尿 は ウロ ビリ ノー ゲン 強 ( 十 ), 血 沈 1 時 間 値 170 
mm。 入院 第 3 日 , 0 型 の 同型 輸血 中 , 約 100 cc を 注入 
し た 頃 か ら 悪 寒 , 呼吸 困難 。 チア ノー ゼ を 発し , 血圧 下 
降 , 脈 持 頻 数 徴 と な り , 種々 救急 処置 を 行 つ た が , 約 
2 時間 半 の の ち 死 亡 し た 。 輸血 副作用 の 本 態 は 検索 出来 
な か つた が , その 事態 に 堪え 得 な か つた 原因 と し て , 年 
令 的 素因 , 慢性 肺気腫 状態 の ほか , 高度 の 症 性 
自体 が 考え られ る 。 

死亡 8 例 を 含む 224 例 の 多 虫 症 入 院 患 者 の 臨床 所 見 に 
つい て 若干 の 考察 を 試み た 。 

1) 患者 の 男女 比 は 約 1 :1.44, 月 別に 見 る と 春 夏 の 
候 に 入院 する 症例 多い 。 和 以外 の 釣 虫 々 状 ょ 
て 需 診 入院 し た と 思わ れる 北 例 に つい て 調査 し た 所 , そ 
の 81.12% は 春 夏 に 初め て 身体 違 和 を 自覚 し て いた 。 

2) 全 例 を 釣 虫 症 性 程度 に 応じ て 群 別 し て 
状 を 観察 する と , 重症 群 ほ ど 栄 養 状態 の 悪い 症例 が ふ 
え , 血圧 低下 し , 白血球 数 に 一 定 の 傾向 は な い が , 数 
は 最 重症 群 で は 消失 する 症例 を 散見 する 。 肝 肝 触 知 率 も 
筆 血 の 度 に 応じ て 高く な り , 之 と 軌 を 一 に し て 血清 TP 
の 低下 , A/G 比 逆転 ) r-G1 増量 の 傾向 が 認め られ , 浮 
腫 出 現 率 も 之 に 並行 し て 高く な る 。 

8) 予後 不良 の 指標 と し て は RR 数 100 万 以下 , Hb 量 
20% 以 下 , 失 , 血清 TP 6.0 g/dl 以下 と いう 数 値 
を 採る の が 妥当 と 考え られ る 。 勿論 , 年 令 ,。 栄養 衰退 、 
低 圧 , 肝 ・ , 浮腫 等 を も 考慮 する 必要 が あり , 特 
に 之 等 各所 見 を 併 を 有する 症例 は 予後 楽観 を 許さ な いも 


§ 
| 
4 
3 
で 
1 
1 
3 


540 


の と 考え る 。 高 年 令 者 , 女性 は 重症 に な りや すく , 特に 
女性 は 一 般 に 多 感染 自体 に ゃ , 状 に も 抵抗 
が 弱い 様 に 思わ れる 。 

4) 排 虫 数 (私 共 の 方 法 で は 全 寄 生 虫 数 の 大 約 8 割 ) と 
度 と の 間 に は お お か に 見 て 並行 関係 が られ た 
が , 更に Hb 量 , 数 と 排 と を 一 比較 し た 結果 , 
虫 数 200 隻 以上 と な る と 例外 な く 衝 血 著 明 と な り , Hb 
量 20 以下 の 重症 は 恐らく ビ = 500 隻 前 後 
の 寄生 に よ ょ っ つて 惹き 起 さ れる 様 で あり , 数 に つい て は 
此 の 様 に 明瞭 な 並行 関係 を 証明 出来 な か つた が , 重症 喧 
血 群 で 減少 , 消失 する 傾向 が うか さわ れ た 。 

5) 等 所 見 を も と と し , 人 体 の 堪え 得る 限界 感染 濃 
oa 諸家 の 経験 例 を る 参考 し , 日 常 の 臨 

ここ 資 し て 安全 を 期す る 意味 で 若干 低 目 の 所 を と り , 一 
隻 , アメ リカ 虫 で 1000 2000 
~38000) 隻 と 考え た い 。 

6) 致死 率 は 量 30 以上 未 満 の 中 等 鹿 
で 2.8 2, Hb 量 20% 満 の 重症 委 群 で 40.0% で あつ 
た 。 死亡 8 例 に っ つい て 簡単 に 臨床 症状 , 経過 を 述べ た 。 
直接 死因 は 急性 気管 支 炎 乃至 肺炎 か ら の 急性 心 衰弱 , 分 
後 全身 に 心 輸血 反応 , 各 1 例 で , 8 例 共 生前 
駆虫 法 実施 の 余裕 な く , 又 誠 検 る 行い 得 な か つた の で , 
どの 程度 の 寄生 数 こと ょ つて 起 つ た か は 明瞭 で な い が , 箇 
血 程度 か ら 考 えて 上 述 の 限界 感染 濃度 附近 に あぁ つた こと と 
は 疑い な い 。 

釣 虫 症 の 予後 に 関し て は 何れ の 記載 る 極め て 簡単 に , 
違 虫 法 さ え 可 能 な ら ば 予後 良好 と 記さ れ て ある 。 私 も 原 
則 的 に は その 通り と 考え る が , 重症 血 を 量 す る 症例 中 
に は 駆虫 法 実施 の いと ま の な い うち に , 正常 の 妊娠 , 
分 如 , 夫 自 体 は 軽微 な 併発 症 , 或いは 輸血 反応 等 の 不測 
の 事故 の た め 不 内 の 転 帰 を 取る 症例 が あり 得る こと が 示 
され た 。 か る 重症 は , 臨 に は 栄養 , 低 
圧 , RR 数 100 万 以下 , Hb 量 20%% 以 下 , 数 減少 特に 消 
失 , 血清 TP 6.0 g/dl 以下 , A/G 比 逆転 ,) 7-GI 量 増 
量 , 肝 腫 , 浮腫 と いつ た 所 見 で 特徴 づけ られ , 500 隻 内 
外 の ツマ ビ = 釣 虫 , 或いは 少な く と も 1000 (乃至 2000 ~ 
8000) リカ 多 虫 の 寄生 に こよ ょ つて 招来 され る も の 
と 考え た 。 ” 

終り に , 終始 御 指導 賜 つ た 国立 横浜 病院 長野 
坂 三枝 先生 , 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 先 
生 の 御 厚意 と , 内 科 医 長 古 城 美 一 先生 ほな か 同僚 諸 先 生 方 
の 御 教 示 御 協力 に ょ つて 此 の 報告 を な し 得 た と と を 記し 
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Summary . 


Two hundred and twenty-four patients of hook- 
worm disease (92 men, 132 women, 3 of them 
died) were received and treated in Yokohama 
National Hospital from May 1947 to Dec. 1956. 
Among their clinical findings, those which are 
considered to indicate the prognosis were discus- 
sed here and the results were summarized as 
follows : 

1) The number of patients, particularly in 
severe cases, was found to decrease latest two 
years. 

2) In female or in aged group the disease was 
seen rather to deteriorate. 

3) For the estimation of the potential power 
for recovering the following symptoms are to be 
emphasized : malinutrition, lower blood pressure, 


. 
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severe anemia (erythrocytes less than 1.0 x 10% 
per mm’ or hemoglobin(Hb)-concentration less 
than 20% (Sahli), eosinopenia especially vani- 
shing of this cells, swelling of the liver or the 
spleen, hypalbuminemia (total protein under 6.0 
gldl, albumin-globulin-quotient under 1.0 and 
hyper-7-globulinemia), hydrops etc.. 

4) Severe symptoms above-mentioned were con- 
sidered to be the result of harbouring of 500 
Ancylostoma duodenale or of at least 1000 (occasio- 
nally 2000 — 3000) Necator americanus. 

5) The lethality was 2.3 % in the group whose 
Hb-concentration was from 20 to 49% and was 
40% in the group whose Hb-concentration less 
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than 20%. Among three death-cases the direct 
causes of death were diagnosed as acute heart- 
failure originating from acute bronchitis or bron- 
chial pneumonia in one case, general weakness 
in one case and the reaction of blood-infusion in 
the other. Severe anemia, however, was recog- 
nized on those three patients and such was con- 
sidered to play a decisive role for their death. 


追加 : 文献 (7) で 岩田 等 が 簡単 に 述べ て いる 重症 釣 
虫 症 の 一 例 が 基 の 後 詳細 に 報告 され た の で 追加 し て 所 
: 好 井 昭 ・ 三 浦 河 野 明 (1957) : ダビ = 多 
多数 寄生 患者 の 一 例 , オー ミン に よる 治験 例 . 寄生 虫 
雑誌 , 6(5), 469 475. 
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虫 の 無菌 飼育 実験 に 幼虫 の 
臓器 内 移行 に て 


慶応 義 学 医学 部 寄生 虫 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 32 年 5 月 1 日 受領 ) 


言 
虫 を 卵 脱出 そし め て 飼育 する の に 比較 的 
良好 な 液 を 得 た こと を 第 1 報 に 述べ た 。 今回 は この 液 に 
更に マウス の 各種 臓器 の 小片 を 投入 し , その 中 た に 無菌 的 
に 脱 め た を を 入れ , が どの 程度 生存 
し , 発育 し 得る か , 又 投 入 し た 臓器 内 に 侵入 し 得る も の 
か 特 か を 検討 し た 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 

第 1 報 で 詳細 に 述べ た の で こと ゝ で は 略記 し て , 飼育 液 
及び 臓器 内 幼虫 の 検査 法 は 実験 成 積 の 項 で 述べ る 。 

(C1) 虫 卵 の 採集 。 虫 卵 は 無菌 的 損 作 の も と に , 豚 上 
虫 の 子宮 膝 部 1~1.5 cm より 受精 卵 で ある と と を 確認 
し て 取り 出し ,。 5 % ア ンチ ホル ミン 液 で 処理 し た 。 アン 
チ ホ ルミ ン は 貝 卵 を ば ら ば ら に ほぐし , 蛋白 膜 を 除去 レ 
て 虫 卵 相互 の 凝集 癒合 を 避け , 培養 及び 脱 殻 の 操作 を 便 
な らし め る 為 に 用 いた 。 

(2) の 培養 。 28C の 器 内 で 試験 管内 水 
中 培養 を 行い , 1 日 に 1 回 試験 管 を 振 温 , 携 拝 し て 貝 卵 
発育 の 均一 化 を は か つた 。 

(8) 脱 殻 方 法 。 大 型 の 試験 管 に 直径 5 mm 内 外 の 硝 
子 玉 を 15~20 ヶ 位 入 れ て 綿 栓 を 施し 減 菌 し , 減 菌 水中 で 
培養 後 30~50 日 経過 し た 仔 虫 包 蔵 卵 を 入れ て , 硝子 玉 の 
動く 程度 に 5 分 間 振 る 。 硝子 玉 の 摩擦 に と より 
殻 に 機械 的 損傷 が 与え られ る の で , 仔 虫 は 70~802 位 脱 
し た 。 

(4) 飼育 方 法 。 こ の 幼虫 の 濁 液 1 cc を 予め 
MICHISUKE TOIKAWA: Biological studies on 
Ascaris lumb%icoides. II. Experiments on the sur- 
vival of hatched out ascaris larvae in the sterili- 
zed medium and their migration into animal 
tissues added in the medium. (Department of 
Parasitology, School of Medicine, Keio University, 
Tokyo, Japan). 
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育 液 を 3 cc 宛 分 注 せ る 試験 管内 に 注ぎ , 87C の 映 卵 器 内 
に 静 置 し た 。 飼育 容 器 は 無菌 的 操作 及び 観察 に 便 な る た 
め に , 直径 2cm, 長 さ 約 18 cm の 試験 管 を 用 い , 開口 
部 に は 綿 栓 を し た 。 使用 し た ピペット , 試験 管 。 シャ ー 
レ , 基 の 他 の 器具 類 は すべ て 減 菌 し , 無菌 的 に 操作 し 
た 。 飼 育 液 は すべ て 蒸気 減 菌 を 行い , 人 血清 は Seitz's 
filter で 無菌 的 に し た も の を 用 いた 。 飼育 温度 は すべ て 
87°C で 行い , 操作 は すべ て 厳重 な 無菌 的 の も の と に 行っ 
た が , 念 の た め に ペニシリン 10.000 u/cc, スト レプ トマ 
イシ ン 10 mg/cc を 添加 し た 。 尚 , 実験 中 の 無菌 試験 は 
Thioglycollate 培地 に より 行 つ た 。 

(5) 幼虫 の 生死 判別 。 幼虫 の 生死 判別 は 専ら 運動 の 
無 と ょ つた 。 判定 困難 の は 5 分 以上 観察 し て 振 
加 温 な どの 刺 載 を 加え , 尚 , 不動 の 際 に は 死 と し た 。 同 
一 条件 に 於 ける 虫 体 の 生存 期間 に は 個体 こ に ょ より か な り の 
長短 の 差 は あつ た が , 算術 平均 こよ つて 各々 の 平均 生存 
日 数 を 算出 し た 。 

(6) 幼虫 虫 体 の 計測 。 幼虫 の 発育 の 有無 を 検査 する 
た め に 貝 体 の 体長 を Zeichenapparat で , 体 幅 を 接眼 測 
微 計 で 計測 し た 。 

実験 成 

1). マウ ス の 各種 臓器 を 添加 し た 人 工 合成 飼育 液 選 液 
内 に 於 ける 幼虫 の 生存 期間 並 に 発育 。 

使用 し た 飼育 液 は 第 1 報 で 述べ た 人 工 合成 飼育 液 選 液 
で 組成 は yeast extract 0.8 プ ト ン 0.8375 g , ド 
ウ 糖 0.875 g&, 人 血清 25cc, Ringer 液 75cc (NaCl 0.5 
0.02g, CaCl: 0.02 g, NaHCO; 0.01g) で 
ある 。 こ と これ に マウ ス を 麻酔 死 さ さて 心臓 , 肺 臓 , 腸 臓 , 
肝臓 の 各 臓 器 を 無菌 的 と 取り 出し て 別々 に RR 液 に 入れ 
た 。 成績 は 第 1 表 に 示す 通り 幼虫 の 最長 生存 日 数 は 心臓 
を 添加 し た RR 液 で 38 日 , 以下 肝 臓 添加 で 38 日 , 肺 臓 添加 
で 84 日 。 肝臓 添 加 で 381 日 , 対照 の R 液 の み で は 87 日 で 維 
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第 表 マウ ス の 各種 臓器 を し た 人 工 合成 飼育 液 内 に ける 虫 の 生存 期間 並び に 発育 。 
( 表 中 の 幼虫 数 は 虫 体 100 個 中 の 生 幼 虫 数 を 示す ) 。 飼育 温 庶 87°C 


生 存 日 数 ) 平 
飼育 液 飼育 開始 日 生存 日 数 
平均 体長 (wu)| 235 236 243 248 252 254 256 257 257 258 259 38 
心 臓 体 幅 (10.6 10.8 13.5 13.5 13.5 13.5 14 14 1414.1 14.2 
平均 体長 (4)| 241 242 245 248 258 257 257 258 258 259 259 38 
十 腸 体 幅 (10.5 10.7 11.5 13.5 13.5 13.5 14 1414.1 14 14.3 
平均 体長 (&)| 235 238 246 253 256 258 258 259 258 260 34 
体 幅 (uw)10.3 10.6 1213.5 1413.5 14 14 14.1 14.6 
平均 体長 (| 241 242 243 254 255 255 257 258 258 259 31 
十 幅 (&) 10.8 10.9 11.5 12 13 1313.5 13.5 13.5 14 
の 幅 (0.6 10.7 1213.513.5 14 1414.38 14 14 14.8 


つた 。 又 , 幼虫 の 発育 も 最長 の 生存 を 見 た 心臓 添加 で は 
平均 体長 285 が に 平均 体 幅 10.6 が 14.2 g 
に な り , 添加 で 平均 体長 241 が に , 平均 
体 幅 10.5 々 が 14.3 に な り , 肺 臓 添加 で 平均 体長 235 g 
が 260 々 に , 平均 体 幅 10.3 々 が 14.6m に , 肝臓 添加 で 
は 平均 体長 341 が に 平均 体 幅 10.8 々 が 
に 夫々 成長 し , 明らか に 発育 し た と 考え られ る 計測 値 が 
得 ら れ た 。 又 , 対照 の R 液 の み で は 平均 体長 285 x が 
265 x に 平均 体 幅 10.6 x が 14.8 々 に な つて いた 。 

2) マウ ス の 各種 臓器 を 別々 に 添加 し た 人 工 合成 飼育 
液 R 液 内 に 於 ける 幼虫 の 臓器 片 内 侵入 の 有無 。 

幼虫 の 生存 期間 並 に 発育 は 上 述 の 成績 の 通り で ある 
が , 幼虫 の 臓器 片 内 侵入 の 有無 に つい て 経過 日 数 別に R 
液 より 各 臓 器 を 取り 出し て 鏡 検 し た 。 

臓器 片 内 侵入 豚 遇 幼 虫 の 検査 法 。 マ ウス を 麻酔 死 さ せ 
て 心臓 , 肺 有 , 肝臓 の 各 臓器 を 別々 に 取り 出し て 
無菌 的 に 飼育 液 民 液 に 入れ た 。 経過 日 数 別に と R 液 より 各 
臓器 を 取り 出し て , 生理 的 食塩 水 で 4 ~5 回 繰返し て 良 
く 洗 つた 後に 乳鉢 に 入れ て 圧 砕 し 比 捧 と し て 鏡 検 し た 。 
又 , 各 臓 器 を 10 の フォ ル マ リ ン で 48 時 間 以 上 固定 し レ , 
次 いで 48 時 間 以上 水洗 し , 順次 アル コー ル で 脱水 し , ツ 
ェ ー デ ル 油 と 入れ 脱 ア ルコ ー ル し レ , 透明 に な つて か ら パ 


ラフ ィ ン に 包 埋 し た 。 6 ~ 8 々 の 連続 切片 を 作製 し 通 法 
の 如く キシ ロー ル で 脱 パラ フィン 人 後 , へ ヘマ トキ シリ ン ・ 
ェ オ ジン 深 色 法 を 行い 幼虫 の 有無 を 鏡 検 し た 。 

経過 日 数 別に R 液 より 各 臓 器 を 取り 出し て 鏡 検 し た 結 
果 は 第 2 表 に 示す 通り で 心臓 より は 6 日 目 以 降 , 腸 臓 よ 
り は 全部 , 肺 江 よ り は 4 日 目 以 降 に 幼虫 が 検出 され た 
が , 肝臓 より は 検出 され な か つた 。 次 に 6 日 目 , 18 日 目 
に 各 臓 器 を 取り 出し て 夫々 , 連続 組織 切片 標本 に 作製 
し レ し, へ ヘマ トキ シリ ン ・ エ オジ ン 染 色 を 施し 幼虫 の 有無 に 
つい て 調べ た 結果 , 18 日 目 に RR 液 よ り 取 り 出 し た 心臓 の 
切片 標本 より 1 例 検出 し た (附図 1 2。 それ 以外 の 臓器 
か ら は 切片 標本 で は 見 出さ れ な か つた 。 


第 2 表 マウ ス の 各種 臓器 を 別々 に 洋 加 し た 人 工 合 
成 飼 育 液 尺 液 内 に 於 ける 幼虫 の 臓器 移行 の 有無 
( 職 器 を 圧 砕 し て 鏡 検 ) 
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附図 1 人 工 合成 飼育 液 ょ り 13 日 に 取り 
出し た 心臓 の 切片 標本 か ら 検 出し た 環 功 虫 。 
(へ マト キシ リン ・ ェ オジ ン 染 色 ) 
総括 並 に 考 接 

の 飼育 実験 に は 主として 犬 を 用 いた 研究 発 
表 が 多い が , 環 幼 虫 の 生存 期間 に 就 い て は 自然 解 化 脱穀 
せる 幼虫 を 用 いて 近藤 (1920) , 浅田 (1928), 田村 (1982) 
等 の 報告 が あり , 人 工 虫 ( 犬 を 用 いて 豊田 
(1932) の 詳細 な る 報告 が ある 。 Pitts and Ball (1958 う は 
人 工 幼 虫 ( 豚 を 用 いて 飼育 し 良好 な る 成績 を 得 
て いる 。 人 工 脱 に 化 し た の 幼虫 を 無菌 的 
に 宿主 体外 で 種々 な る 組成 の 人 工 合成 飼育 液 を 考案 し て 
飼育 実験 を 行 つ た 著者 の 成績 は 第 1 報 の 通り で 最長 832 日 
の 生存 日 数 並 に これ に 伴う 発育 を 示し た 。 その 共に 最も 
良好 な 成績 を 示し た RR 液 に 添加 物 を 加え て 幼虫 の 生存 日 
数 及び 発育 の 延長 を 計る こと こと と し , マウ ス の 各種 臓器 を 
漆 加 し た が , それ に ょ る 著しい 影響 は 見 られ な か つた 。 
心臓 及び の 添加 で 共に 虫 は 838 日 生存 し , 対照 
の RR 液 の み の 場 合 (387 日 〉 と 差 は な か つた 。 肺 臓 及び 肝 
職 の 添加 で は 84 日 , 81 日 で 対照 の R 液 の み の 場 合 よ り む 
し ろ 短 繕 する 傾向 に ちあ つた 。 各 臓器 を その 位 入 れ た の で 
は 飼育 液 と し て の 効力 が 増す こと に は な ら な い 。 

の 発育 は 外界 で 成熟 し た 経口 的 に 直接 摂取 さ 
れ , 腸 内 で し た 幼虫 は 一 度 肺 通過 する 体内 移行 
を 営ん で 再び 腸 に 達する と いう 経路 を 経 な けれ ば 成虫 に 
な り 得 な い 。 即ち , 上 遇 虫 は 幼虫 期 に 宿主 体内 を 移行 し な 
けれ ば の 成長 を げ 得 な い 。 幼虫 の 宿主 体外 の 
養 液 内 に 於 ける 発育 増大 に 就 い て は 吉田 (1917), 小 懸 
(1922), 平沢 41927), 豊田 (1928) 等 の 報告 が 古く か 
ら あ り , 平沢 氏 は 人 映 虫 で は 永く 体外 培地 に 置い て も 大 
さき 及び 体制 に 変化 を 認め 得 な い が , 犬 負 虫 で は 多少 体 の 
増大 を 認め る と 云い , 豊田 氏 る 人 及び 豚 で は 
ュ ヶ 月 を 経て も 何ら の 変化 を 認め な い が , 犬 岬 虫 で は 一 
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定 の 成長 を 示し , 目 化 直後 平均 体長 0.8695 mm の も の 
が , 1 ヶ月 後 平均 0.8985 mm と な る と 述べ て いる 。 発育 
に 就 い て の 著者 の 実験 で は 体長 , 体 幅 の み の 計 測 を 行い , 
R 液 に 心臓 添加 の も の は 38 日 間 生 存 し , 平均 体長 は 初め 
2835 x の も の が 85 日 目 に 259 x に 平均 体 幅 は 10.6 々 から 
14.2x に な り , 有 臓 添加 で も 388 日 間 生 存 し , 平均 体長 は 
初め 241m の も の が 385 日 目 に 259 g に 平均 体 幅 は 10.5g 
か ら 14.8 x に な り , 肺 臓 , 肝臓 の 添加 で る 夫々 明瞭 に 
育 の 跡 が 認め られ , 統計 学 的 に も 明らか に 発育 し た 計測 
値 が 得 ら れ た 。 対照 で は 387 日間 の 生存 で 平均 体長 は 初め 
285 が 265um と な り , 平均 体 幅 は 初め 10.6 が 14.8 g 
と な つた 。 こ と これ で 見 る と 以上 の 臓器 を 深 加 し て も , そ の た 
め に 特に 発育 が 促進 され る と 云う 所 見 は 得 ら れ な か つた 

上 の 幼虫 を 以 っ て する 経口 感染 は 近藤 (1920) 
浅田 (1922) , 平沢 (1927) , 豊田 (1982) 等 の 諸氏 に 依り 
試み られ 何れ も その 可能 な こと を 実証 し て いる 。 又 , 経 
的 感染 は 近藤 (1920) , 浅田 (1921) , (1980), 豊田 
(1982) 等 の 諸氏 に より 実験 され 可能 で ある と と が 明 ら 
か で ある が , 只 , これ ら の 実験 で 組織 内 に 見 出さ れる 幼 
虫 数 は 経口 的 感染 の 場合 と 比 し て 著しく 少な い 傾 向 の あ 
る の は こと の 経路 が 必ず し も 適当 な も の で は な い の で は な 
いか と 想像 され る 。 犬 遇 虫 人 工 脱 殻 仔 虫 を 用 いて 戸 張 
(1988) は 白 削 皮 下 感 染 実 験 を 行い , 福岡 (1989) は 同 
様 任 虫 を 用 いて 白 削 の 経口 的 及び 皮下 的 重複 感染 試験 を 
行い , 福岡 , 坂元 (1989) る 同様 虫 を 用 いて 白 
的 感染 試験 を 行い 何れ も 可能 で ある と 述べ て いる 。 
以上 の 如く の 自然 化 幼虫 脱 幼虫 を 
用 いて 動物 に 経口 的 或 は 経 膚 的 に 感染 せしめ 得る 事 は 可 
能 で ある と され て いる の で , 著者 は 宿主 体外 即ち 飼育 液 
中 で も な お 臓器 に 侵入 する 習性 を 示す か 否 か を 検討 し 
た 。 マ ウス より 無菌 的 に 取り 出し た 各 臓 器 を 飼育 液 中 に 
入れ て 検索 し た 所 に ょ る と 心臓 , 肝 臓 , 肺 肛 よ り は 検出 さ 
れ , 肝臓 より は 検出 され な か つた 。 更 に 幼虫 の 臓器 へ の 
侵入 を 確認 する た め に 組織 切片 標本 を 作製 し た が , 心臓 
ょ より 1 例 認 め ら れ た の み で あつ た 。 か くし て 検出 され た 
幼虫 数 は 少く と これら は 云わ ば 偶然 に 侵入 し た も の で 科 
tro に 於 ける 臓器 へ の 侵入 は 幼虫 の 本 質 的 な る の で は 
な いと 思わ れる 。 併 し 組織 片 に 接着 し た 幼虫 が , その 組 
織 に と 侵入 する の は , 宿主 体内 で 組織 内 を 移動 する と 云う 
幼虫 本 来 の 習性 も ある 程度 関し て いる と と ゃ 認め る 可 
き で あろ 5 う 3 。 

結 論 
マ ャ ウス か ら 心 臓 , 肝 臓 , 肺 臓 , 肝臓 の 各 臓 器 を 無菌 的 
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に 取り 出し , これ を 前 報 に 述べ た RR 液 に 入れ , その 中 に 
人 工 的 に 脱 せ た を 入れ て , その 発育 と 臓器 
内 侵入 の 有無 を 検 し た 。 

1) 幼虫 の 生存 日 数 は 心臓 で 88 日 , 有 臓 で 388 日 , 肺 臓 
で 84 日 , 肝臓 で 31 日 で あぁ あり, と この間 幼虫 は ある 程度 発育 
増大 し レ た 。 億 組織 片 て も , その た め に 特選 発育 
が 促進 され る と 云う こと は な か つた 。 

2) 臓器 の 圧 平 標本 の で は 心臓 , 肺 肛 か ら 
は 幼虫 が 検出 され た が , 肝臓 か ら は 見 出さ れ な か つた 。 

8) 上 記 各 臓器 の 切片 標本 を 検 し た が , 功 虫 の 侵入 の 
見 出さ れ た も の は 心臓 だ け で あつ た 。 

稿 を 終る に 臨み , 御 る 御 指 導 に 御 を 賜 
っ な 松林 久吉 教授 に 深く 感謝 致し ます 。 
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Summary 

Eggs were taken from uterus of pig ascaris ase- 
ptically and kept in steril water and incubated in 
28°C until embryonation completed. The embryo- 
nated eggs were shaken with glass beads to make 
the larvae hatch out. The larvae were put into 
the nutrient medium which was the most efficient 
in keeping larvae alive among many kinds of 
media tested (Report I). The medium consisted 
of Ringer’s solution containing yeast extract, pep- 
tone, glucose and human serum. 

Heart, lung, spleen and liver were obtained 
from narcotised mice and a block of these tissues 
was added to the medium to investigate their 
effect upon the longevity of ascaris larvae. In 
every experiments, regardless of what tissue was 
added, almost a half of larvae died within 2 
weeks and the longest survival ranged from 30 
to 38 days. Larvae became larger in length and 
breadth in this period. Control experiments wi- 
thout tissue gave also the similar results. 

In another experiment, the tissue was taken 
out of the medium after a certain lapses of time 
ranging from 2 to 16 days, and was examined 
whether the larvae penetrated into it. A number 
of larvae was always found from heart, spleen 
and lung, but never from liver. The number of 
the penetrated larvae was rather small and the 
penetration was likely to have happened only by 
chance. That is to say, the larvae seem to have 
no active tendency to penetrate into tissue in the 
artificial medium. 
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生 学 雑誌 ・ 6 ・ 6 号 


組織 化学 的 に みた 肺 吸虫 卵 卵殻 の 性 基 と 
その 形成 機 関す る 考 


千葉 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教 鹿 


(昭和 32 年 5 月 8 日 受領 ) 


まえ が き 


吸虫 類 虫 卵 の 卵 明 形 成 機転 に 関し て は , Leuckart 
(1863) の 肝 虫 卵 の 卵 成 機転 の 研究 を 始め と し , 
Henneguy (1906), Goldschmidt (1902 ~9), 中 山 
(1912), 小林 (1915), 氏家 1986), 中 山 (1911, 
等 の 研究 が ある が 何れ も 細胞 形態 学 的 観察 を も と に し 
た も の で あつ た 。 然 る に Vialli (1938, 34。 50) に 至 
つて 始め て と の 分 野 に も 組織 化学 的 な 新しい 研究 方 法 が 
適用 され 種々 の 興味 ある 事実 が 見 出さ れ た 。 即ち 肝 の 
卵黄 腺 (Vitelline gland, Vitellaria) の 腺 細 抱 内 に チロ 
ヂ ン 酸化 に 由来 する ポリ フェ ー ノ ー ル を 組織 化学 的 に 証 
明 す る 事 に 依っ て, 従来 指摘 され た 本 細胞 内 の 卵 毅 滴 
(Shell granules, Schallen-Trépfchen) は チロ ヂ ン 代 講 
に 由来 する キノ ン 体 に 関連 し た 蛋白 体 で あろ うと いう 事 
が 明か に され た 。 Pryor (1940~55), Nurse (1950), 
Stephenson (1947) 等 も 相次い で 同様 の 見 角 を 明らか に 
し た が , 最近 GOnnert (1955)! は ソン 住 
(Schistosoma mansoni) の 貝 化学 的 性 格 並 に 
その 形成 機転 に 関す る 研究 と お いて も 赤 , 卵殻 を 構成 す 
る 主 成 分 は 側 白 体 (tanning-protein) で ちあ つて, と これ は 
卵黄 腺 細 の た チロ ヂ ン 粒 に 由来 する も の で あ 
る と し た 。SmytH (1956, '51, '54, '56), Yosufzai (1955) 
$ 赤 中 貝類 ( 肝 蜂 , 肝 吸 虫 等 ) 及 び 条 虫 類 の 或 る 種 の 
も の に つい て 同じ く 本 腺 細胞 が 塩基 性 側 白 反応 > デア ゾ 
反応 , 並 に ポリ フェ ノー ルー オキ シダ ー ゼ 反応 を 示す 事 


MUNEO YOKOGAWA and HIROYUKI YOSHIMU- 
RA: Studigs on lung fluke physiology. II. On 
the chemical nature of egg-shell and its forma- 
tion in Paragonimus ohirai as demonstrated by the 
histochemical techniques. (Department of Parasi- 
tology, School of Medicine, Chiba University, Chi- 
ba, Japan) 


か ら の 虫 構成 する 蛋白 体 の 由来 を 卵黄 腺 細 
胞 内 の 塩基 性 蛋白 に 求め て いる 。 


著者 等 は 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus ohira Miyazaki, 
19839) の 貝 体 並 に 虫 費 部 の 細胞 学 的 並 に 組織 化学 的 検索 
を 行う 事 に こよ ょ つて 本 種 虫 卵 の 卵殻 の 化学 的 性 格 と その 形 
成 機転 に 関 選 する と 考え られ る 卵黄 腺 の 役割 に つい て 32 
ーー 8 の 知見 を 得る と 共に , 更に 卵 明 の 形成 過程 に つい て 
も 生殖 器 系 の 解剖 学 的 位置 と その 部 に お ける 組織 化学 的 
反応 成績 か ら 明 確 な 所 見 を 得る こと が 出来 た 。 こ ゝ に そ 
の 諸 成 績 の 概要 を 述べ 陣 か 考察 を 加え た いと 思う 3 。 


実験 


大 平 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア は 著者 等 が 新 に 発見 し 
た 南 伊 豆 地 方 の ベン ケイ ガ = の 肝臓 より 採取 し , 横川 等 
(1955) これ を 白 煎 に 与え , 8 ヶ月 後に 前 検 し て 肺 臓 より 
成虫 を と り 出 し , 直ちに 次 に 示す 各種 の 固定 液 を 用 いて 
固定 し た 。 (大 平 肺 吸虫 の 折 削 体 内 に お ける 成熟 期間 は 
凡そ 80 日 前 後 で ある ) 


実験 方 法 


主として ペラ フィン 切片 と よっ つた が , 脂肪 染色 に は 水 
結 切 と つ た 。 体 は 連続 切 と し 次 の 如き 各 
種 の 染色 を 実施 し 相互 に 比較 観察 し た 。 

CA〕 : 糖 質 反 応 . (Carnoy 液 固 定 ) 

(1) P.A.S. 染色 ( 過 湊 度 酸 -Schi 反応 ) に よる 

多糖 類 染色 

(2) 嘩 液 消化 試 験 に と よる グリ コゲ ー ン の 決定 
CB〕 : 蛋白 質 反 応 (Carnoy 液 固定 ) 

(1 う キサ ント プロ テイ ン 反 応 

(2) 塩基 性 蛋白 (Basic protein) 反応 

ーーTropaeolin 〇 

(383) チロ デン 反応 . a-Nitroso-8-Naphthol 染色 
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(4 う ) = ン ヒ ドリ ン 反 応 (gz- ア ミノ 酸 反 応 ) 
(5 ワン ・ ギ ー マン 染色 
〔C〕 : 核 彼 白 (核酸 RNA, DNA の 証明 ) (Carnoy 
液 固 定 ) 
(1) メチ 緑 一 ペイ ロ = ン 染色 
(2) 塩基 性 色素 て トル イジ ン 青 ) に ょ る 核酸 の メタ 
クロ ママ ジー( 柴 谷 ) 
(8) う RNA 除 去 実験 (リボ ヌ ク レ ア ー ゼ , その 他 に 
よ る) 
(4) フォ イル ゲン 核酸 反応 
C〔D〕 : 脂質 反応 . (フォ ル マ リ ン 液 固定 ) 
(1) 所 調 リ ポイ 染色 。 (川村 一 矢崎 の ダ ン 
色 ) 
(2) ズ ダ ン 黒 (Sudan black) 染色 
CE〕 : 酸性 多糖 類 証明 と し て の メタ クロ マジ ー 法 及び 
ヒア ロニ = ダ ー ゼ 消化 実験 
CF〕 : 解 酵 素 (て フォ ス フ ァ ダー ゼ ) 
(1) フォ ス フ ォ モノ エス テラ ー ゼ (グリ セロ フォ ス 
ファ ター ゼ ) 
a) アル カリ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ 
b) 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ 
(2) 核酸 フォ ス フ ァ ター ゼ (基質 一 RNA) 
a) アル カリ 性 RNA 一 フォ ス フ ァ ター ゼ 
b) 酸性 RNA 一 フォ ス フ ァ ター ゼ 
【〔G〕 : オ スミ ウム 酸 一 イベ ダ ン 黒 染色 (Osmic acid- 
Sudan black technigue) に よる 卵黄 腺 細胞 の 
ミト ニン ドリ ア (Mitochondria) 染色 
了 : 鐘 染色 (Gomori 
CI〕 : ヘマ トキ シリ ンー ェ オ ジン 染色 及び デイ ラフ ィ 
ー ル ド ヘ へ マト キシ リン 染色 


実験 成績 

肺 吸虫 卵 卵 毅 と 卵黄 腺 に お ける 各種 組織 化学 的 反応 の 
諸 成 績 は 次 の 如く で ある 。 

(1) 糖 質 反応 と し て の P.A.S. 染色 及び 嘩 液 消化 
実験 に と よる グリ コゲ ー ン の 決定 : 

本 反応 に 依っ て 陽性 を 示す も の は 一 般 に 多糖 類 の すべ 
て で あぁ る が , 就 中 グリ コゲ ー ン , ムチ ン , キチ ン 質 , 糖 
蛋白 体 。 ヒア セン 酸 等 で 核酸 は 反応 し な い 。 とこ ゝ で 問題 
と な る の は グリ コゲ ー ン 及び グリ コゲ ー ン 以外 の 糖 質 及 
び 酸 性 多 和 類 等 で ある が 後者 に つい て は 別に 吟味 し た 。 

所 見 : 

卵 毅 は 陰性 で ある 。 之 に 反し 卵黄 腺 の 腺 細 胞 の 胞体 内 
に は 粗大 及び 微細 和 題 粒 が 充満 し て みとめ られ た 。 特 に 強 

を 示す 微細 題 粒 は 腺 腔 に 面 し た 基底 部 の 反対 側 の 胞 
体内 及び 腺 腔 内 に 多数 群集 し , 量 的 に る 個々 に 可 成 り の 
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差異 が みとめ られ る 。 と こと れ は 恐らく 細胞 の 機能 相 に 関係 
する も の と 思わ れる 。 胞 体 の 基底 部 に は 極め て 微細 な 陽 
性 題 粒 が 充満 し て いる も の 存在 する 。 反応 を 行 

うと 等 の 殆 ん どの 陽性 頼 粒 は 最早 や 染色 され な いか , 
又は する 事 か ら こ れ ら 陽性 は ダリ コゲ ー ン に 外 
な ら な いと 考え られ る 。 然 し 年 ら 嘩 液 試験 後に 胞体 内 に 
弱 陽 性 を 示す 慢 性 も しく は 一 部 題 粒状 を 呈し た 反応 物 
質 の 存在 を 確認 出来 る が , これ は 恐らく グリ コゲ ー ン 以 
外 の 糖 質 の 存在 に ょ よる も の と 考え られ る 。 

(2) 蛋白 質 反応 : 

a) キサ ント プロ テイ ン 反 応 : 

本 反応 は 超 白質 の 礎石 で ある フェ =ー ル アラ = ニン, チ 
ロ ヂ ン , トリ プ ト フ ラファ ン 等 の 芳香 族 の 存在 に と ょ る 反応 で 
ある 。 

所 見 : 

に 卵黄 腺 の 腺 細 胞 共に 強 陽 性 を 示し た 。 

b) 塩基 性 蛋白 反応 : 

Tropaeolin 0 に よる 本 反応 は Chapman 及び Cohn 
(1924~2"7) 等 の 染色 理論 に も と づき 大 原 (1949) が 創 
案 し た 方 法 で 塩基 性 政 白 ご ぐ あ る アル ギ ニ = ニン, リ ヂ ン , ヒ 
スチ デン 等 が 染色 され る 。 

所 見 : 

卵 毅 並 に 卵黄 腺 細 胞 は 共に 強 陽性 を 示し た 。 

c) チロ ヂ ン 反応 : 

チロ デ ヂ ン 反応 に は 数 種 が ある が 著者 等 は 大 原 一 倉田 
(1949) (石川 1955) に よる a-nitroso-8-naphthol 法 を 
適用 し た 。 

所 見 : 

卵 毅 並 に 卵黄 腺 細 胞 は 共に 強 陽性 を 示 し た 。 

d) = ン ヒ ドリ ン 反 応 (赤堀 1946・ 市 川 1953) : 

本 反応 は = ン ヒ ドリ ン が a- ア ミノ 酸 に 酸化 的 に 作用 
し て 生ずる NH。 が = ン ヒ ドリ ン 及 びそ の 民 元 物 と 結合 
し Diketo-hydrindyliden-diketohydroindamine を 生じ 


に 発色 す る ° 


所 見 : 

卵 毅 は 中 等 度 , 卵黄 腺 の 腺 細 胞 は 弱 或 は 中 等 度 陽 性 を 
示し た 。 
_e) ワン ・ ギ ー ソン : 

本 染色 は 側 白 ピク ラー ト の 形成 に 関連 し た 反応 と 考え 
られ て いる 。 

所 見 : 

刻 殻 は 中 等 度 陽 性 に 卵黄 腺 細胞 は 強 陽性 を 示し た 。 
(8) 核酸 (RNA, DNA) の 証明 : 
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a) メチ ル 緑 一 ペイ ロ = ン 染色 

所 見 : 

卵殻 は 均等 洲 慢 性 に パイ r= ン に 可 染 し , 一 方 卵黄 腺 
の 腺 細 胞 内 に は パイ ロロ = ン に 強 陽性 を 示す 粗大 な 王 粒 が 
胞体 内 と 充満 し て みとめ られ た 。 本 染色 を RNA 除 去 操 
作 後 に 実施 する と 卵殻 の 染色 性 は 変ら ちな い が , 卵黄 腺 の 
腺 細 胞 内 の パイ ロニ = ン 可 染 性 は 全く 消失 する 。 

b) トル イマ ジン 青 に よる 核酸 の メタ クロ マジ ー ( 柴 
谷 1949, 53, 横川 等 195 の 

所 見 : 

卵 最 は 均等 に トル イジ ン 青 に 正 染 色 性 に 染め 出さ れ , 
一 方 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は 青 緑色 の 粗大 な 先 に 染め 出さ 
れ た パイ セロ = ン 叶 性 と 同様 な 粒 群 が 胞体 内 に 
満 し て 認め られ た 。 因みに RNA 除去 操 作 後 の 本 染色 で 
は その 染色 性 は 消失 レ し た 。 

c) フォ オイ ル ゲ ン 核 酸 反 応 : 

卵黄 腺 の 腺 細 胞 の 胞体 に は みとめ られ ず 核 質 肉 に 限っ 
て DNA が 証明 され た 。 卵 明 で は 全く 陰性 で ある 。 

(4) 酸性 多糖 類 染色 (大 野 1951) 及び ヒア ロニ = ダー 
ゼ 消 化 実 験 (市 川 1953) : 

所 見 

各種 pH の 下 に 於 ける 卵 最 及 び 卵 黄 腺 の 腺 細 胞 の 染色 
成績 は 先述 し た (8 う の b) の 所 見 に 類似 する 。 醒 酸 緩 
衡 液 pH 5.5 の スプ ラク ター 消化 実験 , 及び 加熱 処理 
操作 の 両者 に 対す る 腺 細 胞 内 の 染色 性 は 減弱 若く は 消失 
が 認め られ な か つた 。 

(5) 脂質 反応 (イダ ン 及び ズ ダ ン 黒 染色 ) : 川 
村 一 矢崎 *? に よる ズ ダ ン 和 染色 及び ズ ダ ン 黒 染色 (高良 
1956, Lison 1953) を 用 いた 。 

所 見 

両者 染色 法 に よ ょ つて 卵黄 腺 の 腺 細 抱 内 に は 類 円 形 粗大 
が よく 染め 出さ れ た 。 

(6) 解 炎 素 : 

a) アル カリ 性 並 に 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ (グリ セ セ ピ 
フォ スズ ファ ター ゼ ) : 

共に 卵黄 腺 細 胞 内 に 慢性 若く は 状 に 強 陽 性 
に 反応 が みとめ られ た 。 

は 陽 性 で ある 。 

b) アル 力 リ 性 並 に 酸性 RNAー フ ォ ス ファ ター ゼ : 
武内 等 (1952) (吉村 1952, 58) に よる 核酸 フォ ス 
ファ ター で ぞ ゼ 証 明 法 を 改変 し た 吉村 (1952~58) の 方 法 を 
用 いた 。 

所 見 
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アル カリ 性 RNA 及 び 酸 性 RRNA フ ォ ス ファ ター ゼ 遍 
者 と も に (6 う の a) の 所 見 に 類似 し て 極め て 鮮明 に 陽 
性 に 出現 し た 。 卵 いて は 共に 陽 性 も し く は 陰性 
で ある 。 

(7) ミト コン ド ユア の 色 ( ズ ダ ン 黒 よる) : 

腺 細 胞 内 の ズ ダ ン 可 染 性 題 粒 の 本 態 を 追究 する た め ォ # 
スミ ウム 酸 固定 に よる 本 法 を 試み た 。 卵 黄 腺 の 腺 細 胞 を 
解剖 顕微 鏡 下 に 未 操作 に いて すみ や か に 固定 し 
良 (1956) に よる ズ ダ ン 黒 染色 法 を 用 いた 。 更 に 古典 前 
な ハイ デン ハイ ン 鉄 ヘマ トキ シリ ン 染 色 と に よる ミト コン 
ドリ ア 染 色 を も 併用 し た 。 

所 見 

卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は 大 小 不 同 の 略 々 円 形 を 量 す る 多 
数 の ミト コン ドリ ア が 極め て 鮮明 と に みとめ られ た 。 之 等 
の は 所 調 卵 の 間 胞 体内 に 充満 し て いる 事 
わか つた (plate 1) 。 


Plate. I Mitochondria in the cell of 
vitelline gland. 
Figures of Mitochondria by means of osmic 
acid-Sudan black technique. 


Mito. = Mitochondria 

Vit. Cr.=Vitelline Granules 
Vac. =Vacuoles 

N. =Nucleus 


総 括 

上 述 の 諸 成 績 か ら は 蛋白 質 反 応 の み が 伺 れる 
性 を 示し た が 卵黄 腺 の 腺 細 胞 に 於 て は 蛋白 質 反 応 , 精 紅 
(主として グリ コゲ ー ン ) 及び 核酸 (特に RNA) が 候 
富 に 存在 する こと が 推定 され た 。 脂質 反応 で は 特に ズ 苦 
ン 黒 可 染 性 逢 粒 の 存在 を 重視 し , ミト コン ドリ ア と の 関 
係 に 及 ん だ 。 今 之 等 の 諸 出 績 を 表示 すれ ば Table 1. の 
如く で ある 。 

考 

上 述 の 如き 諸 実 験 の 成績 か ら 肺 吸虫 の 卵 
組成 は 主として 蛋白 体 か ら な る と と を 明か に し , と これ 義 
形成 の 化学 的 メカ = ズム に は 卵黄 腺 の 腺 細 胞 が 重要 な 第 
割 を 演ずる と し た 諸家 の 説 を 再 確認 する と 共に , 更に 杜 
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Table I. Results of the histochemical reactions of the 
vitelline glands and of the egg-shell. 
Histochemical reactions Vitelline glands Egg-shell 
‘a) P.A.S. stain. Excellent None 
arbohydrate-reaction 
b) ‘Glycogen (Saliva-test) Positive Negative 
a) Xanthoprotein-reaction Excellent Excellent 
b) Basic protein-reaction Excellent Excellent 
(Tropaeolin-0) 
c) Tyrosin-reaction Excellent Excellent 
Protein-reaction (a-nitroso-R-naphtol) 
d) Ninhydrin-reaction Fair Excellent 
e) Picrate build in Van- Excellent Excellent 
Gieson stain. 
a) Lipoid-reaction Excellent None or weak 
positive 
-reaction 
b) Sudan black stain Excellent None or weak 
positive 
a) Pyronin-methylgreen stain Excellent Weak 
. (Pyronin affinity) 
b) RNA-metachromasy Positive Negative 
RNA-proof (Shibatani) 
c) RNA-stain. after Disappeared Unchanged 
RNA-removal, 
DNA-proof Feulgen nuclear reaction Positive None 
(in nucleus) 
Mucopolysaccharide Toluidinblue-metachromasy None None 
(I) Phosphomonoesterase 
a) Alkaline glycerophosphatase Positive Weak positive 
b) Acid glycerophosphatase Positive Weak positive 
Phosphatases (11) RNA-phosphatase 
a) Alkaline RNA-phosphatase Positive Weak positive 
b) Acid RNA-phosphatase Positive Weak positive 


喜 RNA, ズ ダ ン 可 染 性 頼 粒 及 び 令 白 合 成 の 代謝 過程 に 
最 ぁ 関連 性 の 深い 解 炎 酸 素 を 始め て 証明 し 得 た 。 とこ ゝ に 
今 一 度 考 察 を 試み て みる 。 
(1) 糖 質 反 応 に と に ついて: 

卵黄 腺 の 腺 細 胞 に は 極め て 豊富 と グリ マコ ゲー ン が 証明 
きれ た が と の と と は グリ コゲ ー ン の 生 機 的 意義 を 考え る 
と き 興 味 あ る と こと と 思わ れる 。 尚 本 腺 細 胞 内 に は グリ ラコ 
ゲー ン 以 外 の 糖 質 の 存在 する と こと に * ゃ を a Glick 
(1949) に ょ れ 陽性 物質 は 主 と グ リコ ゲー 
人 チン 。 ムコ プロ シン ある が 。 上 キ チン, 
ヒア ロン 酸 。 セロ ブロ シッ ド ぁ も 之 に 反応 し , 更 ら に Pe- 
arse (1949) は 多糖 類 , 粘液 多糖 類 等 の 外 に 糖 側 白 体 , 糖 
脂質 , 炎 脂 質 , 脂 蛋 白 体 等 も 陽性 を 示す 事 を 記載 し て い 
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る 。McManus (1946~1948) (市 川 19 うつ は アミ ノ 酸 と 
し て セリ ン 。 ハ イド ロ オ キシ リデン も 染まる と いう 3。 嘩 
液 反応 で 消失 し な い PP.A.S§ . 可 梁 性 物質 の 本 態 に つい て 
は 未だ 充分 に 解明 され て いな い が 恐 ちら く は 或 る 往信 白 体 
と 複合 し た Polymer の 形 で 存在 し て いる 様 で ある 。 理 
諭 的 に は -CHOH-CHOH- の 反応 基 を も つた 高 分 子 の 含 
水上 素 (Polymer carbohydrate) 及び -CHOH-CHNH;- 
基 の ある ハイ ドロ オキ シア ミノ 酸 も 本 反応 に 陽性 に 出現 
する 和 審 で あつ て , 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に か > ゝ る 物質 の 存在 
が 推定 され た と と は 興味 深い 。 最近 Smyth (1956) は 
肝 皮 の メー リス 腺 内 に か ゝ る 物質 の 存在 を 指摘 し レ ホ ル モ 
ン と の 関連 性 を 示 吹 し て いる 。 

(2) 蛋白 質 反 応 に っ ついて: 
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卵黄 腺 細 胞 及 び 卵 毅 共 に 各種 の 蛋白 質 反 応 が 強 陽性 に 
出現 する こと は 上 述 の 如く で ある 。 Smyth 等 (1954, 
1956) の 注目 し た 塩基 性 蛋白 に つい て は 著者 等 も 赤 Tro- 
paeolin O 染色 に ょ つて 再 確認 し た 。 チ ロ デ ヂ ン 反応 で は 
従来 の ミロ ン 反応 に 代 る に a-nitroso-8-naphthol 反応 
に ょ っ つて 成功 し た 。 この と と は 既に Stephenson 等 
(1947) 肝 の 毅 チロ ヂ ン 由来 の “tanning-pro- 
tein'” で ある と する 説 や , Brown (1950, 52) (Ha- 
ckman 1953) の 遇 虫 の Cuticula に 同様 の 物質 が み ら 
れる と する 説 等 と 関連 し て 興味 深い 。Sealock 及び Sil- 
berstein (1989) (Gonnert 1956, Rienits 1950) は 動物 
体内 の た チロ ヂ ン 代謝 に ビタ ミン C が 関与 する と いう 3 
説 , 更 最近 に つて ビタ ミン C が 形成 に 重要 
な 関連 性 を 有する こと と が Gonnert (1955) 等 と にょ つて 
明らか に され て 来 て いる 。 Gonnert は 細胞 形態 学 的 に 
も 腺 細胞 内 の が 卵黄 導管 上 皮 の 機能 的 制御 の 下 
に 胞体 外 に 放出 され 氏 の 所 調 “1eer Dotterzellen '” に 
な る と いう ぅ 事 を 証明 し て いる が 著者 等 も 赤 こ れ ら の 過 
程 を 組織 化学 的 と みて 所 見 を 得 て い る 。 痴 赤 Smyth 
(1954~1956) 等 は Catechol (DL-O.diphenol) に よる 
ポリ フェ ノー ルー オキ シダ ー ギ ゼ を 腺 細 胞 に 証明 し 塩基 性 
蛋白 か ら 卵 毅 蛋 白 の 形成 過程 を 次 の 様 に 説明 し て いる 。 


Protein+O-diphenol Protein 十 
Polyphenol oxydase 


Quinone = Quinone-tanned protein (Sclerotin) 


(83) 核酸 の 存在 について: 
核酸 特に RNA の 生 機 的 意義 に つい て は 今更 らち 述べ る 
まで も な い が 著 者 等 は 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に 極め て 豊富 に 
RNA が みとめ られ た と いう 事 は 重視 すべ き 事 と 考え て 
いる 。 即ち Brachet (1950), 江上 (1958, "55), 市 川 
(1953) 等 も の べ て いる 様 に 蛋白 合成 の 蜂 盛 な 細胞 に 
一 般 に RNA の 濃度 が 高い 答 で あろ つて, これ は 著者 等 が 
同時 に 証明 し た 腺 細 胞 内 の フォス ファ ター ぞ ゼ の 存在 及び 
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ミト コン ドリ ア の 所 見 と 共に 重要 で ある 。 

(4) 脂質 特に ズ ダ ン 黒 可 染 性 題 粒 と ミト コン ドリ アテ 
と の 関係 に つい て : 

ズ タ ダン 黒 が 従来 の 脂質 梁 剤 と 異な つて 細胞 質 内 の 化学 
的 構成 要素 の 一 つ で あぁ る 非 貴 性 脂質 (Masked lipids) 
を 容易 に 染め 出 レ うる 事 が 明らか に され て 以来 , Casp- 


. erson (1940~1950), Claude (1945 ~ 1948), Bourne: 


(1951), Buchner. Roulet(1955), 高良 (1956 う 等 の 研究 が 
示し て いる 様 に ミト コン ドリ ア の 化学 的 成分 と し て の 脳 
質 が RNA と 共に 重要 な 構成 分 で ある こと が ズ ダ ン 黒 に 
よる 染色 成績 等 か ら 重 視 さ れ て 来 て いる 。 従 つて 著者 等 
も 本 腺 細 抱 に つい て 検索 し た 様 に 各種 の 組織 化学 的 反応 
に 対し て 陽性 を 示す 部 位 と 極め て 密接 な 関係 を 有する 部 
位 に 多数 の ミト コン ドリ ア が 認め られ た 事 は 興味 深い 。 
(5) フォ ス フ ァ ター ゼ の 存在 と その 意義 に つい て : 
卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は アル カリ 性 並 に 酸性 の グリ セロ 
フォ ス フ ァ ター で ゼ 及 び RNA 一 フォ ス フ ァ ター ゼ が 共に 
特異 的 と 陽性 に 出現 し た が , 本 酵素 が 生体 内 蛋白 合成 や 
焼 酸 代謝 に 重要 な 意義 が ある 点 か ら と 注目 すべ き 所 見 と 財 
われ る 。 

(6) 卵黄 腺 の 腺 細 胞 粒 の 本 態 に 卵 蛋白 形 成 
機転 に 関す る 考察 : 

以上 述べ て 来 た 諸 成績 と 考察 か ら 著 者 等 は 従来 卵 最 珍 
成 に 関 己 す る と され て いた 有 卵黄 腺 の 役割 は その 胞体 内 に 
有する RNA を 主体 と する 蛋白 体 を 始め 糖 質 , 脂質 等 る 
之 れ に 関与 し , 同時 に 存在 する フォ ス フ ァ ター ゼ の 介在 
に ょ っ つて 酸 代謝 より 合成 ( 卵 白 の 合成 ) へ と 
目まぐるしい 動き が 行わ れん て いる も の と 考え た い 。 即ち 
粒 自体 は RNA ミト コン ドリ ア 酵素 (て こ で 
と し て フォ ス フ ァ ター ゼ ) と いう 最も 重要 な 細胞 胞体 内 
題 反応 の 場 と し て 蛋白 を 合成 する も の で あろ 
うと 思わ れる 。 今 閉 者 等 の 考察 を 図示 すれ ば 図 す の 如く 


で あぁ る 。 


Plate. II Shema of chemical mechanism of egg-shell formation. 
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著者 等 は 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus ohirai Miyazaki 
1989) を 材料 と し て 肺 吸虫 の 虫 卵 卵 毅 並 に 卵黄 腺 に つい 
て 各種 の 組織 化学 的 反応 を 実施 し 概略 次 の 如き 事実 を 明 
ぁ か に し 得 た 。 

@⑰ 卵黄 腺 の 腺 細 胞 に は グリ コー ゲー ン を 含 た 多糖 
豊富 に 存在 する が , 体 に は 質 は 金 く 認め ら 
れ な か つた 。 : 

⑨ 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は 蛋白 質 反 応 と し て キサ ント 
プロ テイ ン 反 応 , チロ ヂ デン 反応 , 塩基 性 蛋白 反応 , 並 に 
= ソン ヒド リン 反応 が 何れ も 陽性 に 認め られ た が , 更に 卵 
毅 自 体 に ぁ 赤 共通 し て 陽性 に 出現 し た 。 . 

⑧ 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は RNA が 極め て 豊富 に 認め 
ら 核 肉 に は DNA る 証 明 さ れ た 。 一 方 自体 に 
は 何れ の 核酸 ぁゃ みとめ られ な か つた 。 

④⑨ . 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 及び 卵 衣 に は 酸性 多糖 類 は 証明 
され な か つた 。 

卵黄 腺 の 腺 細 胞 に は ズ ダ ン 及び ズ ダ ン 黒 に 可 
流す る 脂質 が みとめ られ た が 卵 毅 に は 証明 され な か つ 

⑧ 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は 特有 の 形態 を 有する ミト = 
ンド リア が 多数 存在 する こと が 解 つ た 。 

⑰ 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 に は グリ セロ フォ ス フ ァ ター ゼ 
及び RNA 一 フォ ス フ ァ ター ゼ が アル カリ 性 並 に 酸性 共 
に 夫々 特異 的 と 陽性 に 出現 する こと が 解っ つた 。 
⑧ 卵黄 腺 の 腺 細 胞 内 の ミト コン ドリ ア と 上 述 の 各種 
の 組織 化学 的 反応 に ょ つて 陽性 に みとめ られ た 部 位 と は 
極め て 密接 な 関連 性 が ある こと と が 明らか と な つた 。 
⑨ 以上 の 諸 成 か ら 肺 吸虫 の 化学 組成 の 主 
は 蛋白 体 で あろ うと 考え られ る 。 
卵 の 形成 に は 腺 が 関与 し , その 胞体 内 に 豊 
富 に 存在 する RNA を 主体 と する 蛋 白質 が 卵 暖 蛋 白 の 形 
成 の 礎石 を 供給 する と 思わ れる が , 之 等 の 生化 学 的 過程 
に は 同時 に 本 腺 細 胞 内 に 存在 する 糖 質 , 脂質 , 及び フォ 
ス フ ァ ター ゼ が 相互 に 関連 し 炎 酸 代謝 より 蛋白 合成 えと 
複雑 な 動き を 示す も の と 推定 され る 。 
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Summary 


Histochemical studies on the Paragonimus oh- 
rai were conducted in order to make clear the 
chemical nature of the egg-shell and the role 
of vitelline gland on the egg-shell formation and 
the process. The adult worms (Paragonimus 
ohirai Miyazaki 1939) removed from the lungs 
of the weasels which were naturally infected in 
the province of the South Izu of Shizuoka Prefec- 
ture and from the lungs of the white rats experi- 
mentally infected with P. ohirai were used for 
this experiments. 

The results obtained were as follows. 

(1) Polysaccharides containing glycogen was 
positive in the vitelline gland cells, but negative 
in the egg-shell. 

(2) Protein test reactions, such as xanthopro- 
tein reaction, basic protein reaction (Tropaeoline- 
O-Stain). Tyrosin reaction (a-nitroso-R-naphthol 
test) and ninydrin reaction were all specifically 
shown positive in the both of the vitelline gland 
cells and in the egg-shell. 

(3) Ribonucleic acid (RNA) was strong positive 
in the protoplasma of the gland cell. On the 
other hand desoxyribonucleic acid (DNA) was 
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proved only in the nucleus of the all. The both 
nucleic acid was not proved in the egg-shell. 

(4) Sudanophile granules which show the afi- 
nity to Sudan black were proved in the vitelline 
gland cells only, but not in the egg-shell. 

(5) Mitochondria in the gland cells were stai- 
ned out as the round granules by the osmic acid 
Sudan black technique. It seems probable that 
the granules in the vitelline gland cells and mito- 
chondriae may have very close relation in the 
process of the egg-shell formation. 

(6) Alkaline and acid phosphomonoestrase (gly- 
cerophosphatase) and RNA-phosphatase were 
specifically proved in the gland cells. 

(7) Histochemical nature of the egg-shell of 
Paragonimus will be considered as the polymer 
protein. 

(8) It would be concluded that the vitelline gland 
may be related very closely to the prosess of the 
egg-shell formation from the following reasons. 
Vitelline gland is rich in RNA, many other proteins 
(especially basic protein), polysaccharides, lipids, 
and phosphatases, and very complicated biochem- 
ical mechanism will be carried out in the vitel- 
line gland to synthesize egg-shell protein from 
phosphor-metabolism. 


Explanation of Photographs 


Xanthoprotein reaction. 


Methylgreen-pyronin stain. 


Acid RNA-phosphatase. 


Periodic-acid-Schiff (P. A. S.) reaction. 
Glycogen granules in vitelline gland. 


Basic protein reaction (Tropaeolin O-stain.). 
Pyroninophile granules (RNA) in vitelline gland. 


Lipid reaction (Sudan black B stain.). 
Alkaline glycerophosphatase. 


10. Mitochondria in the cells of vitelline gland. 
ll1. Stage of discharging of vitelline granules in vitelline reservoir. 
12. Stage oi ploymerization of vitelline granules in the beginning part of 


the canal of uterus. 


Abbreviation : Vit. g. — Vitelline gland 


E. — Egg of Paragonimus ohirai 

Gly. Glycogen granules 

Ut. — Uterus 

Py. — Proninophile granules (RNA) 

Int. — Intestine 

Os. — Ossification (Phosphatase positive) 


Vit. d. — Vitelline duct 


Vit. c. — Vitelline cell (Yolk cell) 
FE.s. — Stage of egg-shell formation 
b. Ut. — Beginning of the canal of uterus 


Mit. — Mitochondria 
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昭和 32 年 12 月 (1957) 
山梨 県 に 於 ける 死 記 因 と し て の 日 本 住 血 吸 虫 病 
飯 島 利 坂口 友 郎 
: 山梨 県 厚生 労働 部 予防 課 
(昭和 32 年 5 月 .9 日 受領 ) 
査 成績 及び 者 接 


山梨 県 の 日 本 住 血 吸虫 病 は , 最近 予防 撲 減 の 効 あ つて 

く 衰退 の 兆 を 見 せ , 従来 の 急性 重 症状 を 発する 
患者 は 殆ど 影 を ひそ め , 大 部 久 得 性 症 の 経過 を 辿る 様 に 
な っ つた 。 然 し 左 ら , 精密 に : 錠 を 検 す る に , 末 だ 住民 の 20 
へ 8026 は 保 九 者 で あり , 上 且 年 度 相当 数 の 患者 発現 し 
て お り , 久 祭 衛生 面 よ り 該 虫 症 の 重要 性 は いさ さか も 軽 ] 
減 し た 兆候 は 認め られ な い 。 住民 に 及ぼす 該 虫 症 の 影響 
の 実態 を 把握 し , 之 に 即応 し た 予防 対策 を 樹立 する た 
め , 実態 調査 を 実施 し て いる 婦 之 に 依る 死亡 状況 調査 
が 完了 し た の で 報告 する 。 


調査 方 法 


山梨 県 の 住 血 吸虫 病 全 有 病 地 の 了 昭和 21 年 より 昭和 80 年 
に 下 る 10 カ 年間 の 死亡 者 に つき , 次 の 各 号 に 該当 する 者 
を 集計 し た 。 即 ち 

1) 有 病 地 市 町 村 に 本 系 を 有 し , 当該 市 町 村内 で 死亡 
し た 者 。 

2) 有 病 地 市 町 村 に 本 籍 を 有 し , 当該 市 町 村 外 で 死亡 
し た 者 (戦死 者 を 含 

8) 有 病 市 町 村 に 本 籍 を 有 し な く と も 当該 市 町 村 に 引 
続き 2 年 以上 居住 し て いた 者 。 

調査 は 各市 町 村 の 死亡 屈 出 台帳 , 埋 二 願 書 に 添付 の 死 
亡 診 断 書 及び 甲府 地方 法務 局 の 戸籍 に 関す る 属 出 台帳 に 
ょ つた 。 
死因 分 類 に 当っ つて は ,「 死 因 」 イ , ロ の 中 何れ か に 「 日 
本 住 血 吸 虫 病 」 叉 は 「 肝 硬 変 症 」 の 記載 ある 場合 は と れ 
を 採り 。 同 一 人 に 対し 両者 の 記載 され て いる 場合 は 「 日 
本 住 血 吸虫 病 」 を 採っ つた 。 

商 市 町 村 の 一 部 が 有 病 地 で ある 場合 は 当該 地区 の み を 
対象 と し , 上 記 方 法 と 同一 方 法 で 集計 し た 。 

TOSHIHIKO IIJIMA, SHIRO MITSUI,and KOYURO 

SAKAGUCHI: Schistosomiasis in Yamanashi 


Prefecture as the cause of death. (Section of 
Sanitation, Government of Yamanashi Pref..) 


(57 ) 


(1) 市 町 村 別 地域 別 死亡 状況 

山梨 県 の 日 本 住 血 吸 貝 病 有 病 地 8 市 14 町 18 村 の 調査 期 
間 内 の 全 死 亡 着 は 22,020 名 で 内 住 血 吸 虫 病 死亡 者 は 
611 名 で あつ た 。 と れ は 死 亡 の 2.272% ある 。 
変死 亡者 は 調査 方 法 に 於 いて 述べ た 如く 死因 に 住 血 吸 虫 
病 , 肝硬変 症 両 者 の 記載 ある 場合 は 肝硬変 は 除 か れ て い 
る に も 拘わら ず , 527 名 ( 対 死 因 比 2.892%) に 及 ん で い 


_ る 。 肝硬変 の 原因 は 住 血 吸虫 以外 に も ある と と は 論 を ま 


た な い が , 全国 の 平均 と 比較 する に 対 1 万 人 比 と お いて ~ 
全国 平均 0.18 人 に 対し 山梨 県 有 病 地 に お いて は 1.16 人 で 
明らか な 有意 差 が 認め られ る 。 こ と の 高 率 の 原因 は 住 血 中 
虫 病 慢 性 症 と し て の 肝硬変 と 考え られ る 。 

市 町 村 別 に 死亡 状況 を 見 る に , 中 区 摩 郡 玉 幡 村 に 於 い 
て 全 死 亡者 286 名 に 対す る 29 名 (10, 142) が 最高 で あ 
り , 同 郡田 富村 (668 名 中 56 名 , 9.95), 八田 村 (496 
名 中 47 名 , 9.472), 阿 和 村 (421 名 中 34 名 査 8.08), 
竜王 村 (587 名 中 47 名 , 8.012%) が 之 に 次 いで 高 率 で あ 
る 。 北巨摩 郡 双葉 町 に いて 全 死 亡者 名 に 対し 
住 血 吸 虫 死亡 者 は 40 名 (6.272%%) で 必 ら ず し も ゃ も 高 素 で は 
な い が が 。 肝硬変 死亡 者 は 57 名 (8.982) と 高 素 を 示し 。, 
と の 両者 を 併せ る れ ば 旨 名 、 15.2122) と な り 極め て 高 率 
で ある の が 注目 に 価 す る 。 (第 1 表 参 照 ) 

と の 様 に 全 死 亡 の 10 に も る 及ぶ 住 血 上 吸虫 死亡 者 の 認め 
られ る 町 村 の 一 二 に と ま ら な いこ と と は 今後 の 対策 の 強力 
な 推進 の 必要 を 痛感 する 。 

山梨 県 の 住 血 吸虫 病 有 病 地 は 甲府 委 地 一 帯 に と 及 ん で い 
る が , 地形 的 に 乏 を 次 の 4 地区 に 分 つと と が が 出来 る 。 

う 笛吹 川東 地 区 御坂 山脈 の 西 斜面 で , か 
の 河川 が 西 走 し , これ に ょ より 更に 細分 され る 。 

2) 荒川 両 河 用 の 挟 地区 北部 を 除き 概ね 
平 地 。 吹 , 荒川 及び 平等 川 の 三河 に り 

8) 荒川 , 川 両 河 用 地区 北部 の 小 部 を 
除き 平 。 川 , 無 の 河川 に より 。 
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第 1 表 市 町 村 別 死亡 状況 


地区 市 町 村 名 全 死 亡者 血 死亡 者 ( 肝硬変 死亡 者 計 (%) 
山 和 市 149 0 0 0 
ー 町 371 1( 0.26) 14(3.77) 15( 4.03) 
吹 英 村 333 0 4(1.20) C90) 
御 坂町 381 0 3(0.79) 3( 0.79) 
759 3( 0.40) 3(0.40) 6( 0.80) 
境 川村 499 7( 1.40) 9(1.80) 16( 3.20) 
699 10( 1.43) 9(1.29) 19( 2.72) 
273 6( 2.20) 9(3.30) 15( 5.50) 
454 3( 0.66) 7 (1.54) 10( 2.20) 
筑 甲府 市 6880 133( 1.93) 155 (2.25) 288( 4.18) 
春 日 居 村 158 0 2(1.27) 2( 1.27) 
. 岡 部 、 村 371 2( 0.54) 5(1.35) 7( 1.89) 
504 0 1(0.20) 1( 0.20) 
305 5( 1.64) 14(4.59) 19( 6.28) 
町 638 40( 6.27) 57 (8.98) 97 (15.21) 
町 737 16( 2.17) 17(2.31) 33( 4.48) 
587 47( 8.01) 9(1.88) 56( 9.54) 
玉 286 29 (10.14) ‘9(3.15) 38 (13.29) 
421 34( 8.08) 16(3,80) 50(11.88) 
663 56( 9.95) 25 (3.77) 81(13.72) 
: 392 27( 6.89) 29 (7.40) 56 (14.29) 
崎 市 1889 55( 2.91) 54(2.86) 109( 5.77) 
源 村 306 3( 0.98) 9 (2.94) 12( 3.92) 
無 496 47( 9.47) 15(3.02) 62 (12.66) 
955 32( 3.35) 23 (2.41) 55( 5.76) 
915 30( 3.28) 13 (1.42) 43( 4.70) 
町 138 0 0 0 
1046 23( 2.20) ‘14 (1.34) 37( 3.54) 
Cs 121 1( 0.83) 1(0.83) 2( 1.66) 
富士 294 1( 0.34) 1(0.34) 2( 0.68) 
計 22.020 611( 2.77) 527 (2.39) 1138( 5.16) 
死亡 者 肝硬変 死亡 者 
全 国 0.01 0.80 
山 1.91 1.65 


4) 川西 地 区 南ア ルプ ス の 東山 ある が 
有 病 の 大 部 分 は 平 担 で 多 川 に より 。 

第 1 図 に 示す よ ょ うに, 4 地区 の 中 特に 荒川 釜 無 川 両 河 
川 の 区 は 他 の 地区 に 比 し 死亡 率 著しく 高く , 
無 川西 崖 地 区 が 之 た 次 ぐ 。 これ は 著者 の 一 人 飯島 及び 共 


虫 感 染 状 況 及び 県 で 実施 し て いる 住民 の 葵 便 検査 成績 虫 


同 研究 者 (1954) の 調査 し た 有 病 地 地 域内 褒 犬 の 住 血 吸 ・ 


卵 陽性 率 と 一 致し て いる 。 

(2) 年 度 別 死亡 状況 

第 2 表 は 昭和 21 年 より 80 年 まで の 10 年 間 の 年 度 別 死亡 
状況 で ある が 住 血 吸 虫 病死 亡者 は 昭和 26 年 まで は 概ね 2 
へ ~8 で ある が , 27 年 より 潤 増 し 29 年 に 4.82% と 最高 を 
示す 。 肝 硬 変 死亡 者 も 之 と 同じ 傾向 を 示し て いる 。 県 で 
実施 し た 区 便 検査 の 虫 卵 保有 率 の 状況 を みる に 昭和 20 年 
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第 2 図 年 令 別 死亡 状況 


ツ 層 に お いて 著しく 高い 死亡 率 の 認め ちら れる と と は 注目 に 
第 1 図 地域 別 死亡 状況 価 す る 。 更 に 10 才 未満 の 幼児 の 死亡 者 18 名 (0.4 2% う の 


年 度 
の 昭和 21 昭和 22 昭和 23 昭和 24 昭和 25 昭和 26 昭和 27 昭和 28 昭和 29 昭和 30 


全 死亡 2932 2633 2415 2338 261 2077 1859 1955 1820 1630 
打 数 60 53 71 59 64 44 55 63 79 63 
肝 』 人 数 29 26 37 56 48 50 54 - 74 82 71 


に お いて 8.92%, 21 年 5.5%, 22 年 3.5 %, 239 年 1.8 認め られ た と と は 現在 山梨 県 住民 忌 対 する 該 虫 の 侵 婁 が 
2%, 24 年 0.52%, 25 年 1.7 26 年 2.12%. 27 年 8.7 で その 影響 も 基 大 で ある と と が さ れる 。 

2%, 28 年 1.826,。 29 年 1.62%, 30 年 1.3 で ある が , 殊 肝硬変 死亡 者 は 50 才 代 に お いて 最高 を 示し , 60 才 代 よ ょ 
た 昭和 20~28 年 に 於 いて 極め て 高い 感染 率 を 示し て お り 放 次 低下 の 傾向 が 認め られ , 両者 の 間 に は 10 年 の ずれ 
り , 昭和 27~29 年 に この 影響 が 現われ て いる と 解 され が 認め られ た 。 

る 。 更に 叉 , 住 血 死 亡者 と 肝硬変 死亡 者 の 死亡 率 の 変化 (4) 男女 別 死亡 状況 

の 状況 を みる に , 昭和 26 年 より 肝硬変 死亡 率 は 住 血 吸虫 調査 対象 の 住 血 吸 虫 病死 亡者 611 名 の 中 男 は 308 名 
ご 病死 亡 率 より 逆転 し て 高く な り , 耐 も 肝硬変 死亡 素 は 住 ( 男 全 死 亡者 に 対す る 2.68), 女 は 808 名 ( 女 全 死 亡 
血 吸 虫 病 の それ に 比 し 急激 に 増加 し て いる 。 と こと れ は 日 本 者 に 対す る 2.87%) で 男女 聞 に 有意 差 は 認め られ な か つ 
住 血 吸虫 病 の 慢性 化し た も の の 死亡 率 の 増加 を 示唆 す 2 ; 

る 。 即ち 昭和 20~23 年 の 著しい 濃厚 感染 者 の 多く が 慢性 肝硬変 死亡 と に つい て も , 527 名 中 男 818 名 (2.732%), 


に 移行 し , 昭和 27~29 年 の 死亡 素 の 増加 と な つて 発現 し 第 3 表 男女 別 死亡 状況 


た も の と 解 さ れる 。 芝 
(8) 年 令 別 死亡 状況 全 死 亡 血 死 亡 ( ) 亡 ( ) 
年 令 死亡 状況 を みる に (第 2 図 ) , 血 虫 病死 亡者 
2 は 40 才 代 に お いて 全 死 亡者 1652 名 た 対し 87 名 (5.272), 男 11.475 308(2.68) 313 (2.73) 
を 50 才 代 に お いて 2502 名 に 対し 181 名 (5.24%) と 極め て 。 女 10.545 303 (2.87) 214 (2.03) 
高い 死亡 率 を 示す と と が し た 。 と の 様 に 農村 に 於 い 【 血 ts 0.613 ユー%(t) =0.387〕 , 
年 て , 一 家 の 支 柱 と な り 上 且 叉 最も 労働 力 の 要求 され る 年 令 ts=1.056 1—%(t) =0.145) 


) 
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女 214 名 (2.08%) で 住 血 吸 虫 病死 亡 と 同様 男女 間 に 有 
意 差 は 認め られ な か つた (第 8 表 参 照 )。 

と の と と は , 住民 の 保 犬 の 別 感染 状況 
(前 述 ) に つい て も 云え る と と で , 山梨 県 に と あっ て は , 
住 血 吸虫 は 男女 に 等 し く 侵 衣 し , 之 に 依り 男女 同 程 度 の 
障害 を 与え られ て いる と 云う こと が 出来 る 。 ; 


約 


1. 山梨 県 に 於 ける 住 血 吸虫 病 有 病 地 に お ける 昭和 21 
年 より 80 年 まで の 10 年 間 の 該 虫 病死 亡者 は , 総 死 亡 
22020 名 に 対し 611 名 , 肝硬変 死亡 者 は 527 名 で 対 死 因 
比 は は 夫々 2."72%, 2.89% で あつ た 。 

2 . 最高 は 中 巨摩 郡 玉 幡 村 で 対 死因 比 10,14% で , 同 
村 を 含 多 無 , 荒川 両 河川 に 挟ま れ た 地域 の 死亡 率 は 特 
に 高 率 で あり , 対策 の 重点 が お か れ な けれ ば な ら ぬ 。 

8 。 謎 年 別 住 血 吸 虫 病 死亡 率 に 関し て は , 昭和 27 年 よ 
り 29 年 を 最高 と する 死亡 率 の 上 昇 が 認め られ る 。 

4. 住 血 吸 虫 死亡 者 は 40 才 代 に お いて , 肝硬変 死亡 者 
は 50 才 代 に お いて 最高 を 示す こと は , 同 病 の 社会 的 影響 
が 極め て 大 で ある と と を 示 す る 。 10 才 以下 の 幼児 に 18 
名 の 住 血 吸 虫 病死 亡者 の 認め られ た こと と と 関連 し て 特に 
学童 に 対す る 感染 予防 対策 の 教育 , 実行 の 徹底 化 の 必要 
が 痛感 され る 。 

5. 住 血 吸虫 病 , 共 男 女 の 死亡 素 に は 有意 
は 認め られ な か つた 。 

本 調査 の 実施 に た 当り, 必要 書類 の 閲覧 を 許さ れ た 有 有 病 
地 市 町 村 各位 , 甲府 地方 法務 局長 光 野 勇 氏 , 叉 原稿 の 校 
関 と 有益 な 御 批判 を 賜 つ た 国立 予防 衛生 研究 所 の 小宮 義 
地 博 士 , 静岡 大 学 の 伊藤 二郎 博士 に 謝意 を 表す る 。 

本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 第 16 回 日 本 寄生 虫 学会 東 日 
本 支部 大 会 に 於 いて 発表 し た 。 
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Summary 


According to the 1949-1955 reports, the number 
of schistosomiasis and livercirrhosis deaths 名 
Yamanashi Pref., were ‘661(2.27 %) and 52 
(2.39 %) respectively, of 22,020 of total deaths 
there. More than 5% of total deaths, was direr 
ctly due to schistosomiasis during the past ten 
years 

The highest lethal ratio of them wos found n 
Tamahata village where 10.14% of total causes 
of its deaths was due to schistosomiasis. The 
stress of preventive measures must be laid on 
Tamahata village and its neighbourhood showing 
the high lethal ratio. 

Because of increase in the lethal ratio since 
1952, measures must adopted more strongly. 

The highest ratios of schistosomiasis and liver 
Cirrhosis were found in the forties and fifties mn 
age respectively. Furthermore, 18 deaths of schis 
stosomiasis were recognized in younger than 10 
years old. The preventive measures for school- 
children that was apt to be neglected in Yamanashi 
Pref. at present, must be taken. 

No dofferences of lethal ratios between al 
and female were significantly observed in both 
schistosomiasis and livercirrhosis. 
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昭和 32 年 12 月 


Toxoplasma 感染 ラッ ツァ テ 和 肝臓 の 組織 化学 的 研究 


山 


日 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 学 教室 ( 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 32 年 5 月 11 日 受領 ) 


Toxoplasma gondiz は 多く の 種類 の 動物 に 自然 
感染 が 見 られ る ば か り で な く , 実験 的 感染 に 対し て 感受 
性 の な い 動 物 は 未だ 報告 い 。 し それら 動 
物 の 感受 性 の 程度 は 一 様 で な く か な り の 差異 が ある 。 
Jacobs and Jones (1950),。 Jacobs (1958) に る と , 
ッ テ は 70ogoplasma gondii に 感染 は する が , マウ ス , 
家 束 , ハム ス ター 及び モル モツ ト 等 より 抵抗 性 が 強く ご ど 
く 軽 徴 な 一 時 的 症状 の み を 現 わ し , 特発 的 に 極め て 低い 
parasitemia を 現 わ す 。 し か し て ラッ テ か ら は 感染 後 7 


ヵ月 は 虫 体 を 分 離 出来 る と 云う 5 こと で る ある 。 又 Ruch- 


man and Fowler (1951) は 実験 的 に Toxoplasma を 
ラッ テ 腹 腔 に 接種 感染 せしめ , その 血 流 中 及び 組織 内 虫 
体 の 分 布 を 観察 し , 虫 体 は 肝 , 肝 及 び 肺 職 に 於 て は 少 
数 な が ら 接 種 後 4 時 間 で 見 出さ れ 肝 で は "日 , 肝 で は 9 
日 。 肺 で は 11 甘 沈 て ば -- 応 どの 標本 か ら も 見 出さ れ た 。 
叉 血 流 中 に は 接種 4 時 間 後 に は すでに 見 出さ れ , 4 日 及 
び が 5 日 に 最も 多く 見 られ , 一 週間 後に と は 虫 体 な 比較 的 少 
く な る が 。, 
期 と 一 致し , 抗体 が 出現 し て 来る と 虫 体 は 押 流 中 に 見 
られ な く な る 。 億 し 虫 体 は 内 臓 組織 に は な お 長期 に 生存 
する 。 貝 体 の 完全 消失 は 肝 及 び 肺 で は 10 週 間 , 有 牌 で は 2 
週間 で ご ぁ あつ た が , 脳 に 於 て は 接種 後 4 日 で 出現 し , 以 
後 2 年 間 検 出 され た と 述 べ て いる 。 Lainson" (1955) 
は 実験 動物 の 年 令 が 感受 性 に 重要 な 影響 を 与え る と 人 述べ 
て いる 。 即ち 生後 ま も な い ラッ テ で は , 接種 後 15 乃至 
16 日 月 に 11 9 亡 2 匹 は 慢性 感染 , 生後 5 日 目 
の ラッ テ で は 5 乃至 6 日 で 6 匹 中 4 匹 死 亡 2 匹 は 生存 レ 
て いた が 非常 に 衰 較 し レ て いた 。. 生後 17 日 目 の ラッ テ は 
8 乃至 4 日 で 18 配 中 2 匹 が 死亡 4 乃至 5 日 後に は 人 金 
部 死亡 し た 。 生後 8 週 目 の ラッ テ 25 匹 で は 何等 症状 
TADASHI YAMAGUCHI: Histochemical studies 
on the liver of rats infected with Toxoplasma 


gondi. (Department of Parasitology, School of 
Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


の 時 期 は 血 流 最初 の 抗体 が 発現 する 時 


も 現 わ さ ず , 太 長 も 普通 で あつ た が 慢性 感染 で あつ た 事 
が 証明 され た 。 成長 ラッ テ で は 全く 死亡 せ ず , 虫 体 あ 証 
明 さ れ な か つた 。 と これ ら の 事 は , 免疫 の 発現 が 食餌 に 
ょ り 影 響き され る と いう 事 を 暗示 し て お り , そし て と の 免 
疫 の 発現 は , 此 の 場合 宿主 の 年 令 と ょ り 支 配 さ れ た 。 好 
ち 幼 若 な 成長 期 の 動物 は 成長 し た 動物 と は 違 つ て 成長 に 
必要 な 物質 を 要求 する 。 それ 故 成長 和 途中 の 動物 に 於 て 
は , 既成 組織 の 維持 に の み 蛋 白質 を 要求 する 成就 動物 よ 
り も 蛋白 質 の 欠 芝 が 一 層 急 速 で 激しく , 抗体 産生 も その 
た め に そこ と な われ る の で ある 。 そ の 抗体 産生 が 非常 に 妨 
害さ れ た り 遅 れ た りす る 時 に は , 感染 は 急性 と な る だろ 
うし レ し, 抗体 産生 が pseudocysts の 形成 の 後 で 起 る 時 に 
は 慢性 と な る で あら う 。 或 は 叉 抗体 産生 が 妨害 され な か 
つた り , 早期 に 抗体 充 産 生 さ れ た 時 に は , 感染 は 中 断 さ 
れる で あろ うと 推論 し て いる 。 松林 (1956) 等 は , 豚 か 
ら 検 出し た Toxoplasma 株 と RH 株 と の 感染 実験 に 於 
て , RH 株 に 於 て は , 60 乃 至 90g の ラッ テ に 500 万 の 
虫 体 接 種 で は , 接種 後 7 日 目 に 18 匹 中 8 匹 死 亡 し た の み 
で ある が , 8380 乃至 40 g ラッ テ に 500 万 虫 体 接 種 で は , 接 
種 後 7 日 迄 に 12 匹 中 7 匹 , 14 日 目 に 1 克 死 亡 し た 。 生存 
し た ラッ テ は 接種 後 1 ヵ月 以上 経過 し て か ら ,。 その 見 清 
を 探り 色素 試験 を 行 つ た 結果 , 1 : 64 程 度 の 血清 稀 林 で 
陽性 で あつ た と 述べ て いる 。 そ を と で 著者 な, 比較 的 感受 
性 が 強く , 肝臓 桜 酸 の 増加 率 も 最も 高い と 云わ や れる 了 時期 
(福田 , 昭 , 28) の 50g 前後 の 成長 期 に ある ラッ テ に , 
RH 株 を 感染 せしめ , その 急性 及び 恨 性 感染 時 に 於 る ラ 
そ 
の 結果 を 報告 する 。 
実験 材料 及び 方 法 


材料 は マウ ス 腹 腔 内 接種 に と により, 継 代 培 養 を そる RH 株 
を 用 いて つた 。 即ち 重症 感染 マウ ス 腹 水 の 10 倍 
0.7 乃 至 1.0ce ( 虫 体 約 500 万 乃至 800 万 ) を ラッ テ 腹 腔 
に 接種 せる も の を 属 殺 後 直 ち に 肝臓 を 取出 し , 夫々 の 周 
定 液 中 に 投じ 固定 し た 。 その 間 感染 を 確認 する た め , 、 
parasitemia の 有無 は 肝 及 び 脳 の 一 部 を , 生理 的 
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食塩 水 10% 浮 遊 液 と し, マウ ス 腹 腔 に 接種 , 虫 体 を 証明 し 
得 た も の に つい て 標本 を 作製 し 観察 し た 。 核酸 及び グリ 
コー ゲン の 検索 に と に あ た つ て は , 摘出 し た 肝臓 組織 片 を 直 
ち に カル ノア 拓 液 て 12 乃 至 24 時 間 固 定 , ペラ フイ ン に 
包 埋 7 x の 切片 と な し , 核酸 の を とめ に は メチ ー ル 緑 ・ ピ 
ロニ = ン 染 色 及び フ オ イル ゲ ン 反 応 を ,。 グリ コー ゲン の た 
. め に は Hotchkiss McManus 氏 変 法 及び 嘩 溢 消 化 試 験 
を 行 つ た 。 フ オス フラ ア ター ゼ ( フ マ オ ス と 略 ) の 検索 に と あ 
た つて は , 摘出 し た 組織 片 を 直ちに 冷 ア セト ン に 12 乃 至 
24 時 間 冷 蔵 庫 に て 固定 , 脱水 後 ベ ン ゼ ン を 通し て パラ フ 
イン に 包 埋 , 7g の 切片 を 作製 し , 清水 ・ 有 蘭 の 方 法 に 
順 じ て 行 つ た 。 こ と これ らち 実験 の 対 央 と し て は 常に ほぼ 同体 
重 の ラッ テ を 同様 方 法 に て 固定 且つ 染色 し 対比 し た 。 


実験 成績 


述 酸 の 分 布 状態 

対照 で ある 正常 肝 細 胞 原 形質 は , 附図 エ 1. 1。 2 の 如 
く 比 較 的 粗 で ある が , 網状 粗大 題 粒状 に ピロ = ン に 入 色 
され て 認め られ る diaper 
の 小 で に 満た され て 認め られ る (附図 I. 3)。 

死 状態 に ある も の を 
検 し た 。 肝 実質 肉 に 大 小 種々 の 病巣 が 多数 認め られ 小さ 
い 病 で は 少数 の 細胞 成分 を を 状 は 網状 の ェ オ 
ジン 淡 染 の も の が 認め られ , 又 大 きい 病巣 で は ェ オ ジン 
染 の 無 構造 , 均一 な 部 を 混 て 肝 細 に よる 
壊 及 び 分 葉 血球 , 単 細胞 等 の を 伴う 小 壊 死 
巣 が 認め られ る 。 こと これ ら 小 壊死 巣 周辺 に 接し て pseu- 
.docysts の 見 られ る 所 が あり , 叉 病巣 と 距 つ た 健常 部 の 
肝 細 胞 内 に pseudocysts が 見 られ る も の も ある 。 と れ 
ら の pseudocysts は 比較 的 多く 認め られ た 。 広間 質 血 
飼 周 囲 と 於 て 軽度 の 円 形 細胞 浸潤 が 見 られ る 。 そ の 他 肝 
の うつ 血 が 比較 的 著 明 で あぁ る 。 と これ ら 肝 細 胞 の RNA 
は 微細 吾 粒 状 を な し て 一 様 に 認め られ る 。 又 RNA は 
pseudocysts 内 虫 体 に は 密 に 認め られ , 壊死 細胞 部 と は 
殆ど 認め られ な い (附図 1. 4 )。 肝 細胞 核 内 DNA は 
極め て 粗 と な り , 微細 吾 粒 が 粗 と 認め られ る に 過ぎ な 
い 。 億 し 円 形 細胞 浸潤 の 壊死 巣 部 に 於 て は や や ゃ 密 に 反応 
する 細胞 核 が 多数 散在 し て 認め られ る (附図 I. 5)。 

ラッ テ 号 接種 後 14 日 目 の も の で は , 間 質 血管 周囲 
に 分 葉 校 白血球 を 含む を 軽度 の 円 形 細胞 浸潤 を 認め , 肝 実 
質 肉 に 於 て も 極め て 小 範囲 と 限局 し た 同様 の 細胞 浸潤 部 
が 見 られ , を その他 肝 の うつ 血 が や や 著 明 で ある 。 肝 細 胞 
RNA は ラッ テ 1 号 の 如く 一 様 に 染 つ て いな いで , 対照 
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例 と 比較 すれ ば 粗大 が に 認め らち られ た 。 DNA は 
ど 対 例 と 同 程度 で ある が , 小 粗 に 入れ て いる 
細胞 が 散在 し て 認め られ る 。 及び 他 の 組織 
内 DNA は ある 。 

ラッ 4 号 接種 後 17 日 目 。 ほ ラッ ツテ 2 号 に 準ずる 
組織 像 で ある が , その 一 部 に 肝 細 胞 の 変性 壊死 を 伴う 自 
吉 球 浸潤 巣 を 認め , その 他 肝 の 一 部 に 比較 的 明る い , 円 
形 叉 は 形 の 持つ 比較 的 均一 な 巣 核 細 胞 の 小さ い 
集 深 巣 を 認め る が , 肝 細 胞 の DNA は 対照 例 と 比較 する 
と , 粗大 に 認め られ る 。DNA は 対照 例 と 殆 
同 程度 で あつ た 。 

ラッ ツテ 5 号 。 接種 後 14 日 目 。 正常 肝 に 近い 所 見 で 特記 
すべ きも の は 認め られ な か つた 。 併 し DNA は ラッ テ 4 
号 に 比較 し 粗大 粒 は 少な い が , 微細 は や に 
め ら れる 。DNA は 例 体 的 に と 見 て ラッ テ 4 号 に 比較 し で 
や ゃ 粗 で , DNA が 粗 に 含ま れる 肝 細 胞 が 半数 以上 
め ら れる 。 

ラッ テ 6 号 。 種 後 6 日 目 , を し た も の で 
ある 。 肝 細胞 の 変性 壊 死 を 伴う 円形 細胞 浸潤 の 小 病巣 内 
諸 所 に 散見 し , 虫 体 も 認め ちら れる 。 此 の 例 で は ラッ テ 
号 と 同様 RNA が 密 で , 微細 吾 粒 と し て 認め られ , 粗大 
も や や な 様 で ある (附図 . 6 )。 に 反し て 
細胞 核 DN A は 極め て 粗 で , 小 題 粒 が 核 膜 下 に 粗 に 散 歪 
し て 認め られ る に な い 。 併 し 星 細 胞 及び 壊死 
に せ る 細胞 DNA は で ある 。 

ラッ ツ ッ テ で 【 号 。 接種 後 6 日 目 , 急性 症状 を 呈し て いた も 
の で ある 。 ラ ッ テ 6 号 と 殆ど 類似 の 所 見 で , 変性 壊死 業 
を 多数 認め 叉 虫 体 も 認め られ る 。 紫 の 肝 細 胞 RNA も ヌ 
ッ テ 6 号 と 同様 で ある が , 粗大 題 粒 が や や 密 な る 様 で あ 
る 。 DNA も ラッ テ 6 号 と 殆ど 同様 で 粗 で あつ た 。 

ラッ テ 8 号 。 接 種 後 3 日 目 , 急性 症状 を 呈し て いた も 
の で ある 。 ラ ッ ツテ 1 号 と 同様 な 所 見 で , 肝 組 織 全体 に 便 
円 形 細胞 を 伴う 多数 の 小 壊死 巣 が 認め られ , 
る 認め られ る 。 な お 血管 周囲 の 細胞 浸潤 も 比較 的 著 明 で 
ある 。 とれ ら 肝 細 胞 RNA の 人 分布 は ラッ テ 1 号 と 殆ど 同 
様 で , 微細 征 粒 状 と し て 認め られ る 。 億 し 散在 する 小 壊 
死 巣 部 で は RNA は 極め て 粗 で , 淡 染 し て 認め られ る 。 
DNA も ラッ テ 1 殆ど 同様 で , そ る 細胞 及び 
細胞 核 で は 秘 で ある が , 肝 細 胞 核 で は 粗 で ある 。 

ラッ テ 9 号 。 接種 後 10 日 目 。 肝 細 胞 は その 原形 質 の 大 
部 分 が 抜け て 網状 と な つて いる が , その 他 に は 余り 閉 変 
は 認め られ な い 。 此 の 肝 細 胞 の RN A は 対照 例 と 殆ど 同 
様 で ある が , や や ゃ 粗大 題 粒 が 秘 で ある 様 で ある 。 DN& 
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は 対照 例 と 殆ど 同様 で あぁ る 。 

ラッ テ 11 号 。 接種 後 6 日 目 , 間 質 血管 周囲 の 円 形 細胞 
が 軽 見 られ , うつ や や 著 明 で あぁ る が , RN 
A も ラッ テ 9 号 と 同様 で , 網状 に 粗大 題 粒 が 密 で ある 。 
DNA は 対照 例 と 殆ど 同様 で ある 。 


ラッ テ 12 号 。 接種 後 6 日 目 , 一 部 に 肝 細 胞 の 変性 壊死 - 


を 伴う 小 な る 細胞 集 鐘 巣 を 認め , 血管 周囲 と も 軽度 の 円 
形 細 胞 漫 潤 が 見 られ る 。RNA は ラッ テ 11 号 と ほぼ 同 様 
で ある が , 併 し 微細 小 題 粒 が や ゃ や 密 に 存在 する 肝 細 胞 が 
認め られ る 。 DNA は 対照 例 と 殆ど 同様 で ある が , や や 
粗 な 様 で ある 。 

グリ コー ゲン の 分 布 状 態 

正常 肝 細 原 は 粗大 と し て 密 に 認め られ , 
特に 小葉 中 心 部 細胞 に 著 明 に 認め られ る 。 

ラッ テ 1 号 に 於 て は , 円 形 細胞 浸潤 を 伴う ぅ 小 壊死 巣 部 
に 微細 征 粒 の 散在 を 認め る 他 は , 肝 細 胞 原 形質 肉 グ リコ 
ー ゲ ン は 全く 陰性 で ある (附図 【I. 7)。 

ラッ テ 2 号 に 於 て は , 小葉 中 心 部 細胞 に は 密 に 認め ら 
れる が , 周辺 部 細胞 は 殆ど 陰性 と な つて いる 。 併 し 小葉 
全体 が 全く 陰性 な も の も 認め られ る (附図 1. 8 )。 

ラッ テ 4 号 で は , 上 述 の 様 な 全く 陰性 と な っ つた 肝 細 胞 
は 認め られ な い 。 肝 細胞 全体 に 認め られ る が 余り 密 で な 
く , その 分 布 は まち まち で , 微細 小 題 粒 が 散在 する 肝 細 
胞 に 混 じ て 粗大 天 粒 の や ゃ や 秘 な 肝 細 胞 が 認め られ る 。 

ラッ テ 5 号 は 小葉 全体 が 殆ど 陰性 で ある が , 小葉 周辺 
部 に 於 て は , 粗大 和 題 粒状 と し て や や ゃ や 密 に 沈着 し て いる 細 
胞 が か な り 和 散在 し て 認め られ る 。 

ラッ テ 6 号 は , 小葉 中 心 部 細胞 は 全く 陰性 で , 僅か に 
小葉 周辺 部 特に 間 質 血管 周囲 の 肝 細 胞 に , 粗大 題 粒 が や 
ゃ 秘 に 存在 する 程度 で ある (附図 『. 9 ) 。 変性 壊死 巣 部 
に は の 散在 を 認め る が , れ に 接する 周囲 肝 細 
は 全く 陰性 で ある 。 

ラッ テ で ? 号 は , ラッ テ 6 号 と 殆ど 同様 で ある が , 陽性 
な 細胞 が や や ゃ 少ない 様 で ある 。 ; 

ラッ テ 8 号 も ラッ ツテ 1 号 の 如く , 小 壊死 巣 部 に は 微細 
頼 粒 の 散在 を 認め , 又 此 の 部 附近 に は , まだ 残存 する 小 
頼 燈 を も つ 肝 細胞 が 散在 し て 認め ちら れる が , 殆ど の 肝 細 
胞 は 陰性 で ある 。 

ラッ テ 9 号 は , や ゃ 対照 例 に 近く 第 に 認め られ る が , 
滑 慢性 網状 と な つて いる 部 に 於 て は , 微細 小 題 粒状 と し 
て 認め られ る 。 


ラッ テ 11 号 は , ラ ツ テ 4 号 の 如き 委 布 状態 で て ある が 秘 


で ある 。 ' 
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ラッ テ 12 号 は 。 ラ ッ テ 2 号 と 同様 の 分 布 状 態 を 示し て 
いる が , や や ラッ テ 2 号 よ り 粗 の 様 で ある (附図 ・ 
10)。 

オス フ アタ ー の 分 

正常 肝 に 於 て は 毛細 胆管 が よ ょ く 染 色 さ きれ, 肝 細 胞 核 る . 
か な り 楽 色 さ れ て いる が , 肝 細 胞 原 形質 は 殆ど 染 ら な い - 
(附図 『. 11, 12) 。 感 染 例 に 於 て は , 程度 の 差 は ある が :- 
その 活性 は 強度 と な り , 述 , 毛細 胆管 及び 原形 賀 の 活性 
は 強度 と な つて いる 。 ラ ッ テ 12 号 は 小葉 中 心 部 は 対照 例 : 」 
に 比較 し , 同 程度 か , や や ゃ 陽性 度 が 高い 程度 で ある が , 
周辺 部 及び 円 形 細 胞 漫 潤 部 に 於 て は , 強 陽性 と し て 認め 
られ る ( 18) 。 

ラッ テ 11, 5, 4 号 は 何れ も 対照 例 た 比較 , 
に 一 様 に 強度 と な つて お り , 特に 小葉 周辺 部 細胞 の 陽性 
度 が 強い (附図 T. 14) 。 ラ ッ テ 9 号 も 同様 陽性 度 が 強く , 
核 及び 毛細 胆管 が 特に 強度 で , 小葉 中 心 部 細胞 原 形質 が 
強 陽 性 を 呈し て いる 部 位 も ある 。 ラ ッ テ 『 号 は , 核 及 び 
毛細 胆管 は か な り 陽 性 度 が 強い が , 小 壊死 $ 巣 部 細胞 は 強 
陽性 と し て 見 られ , 原形 質 も か な り 染 色 さ れ て いる ( 附 
図 T. 15) 。 ラ ッ テ 6 号 も ラッ テ で て 号 と 殆ど 同様 で ある . 
が , 染色 され な い 部 も 認め られ る 。 億 し 核 及び 原形 質 は 
か な り 染 色 さ れ て いる 。 要する た 感染 例 に 於 て は , 毛 
細 胆 管 , 肝 細 胞 核 及 び 原形 質 の アル カリ 性 プ オ ス 活性 : 
は , 程度 は 種々 で ある が か な り 増 強し て いた 。 


接 


核酸 が 蛋白 質 合成 に 重要 で ある と 云う 説 は 一 般 に 認 
め ら れ て いる が , その メカ = ズム に つい て は まだ 一 般 に 
定説 が な い 様 で ある 。 細 胞 の 蛋白 質 合 成 と RNA の 含有 
量 と の 密接 な 関係 は , 1941 年 Brachet 及び Caspers- 
son に よ ょ っ つて 見 出さ れ た 。 血液 覆 白 の 大半 の 給 源 で あ 
る と 云わ れる 肝 組 織 と に 於 て , 種々 の 状態 下 と 於 る 肝 細 胞 
の 核酸 量 の 変化 , 核酸 含量 と 看 白 含量 と の 関係 , 及び そ 
の 他 の 物質 に つい て 化学 区 及 び 組 織 化 学 的 研究 が 従来 か 
ら 種 々 行わ れん て いる 。 

Kosterlitz. (1947) は 充分 な 食餌 を 取ら ちせ た ラッ テ と 
比較 し て , テラ ッ テ 及 び 低 蛋白 質 食 を 取ら ちせ た ラッ 
テ は DN A は 影響 され な い が , 肝 か ら か な り の 量 の 蛋白 
質 , 焼 脂質 及び RNA を 消失 し , 高 看 白 質 食 餌 で は 反対 
に 増加 し た と 報告 し て いる 。Wiliams (1951) は マウ 
ス に 四 塩 化 炭 素 を 注射 後 18 時 間 で 肝 小 葉 中 心 部 細胞 の フ 
オス 活性 の 増強 を 見 た 。 し か し て と れ ら 四 塩 化 炭 素 の 作 
用 や 場合 に と, RNA, グリ コー ゲン 及び 蛋白 = 
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の 少 を 見 た 。 フ マオ イル ゲン 反応 は , 人 場合 の 肝 細 
管 核 は 正常 肝 細 胞 核 と 同様 で あつ た が , 四 塩 化 炭 素 の 注 
射 後 18 乃 至 24 時 間 で は 小葉 中 心 部 細胞 核 に は 認め られ 
ず , 24 時 間 後 で は 小葉 中 間 部 の 細胞 遷 の フォ イル ゲン 反 
応 の 強 さ は 増加 し た と 述べ て いる 。 同様 た マウ ス に 於 て 
Richard & Williams (1954) は , 化 素 ウレ 
タン の 皮下 注射 及び 肝 管 結 よる 局部 場合 の 肝 
ラマ オス に つい て 研究 し て いる 。 それ に ょ る と 先ず 四 塩 
化 素 下 注 に よる 肝 に て は , 小葉 中 心 部 細胞 
incubate 2 時 間 で 強 陽 性 を 示し , こと これら 損傷 され た 細 
胞 は 脂肪 を 合 ん で お り , 原形 質 内 RNA, グリ コー ゲン 
の 消失 を 見 た 。 又 核 は 酸性 又は 塩基 性 色素 或 は フォ イル 
ゲン 反応 で 陰性 で あつ た 。 小葉 中 心 部 外 の 細胞 は liposis 
で , グリ コー ゲン 及び RNA の 消失 を 見 た が , アル カリ 
性 フォ オス 活 性 は 認め られ な か つた 。 併 レ し ウレ タン 注射 及 
び 結 熱し た 肝 に 於 て は フォ オス の 増加 を 見 , 特に 結花 の 場 
合 閉 し いと 述べ て いる 。 Hard & Hawkins (1950) 
は , 肝 管 を 結 森 し た 家 兎 で , 肝臓 及び 血液 の アル カリ 性 
フラ オス 活性 の 分 布 状態 を 観察 し て いる 。 胆 管 閉 鎖 の 結果 
24 時 間 で 胆 毛細 管 及び 此 れ に 接する 肝 細 胞 に アル カリ 性 
マオ ス の 増強 を 認め , 胆管 閉鎖 48 時 間 後 に 於 て は , 毛細 
胆管 は 腔 胞 を 形成 し て 認め られ る も の も あり , 血清 フ オ 
ス が 増加 し て 来る こと か ら , 例え 全部 で は な い に し て も 
少な く と も hyperphosphatasemia の 一 部 分 は , 肝 細 
胞 又 は 毛細 胆管 を 通 つ て 各 洲 に 到達 する 酵素 と よる も の 
で あろ うと 推論 し て いる 。Wachstein (1945) は ラッ テ 
及び > ァ ウ ス に 於 て , 肝 細 胞 原 形質 の アル カリ 性 ラフ オス 活 
性 の 増加 は , ょ 葵 縮 性 肝 細 胞 及 び 白質 欠 食 
餌 と ょ る 水腫 性 肝 細 胞 に 見 られ た と 述べ て いる 。 又 コリ 
ン 或 は 欠 で 飼養 し た ラッ テ の 肝臓 で 時 々 肝 
細 皿 の 壊死 を 認め る が , 此 の 様 な 壊死 細胞 に は フ オ ス 活 
性 の 増加 は 認め られ な いか , 認め らち られ て も 非常 に 軽度 で 
あつ た と と , 又 四 塩化 炭素 及び クロ ロホ ルム の 害 作 用 に 
ょ り 高 度 の 変性 及び 水腫 性 細胞 も 必 々 出現 する が , この 
震 に 於 て も 原形 質 の 酸性 及び アル カリ 性 マオ ス の 活性 は 
著しく 減少 する と 述べ て いる 。 Ely & Ross <1951) 


間 飼養 し た 場合 。 そ の 肝 胞 は オイ ル ゲ ン 反 強 
陽性 を 示し , 化学 的 方 法 に よっ つて ぁ る 肝臓 内 DNA は 増加 
すろ と と を 認め , 更に と に アル カリ 性 ラマ オス ふる 一 致し て 増加 
する と と を 立証 し て いる 。 併 し Campbell & Koste- 
rlitz (1952) は 成長 し た ラッ テ (平均 825 g) に 所 て 
は , 長期 の 人 た は 長期 の 無 白質 食餌 の 様 な 厳し い 


は 130 乃至 150 & の ラッ テ を 無 蛋白 食餌 で 8 乃至 49 日 
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飼養 状態 に 於 て さえ , 肝 細 胞 核 内 DN A に は 大 な る 影響 
が な か つた と 述べ て お り , 成長 期 に ある ラッ テ で は こと の 
様 な 状態 下 に 於 て は 正常 な 肝 の 発育 は 持続 的 に 障 三 され 
る の で , 成長 し た ラッ テ ょ り 肝 細胞 核 内 DNA ゃ も 変化 を 
来たす 様 に 思わ れる と 考察 し て いる 。 福田 ( 昭 28) は 
生後 成長 の 全 期 間 を 通じ て , ダイ コク ネジ ツ ミ 肝 細 胞 の 
DNA, RNA 及 び 白質 の 人 量 及 びそ それら の 細胞 
あたり の 平均 含量 に つい て 実験 し て いる 。 全 期間 を 通 
て RNA の 増加 は DNA の 増加 より 著しく 高い けれ ざ 
も , 蛋白 質 の 増加 と は よく 平行 し て いる と し て いる 。 借 
し RNA の 増加 は 生後 成長 の 初期 と 後期 に は 蛋白 質 の 
増加 と ょ く 平 行 し て いる が , 体重 25g& か ら 100 g の 章 


で は 蛋白 質 よ り も それ が 急激 で あり , より 高い レベ rx に 


達し て いる 。DNA の 増加 も RNA の 増加 と 同様 で , 腹 
全体 の DNA 量 の 増加 率 は 体重 25 & か ら 50 g の 間 に 於 で 
最も 高い と いつ て いる 。 又 成長 抑制 及び 人 佐 未 期 の タイ 
コク ネジ ツ ミ 肝 に つい て は , Kosterlitz(1947), Williams 


, (1951) 及び Campbell & Kosterlitz (1952) の 如 


く 肝 人 金 体 と に 於 て る 叉 細胞 一 つ あ た り に 於 て も DNA 量 は 
変化 な く , RNA 量 は 蛋白 質 と 共に 減少 する と と を 認め 
て いる 。 併 し 壊 面 病 モ キモ ル モ ツ ッ ト 肝 に つい て は , 蛋白 質 が 
減少 じ と て いる に も 拘わら ず , RNA 量 は 全く 変化 し な か 
つた と と か ら , 蛋白 質 と RNA の 量 的 な 関連 性 の 一 般 の 
通則 か ら は ずれ て いる 点 注目 に 値する と 述べ て いる 。 
Stowell (1948) は ラッ テ 肝 臓 の 再生 に 於 ける 紫外 線 吸 民 
に ょ る 細 化 学 的 観察 で , 再生 の 最初 の 24 時 間 中 に は 述 
酸 濃 度 の 変化 を 殆ど 示さ な か つた が , 第 2 日 目 に は 急 達 
な 細 裂 と 関連 し て , 核 膜 隣接 し た 原形 と に 
RNA 濃 度 の 増加 を 伴 つ た と 述べ て いる 。X 双 Price and 


Laird (1950) は , 肝 の 部 分 切除 の 共 , 最初 の 12 時 間 か 「 


ら 24 時 間 に 肝 細胞 一 つっ あたり の DN A 濃度 は 83% 増 加 を 
示し , その 後 急速 に 細胞 分 列 が 始ま り 正 常に 復 則 し た 。 
一 方 その RNA と protein nitrogen は 夫々 最初 の 12 時 
問 か ら 24 時 間 に 622% 及 び 172% を 増加 し た 。 併 し 比較 的 小 
さ な 腫 瘍 細胞 は 正常 な 肝 細 胞 の 有する protein nitrogen 
の 僅か 28%, RN A は 362 し か し て いな か つた と 
べ て いる 。 中村 ( 昭 28) は 家 更 肝臓 に 結核 結節 が 出来 る 
と , その 周囲 の 肝 細 胞 原 形質 に は フォ ス の 増強 が 見 ち 
れ , 双 ア レル ギー 反応 を 起 さ せ た 場 合 と は , 結節 内 に も 
つ フ マオ ス 反 応 陽性 の 部 分 が 認め られ る 。 併 し な が ら 此 の 
様 な フォ ス の 増強 は , 結核 性 炎症 蘭 は アレ ルギー 反応 ご 
すべ て 特異 的 と 起 る も の と は 云い 難い の で あつ て , 炭素 
注入 の 様 な 非 特 異 的 な 刺激 に 際 し て も , 一 時 的 で あり 交 
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経度 て ある が 増強 が 認め られ る も の で ある と 述べ て い ・ 


る 。 又 有 市 川 ( 昭 28) は 高温 陣 下 に 於 る 家 の 
ァ ル カリ 性 フォ ス は 減弱 する が , 酸性 フォ オス は 明らか だ に 


. 増強 する と 述べ て いる 。 


DNA に つい て 上 述 の 如く , 福田 ( 昭 28〉 は 壊 血 病 モ 
ル モ ツ ト 及 び 長 期 ょ る 死 の ネン に 於 て も DN 
A 量 平 均 値 は 変化 な か つた と 述べ て いる が , Toxopl- 
asma 感染 テッ テ に 於 て , 肝 細 胞 の 壊死 を 伴 つ た 頻 死 の 
ラッ テ で は 明らか に DNA は 粗 と な つて 認め られ た 。 
Goldstein 等 は 壊 血 病 モ キル モツ ト の 肝 核 で は 正常 モル モ 
ツ ト の 肝 核 より も DNA 含 量 が 少く RNA 合 量 は 多い と 
と か ら , アス コル ビン 酸 が DNA の 生体 内 合成 に 共 し て 
何等 か の 役割 を 演じ て いる の で あろ うと 推測 し て いる 。 
此 れ に 対し て 福田 ( 照 28) は , 此 の 様 な 考え を 支持 する 
に 足る 様 な 傾向 は 全く 認め ちら れ な いと し レ , 壊 血 病 モル モ 
ッ ト 肝 に 於 て DNA 量 は 変化 し な か つた が , RNA 量 は 
蛋白 質 が 普 少 し て いる に も 拘わら ず 減 少し な か つた と 人 述 
べ て いる 。 著者 の 場合 生化 学 的 な 測定 は 行わ な か つた 
が , 明らか に RNA は 正常 肝 細 胞 よ り 密 な 様 で あつ た 。 
死 の 例 に て は , 対照 例 は 粗大 網状 を て 
認め られ る に 反し て , 密 で は あつ た が 微細 和 題 粒 で 一 様 に 
染 つ て いた 。 久保 ・ 高 松 ( 昭 17) は 普通 哨 乳 動物 の 肝臓 
に 於 て は 。 フ オス 反応 は 痕跡 的 か 或 は 全く 陰性 で ある 
が , 代謝 時 種々 の 病 的 状態 (例え ば 黄 , 結核 , 
血 病 , 急性 伝染 病 そ の 他 ) に 於 て , 容易 に 強く 肝 細 胞 に 
証明 され る 様 に な る と 述べ て いる 。 双 フォ ス が 種々 の 病 


的 状態 や 異常 代 講 時 等 に , 一 定 の 細胞 双 は 部 位 に 出現 


し , 或 は 増減 又は 消失 する と と は 複雑 な 所 見 で ある が , 
フォ オォ ス は 生体 内 の 炎 と 直接 関係 し て いる と 同時 に , 生体 
内 に 起り 得 べ き 種々 の 物質 代謝 (例え ば 脂肪 , 類 脂 肪 , 
合 水 炭素 , 核酸 等 <) と 直接 或 は 間接 に 関与 し て , 或 る 種 
の 細胞 に 出現 或 は 全身 的 又は 部 位 的 に 増減 し て , 病 的 状 
態 又は 異常 代謝 と あぁ つて , 代償 的 乃至 防 意義 を 持 
っ つも の で は な か ろう か と 推論 レ て いる 。 又 中 村 ( 昭 28〕 
は フォ オス の 生物 学 的 意義 殊 に 細胞 機能 と の 関係 に つい て 
は 今日 な お 明らか で な いし レ , 細胞 機能 と フォ オス 反応 と が 
必ず し も 常に 一 致し た 動き を 示す も の と は 限ら な いと 推 
論 し て いる 。 併 し Toxoplasma 感染 ラッ テ 肝 に 於 て , 
RNA の 増加 を 伴っ つて フラ オス の 強度 の 活性 を 見 た と と は 
興味 ある とこ と > 思わ れる 。 木村 ( 昭 9 ) は 動物 体 の グリ 
コー ゲン の 主 な る 貯蔵 部 位 は 無 礁 礁 動物 に 於 て は 間 質 組 
, 椎 動物 に 於 て は 肝 ある と つて いる 如く , 
正常 ラッ テ 肝 臓 に グリ コー ゲン は 極め て 密 に 認め られ 
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る 。 れ が は 或 る 種 の 肝 害 で 減少 する と こと は ょ 
く 知 られ て いる 所 で ある 。Toxoplasma 感染 ラッ テ 肝 
に 於 て も グリ コー ゲン は 減少 し て お り , 特に 急性 感染 を 
起 し た 例 に 於 て は 殆ど 認め らち られ な か つた 。 併 し 慢性 感染 
た 移行 し た と 思わ れる 症例 (ラッテ 4 号 , 5 号 〉 に 於 て 
は 。 粗 で は あつ た が ,。 その 分 布 状態 か ら , 一 時 グリ コー 
ゲ ン が 消失 し た 後 新しく 沈着 し て 来 た の で は な いか と 思 
われ る 様 な 分 布 状 態 を 示し て いた 。 

前 述 の 如く Lainson は 各 発 育 期 の ラッ テ に 於 る Tox- 
oplasma 感染 実験 の 結果 , 免疫 発現 は 年 ょ り 支 
され , 成長 期 に ある 動物 は それ 自体 の 成長 の た め と 抗体 
産生 と の た め に , 有効 白 の い 合い を する の 
で , 抗体 生 産 る も そこ な われ , 又 発 育 出来 ず に 死亡 する の で 
あろ うと 云 つ て いる 。 又 抗体 看 白 産生 に つい て 大 野 は , 
副腎 皮質 ホル モン 或 は 抗原 に ょ つて 局所 の リン ペ 球 が 分 
解 し , その 述 内 の 解 合 し た DNA が 血液 中 と 流れ 込 と こ 
と に ょ つて 組織 の プル スマ 細胞 の 形成 を 刺激 し こう し て 
増加 し た マラ スマ 細胞 に ょ つて 抗体 が 多量 記 作 られ る の 
で ある と 述べ て いる 。Toxoplasma 感染 テッ テ に 於 て , 
蛋白 質 分 泌 細 胞 で あり 血液 彼 白 の 大 半 の 給 源 で ある 肝 細 
胞 に , RNA 及 び フ オス 分 布 の 増強 と グリ コー ゲン の 消 


。 失 を 認め た と と は 興味 ある と と ゝ 必 わ れる 。 


1. 50g 前 後 ラ タッ テ に Toxoplasma RH 株 を 腹腔 感 
染 せ し め , その 肝臓 に つい て 楼 酸 , グリ コー ゲン 及び ア 
ルカ リ 性 フォ オス の 組織 化学 的 検索 を 行 つ た 。 

2.。 頻 死 の ラッ テ 肝 細胞 に 於 て は , グリ コー ゲン は 殆 
ど 消 失 し て 認め られ ず , DNA も 粗 と な つて いた 。 RNIN 
A は 微細 和 題 粒 状 と し て 一 様 に 認め られ た 。 双 アル カリ 性 
フラ マ オ ス は 対照 例 に 比較 し その 活性 は 強度 て, 肝 細 胞 原 形 
質 に も 陽性 反応 を 認め た 。 

3. 比較 的 軽 徴 な 感染 を こう ずつ た と 思わ れる ラッ テ 
及び 慢性 に 移行 レ っ つっ > ある と 思わ れる ラッ テ に 於 て は , 
対照 例 た 比較 する と グリ コー ゲン は 減少 し て 認め られ る 
が , その 分 布 及び 程度 は まち まち で あつ た 。DIN A の 変 
化 は 殆ど 認め られ な か つた が , RN A の 分 布 は 密 で , 粗 
大 び 微 細 と し て 認め ち れ た 。 叉 アル カリ 性 
フ ギ オス 反応 も 強 陽 性 と し て 認め られ た 。 

に 当り , 御 指導 御 校 を 項 い た 松林 教授 に 深 
致し ます 。 ; 
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sons on the histochemical distribution of phosp- 
hatase in the liver. Arch. Pathology, 40 : 57-67, 
—34) Williams, W. L. (1951) : Cytoplasmic chan- 
ges in hepatic parenchyma of mice during star- 
vation and carbon tetrachloride-induced injury. 
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Summary 


Rats were experimentally infected with RH- 


strain Of Toxoplasma gondii and their livers were 
examined histochmically. In rats dying of acute 
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infection, glycogen disappeared almost completely 
and DNA in the liver cell nuclei was recognized 
only as sparsely stained granules. RNA was 
seen as minute granules difusely distributed in 
the liver cells. Alkaline phosphatase activity 
seemed to be increased and it was recognized 
not only in liver cell nuclei and capillary bile 
ducts but also in the liver cell cytoplasm where 
it cannot be detected in normal cases. 
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In rats of which the infection was rather mild 
and chronic, the histochemical aspects were some- 
what different. Glycogen seemed to have dimini- 
shed in amount, but its distribution and amount 
were different acording to the individual cases. 
DNA showed no remarkable changes. RNA dist- 
ributed densely as large or sometimes minute 
granules. Alkaline phosphatase reaction was st- 
rongly positive. 


明 


同上 拡大 。 
例 , フ ォ イ ゲン 


ラッ テ 1 号 。 フォ イル ゲン 反応 。 


対 例 メチ ー ル ビ = 染色 。 


ラッ テ 1 号 , 接種 後 10 日 目 , 瀬 死 の も の ,。 メチ ー ル 緑 ピ ョ = ン 染 色 。 


ラッ テ 6 , 接種 後 6 日 目 急 性 症状 を し た も も の, メチ ー ル ン 色 。 
ラッ テ 1 , Hotchkiss McManus 氏 に よる 多糖 類 染 。 


附図 1 9. ラッ テ 6 , Hotchkiss McManus 氏 に ょ る 多糖 類 。 


10. ラッ テ 12 号 , 接種 後 6 日 目 , 染色 同上 。 

11. 例 アル カリ 性 フォ フ ァ ター ゼ 反 応 。 
12. 同上 拡大 。 

4183... ラッ 12 染色 同上 。 

14. ラッ テ 11 号 。 接種 後 6 日 目 , 染色 同上 。 
15. ラッ テ 7 接種 後 6 日 , 染色 同上 。 
16. 


ラッ テ 1 。 鉄 トキ シリ ン 色 , Toxoplasma 体 を 認め る 。 


1 
x 
ラッ テ 2 接種 後 14 日 目 , 染色 同上 。 
2 
4 
] 
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山口 県 産 「 ゾ ガニ = ニ 」 の 肺 吸 虫 被 裏 幼虫 寄生 状況 に 
就 い て (第 6 回 報告) 


高 橋 


郎 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 (指導 細川 修治 教授 ) 
(昭和 32 年 5 月 18 日 受領 ) ; 


山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 肺 吸虫 被 概 幼 虫 の 寄生 状況 に 就 
いて は 各 河 川 別に 報告 を 行 つ た が 今回 は 模 野 川 を 調査 し 
た の で 第 六 回 報告 と し て 報告 する 。 

棋 野 川 (山口 市 ) は 山口 県 中 央 山岳 部 に 端 を 発し , 佐 
波川 と は 約 12 間 で 平行 に 西南 下 周防 に 注 
いで いる 。 枢 野川 に 於 いて は 昭和 30 年 12 月 上 旬 ょ り 了 昭和 
31 年 8 月 下旬 の 間 に 無傷 に 捕獲 し た 「 ツ マガ =」 を 前 報 
告 (高橋 1954, 1956) と 同様 な 検査 方 法 で 調査 し た 。 

検査 成績 

検査 角 254 匹 で 其 の 中 , 被 才 幼 虫 の 寄生 を みた 蟹 は 
134 匹 , 即ち 52.8 の 寄生 率 を 示し て いる 。 匹 に 
ける 被 電 幼 虫 の 最多 寄生 数 は 116 個 で 最少 は 1 個 で あぁ 
つた 。 検査 蟹 数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 8.44 個 て あつ 
た 。 次 に 被 寄生 蟹 と 寄生 被 電 幼虫 と の 関係 は 被 寄生 蟹 
184 中 , 赤色 粒 を 含む 型 被 の み 寄 生 の 
は (55.2%) , 型 未熟 型 。 幼 弱 型 の 各 型 混合 
寄生 蟹 は 87 匹 (2?.6 , 普通 の 成熟 型 被 の み 寄 生 


の と 幼 弱 型 の み 寄生 の 各々 8 匹 (6.0%) 
型 被 の み 寄 生 の は (5.2%%) で あつ た 。 

検出 し た 被 総数 は 875 個 , 基 中 赤色 粒 を 
むき 成熟 型 778 個 普通 の 成熟 型 58 個 , 幼 弱 型 21 個 , 未熟 弄 
18 個 で あぁ つた 。 

C1) 退 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 31~ 40 mm 大 
の は 16 匹 に 対し て 被 寄 生 9 (56.25 %), 41~ 
50 mm 大 の 角 は 166 匹 に 対し て 被 寄生 解 数 85 匹 (51.3 
26) 51 へ ~60 mm 大 の 67 匹 に 対し て 被 数 39 
(58.21 61 ~7O mm 大 の は 寄生 を 認め ず , 71 
へ 80 mm 大 の は 2 に 対し て 被 寄生 数 1 (50.0 
26) で ぁ つ た (第 1 表 参 照 )。 

(2) 蟹 の 大 きき さと 寄生 数 と の 関係 は 831~40mm 大 の 
蟹 は 1 ~10 個 寄生 が 8 匹 , 11~50 個 寄生 が 1 匹 , 41 へ 50 
mm 大 の 蟹 は 1 へ ~10 個 寄生 が 6 匹 , 11~50 個 寄生 が 8 
匹 , 51~100 個 寄 生 が 1 匹 , 51~60mm 大 の 蟹 は 1 ~10 
個 寄生 が 830 匹 , 11~50 個 寄生 が 7 匹 , 51 へ ~100 個 寄生 が 


第 1 表 人 蟹 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 (検査 蟹 数 一 254 匹 ) 


51~60mm 
61~70mm 0 0 
mm 


ICHIRO TAKAHASHI: On Paragonimus wester- 
manii metacercariae in Eriocheir japonicus in Ya- 
maguchi Prefecture. (Report 6), (Department of 
Pathology, Yamaguchi Medical School. Ube) 


1 匹 , 100 個 以上 寄生 が 1 匹 , 61 ~7O mm 大 の 長 は 寄 

生 な く , 71 へ ~ 80 mm 大 の 蟹 は 1 ~10 個 寄生 が 1 匹 の み 

で あつ た 。 (第 2 表 参 照 ) 
う 「 ツ カニ =」 体内 に 虫 の 分 布 状 況 は 
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表 大 きき さと 寄生 率 と の 関係 (検査 蟹 数 一 254 


Metacercaria 寄生 数 


ーー 0 1 ~10 個 11~50 個 51~100 個 100 個 以上 
甲殻 最大 横 径 
$ 62 8 50 
61~70mm 3 1 o 2 0 0 0 0 
j$ 0 
71~80mm 0 0 0 
に 第 3 表 総 Metacercaria の 角 体 内 分 布 (検査 人 254 匹 中 120 陰性 ) 
基 他 の 
足 関節 体 関節 部 足 筋肉 体 筋 心 
(消化 
寄 生 の 検査 
対す る 50.9 1.42 8.66 2.36 1.18 0.39 
683 26 20 $ 2 $ 0 


下 


寄 生 


検査 雷 数 に 対す る 1.81 0.48 0.37 0.54 0.18 0.04 0.01 0.004 
Metacercaria の [80.25 08 $0.02 008 0 
90.73 ? 0.24 90.2 Ue?0.29 0.1 0.01 0.004 0.004 


均 寄 数 


第 4 表 赤色 粒 を 合 む Metacercaria の 内 分 布 254 匹 中 120 陰性 ) 


其 の 他 の 
足 関節 部 体 関節 部 足 筋 肉 体 筋 心 臓 
(消化 器 ) 
寄 生 の 検査 


対す る 百分率 41.73 16.93 12.2 2.36 .18 0.39 


(%) 


1.1 
873 27 22 17 16° 2 0 


検査 に 対す る 1.48 0.37 0.52 0.17 0.04 0.01 0.004 
Metacercaria の /80.88 {40.08 $430.02 0 
寄生 数 190:6 190:23 1l90:2 1l90:27 90:09 le0:01 le0.004 le0.004 


検査 254 匹 (中 , 陰性 120 匹 ) 中 , 最も 多 化 器 1 (0.89%) で ぁ あつ た 。 (第 8 表 上 段 参照 ) 

く 129 (50.79 2%), 次 いで 足 関 部 45 匹 (17.72 %) 次 に 検査 に 対す る 被 の 一 平均 寄生 数 は 
体 関節 部 30 (11.81 %), 足 筋肉 299 (11.42 %), 体 1.81 個 , 足 筋肉 0.54 個 , 足 関 節 部 0.48 個 , 体 部 
22 (8.662%), 肝 6 (3.862%), 心 (1.182%), 消 0.37 個 , 体 筋肉 0.18 個 , 肝 0.04 個 , 心 0.01 個 , 消化 


) 
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第 5 表 普通 の Metacercaria の 体内 分 布 (検査 254 中 120 陰性 ) 


足 筋 足 関節 部 体 筋 体 関 節 部 肝 心 
に 対す る 百分率 11.81 1.57 1.57 0.79 0.39 0 0 0 
0 0 


検査 蟹 数 に 対す る 0.17 0.02 0.01 
一 匹 平均 寄生 数 9 0.09 0.02 9 0.01 


0.004 
0 0 0 0 
0.008 0.004 


器 0.004 個 て あっ つた (第 8 表 下 段 参照 ) 。 

(4) 赤色 粒 を 含む 成熟 型 の 体内 分 布 は 
生 (41.78 2%), 足 関節 部 43 匹 (16.98 %), 
体 関節 部 31 匹 (12.22%) , 足 筋肉 28 匹 (11.02 ) 体 筋 肉 
22 匹 (8.662%), 肝 6 (⑫.862), 心 83 匹 (1.18) 消化 
器 1 匹 (0.892%) で あつ た (第 4 表 上 段 参照 )。 

次 に 被 の 一 平均 寄生 数 は 1.48 個 , 足 筋 肉 
0.52 個 , 足 関節 部 0.47 個 , 体 関 節 部 0.87 個 , 体 筋肉 0.17 
個 , 肝 0.04 個 , 心 0.01 個 , 消化 器 0.004 個 で あつ た (第 
4 表 下段 参照 )。 

(5) 普通 の 成熟 型 虫 の 体内 分 布 は 
30 匹 (11.81 ), 次 いで 足 筋肉 , 足 関節 部 が 同数 で 4 匹 
(1.572), 体 筋肉 2 (0.7922) , 体 関節 部 1 (0.89 
26) で ぁ つ た (第 5 表 上 段 参照 )。 

4 次 に 一 匹 平均 寄生 数 は 角 0.17 個 , 足 筋 肉 は 0.02 個 , 足 
関節 部 0.016 個 , 体 筋肉 は 0.01 個 , 体 関 節 部 0.004 個 で 
あっ つた (第 5 表 下段 参照 )。 


総括 並び に 者 接 
今回 は 山口 県 山口 市 棋 野 川 の 「 ツ マカ =」254 匹 に 就 い 
て 鮮 の 大 小 と 被 概 幼虫 の 寄生 率 並 びに 寄生 数 と の 関係 , 


被 の 種類 , 体内 に 於 ける 分 布 状況 に 就 い て 調査 
し た 。 今 各 の 報告 (高橋 1954, 1955, 1956) 同様 に 成熟 
型 被 で 赤色 題 粒 も の と 含ま な いも の に 注意 

(1) 角 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 51 ~60 mm 大 
の 角 が 58.21% で 最も 高く , 次 いで 81~40 mm 大 の 侵 
が 56.25 2, 41~50 mm 大 の 蟹 が 51.2 必 と な つて いる 
が 81~40 mm 大 の 蟹 は 16 例 , 41~50 mm 大 の 角 は 166 
例 で 例 数 に 於 いて 大 な る 開き が ある 為 に 比較 し 離 い 。 


さ は 蟹 が 最高 寄生 率 を 示 め る も の と 考え られ る 。 前 報告 


(72 ) 


51~60 mm 大 の 角 と 41~50 mm 大 の 解 と で も や は り 例 
数 の 点 に 於 いて 比較 し 難い が , し か し 51~60 mm 大 の : 


の 吉田 川 (高橋 1956) 栗野 川 (高橋 1956〕 佐波 川 (高橋 
1956) の 調査 る 略 同 様 な 結果 で あつ た 。 

(2) 蟹 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 41~50mm 大 の 
は 被 の 少数 寄生 多く , 51 ~ 60 mm 大 の 
角 比較 的 多数 寄生 が 多い し か し 41~50 mm 
の 蟹 と 51~60 mm 大 の 蟹 と で は 検査 例 数 に 約 100 例 の 
開き が ある の で 比較 し 難い 。 以 上 の 事 か らし て 模 野 川 産 
の 蟹 で 寄生 数 の 最も 多い の は 41 ~ 60 mm 大 の 解 で あろ 
う 。 

(8) 山口 県 下 川 産 「 ツ マカ =」 の 肺 吸虫 被 
の 寄生 率 は 52.8% で あり , 当 教 室 の 調査 (細川 1954, 内 
野 1954, 高橋 1956) に 比較 し て 寄生 率 は 中 位 を 示し て い 
る 。 人 於 ける 被 の 最多 寄生 を 当 教 室 の 
査 (細川 1954, 内 野 1954, 高橋 1956) に よ ょ る 各 河 川 別に 
比べ る と 116 個 で 可 成 の 上 位 を 占め て 居る 。 叉 , 検査 劉 
数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 8.44 個 で 当 教 室 の 調査 に 紅 
較 す れ は 少数 の 方 で ある 。 被 寄生 蟹 184 匹 の 中 で 赤色 征 
粒 を 成 型 彼 の 寄生 の が 74 匹 (55.22%) で 
其 の 大 半 を 占め て いる 。 次 いで 成熟 型 。 未熟 型 幼 弱 型 の 
各種 温 合 寄生 館 が 87 匹 (27.626) で 残余 の 大 羊 を 占め , 
普通 の 成熟 型 の 寄 生 の 蟹 , 型 被 虫 の 
寄生 の は 夫々 8 匹 (6.02%), 未熟 型 の み 
生 の は 7 (5.2%) で 同 迷 あっ つた 。 

, 検出 し た 被 は 875 個 で , その 中 赤色 を 
含 型 が 778 個 で 被 の 殆ど で あり , 普通 の 


下 
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は 50 例 以上 り 応 は 寄生 が 高 い , 此 の 大 
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部 型 が 58 個 , 幼 弱 型 が 21 個 , 未熟 型 が 18 個 の 順 で あつ 
た 。 未熟 型 幼 弱 型 に 赤色 色素 が 状 に 見 え 
ず , 平等 に 見 える 事 は 今 各 の 報告 と 同様 で あつ た 。 

(4) 寄生 部 位 に 就 い て は 検査 蟹 254 匹 (中 , 陰性 
120 ) で 寄生 し て いた 角 最も 多く , 129 匹 で 
50.79 を 示し て いた 。 次 いで 足 関節 部 45 匹 C17.72 
%), 体 関 節 部 80 匹 (11.81 2%), 足 筋肉 は 体 関節 部 寄 
生 の 同数 で 29 匹 (11.42 ), 体 筋肉 22 (8.66 
6) , 内 臓 に な れ ば その 寄生 数 も ぐつ と 低下 し , 肝 は 6 
心 は 3 (1.18%) , 消化 器 は 1 
の で あつ た 。 

検査 に 対す る 一 平均 寄生 数 は 最も 多く 
1.81 個 , 次 い ご 足 筋 肉 , 足 関節 部 , 体 関節 部 , 体 筋肉 , 
肝 , 心 , 消化 器 の 順 で あつ た 。 

寄生 し て いた は 導入 管 の み で あり , 主 
と し て 休 端 部 に 多く , 筋肉 に 寄生 し て いた も の は 筋肉 と 
皮下 の 間 , 又 , 筋肉 繊維 の 間際 に 認め られ た 事 は 今 迄 の 
報告 と 大 差 は な い 。 

(5) 赤色 粒 を 型 被 の 蟹 体内 分 布 状 
況 は 寄生 の が 最も 多く 検査 に 対し て 41.78 
次 いで 足 関節 部 16.98 %, 体 関節 部 12.22%%, 足 筋肉 は 足 
関節 部 寄生 の 解 と 大 差 な く 11.02 %, 体 筋肉 8.662%, 肝 
2.86%, 心 1.182%, 消化 器 0.89% 順 で あつ た 。 一 平 
均 寄 生 数 は 急 が 最も 多く , 1.48 個 で , 次 に 足 筋肉 0.52 


. 個 , 足 関節 部 0.47 個 , 体 関 節 部 0.87 個 , 体 筋肉 0.17 個 , 


肝 0.04 個 , 心 0.01 個 , 消化 器 0.004 個 の 順 て あつ た 。 比 
の 場合 , 寄生 部 位 は 足 関節 部 , 体 関 節 部 , 足 筋肉 の 順 で 
ある が 被 朗 幼 虫 寄生 数 は 足 筋肉 が 最も 多く , 次 いで 足 関 
節 部 , 体 関節 部 の 順 で あつ た 。 此 に 似 た 変化 は 吉田 川 の 
調査 (高橋 1956) に 於 いて も 認め られ た 。 

(6) 普 の 型 虫 の 体内 分 布 状況 ゃ は 
り 生 の が 最も 多く 検査 に 対し て 11.81 
次 いで 足 筋 肉 と 関 節 部 寄生 の 同 1.57%2, 体 
肉 0.792%, 体 関節 部 0.89 順 で あつ た 。 平 
均 寄 生 数 は 錠 0.17 個 , 次 いで 足 筋肉 0.02 個 , 足 関節 部 
0.016 個 , 体 筋肉 0.01 個 , 体 関 節 部 0.004 個 の 順 で あつ た 

今回 の 調査 も 前 報告 (高橋 1954, 1955, 1956) 同様 に 
赤色 を 合 成熟 型 虫 が 寄生 被 虫 の 中 で 最 
も 多く , 叉 , 最も 広く 分 布 て いた 。 

(7?) 検出 し た 被 格 幼虫 は 総 て 「 ウ ェ ス テル マン 肺 吸 
虫 」 で あつ た (宮崎 1944, 1954)。 

(1) 山口 県 下 模 野 川 産 「 ツ ガ =」 に 於 ける 肺 吸虫 被 
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虫 の 寄生 率 は 52.8 で あつ た 。 
(2) 蟹 の 大 小 と 寄生 率 寄生 数 に は 一 定 の 関係 が あつ 


検出 し た 被 虫 で 赤色 を 含む 成熟 型 
幼虫 が 最も 多く , 又 , 最も 広く 分 布 し て いた 。 

(4) 体 内 に 於 ける 被 分 布 は 最も 多く 。, 
足 関 節 部 , 体 関節 部 , 足 筋肉 , 体 筋肉 , 肝 , 心 , 消化 器 
の 順 で あつ た 。 

(5) 川 「 ツ マガ =」 の は 総 て 「 ウ ェ ス 
テル マン 肺 吸虫 」 で あつ た 。 

本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 補助 に 依る 。 即 ち 細 川 修治 
教授 担当 課題 「 肺 吸虫 峡 の 研究 」 の 分 担 研 究 で ある 。 仁 
山口 県 当局 に 山口 県 小郡 町 の 岩崎 士 の 御 
助 に 対し て 謝意 を 表す 。 

本 研究 は 日 本 寄生 躍 学会 西日本 支部 第 12 回 大 会 に 発表 
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Summary 


(1) The author investigated on distribution of 
Paragonimus metacercariae in 254 Eriocheir japo- 
ncus on Fushino River in Yamaguchi Prefecture, 
from December 1955 to March 1956. He obtained 
the result of 52.8% in them. 

(2) The crabs being 51 ~ 60 mm in size showed 
the highest percentage of parasitism. 

(3) The total number of metacercariae obtai- 
ned were 875, in which the mature metacercariae 


(74 ) 


with redish granule were most numerous. 

(4) One crab harboring the most numerous 
metacercariae possesed of 116. 

(5) On parasitized region, parasitism in gills 
were the most, which showed half of parasitism ; 
in succession, foot joint region, body joint region, 
foot muscles, body muscles, liver, heart and dige- 
stive organ. Metacercariae in foot muscles were.: 
more numerous than in foot and body joint region. 

(6) All of metacercariae investigated in this: 
report were Paragonimus westermanii, 
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山口 県 産 「 ゾ ガニ 」 の 肺 吸 虫 被 幼 虫 寄生 状況 に 
就 い て (第 7 回 報告 ) 


高 橋 


山口 県 立 医 笠 大学 病 理学 教室 (指導 細川 修治 教授 ) 
(昭和 32 年 5 月 22 日 受領 ) 


山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 肺 吸虫 被 枯 幼 虫 の 寄生 状況 に 就 
いて , その 報告 も 回 を 重ね て 来 た が 今回 は 山口 県 徳山 市 
の 夜市 川 に 就 い て 調査 し た の で 第 七 回 報告 と し て 報告 す 

夜市 川 は 山口 県 瀬戸 内 海 沿岸 で 東部 寄り に 位置 し 山岳 
部 に 其 の 源 を 発し 南下 し て 周防 警 に 注い で いる 。 

昭和 81 年 6 月 の 間 に 無 傷 に 捕獲 し た は を 前 回 報告 ( 高 
橋 1954, 1955) と 同様 な 検査 方 法 で 調査 し た 。 

検査 成績 

検査 61 で 被 の 寄生 を みた は 僅か て で 
あり , 寄生 率 は 11.5% で あつ た 。 匹 於 ける 被 
虫 の 最多 寄生 数 は 2 個 で 最少 は 1 個 で あつ た 。 検査 角 数 
に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 0.16 個 で あぁ っ つた 。 次 に 被 寄生 
と 寄生 被 と の 関係 は 被 寄生 7 匹 中 , 赤色 粒 
を 成熟 型 の 寄生 の は 5 匹 (71.4 %), 
幼 弱 型 幼虫 の み 寄生 の 2 匹 (28.6 で 基 
他 , 各 型 被 の 混合 寄生 , 又は 末 型 普通 の 成熟 
型 彼 喪 幼虫 の み 寄 生 の 角 は 認め な か つた 。 検出 し た 被 
幼虫 は 10 個 で あり , その 中 , 赤色 粒 を 含む 成 
幼虫 は 8 個 , 幼 弱 型 は 2 個 だ け で あつ た 。 

(1) う 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 31~40mm 大 
の は 12 に 対し て 寄生 数 8 (35.0 2%), 41~50 
大 の は 28 匹 に 対し て 寄生 数 2 (7.142) , ~60 
mm の は 11 匹 に 対し て 寄生 1 (9.09 %), 
61~7O0mm 大 の 6 匹 に 対し て 被 寄生 数 1 匹 (16.67 
2%), 71 ~80 mm 大 の は 被 の 寄生 を 認め な か つ 
た (第 1 表 参 照 ) 。 

(2) 壇 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 31 ~ 40 mm 大 
の 蟹 は 1 ~10 個 寄生 が 8 匹 , 41 ~ 50 mm 大 の 角 は 1 ~ 


ICHIRO TAKAHASHI: On Paragonimus wester- 
manii metacercariae in Eriocheir japomcus in 
Yamaguchi Prefecture. (Report 7) (Department 
of Pathology, Yamaguchi Medical School. Ube) 
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第 1 表 角 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 
(検査 角 一 61 ) 
大 横 
812 ./8 3 $9 425.0 
824 9/8 2 822 8.33 
1~50mm 4 7.14/8 0 
410 9.09 
4./81 $3 25.0 
71~80mm 0 0 
2 表 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 
(検査 一 61 匹 中 54 陰性 ) 
生 
甲殻 最大 横 
$1~~40mm 0 0 
232 2/82 0 
61~70mm 0 0 
71~80 mm 0 


10 個 寄生 が 2 匹 , 51 ~ 60 mm 大 の 解 は 1 ~10 個 寄生 が 
1 匹 , 61~ 70 mm 大 の 蟹 は 1 ~10 個 寄生 が 1 匹 で あつ 
た (第 2 表 参 照 ) 。 

(8 う 「 ツ ガ =」 体 内 に 於 ける 被 電 幼 虫 の 分 布 状況 は 
検査 角 (中 , 陰性 54 匹 ) 中 , 最も 多く 
(11.48 2%), 次 いで 体 関節 部 は 2 (3.28%), 足 関 
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第 3 表 総 Metacercaria の 蟹 体内 分 布 (検査 蟹 数 一 61 匹 中 54 匹 陰性 ) 


上 
の 他 

体 関 節 部 足 関 節 部 体 筋 足 
被 寄 の 検査 
11.48 3.28 1.64 0 0 0 0 0 
総数 0 218 0 0 0 0 0 
検査 対す る 
Metacercaria の — 0 0 0 0 0 

4 表 赤色 粒 合せ Metacercaria の 内 分 布 (検査 数 一 61 中 54 陰性 ) 

上 

被 寄生 の 検査 数 
i 8.2 3.28 1.64 0 0 0 0 0 
被 寄 生 数 0 0 0 0 
下 
寄生 Metacercaria $ 5 
総数 518 0 0 0 0 0 0 
検査 に 対す る 
の 一 0 0 0 0 0 


匹 平 均 寄 生 数 


部 1 匹 (1.642%) で 他 に は 寄生 を 認め な か つた (第 8 表 
参 照 )。 
次 に 検査 角 に 対す る 被 幼虫 の 人 平均 寄生 数 は 
角 0.11 個 , 体 関 節 部 0.08 個 , 足 関 節 部 0.02 個 で あつ た 
(第 8 表 下 段 参 照 )。 
(4) 赤色 を 合 む 成熟 型 虫 の 内 分 布 は 


生 の も の 5 (8.2 2%), 体 関節 部 2 (3.2826), 足 


関節 部 1 匹 (1.642%%) で あつ た (第 4 表 上 段 参照 )。 
次 に 被 朗 幼虫 の 一 匹 平均 寄生 数 は 触 0.08 個 , 体 関節 部 
0.03 個 , 足 関節 部 0.02 個 ご あつ た (第 4 表 下段 参照 )。 
5) 普通 の 成熟 型 末 型 は 認め 
な か つた が 弱 型 虫 は 2 個 認 め ら れ , 何れ も 
寄生 し て 居 た 。 


総括 並び に 者 接 
今回 は 山口 県 下 夜市 川 産 の 「 ツ ガ =」61 匹 に 就 い て 侵 
の 大 小 と 被 電 幼 虫 の 寄生 率 並 びに 寄生 数 と の 関係 , 被 電 


幼虫 の 種類 , 蟹 体内 と 於 ける 分 布 状況 に 就 い て 調査 し 


た 。 特 に 赤色 粒 を 含む 成熟 型 , 普 の 成熟 弄 
被 の 内 分 布 に 留意 し た 。 

(1) 角 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 寄生 率 だ け み る 
と 81~40 mm 大 の 蟹 が 最も 高く 25.02%%, 次 いで 61~"?0 
mm 大 の は 16.67 51~60 mm 大 の 9.09%, 
41~50 mm 大 の 角 は 7.14% の 順 で ある が 81~40 mm 大 
の 解 12 例 と 51~60 mm 大 の 人 蟹 11 例 と は 例 数 が 軸 同 数 
で 比較 出来 る が し か し 41~50 mm 大 の 蟹 28 例 と 81~40 
mm 大 の 角 12 例 と で は 例 数 の 差 が 開き 比較 し 難い が し か 
し レ 例 数 が 少な く , 被 寄 生 蟹 が 多い 81~40mm 大 の 角 が 最 
高 寄生 率 を 示す も の と 推察 する 。 山口 県 下 の 現 在 迄 の 調 
査 (高橋 1956, 内 野 1954) で は 約 40~60mm 大 の 蟹 が 最 
高 を 示し て いる 。 私 の 県 の 調査 (高橋 1954, 
1955) で は 61~80mm 大 の 蟹 で あり , 三浦 の 高知 県 の 調 
査 (三浦 1952) で は 41~50mm 大 の 人 舞 が 最高 寄生 率 を 示 
す と 述べ て いる 。 | 

(2) 角 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 も 31 ~ 40 mm 
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大 の 蟹 が 寄生 数 は 最も 多い , 此 も 現在 和 の 山口 県 の 調査 
(高橋 1956, 内 野 1954) と は 異 つ て いる 。 

(8) 山口 県 下 夜市 川 に 於 ける 「 ツ ガ =」 の 肺 吸虫 被 
電 幼 虫 の 寄生 率 は 11.52% の 低 率 で あり , 山口 県 下 各 河川 
の 中 で は 錦川 に 次 いで 低 率 で ある 。 各 河川 の 50% 以 上 の 
寄生 率 よ り 考 えて 山口 県 東部 と 西部 と で は 寄生 率 の 著 差 
が ある 事 は 地質 , 水質 等 に 何等 か の 要因 が ある の で は な 
いか と 考え られ る 。 地質 的 ( 紅 地 1957) の 差異 と し て 山 
口 県 東部 河川 流域 は 古生代 の 水 成 岩 で あり , 河口 近く は 
中 生 代 の 古い 火成岩 が 占め て いる 。 西部 河川 流域 は ( 源 
が 古生代 の 石灰 岩 の も ある が ) 殆 ん ど が 中 生 代 の 新しい 
火成岩 が 占め て いる 。 又 , 瀬戸 内 海 沿岸 と 日 本 海 沿岸 と 
は 同様 な 地質 で ある 。 又 , 特別 の 河 と し て 佐波 川 流域 は 
花 帆 岩 で あり , 此 の 河 の 寄生 率 は 可 成 の 高 率 を 示 め し て 
いた (高橋 1956) 。 以上 の 如く 古 生 層 と 流域 を 持つ 河川 
は 寄生 率 が 低く , 中 生 層 を 持つ も の は 高い 様 で ある 。 此 
は 愛媛 県 の 調査 (愛媛 県 衛生 部 予防 課 1951, 愛媛 県 衛生 
研究 所 細菌 室 1952, 細川 1954, 徐 崎 1956, 高橋 1954, 
1955) で 中 予 地 方 は 寄生 率 が 低く , 地質 的 こる 古 生 層 で 
あぁ あり, 寄生 率 の 高い 南 予 地方 は 中 生 層 で ある 事 は , 山口 
県 西部 と 愛媛 県 南 予 地方 , 山口 県 東部 と 愛媛 県 東予 地方 
と が 寄生 率 の 点 で , 叉 , 地質 的 の 点 で よく 符合 し て い 


水質 は 山口 県 公 究 衛生 課 の 調査 で は 硬度 と pH が 東部 
より 西部 に 移動 する に 従っ つて 生 上 昇 し て いる 。 

以上 の 差異 か 或 る 程度 , 寄生 率 を 左右 する の で は な い 
か と 考え ちら れる 。 又 , 西部 に 肺 吸虫 症 の 患者 が 多い の も 
ー 因 で ろう 。 

に ける 被 幼虫 の 最多 寄生 数 は 当 教 室 の 調 
査 (細川 1954, 高橋 1956, 内 野 1954) に 信 j れ ば 最 下 位 の 
2 個 で つた 。 , 検査 角 に 対す る 一 平 均 生 数 は 
ゃ は り 山 口 県 下 で は 最 下 位 に 属し 0.16 個 で あっ た 。 彼 寄 
生 7 匹 の 中 で 赤色 粒 を 含む 成熟 型 の み 寄 生 
の が 5 匹 (71.422) , 幼 弱 型 幼虫 の み 寄 生 の が 2 
(28.62%%) だ け で あつ た 。 

検出 し た 被 虫 は 10 個 で あり , 赤色 粒 を 
成熟 型 被 が 殆 ん ど を 占め て 居り 8 個 で , 他 は 
型 虫 が 2 個 の み で あつ た 。 弱 型 は 赤色 
頼 粒 を 認め ず , 赤色 色素 が 平等 に 分 布 し て いた の は 前 報 
告 (高橋 1956) と 同様 で あっ た 。 

(4) 寄生 部 位 と に 就 いて は 検査 角 61 匹 (中 , 陰性 54 
で 寄生 し て いた 最も 多く (11.48 %), 
次 いで 体 関 節 部 2 匹 (3.2822) , 足 関 節 部 1 匹 (1.642%) 


( ) 


575 


の 順 で あつ た 。 導入 血管 の み に 被 の 寄生 を 
認め , 然 も 導入 血管 で は 失 端 部 に 多く 認め られ た 事 は 前 
報告 (高橋 1956, 内 野 1954) に 一 致す る 。 

検査 角 に 対す る 被 の 一 匹 平均 寄生 数 は 
個 , 体 関節 部 0.08 個 , 足 関節 部 は 0.02 個 の 順 で あつ た 。 

(5) 赤色 を 熟 型 虫 の 体内 分 布 状 
況 は ゃ は り 生 が 最も 多く 5 (8.2 ), 次 いで 
体 関節 部 2 匹 (3.2822), 足 関節 部 1 匹 (1.64%%) の 順 で 
あつ た 。 角 一 匹 平 均 寄生 数 は 欠 0.08 個 , 体 関節 部 0.08 
個 , 足 関節 部 0.02 個 の 順 で あつ た 。 

(6) 普通 の 成熟 型 , 末 熟 型 被 は 此 の 調査 で は 
認め な か つた が 弱 型 被 は 認め られ , 2 個 共 に こ 
に 見 出し た 。 

今回 の 調査 に いて も 赤色 を 成熟 型 
が の 被 より ぁ 多く , 且つ 広く 分 布 し て いる 事 は 
前 報告 (高橋 1956) 同様 で あつ た 。 

(て) 検出 し た 被 は 総 て 「 ウ ェ ス テル マン 
虫 」 で あつ た (宮崎 1944, 1954) 。 


結 論 

(1) 山口 県 下 夜市 川 産 「 ツ マガ =」 に 於 ける 肺 吸虫 被 
雲 幼虫 の 寄生 率 は 11.52% の 低 率 で あつ た 。 

(2) 検出 し た 被 幼虫 の 中 で 赤色 を 含 部 
が 最も 多く ,。 最も 広く 分 布 し て いた 。 

(38) 寄生 部 位 は 外 が 最も 多く , 体 関 節 部 , 足 関節 部 
の 順 で 筋肉 , 臓 は 被 虫 の 寄生 を 認め な か つた 。 

(4) 検出 し た は 総 て 「 ウ = ステ ルマン 吸 
で あつ た 。 

本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 補助 た 依る 。 即 ち 細 川 修治 


教授 担当 課題 「 肺 吸虫 症 の 研究 」 の 分担 研 究 で ある 。 
谷 , 山口 大 学 工学 部 地質 学 教室 三輪 正 房 教授 の 御 教示 に 
感謝 し , 山口 県 当局 並び に 山口 県 徳山 市 の 竹内 清 海 氏 の 
御 援 助 に 対し て 謝意 を 表す る 。 


本 研究 の 要 引 は 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 第 12 回 大 会 
に 於 い て 発表 し た 。 
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Summary 
(1) The author investigated on distribution of 
Paragonimus metacercariae in 61 Eriocheir japo- 
ncus on Yazi River in Yamaguchi Prefecture, on 


.June 1956. He obtained the result of 11.5% in 


them. 

(2) The total number of metacercariae obtai- 
ned were 10, in which the mature metacercariae 
with redish granule were most numerous. 

(2) One crab harboring the most neumerous 
metacercariae possesed 2. 

(4) On parasitized region, parasitism in gills 
were the most, in succession, body joint region, 
foot joint region, but no parasitism in the muscles 
and the visceral organ. 

(5) All of metacercariae investigated in this 
report were Paragonimus westermani, 
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ダグ ラム に ょ る アメ ー バ の 内 
喰 菌 現 象 の 観察 


鈴 木 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 32 年 5 月 21 日 ) 


寄生 性 アメ ー バ の 培養 に 際 し , 随伴 細菌 の 役割 が 重要 
な 要素 を 有 し て いる 事 は 明らか な 事 で ある 。 即 ち 随 伴 細 
菌 自身 の 栄養 及び 代 講 産物 , 叉 培地 に 作用 し て 生ずる 所 
の 物質 及び 物理 化学 的 要素 等 複雑 な 諸 条 件 が 満た され て 
始め て アメ ー パ の 増殖 が 維持 され る の で ある が , 特に そ 
の 内 で 菌 体 自身 の 栄養 素 と し て の 役割 を 研究 し た の で は 
赤 に て Korlsson & Anderson (1952) , 
沢田 (1950) 等 の 報告 が あり , それ は 随伴 細菌 の 死 菌 体 
が アメ ー バ の 増殖 に 良好 な 影響 を 与え た と 論じ て お り , 
その 事 は アメ ー バ が 細菌 を キ 取 する 事 に 深い 意義 が ある 
も の と 思わ れる 。 

私 は 前 の 論 盗 に 於 て 歯 眼 アメ ー バ S 株 の 試験 管内 と お 
ける 生存 に 対し 隊 伴 細菌 死 菌 体 の 影響 を 検討 し た 結果 
を 報告 し た 。 即ち 随伴 細菌 Micrococcus epidermidis, 
Aerobacter aerogenes, Bacillus subtilis の 8 種 は 本 アメ 
ー バ の 生存 に 対し それ ぞ れ 異 な つた 成績 を 示し た 。 
中 で も M. epidermidis の 影響 が 最も 良好 ご 次 に 4. 
daerogenes で 玉 . subtilis は 何ら 効果 を 示さ な か つた 。 装 
に は 同じ 随伴 細菌 を 伴 な つた 培養 歯 眼 アメ ー バ 5S 株 に グ 
ラム 染色 を 行い , アメ ー バ 体内 に 於 ける 細菌 摂取 の 状態 
を 観察 し た 所 上 記 の 実験 成績 を 裏づけ る 結果 を 得 た の で 
報告 する 。 

実験 材料 と 方 法 

実験 に 使用 し た 歯 能 アメ ー バ は Dobell-Laidlaw 培地 
に 長期 安定 し た 継 代 培 養 を 行 つ て いる 8 株 で M. epi- 
dermidis, A. aerogenes, B. subtilis の 3 種 の 細菌 を 伴 つ 
て いる も の で ある 。 そ を の アメ ー バ を 培養 後 2, 4 , 6 日 の 
各 段 階 に それ ぞ れ グラ ム 染 色 を 行 つ た 。 ァ メ ー バ の 固定 

KEISHI SUZUKI: Observations on the bacte- 

rial phagocytosis of Entamoeba gingivalis in vitro 

by Gram staining. (Department of Parasitology, 

School of Medicine, Keio University, Tokyo, 

Japan) . 


法 と し て は 湿性 固定 で ぴあ る シヤ ウ ギ ヂ ン 固定 法 と カル ノワ 
固定 法 と を 行っ た 。 ; 

1。 シヤ ウ ヂ ン 固 定 法 . この 液 の 処方 は 飽和 昇 来 水 2 
。952 ルコ ー ル 分 の 混合 液 に 5 割合 に 酸 
を 加え た も の で , こと の 液 を 約 45C に 加 温 し て お き , 12X 
24mm の カバ ー グ ラス に 塗 抹 し た 材料 を 20~380 分 間 浸 
潰し て 固定 する 。 次 に 決 度 ア ルコ ー ル に 約 80 分 間 浸 し 材 
料 に 附 着 し て いる 昇 来 を 取 去 り , 次 に 702% ア ルコ ー ル に 
10 分 。50 ア ルコ ニー ル 5 分, 水洗 10 分 と し て か ら グ ラム 
染色 を 行 つ た 。 然し な が ら こ と の 場合 グラ ム 染 色 を 行う 前 
に 決 度 が 作用 し て いる 為 に 決 度 が な お 標本 に 附 着 し て い 
る 可能 性 も 考え られ る 。 グ ラム 染色 で ル ゴ ー ル 液 を 使用 
する の は 石炭 酸 ゲ ンチ アナ 紫 液 に 染色 し た 陽性 菌 が , ル 
ゴー ル の 中 の 決 度 と 作用 し て 色素 が 脱色 させ ず に 残る と 云 
う 作 用 を 利用 し た も の で ある の で , 初め か ら 多 少 で も 決 
度 が 存在 する こと は グラ ム 染 色 の 結果 に 悪影響 を 与え な 
いか と 湊 度 アル コー ル で 処置 そ ず に 昇 氷 が 附 着 し て いる 
も の を 直ぐ に グラ ム 染 色 を 行う と 云う 方 法 も 試み た 。 

2。 カル ノワ 固定 法 。 こ の 液 の 処方 は 水 柳 酸 1, 無 水 ア 
ルコ ー ル 8 の 割合 に 混合 し た も の で , と の 液 中 に 材料 を 
約 1 時間 放置 し て 固定 し , 次 いで 702% ア ルコ ミール 20 分 間 
2 回 通し 水洗 15 分 行 つ て か ら グ ラム 染色 を 行 つ た 。 と の 
場合 に は シャ ウデ ヂ デン 固定 と 異 り 材料 を 固定 する 場合 に 決 
度 を 作用 させ る 事 が な く 後 の グラ ム 染 色 に 於 て 細菌 の 楽 
色 度 に 変化 を 起す こと が な いと 思わ れ た か ら で あ る 。 

以上 の 方 法 で 原虫 が 固定 され た な ら ば グラ ム 染 色 を 行 
う の で ある が , と これ に 用 いた 染色 液 は 細菌 の 染色 に 使用 
する も の と 同様 の も の で あり , 石炭 酸 ゲ ンチ アナ 紫 液 , 
ル ゴ ー ル 液 , フク シン 液 で 染色 方 法 も 細菌 の 時 と 同様 で 
ある が , 細菌 の 場合 に は ル ご マー ル 液 に 浸 し 次 いで 無水 ア 
ルコ ー ル で 脱色 し , 直ぐ に 水洗 を 行う の で ある が , と の 
方 法 で は アメ ー バ に 損傷 を 起す 恐れ が ある の で 無水 アル 
コー ル か ら 順 次 95, 90, 80, 70, 50 を 通し て か ら 水 洗 を 
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行 つ た 。 こ と の 時 に あま り 時 間 を か ける と グラ ム 陽 性 に 染 
色 し た ぁゃ の が だ が 脱色 する 事 も 考え ら が る の で な る べく 短 時 
間 に 行 つた 。 

実験 成績 

湿性 固定 法 で ある シャ ウデ ヂ デン , カル ノワ 両 固定 に 於 て 
歯 眼 アメ ー バ の グラ ム 染 色 を 行 つ た 所 虫 体内 部 に 於 ける 
細菌 の 状態 らき , シャ ウデ ヂ デン 固定 より も カル ノワ 固定 の 方 
が 比較 的 良好 な 状態 に 染色 され た 

特に ン ャ 固定 に 決 度 で 取 去 ら ず その 
まく ゝ 石炭 酸 ゲ ンチ アナ 紫 液 す と , 両者 化学 的 変 
は 非常 に 変性 を 起 し 内 部 も 短 粒 状 と な つて お り , 細菌 の 
し な が ら カ ル ノ ワ 

i こ は , 内 部 の 細菌 の 状態 が 比較 的 よく わか つ 

, 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 し た アメ ー バ の 形態 と 比較 
と は 思わ れ な 

か つた (附図 の 1 及び 2) 。 

次 に 舞 取 し て いる 細菌 の 状態 を 観察 する と , アメ ー バ 
自身 は グラ ム 陰 性 に 染色 され 虫 体内 に は 明らか に グラ ム 
陽性 の 球菌 で ある Microccocus epidermidis の 双 球 状 と な 
dad め ら れ た (附図 の 2 ) 。 基 の 外 に ぁゃ 
グラ ム 陽 性 に 
それ 等 は 皮 体内 の 内 部 構造 の 様 に 思わ れる 。 

XM. st giao 以外 の 随伴 細菌 の 虫 体 内 摂取 の 状 
態 を 見 る に , グラ ム 人 陰性 小 ある A. gerogenes は 
アメーバ 体内 で それ を 識別 する と 
と は 困難 で ある 。 次 に グラ ム 陽 性 の 大 杏 菌 で ある 選 . swu6- 
は どの アメ ー を 検 て も その 体内 に それ らし レ 
い 細 菌 の 染色 され て いる の を 認め る 事 が 出来 な か つた 。 

次 に 培養 2。 4, 6 日 目 と 経過 し た 各 時 期 の アメ ー バ 
の 喰 菌 現 祭 を 観察 する と , 総 て の 時 期 を 通じ て M. epi- 
dermdis の 存在 が 認め られ る が 6 日 目 の アメ ー バ は 他 
の 2, 4 日 目 の も の に 比 し て 喰 菌 状態 が 悪い 様 に 思わ 
れ , 叉 2 日 目 頃 の 虫 体 で は , アメ ー バ の 外 級 に 比較 的 多 
数 の M. epidermidis の 染色 され て いる の が 観察 され た 
が ,。 4, 6 日 目 の 虫 体 で は その 様 な 状態 が あま り 観 察 さ 
れ な か つた (附図 の 3 と 4) 。 

以上 の 実験 成績 は 潤 性 固定 に 於 て 行わ れもん た も の で ある 
が , 通常 細菌 の ダグラム 染色 を 行う 時 に は 燥 固定 を 使用 
する の で , その 方 法 も 行 つ て みた が , と この 場合 と は 培養 
液 中 の 食塩 が 析出 し て 来る の で アァ アメーバ の 存在 が わか ら 
ず , 又 虫 体 も 破 壌 され て し まう の で 失敗 に 終っ た 。 
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接 
培養 アメ ー バ が その 随伴 細菌 を 摂取 し 栄養 と し て いる 


事 は すでに 明らか に され て いる 事 で ある (Anderson 
1952 ; Ress 1941 ; 沢田 1950) 。 
私 は 前 の 実験 に 礁 て , M. epidermidis, A. aeto- 


genes, B. subtilis の 3 種 の 細菌 を つ て いる 培養 
アメーバ に 於 て , それ 等 の 細菌 を 死 菌 体 と し て 加え アメ 
ー バ の 影 枚 を 検討 し た 所 が M. epidermidis が アメ ー ペ 
の 生存 時 間 を 最も 延 長 せ し め 良 好 な 結果 を 得 た の で , そ 
の 培養 歯 眼 ア メー バ S§ 株 の 喰 菌 現象 を グラ ム 染 色 を 行い 
観察 し て みた 。 従来 より 行わ れ も て いる アメ ー バ の 染色 は 
鉄 ヘ マト キシ リン 染色 で ある が , と の 場合 こ に は アメ ー ペ 
の 形態 及 び 内 部 構造 は 正確 に 観察 出来 る が , 摂取 し て い 
る 細菌 の 存在 は ちか つて も , それ が どの 様 な 種類 で ある 
か を 決定 する の は 困難 で ある 。 そ を こと で アメ ー バ に こ グ ラミ 
染色 を 行 つ た の で ある が , 原虫 に 於 ける グラ ム 染 色 の 報 
告 は , 膝 ト リコ モナ ス に 於 て Schmid & Kamniker 
(1926), 三宅 (19883) の 報告 が あり , それ は 原虫 内 に 細 
菌 の 存在 を 認め て を り , 又 ギ ー ム ザ 染 色 に ょ る 口腔 トリ) 
コモ ナス (佐藤 1955) , (日 野 1954) の 報 


が ある So と の 場合 に は 原虫 の 固定 が 問題 と な り 本 来 の 導 
ラム 染色 の 場合 で は 乾燥 固定 で て ある が , それ を 原虫 に 冊 


用 する と アメ ー バ は 破壊 し て し まい 観察 が 不可 能 と な う 
ゃ 。 そ を こと で 油性 固定 で ある シャ ウデ ヂ デン , カル ノワ の 固 叫 
を 使用 し た が , シャ ウデ ヂ デン 固 定 よ り も カル ノワ 固定 の 埋 
が 染色 後に 於 て 生々 良好 の 様 に 思わ れ た 。 そ を それ は 恐 ら き 
シャ ウデ ヂ デン 液 中 の 昇 来 を 湊 度 アル コー ル で 落し た つる もり 
で ぁゃ , それ が な お 吉 程 度 残 つ て , 後 の 石炭 酸 ゲ ンチ アナ チ 
紫 液 と 作用 し て 化学 的 変化 を 起す の か , 又は ダグラム 染色 
の 前 に 決 度 が 細菌 に 作用 し , 後 の ル マー ル 液 の 湊 度 の 作 
用 が 満足 に 作用 出来 な で は な いか と る 。 
ル ノ ワ 固 定 が 良い と は いつ て も 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 レ 
た アメ ー バ の 状態 と 比較 する と アメ ー は 収 し て 
形 は 不 規則 と な り 内 部 の 細部 の 状態 は 不明 瞭 で あつ た 。 
し か し な が ら 佐 藤 (1955) は 口腔 トリ コモ ナス の ギー ム 引 
染色 に 於 て 102% ホ ル マ リ ン 水 固定 剤 が 良好 で あり 鉄 へ マ 
トキ シリ ン 染 色 と 大 差 の な い 状 態 を 得る 事 が 出来 た と 境 
告 じ て いる 。 
以上 の 如く あま り 良 好 な アメ ー バ の 染色 は 得 ら れ な か 

つた が , 内 部 に 於 ける 細菌 摂取 の 状態 は 割合 に 良く 観 連 
する 事 が 出来 た 。 即ち 前 報 に 於 て 死 菌 体 と し て も 良好 な 
影響 を 与え る とこ と の つた MM. epidernmidis が アメ 
ー パ の 培養 に 際 し て 随伴 増殖 すれ ば 2, 4, 6 日 目 の 各 
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時 期 に 虫 体内 に 摂取 され て いる の が 明らか に 認め られ 
た 。 

と の 事 よ り 死 菌 体 と し て アメ ー バ に 良好 な 影響 を 及ば 
し た MM. epidermidis は 培養 アメ ー バ の 中 に 於 て 生 菌 と 
て も アメ ー パ に 摂取 され て お り ア メー バ の 栄養 源 の 一 
部 と し て の 役割 を 示し て いる 様 に 思わ れる 。 


培養 歯 眼 ア メー バ S8 株 の グラ ム 染 色 を 行い その 喰 菌 現 
祭 を 観察 し て 次 の 所 見 を 得 た 。 

1.。 培養 歯 眼 ア メー バ (S 株) は その 体内 に M. epr- 
denmidis を 摂取 し て いる の が 観察 され た 。 

2。 グラ ム 陰 性 菌 で ある A. aerogemes は グラ ム 染 色 
で アメ ー ペ 貝 体内 に その 存在 の 有無 を 確定 する 事 は 出来 
つた 

8. 死 菌 体 と し て アメ ー バ の 生存 に 良好 な 影響 を 与え 
た MM. epidenmidis は 生 菌 と し て も アメ ー パ バ の 栄養素 と 
し て 摂取 され て お り , 死 菌 体 と し て 何ら 効果 の な か つた 
B. subtilis は 随伴 細菌 と し て 増殖 し で て も アメ ー バ は 握 
取 し て いな か つた 。 

稿 を 終る に 際 し 御 指導 , 御 校 関 を 賜っ つた 松林 教授 に 深 
感謝 致し ます 。 
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Summary 


In the previous experiment the effects of killed 
bacterial cells upon the survival of Entamoeba 
gingivalis were studied. Among three species of 
bacteria tested, Micrococcus epidermidis had the 
most favourable effect and Aerobacter aerogenes 
had less favourable and Bacillus subtilis had no 
effect. In the present experiment, E. gingivalis 
growing with these 3 species of bacteria in Dobell- 
Laidlaw medium were stained with Gram sta- 
ining method to demonstrate what king of 
bacteria will be found in the protoplasm of 
amoeba. 

Bacteria found in the protoplasm were only 
dipplococci which must be Micrococus epidermadis 
in this case. Aerobacter aerogenes is Gram-nega- 
tive species, so it was not clear whether this 
species of bacteria were ingested or not. Bacillus- 
subtilis is Gram-positive, but they were not detected 
at all in the protoplasm. So it was demonstrated 
here that amoebae ingested preferably M. epidemi- 
dis which had been demonstrated to have suppor- 
ted the survival of E. gingivalis. It may be sup- 
posed that the effect of bacteria in supporting the 
growth or survival of amoebae in vitro would be 
attributed in part to the fact that they themsel-- 
ves might become the nutrient of amoeba. 
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判明 1 
シィ ャ ウツ デン 固 定 法 に ける 培養 2 日 目 の ア メー バ の ダラ ム ム 染色 態 。 


附図 2 カル ノ 固定 法 に け る 培養 2 日 目 の 歯 ア メー バ の 体内 に 双 球 

状 と な つて いる M. epidermidis の 存在 が 明 認め られ 
附図 3 カル ノア 固定 法 に ける 培養 4 日 目 の 歯 ア 
カル ノ フ 7 固 定 法 に 於 け る 培養 6 日 目 の 歯 銀 ア メー ベ バ の 楽 色 状 態 。 


各種 C 
2 
が 下 ? 
何等 


4 
が 完 4 


MO 
stud 
tion 
titut 


(82 ) 


{ 
‘580 
2 
( 
(1) 
最 
附図 1 
な 


(1957) 


紹 和 32 年 12 月 


581 


初島 に けり る 虫 の 疫学 的 考 


と に 至る の 経過 に 就 て 
北里 研究 所 
(昭和 32 年 9 月 10 日 受領 ) 
特 


処理 に 触れ ず , 啓蒙 運動 に 余り 力 を 入れ ず , 
虫 だ けた に よっ つて 寄生 虫 の 根絶 が 出来 る で あろ うか 。 若 し レ 
る と すれ は ば 。 日 と を ち で 

か 。 上記 の 研究 目的 の る ぁ と 記 , 当時 の 北里 研究 所 寄生 虫 
部 長 , 現 東京 慈恵 会 医科 大 学 教授 , 長野 寛治 博士 が 伊豆 
の 初島 て , 静岡 県 部 , 熱海 市 衛生 及 熱海 保健 
所 の 協力 を 得 て 研 究 を 開始 し た の は 1951 年 (昭和 26 年 ) 
7 月 下旬 で ある 。 

最初 に 着手 し た 駆除 の 作業 が に 乗り , 保 
卵 者 数 も 著しく 減少 し て 来 た の で 同年 12 月 第 二 作 業 と し 
て の 多 虫 集団 駆虫 の 研究 を 著者 が 担当 する と と ゝ な っ 

最初 は 先ず 成 書 の 教え る 所 に 従い , 絶食 , 服薬 、 下 剤 
投与 の 方 式 を 用 いた 。 所 が と の 方 式 は 診療 を 希望 する 者 
に は 実施 出来 る が , 集団 検便 に より 始め て 釣 虫 の 寄生 が 
判明 し , 耐 も 現 症 と し て 病 感 を 訴 え な いも の ゝ 多く は , 
服薬 と よる 休業 を 爵 う ため, 保 卵 者 全部 に 投薬 する と と 
が 出来 ず , 殊 に 薬効 不 充 分 な る 場合 の 反 春 投薬 は 殆ど 
全く 不可 能 た 近い と と が 知ら れ た 。 | 

門 に 於 て 先ず 第 一 着手 と し て , 日 常 の 仕事 を 休 を こと 
な く 駆 虫 の 目的 を 達し 得る 方 法 の 研究 に 人 迫 ら ちら れ た の で , 
各種 の 方 式 た 就 て 検討 し た が , その 中 の 一 方 式 と し て , 
服薬 後 長 く 安 静 を 保 た せる 目的 で , 就 床 前 に 服薬 せしめ 
2 時 間 後 下剤 投与 の 方 式 に 就 て 観察 中 , 服薬 者 中 の 1 名 
が 下剤 の 服用 を 忘れ て , その ま > 翌朝 迄 部 睡 し を の に 
何等 の 作用 ず る 1 回 の 投薬 に て , 駆虫 の 目的 
が 完全 に 達せ られ た 。 


MOTOHIRO INAGAKI: On the epidemiological 
study of hookworm and the course to its extirpa- 
tion in Hatusima-island in Japan. (Kitasato Ins- 
titute for Infectious Diseases, Tokyo.) 


に 就 て を 追試 し , 全 副作用 な きこ と と を 確認 
に 従い , 諸 種 の 薬剤 を 用 いて 追試 を 重ね た 結果 , 務 薬 方 
法 と し て は , 後述 の 長野 博士 提唱 の 「 半 減 二 倍 法 」 を , 
玩 虫 薬 と し て は , 四 塩 化 エ テテ レン と へ キシ ー ル レゾ ル 
シン を 同時 併用 すれ ば , 絶食 及 下剤 を 用 い ず , 休業 そ せ ず 
に , 安全 に 90 以 上 完全 弁 虫 の 出来 る こと が 立証 せら れ 

太 来 再 感 染 者 。 新 感染 者 が 発生 すれ ば , この 方 法 に ょ 
9 り 駆虫 し , 観察 を 続け て いた と と ろ , 阿 和 29 年 (1954) 
8 月 の 総 検 便 に 於 て , 釣 虫 卵 保 有 者 が 皆無 と な っ た の で 
同年 4 月 , 日 本 寄生 虫 学 会 総会 と 於 て その 要 宮 を 発表 し レ 
た 。 横浜 医科 大 学 松崎 教授 の 学会 印象 記 に も ある 如く , 
一 定 地域 か ら 釣 虫 を 全滅 せしめ た 事実 は , その 当時 他 に 
類例 が 無 か つ た と 思う 。 

前 記 の 要旨 を 発表 し て 以来 , 類似 の 方 式 に と に ょ る 集団 双 
虫 の 好成績 が , 各 方 面 よ り 相次い で 報告 すら れ て お る 
が , 青々 の 研究 の 主眼 は 一 時 的 の 貝 卵 全 減 に ある の で は 
な く , 多 虫 感染 の 絶 汰 に ある の で ある か ら , その 人 後 も 
引続き 検便 を 行 つ て る が , 其 間 同 年 9 月 の 総 検便 まで 
の 4 カ ヵ月 間 に 6 名 の 陽性 者 が 現われ た ゞ くけ で , その 人 後 19 
57 年 8 月 と 至る 2 年 6 ヵ月 間 1 名 の 釣 虫 感染 者 も 見 な い 
か ら , 初島 の 釣 虫 は 絶 減 し た も の と 確信 する の で , と > 
に 今日 迄 の 作業 経過 を 発表 する 次 第 で ある 。 

因 に 目下 初島 に 於 て は , 外部 より の 侵入 防止 の 為 に , 
辺 入 その 他 長 期 の 来島 者 に 対し て は , 長野 博士 発案 の 寄 
生 虫 検疫 が 実施 せら れ て お る 。 と の 制度 の 続く 限り , 初 
鳥 は 永く 釣 虫 無 感 染 地 域 と し て 止ま る と と > ゝ 思わ れる 。 

初島 に 於 ける 虫 の 的 考察 

C1) 初島 の 地形 (第 1 図 ) 

初島 は 静岡 県 熱海 市 に 属し レ , 熱海 の 沖 12 将 の 海中 に あ 
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第 1 図 初島 地形 


る 一 小島 で, 東経 189 度 18 分 , 北緯 87 度 2 分 の 位置 に あ 
り , 島 の 地質 は 第 三 紀 玄武 岩 怒 ち 無 玄 武 紫 
玄武 岩 普通 石 玄武 岩 (初島 玄武 岩 か ら 
な り , 前 二 者 は 熱海 多賀 淡 山 の 下部 を な し , 伊豆 半島 東 
に も る 分布 し て いる 地 覧 と 同じ で あり , 土質 は 殆 ん ど が 
火山 灰 質 ロー ム 層 で , 地形 的 に は 島 全 体 が 海岸 段丘 で あ 
る 。 

島 は 周囲 1 時 で , その 分 布 は , 耕地 < 畑 ) 15 町 1 反 , 


"宅地 2602 坪 , 山林 16 町 5 反 , 原野 6 敵 , 雑種 地 102 歩 と 


な っ て お り 10 名 の 釣 虫 寄生 者 か ら 得 た 躍 体 は , 全て ズ ビ 
= あつ た 。 

(2) 初島 の 気温 (第 2 図 ) 

島内 に 住む 保健 婦 の 協力 を 得 て , 駆虫 作業 開始 後 2 カ 
年 半 , 気温 の 測定 を 続け た が , 錠 と ょ る と , 11 月 か ら る 8 
月 迄 の 問 に , 最低 気温 が 摂氏 0C を 示し た 日 る 僅か に る 
る だ が, 合計 て 日 を 算 す る に 財 ぎ な い 。 又 1 日 の 最低 気温 
が 10°C 以 下 を 示し た 日 は 5 日 間 続 いた の 
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と 言え る で あぁ ろう 。 

(83) 人 口 密度 と 分 布 状況 

1951 年 の 駆虫 作業 開始 当時 , 初島 の 戸数 は 46 戸 , 人 品 
は 268 名 で , その 後 多 少 の 増減 は ある が , 大 き な 変 動 は 
な い 。 島 民 は 水利 の 関係 で , 北海 崖 の 傾斜 地 に 全戸 階段 
状 に 密集 し て 居り , 東 問 に 寺 , 西端 に 小学 校 (と は 1956 
年 西端 の 寺 の 傍 に 移転 し た 〕 及び 神社 が あり , 熱海 及び 
伊東 を 結ぶ 定 期 船 の 船着 場 と し て , 略 中 間 の 位置 に 防 波 


堤 が 築 か れ て いる 。 
従 つ て 豪雨 の 際 は , 丘 上 に を る 畑地 か ら 流 れ 落 ちる 水 


は 道路 を 河 と 化し て , と の 家屋 密集 地 を 貫流 し て 海中 に 
流下 する か ら , 寺院 の 庭 及び 小学 校 の 校庭 等 は -- 瞬 に レ 
て 泥 海 と 化す る と と も 少く な い 。 と の 寺院 内 に 功 稚 園 が 
設け られ て いる と と を 考え る 時 , 上 方 の 畑地 より 移動 し 
て 来 た ょ よる 感染 が 小児 , 幼児 の 砂遊び で 活 
され た を 手指 に と にょ っ つて 起り 得る 可能 性 も 少く な いと 考え ら 
れる が , 釣 虫 感染 に は さしたる 影響 は ある まい と 思わ れ 

(4) 島民 の 職業 と 生活 様式 

と の 島 に は 昔 か ら の 控 と し て , 次 男 , 三男 を 分 家 し て 
戸数 を 増す と か 。 新しく 他 か ら 移 住 す る と こと を 認め な い 
風習 が な ある 。 そ れ は 農地 が 細分 化 さ れ た り , 天草 その 他 
の 海産 資源 か ら 上 る 収益 を 平等 に 分 配 し て いる 関係 上 , 
と れ 以 上 戸数 を 増す と 生活 を 着 か され る 怖 れ が ある か ら 
で あろ 3 う 3。 

島民 は 概ね 半 農 半 漁 で ある だが, 之 等 土着 の 島民 の 他 で を, 
農業 漁業 に 従事 し な いも の と し て は , 小学 校長 基 住 職 1 
名 , 教員 5 名, 保健 婦 1 名 及び 夫々 の 家族 が あり , 農地 
で 裁 培 さ れる 陸稲 , 者 , 野菜 類 は 殆 ん ど 自 穴 用 と し て 費 


が 最も 長く , 1952 年 2 月 中 に 唯 1 回 あつ 
た だ け で ある 。 従 つて 初島 に 於 て は , 薩 
海 , 伊東 を 始め と する 伊豆 半島 の 各地 と 
同様 富士 火山 脈 の 影響 に よ つて , 温暖 な 
所 候 に 恵まれ て いる 訳 で , 従 つて 初島 に 
於 て は 釣 虫 の 冬季 感染 の 可能 性 が 考え ら 
れ そ うち なので, 特に 注意 し て 観察 し た 。 


此 の 点 に 関し て は , 感染 経過 の 項 に 於 
て 詳細 に 述べ る が , 偶々 本 作業 開始 以来 
1953 年 12 月 下旬 和 問 , 引続き 陰性 ご あ 
ーー た も ゃ の が , 1954 年 2 月 下旬 の 臨時 検便 


に 於 て 陽 転 し て いる 。: を 以 て 直ちに 冬 
符 感染 と は 言い 得 な い が 注 目 す べき 1 例 
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第 2 図 冬季 に 於 け る 初島 の 気温 表 (最高 一 最低 ) 
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昭和 32 年 12 月 (1957) 〕 


され , 出荷 し て 現金 収入 と な る も の は , 夏季 に 於 ける 西 
瓜 と 極 く 僅か の 生花 だ な かけ で ある 。 従 つ て 生活 只 の 大 半 
は , 春 か ら 秋 に にかけ て , 三重 県 か ら 出 稼 に 来る 海女 達 に ょ 
つて 採取 され る 島 周 辺 の 天草 に よる 収益 と , 一 年 を 通じ 
て の 海老 網 に ょ る 海老 その 他 の 雑魚 。 さざえ , 人 烏賊 釣 に 

ょ る 烏賊 , 潜水 し て 採る あわ び 等 極め て 小 規 模 の 漁業 に 
ょ る 収益 だ け で ある 。 

従っ つて 島尾 の 生活 は 浜 し て 裕福 で なく, 殆 ん ど 大 部 分 
が 中 流 以 下 で , 穴 ろ 各 農 の 部 類 に 属す る も の が 多い 。 

食 生 活 は , 島内 に 水田 が な い 為 , 陸稲 の 他 米 の 生産 が 
出来 な い の で , 米 の 大 半 は 配給 と ょ つて 島 外 か ら 輸 入 さ 
れ て お り , 従 つ て は , 衝 ら 作 られ た 団子 を 
食し て いる 。 但 し 副 食物 は 自家 生産 に よる 野菜 と か , 魚 
類 を 之 と あて ゝ いる の で , 左 程 不 自 由 は し て いな いよ ょ よう 
で あぁ る が , 経済 的 な 関係 か ら 一 般 農 村 に 見 られ る 通り , 
調味 料 と し て は , , 味噌 , 塩 が 大 部 分 で , 祭 , 
正月 その 他 以外 砂糖 を 用 いる こと は ん ど な 
い 。 

水 は 島 の 北岸 三 個 所 に 井戸 を 有する の み で , 之 を 共 周 
に 使用 し , その 中 主たる 水源 は , 神社 の 近辺 に あぁ る 水源 
地 で , こ ゝ か ら 鉄 管 C よ り 舟 着 場 の 上 の 時 水 タ ンク に 引 
いて , 冬 易 水道 の 設備 が 施さ れ て ある 。 従 つて 余 程 の 革 
捧 で も な い 限 り , 水 に 不 自由 する こと こと は な い が , 共同 井 
戸 又 は 貯水 タン ク か ら の 水 の 運搬 多大 の 労力 を 要する 
入浴 は ん ど い 風 の 形 で ご あり, 一 度 使用 し た 
水 を 度 か し て 使用 する 傾向 に ちる こと と は な を 
な いか とら , 不潔 に な り 勝 ちな こと も 事実 で ある 。 同 時 に 
手洗 いと か , 野菜 の 清 洗 も , 都市 と か 一 般 農 村 に 於 け 
より を も 不 充 分 と 考え られ る 。 
昭和 28 年 夏 の , この 井戸 が 非常 に 減少 し , そ 
の 後 の 豪 雨 で 台地 に ある 畑 の 水 が 井戸 内 に 流入 し , そ 
れ に ょ つて 汚染 され た 水 の 為 , 遇 虫 感染 が 急増 し た の で 
は な いか と 思わ れる 事件 が ぁ つ た が , 錠 は 保 卵 者 の 発 
見 が 遅れ た 旋 , 1~ 2 ヵ月 後に 井戸 内 の 土砂 か ら 貝 卵 の 
検出 を 試み た が , 検出 不能 で あつ た か ら , 上 記 の 如く 断 
定 す る こと は 早計 で ある が , 一 応 考え られ る と と で は 
ぁ る 。 
更に 寄生 虫 感 染 上 重要 な と と は , 島 外 と の 交通 が 不便 
な 為 , 島民 相互 の 結婚 が 多く , 従 つ て 大 部 分 の 察 が , 多 
か れ 少 か れ 血 に と ょ っ つて 結ば れ て 関係 に あり, 交際 
が 此 繁 で , 野菜 の 贈与 。 畑 仕事 の 手 伝 等 交流 が 激しく , 
その 最も 著しい の は , は 勿論 の こと , 出産 祝 , 
七五三 祝 に は 殆 ん ど を 招い て 開く と と で , 
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が 一 年 の 中 行わ れ て , 寄生 虫 の 重大 な 因子 に 


な つて いる ょ うに 見 受け られ る と と で ある 。 

C5) 島内 に 於 ける の 処理 

各戸 の 便所 は 概ね 戸外 に あり , 同一 家屋 内 に 併 置 さ れ 
て ある も の は 極少 数 に 過ぎ な い 。 区 溜 は 丘 の 上 に ある 畑 
に 大 小数 百 個 ある が , 之 を 使用 する も の は 少く , 雨水 の 
灘 溜 に まかせ て ある も の が 多い 。 然 し 春秋 の 耕作 前 に は 
自宅 の 便 池 か ら 肥 運搬 し て に 貯溜 し を 使用 す 
る ぁゃ の が ある が , 金 肥 の 不足 た 喘い で いる 現状 で は , 1 
へ ~ 2 ヵ月 の 腐敗 発酵 を 待つ こと が 出来 な いで , 肥料 に 供 
し て いる よう で ある 。 (長野 博士 の 研究 方 針 と ょ り , 島 
民 の は 従来 り に 使用 させ て ある 。) 

その 他 , 全島 の 駆虫 作業 を 継続 する に 当り 最も 問題 と 
な る , 外来 者 用 の 使用 便所 と し て は , 西 渡 と 称す る 島 の 
西岸 に 天草 採取 の 海女 達 が 春 か ら 秋 和 滞 在 す る 部 落 が あ 
つて , 文字 通り バラ ツ ッ ク 小屋 で ある が , 3 カ所 に 便所 が 
設け て あり , 此 の 便 は , この 土 有 地 の 所 有 者 か 又は 入札 に 
よっ つて 落札 し た も の が , 肥料 と し て 使用 し 得る 制度 に な 
つて いた 。 

然し 古 ら , 吾 々 が 検便 を 開始 し て か ら , 毎年 来島 する 
海女 達 が , 100 近い 寄生 者 で あり , 多 
寄生 率 も 極め て 高い の で , 検便 駆虫 を する と 同時 に , 鳥 
当局 に を 発し て , と この 部 落 の 便 海中 に し め 
た が , 1954 年 か ら は , 保健 婦 を し て 二 硫 化 炭 素 を 混入 し 
て な し め た 。 

その 他 , 1953 年 夏 か ら , 駿 豆 鉄道 の 経営 に な る ろ る バン ガ 
ロー が ,. 北海 十 戸 設 置 さ れ た 為 , 之 に つて 共同 
便所 が 8 カ所 設置 され た が が, 之 も 前 記 海 女 部 落と 同様 に 
処分 せしめ る よう に 指示 し , 概ね それ が 守ら れ て 来 た よ 
う で ある 。 

1954 年 に 北海 崖 の 舟 着 場 に 島 の 経営 に な る 完 店 が 健 
て られ , 之 と 共に 新た に 別 の 共同 便所 が 設置 され た を が, 
之 は 当所 か ら 三 樺 式 の 改良 便所 と し た の で , 状 便 は その 
まま 使用 を 許可 し て いる が , 島民 は 虫 劉 の 撤 布 を 怖 れ て 
その 使用 を 好ま ず , 前 記 の 海女 部 落 の 雇 尿 と 同様 に 処理 - 
る 

(6) 島民 の 農耕 従事 の 度 

島民 は 前 に も 述べ た 如く , 半 農 半 汐 を 営ん で いる の 
で , 悪天候 の 日 を 除い て は , 戸主 で ど あ る 壮 年 者 及 青年 は 
概 わ 出光 す る が , 之 も 大 半 は 海老 綱 で ある 為 , 夕刻 綱 の 
設置 に 出 て 。 早朝 之 を 揚げ 。 それ に ょ つて 得 た 魚類 を 一 
番 の 定期 船 で 出荷 し て し まえ ば , その 後 は 老人 及び 婦人 
が 網干 し ゃ 修理 に 当り , 他 は 農耕 に 従事 する が , 一 部 の 
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者 は 夏季 を 中 心 と し て , 海女 が 採取 し た 天草 の 乾燥 , 精 
選 , 梱包 , 出荷 等 の 作業 に 従事 し て いる 。 双 海老 の 不 漁 
な 年 記 は , 夏季 に は も ぐり と 称し て , 必 強 な 若者 達 は 氏 
を 手 に し て 港 水 し , 魚 を と つた り 。 ささ くさ え , あわ び 等 を 
採取 し て 収入 の 資 と する も の も ある 。 

従 つ て , 島民 の 中 農耕 に 従事 する 上 度 と し て は , 主 婦 
が 最も 多く , 戸主 で あ る 壮年 者 が 之 と 次ぎ, 老人 , . 青 
中学生, 小学生 等 を 補助 し て いる 点 に 於 て , 一 
般 農 村 と は 多少 趣 を 異 に し て いる 。 

(7) 年 令 別 釣 虫 感染 状況 (第 1~ 2 表 ) 


第 1 表 初回 検便 時 の 多 虫 感染 者 の 年 齢 別 


No. 年 者 数 百分比 
1 90 歳 以上 0 0% 
2 80 ヶ 0 0% 
3 70 7.5% 
4 60 10 10.8% 
5 50 ”? 9 9.7% 
6 40 19 20.4% 
7 30 8 8.6% 
8 20 ” 18 19.4% 
9 10 18 19.4% 
10 9 歳 以下 4 .4.3% 


第 2 表 戸 び 戸 主 の 妻 の 多 感染 


No. 感 染 者 感染 百分比 
1 23/34 67.6% 
2 戸主 の 22/34 64.7% 
3 戸主 及び 妻 15/34 44.1% 


10 代 か ら 40 代 の も の , 殊 に 戸主 及 戸 主 の 妻 に 比較 的 感 
染 率 の 高い の は , 農 示 に 従事 する 頻度 が 高い 事 に 原因 す 
る も の と 思わ れ , その 点 で は 各地 応 於 ける 此 の 種 の 調査 
と じ で て いる 

(8) 世帯 別 釣 虫 感染 状況 (第 3 ~5 表 う 

全島 46 世 帯 の 中 , 感染 世帯 は 34 世帯 。 で 73.92%) で , 

。 その 中 1 世帯 に つき, 感染 者 数 5 名 以上 の も の が 5 世 
帯 。 4 名 以下 の も の が 29 世 帯 で , 無 感染 の も の は 12 世 帯 
で ある 。 こ の 12 世 帯 の 中 農耕 従事 し な い 5 世帯 を 除く 

7 世帯 の 家族 が , 終始 無 感 染 で や つた と と は 注目 に 値 す 
る 。 

次 に 各 志 帯 中 の 感染 者 数 就 て みる に , 一 家族 全員 , 
即ち 1002% 感 染 し て いる 世帯 が 1 世帯 あっ つた を が, 20~80 
% の 感染 率 を 示す 世帯 が 最も 多 か つ た 。 

作業 開始 以後 は , 前 述 の 通り 8 ヵ月 毎 に 全員 検便 を 行 
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第 3 表 世帯 別 感染 率 


No. 感染 率 世帯 数 
100% 
2 90 以 上 0 
3 80% ” ヶ 3 
4 70% 
5 60% 3 
6 50% 4 
7 40% ” 3 
8 30% 
9 20% 9 
10 10% 々 6 


第 4 表 一 世帯 か ら の 多 虫 感染 者 発現 状況 


No 初回 検便 時 の 陽性 者 
1 26 ヵ 月 
2 20 ヵ 月 2 4/6 3/6 
3 17 ヵ 月 1 8/9 
4 11 ヵ 月 3 5/5 5/6 3/6 
5 8 ヵ月 5 4/9 4/9 2/4 2/6 1/5 
6 1 ヵ月 22 6/9 4/6 4/5 4/5 3/9 3/6 


2/5 2/8 2/9 2/6 1/10 1/8 
1/7 1/6(x3) 1/5(x3) 
1/4(x3) 


い , 躍 卵 陽性 者 人 金 部 を 駆虫 せ ず , 駆虫 法 検 討 の 必要 上 , 
小 人 数 宛 駆虫 を 行 つ た が , 1952 年 8 月 以後 は , 陽性 者 を 
発見 する 毎 に 全員 の 駆虫 を 行 つ て 来 た に も 拘わら ず , 穫 

5 表 の 如く 一 家族 内 に 26 ヵ 月 に 下り 感染 者 の 絶え な か う 
た も の が 1 世帯 あや つた 。 之 は その 家族 内 の 1 老人 が 頑 朱 
で , 服薬 を 極度 に 議 つ た か ら で あ る 。 と の 老人 の 虫 卵 を 
せしめ る に カ年 余 要 し た が , その 後 は と この 家 
内 に 再 感 染 者 の 発生 を みな か つた こと と は , 前 記 無 感染 朋 
族 の 所 見 と 思い 合せ て , 央 る 興味 が 深い と 共に , 今後 集 
団 駆 虫 に 中 し て は , 家族 単位 に 重点 を 置い て 実施 する の 
が , 最も 効果 的 で ある と いう と と を 示 吹 する も の で お 
る 。 

(9) 想 籍 関係 に よる 釣 虫 感染 状況 (第 3 図 ) 

前 述 の 如く , 古来 初島 で は 島民 相互 の 結婚 が 多く , 第 
っ つて の 手 伝 野菜 の 授受 その 他 親 間 の 往来 が 
な の で , 之 が 島内 に 於 ける 釣 虫 の 墓 衝 に 大 き な 影 響 が あ 
る の で は な いか と 考え られ る 。 

同時 に は の 関係 に ょ よる も の で な く 精密 な 
査 は 行い 難 か つ た が , 海女 部 落 の 海女 の 中 , 夫婦 者 が 出 

に 来 た 際 乳幼児 を 託す る 穴 が 毎年 大 体 一 定 し て いる 。 
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第 5 表 初島 の 世帯 別 銘 虫 感染 状況 


第 1 回 第 2 回 第 3 回 入 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回 第 10 回 和 集 11 回 


31H/7 有 28/3 29/6 


30/9 


4/12 10/3 30/6 30/9 30/12 20/2 30/3 
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戸 
橋 
中 
松 
橋 
杉 
岩 
田 
青 
田 
田 
田 
田 
新 
橋 
鈴 
中 
新 
田 
新 
新 
波 
出 
橋 
田 
新 
岩 
橋 
出 
岩 
坂 
坂 
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る 等 の 者 の 中 , た と え 貝 卵 陽性 者 が あつ て も , その 排便 
は 殆 ん ど 海 女 部 落 の 便所 , 又は 海 和 崖 に 於 て 行わ れ も て いる 
か ら , 之 に と ょ る 影響 は 殆 ん ど な い も の と 考え られ る 。 
多 虫 の 駆虫 実験 と その 経過 

(1) 実験 方 法 

( イ ) 検査 法 

1951 年 7 月 の 第 1 回 検便 は , 米 軍 406 部 隊 と 共同 で 
実施 し た の で , 塗 抹 法 (18 X18mm カ バー グラ ス 2 枚 ) 及 
び 集 卵 法 (て フォ オル マリ ン ,。 エー テル 法 ) を 併用 し て 行っ 
人 が, 1952 年 8 月 の 第 2 回 全員 検便 時 か ら は , 塗 抹 法 


(8) 


(18 x18mm カ バー グラ ス 8 枚 ) の 他 , 浮 蓄 法 , (松崎 氏 
法 一 硫 苦 500g 十 食 塩 500 g を 1600cc の 温湯 に 溶解 し た 
ぁ の で , 比重 は 1280) を 併用 し , 之 に 要する 試験 管 は , 
長 さ 10cm, 管 節 1.5cm の 特殊 試験 管 を 用 いた 。 浮 族 卵 の 
採取 は 30 分 後 18 X18mm カ バー グラ ス 1 枚 の み の 検 査 を 行 
つた 。 1952 年 12 月 の 第 5 回 全員 検便 当時 か ら は , 第 1 回 
の 検便 時 多 貝 卵 陽 性 で あつ た も の , 及び その 後 一 度 で も 
虫 卵 陽性 と な つた も の は , 上 記 人 塗 抹 法 , 浮 族 法 の 他 , 原 
田 兵 の 試験 管内 濃 紙 培養 法 を 併用 し た 。 
法 
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第 3 図 多 感染 家族 の 関係 


奈 虫 法 に 就 て は , 緒 論 に 述べ た 如く , 過去 数 十 年 間 に 
先 人 が 幾多 の 駆虫 剤 を 用 い , 種々 の 方 法 を 以 て 之 が 実施 
に 当っ つた が , 未だ 決定 的 な 方 法 は 報告 され て 居 ら ず , 著 
者 の 最も 苦心 する あつ た 。 一般 に 釣 虫 の 駆 は 一 
作用 が 多く , それ が 為 由 者 に と 少 か ら ざ る 苦痛 を 与え , 時 に 
は 副作用 の 為 一 命 を 失っ つた 例 さ え 報 告 さ れ て いる の で , 
特に 慎重 を 期し た が 基本 的 方 針 と し て , 長野 博士 の 提案 
(1951 年 文部 省 科 学研 究 報 告 "005 番 ) に 従い , 従来 駆虫 
効果 を 高め る 方 法 と し て 習慣 的 と 行わ れ て 来 た 服 薬 前 の 
絶食 を 廃止 し て 。 半減 二 倍 法 (夕食 を 平常 の 半量 に 減 
じ , 平常 の 二 倍 の 時 間 を 費 し て , 米飯 が 口内 で 比 状 に な 

る する 。 但 し 幼児 又は 老人 で の な い 者 は が 
可能 な の で , な く を 与え る 。 て 4 時間 
経過 し て か ら , 駆虫 剤 を 水 で 服薬 せしめ る 活 ) を 採用 し 

その 理由 第 一 は , 農 民 の 集団 駆虫 は , 入院 と 
, 翌日 の 労働 に 備え て 体力 を る 必要 が あり , 絶 
食す る と と 自体 が 既に 相当 の 苦痛 で あり , 空腹 に 原因 す 
る 種々 の 不快 感 が 時 に は 副作用 と も いえ る 程 で ある 。 第 
二 に 絶食 と ょ り , 肝 の グリ コー ゲン 貯蔵 が 減少 し て , 有 
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の 解 災 能 を 低下 せしめ 駆虫 剤 に よる 一 作用 の 発現 を 促 
進 な し め る の で は な いか と 考え られ る か ら で あ る 。 
叉 駆虫 剤 服薬 後 の 下 剤 に 関し て は , 1952 年 4 月 迄 
こ に が, 1952 年 5 月 か ら は , 高度 の 便 禄 の 傾向 が ある 者 以 
外 下 剤 の 使用 を 中 止 し た 。 そ の 理由 は 緒 論 に 既 述 し た 如 
く , 下剤 を 用 いな く と も 厩 わ 完全 駆虫 が 可能 で あり , 寅 


いか ら で ある 。 下剤 投与 
, 腸管 の を 腹痛 を 訴え る も の が 多い 

於 て は それ が で ある と と , 翌 
労働 に 従事 せ そん と する も の が , 燃 回 の 下 放 に と ょ り , 大 
いな る 労働 力 の 損耗 を 来 し , 不全 感 を 訴え る と と 等 , 年 
余 の 実験 に ょ つて , 自体 たよ る 副作用 より, 
ろ 下 剤 に ょ る 副作用 の 方 が 高度 な の で は な いか と 考え ら 
れ た か ら で あ る 。 

高 就 床 直 前 の 投薬 は , 服薬 後 の 安静 を 充分 に と と らし 
め , 佐 副作用 の 発現 を 防止 する で ある 。 

以上 虫 駆除 に し レ 水 年 の 不 文筆 考え られ て いた 
絶食 と 下剤 投与 の 廃止 を 駆虫 法 の 根幹 と し て , 第 8 表 の 
如く 16 種 の 方 法 に よる 駆虫 実験 を 行っ つた 。 尚 個人 駆虫 に 
共 し レ 下 剤 を 用 い ず , 連日 就 眠 前 に 頓 用 せしめ る 方 法 は 
に 1952 年 牛尾 氏 等 に よ ょ つて 報告 せら れ て いた が , 著者 は 
て それ を 知ら ず 集 団 駆 虫 に 対し て 研究 を 進め て いた と と を 
欧 に 記し , 同 兵 等 の 研究 に 対し 敬意 を 表す る 。 


(2) 実験 成績 
( イ ) 駆虫 剤 の 効果 (第 6 , 7 表 う 
本 成績 を 検討 し て みる と , に 近い 陰 未 


し て いる も の も 2 ~ 38 例 あ る が 何 分 例 数 が 少 い の で , 浜 
定 和 的 な 効果 の 判定 は 不可 能 で あろ う 。 
然し 1952 年 12 月 か ら 開 始 し た , 四 塩 化 エ チレ ン (テト 
う 及び ヘ へ キシ ー ル レゾ ル シ ン (ホモ ト = ン ) の 億 
用 療法 (成人 テト レン 0.8 g 球 12 個 計 8.6 g を 夕食 後 4 
時 間 を 経て か ら 投 与 , 加 に それ ょ り 1 時 間 後 ホモ ト = メ 
0.1g 球 7 個 計 0.7g を 投与 。 以上 を 1 日 又は 2 日 間 連 
続投 与 ) に よ ょ る 駆虫 法 は な , 他 の 何れ の 方 法 よ り 優れ た も 
の で あぁ あり, も 副作用 と し て は , 軽度 の , を 
える 者 が ある 程度 で , 殆 ん ど み る べき 一 作用 が な い の 
は , 前 記 の 総 食 と 下剤 投与 の 廃止 と , 夜間 就寝 前 に 投 己 
する と と が , 預 っ つて 力 あ る も の と な つて いる と 確信 
る 。 尚 本 駆虫 法 は 著者 の 発震 後 数 名 の 追試 者 が 実験 し て 
いる が , 現 段 階 に 於 ける 最も 卵 陰 転 率 の 高い 駆虫 法 と レ 
て 推 賞 そ られ て いる 。 
根絶 た 至る 経 (第 4 図 ) 
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表 各種 に ょ る 虫 成績 


月 日 投与 量 卵 陰 転 率 
1951 前 日 タ 食 半減 二 倍 
アス キス 20cc 当日 朝食 絶食 =68% 
12.7 早朝 液剤 20 cc を 水 に 浮か し て 服用 
1952 塩化 4.5g (15 球 ) 
エニ チレ イン 
ェ チ レン 5 球 …… 1 エ エチレン 
10g 球 2 時間 後 3 必 300cc 
4952 4g 当日 食 半減 二 倍 食後 4 時 間 
3.11 20% 硝 分 後 スキ ス 20cc -9-=55.5% 
アス キス 液 20cc 
1952 共 硝 20g 当日 夕食 半減 二 倍 , 食後 4 時間 
20% 100cc アス キュ 20cc =44.8% 
8.23 アス キス 20cc 同時 投与 
当日 二 。 食後 4 時間 
20 硝 20cc…・…‥30 分 後 …… ェ チレ ン 5 球 ラー=85.7% 
3.11 化 そ チレ ン 4.5g(15 球 ) ……1 時 間 後 …… テ チレ ン 10 
1952 四 塩 化 そ テテ チレ イン 4.5g (15 球 ) 当日 タ 食 半減 二 倍 , 食後 4 時 間 
VI ェ チ レン 5 ェ チ レン 10 =66.6% 
4g 当日 半減 二 倍 食後 4 時 間 
vi 四 塩 化 そ チレン 4.5g (15 球 ) 20 20cc・……30 分 後 ……・ 50% 
3.11 テ チ レン 5 球 ェ チレ ン 10 球 
1952 巻 硝 20g 前 日 々 食 半減 二 倍 。 当日 の 朝食 絶食 
四 塩 化 そ テテ レン 4.5g (15 球 ) 20 硝 分 後 ……・ 
0 3.11 ェ チ レン 5 球 ェ チ レン 10 球 9 Ee 
アス キス 液剤 20cc 1 時間 後 テア ュ キュ ぇ 10cc 
1952 アス キス 液 宴 15cc 当日 々 食 半 減 二 倍 , 食後 4 時間 
アス キス 15cc を 20 100cc に 加え て 
3.23 を 20g 同時 服用 
6g 当日 夕食 半減 二 倍 食後 4 時間 
4.24 アス キス 液剤 20cc アス キス 20cc 
15g 当日 半減 二 食後 4 時 間 
xI 10 水 150cc・……・30 分 後 
4.24 キス 液剤 20cc アス キス 20cc 
1952 テト レン 3.6g (12 球 ) 当日 夕食 半減 二 倍 , 食後 4 時 間 
jgg2。 パーミ プ レッ ダス 当日 夕食 半減 二 倍 , 食後 4 時間 2 
‘35 No. 0# ペー ミ プ レッ クス 4 球 
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"588 
(第 6 表 続き ) 
虫 月 日 投与 量 投与 方 法 陰 転 
テト レン 当日 夕食 半減 二 。 食後 4 時 間 
xIV テト レン 7 一 15 球 …… 1 時 間 後 …… 6 =83.3% 
12.25 モト = ホモ = ニン 
当日 夕食 半減 二 倍 , 食後 4 時間 
1953 テト レン 6g(20 球 ) テト レン 10 球 …・1 時 間 後 …・ 
. 以上 2 日 連用 
6~7.2g 当日 タ 食 半減 二 倍 , 食後 4 時間 
(20~24 球 ) テト レン 10 球 12 …・1 時 間 後 
0.91.4g モ トニ = ン 4~7 23 
9.3 ホモ トニ = ニン (914 球 ) 以上 2 日 連用 
第 7 表 塩 化 チレン に ょ る 虫 成績 
ヘ キ ジ シー ルレ ジル シン 
服薬 前 成績 (1 時 間 後 ) 服薬 後 成績 
テト レン ホモ トニ = イン 
| No. 氏 名 年 齢 培養 (1 球 一 0.3g) (1 球 0.1g) 
+ 十 
1 宮下 ( 三 ) 13 (C. 27) 6 3 
+ + + 
2 橋本 ( 百 ) 14 (Cc. 3) 8 5 (C. 5) (P.20) 
第 + 
5 青木 ( 久 ) 27 (P. 6) 12 
ー| 6 田中 ( 熊 ) 52 10 5 
| 8 ( 幸 ) 10 や 7 4 
9 中 石 ( 徳 ) 28 15 7 
+ 
11 (人 13 1) 8 5 
+ + 10 5 + + 
12 新藤 50 4 10 5 (C. 3 
10 5 +  / 但 し 不 
橋本 ( ) 73 (C. 17) (P. 17) 10 5 (C.D 
+ + 10 5 - = 
10 5 
+ — 10 
12 t+ 但し 不 完 
第 16 新藤 (一 ) 50 ED 12 
= + — 12 4 + + 但し 不 完 
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服薬 前 成績 (1 時 間 後 ) 服薬 後 成績 
19 橋本 ( 寿 ) 27 2) 3) 
24 50 (cls 4 12 7 
25 新藤 (は ) 47 (ci14 1 
26 73 cg 12 7 
35 25 (Cc 9 5) 
36 ( ち ) 66 8) (P.35) 
40 橋本 (と ) 70 (P12) 
(C.3) 一 1 カバ ペー ダグラス (18X18) mm 多 卵 3 個 
(P. 3 一 1 ピペット (駒込 ) で 吸引 を る 水中 内 の が 3 
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第 4 図 初島 に ける 多 作業 経過 


前 述 の 如く , 虫 の 集団 駆虫 は , の 場合 と は 
り , 従来 の 駆虫 方 法 で は , 根絶 に 至る 迄 遂行 する こと は 
不可 能 な こと が 知ら れ た の で , 第 一 着手 と し て , 遂行 可 
能 な 新 駆虫 方 法 の 研究 に 迫 ち られ た 。 

従 つ て 初期 に 於 て は , 全島 の 完全 駆虫 と いう と こと で な 
く , 任意 抽出 法 に ょ る 検討 的 駆虫 を 主 目 的 と し て 実施 し 
た その 駆虫 成績 は , 極め て 緩慢 で あぁ り , 概ね 次 如 
き 経 過 を 辿っ て 根絶 に 達し て いる (第 4 図 う 。 

即ち 1951 年 8 月 に 全島 民 268 名 の 検便 を 行 つ た 処 , 98 
名 (34.72%%) の 釣 虫 卵 陽性 者 が あつ た (終戦 後 米 軍 406 
部 隊 と 厚生 省 と の 全国 的 共同 調査 成績 と ょ る と , 全国 平 
虫 感染 率 は 86.3%)。 

同年 12 月 に と の 中 の 40 名 に 対し て 駆虫 を 行っ つた 処 , 翌 
年 2 月 の 検便 で 33 名 が 卵 陰 転 し , 残る 陽性 者 は 66 名 と な 
つた 。1952 年 2 月 末 24 名 を 抽出 し て 駆虫 剤 を 投与 , 17 名 
が 卵 陰 転 , 8 月 初旬 残る 陽性 者 は 49 名 と な り , 3 月 中 旬 
に 42 名 に 駆虫 剤 を 投与 し て , 8 月末 に は 15 名 に 減じ た 。 
然し と の 際 15 名 の 他 に 8 名 の 卵 陽 転 者 が あぁ つ た が , 選 
は 何れ も 前 四 の 検便 時 陰 転 し た も の が , 再び 陽 転 し た も 
の で , 一 般 に 冬季 に 於 ける 多 虫 感染 は 少 い と 考え られ て 
いる か ら , 初島 に 於 て は , 前 記 (2 う の 項 で 述べ た 通り , 
冬 て も 以下 に 気温 が 低下 する 日 は 極め て 少 
く , 従 つ て 冬季 に 於 て も 多 虫 感染 の 可能 性 が 考え られ な 
いこ と も な い が , 1952 年 の 11 月 は , 気温 表 に も 見 られ る 
如く 比較 的 高温 で あつ た し , 感染 後 排卵 迄 は 2 ヵ月 以上 
の 日 数 を 要する 場合 も 少く な い の で , 之 は 恐らく 冬季 感 
な く , 月 の 検便 時 に は 未だ 排 至ら な か つた 
と 考え た い . 従 つ て 冬季 駆虫 を 実施 の 場合 の 検便 は 1 月 
下旬 か , 2 月 上 旬 に 行う ろ べ き で ある と 思う 。 

此 の 陽性 者 に 対し , 4 月 下旬 に 駆虫 , 5 月 下旬 に は 多 
虫 娘 陽性 者 は 10 名 と な り , 6 月 下旬 に は 5 名 と な つた 
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が , 4 月 か ら 6 月 迄 の 間 と に 14 名 の 新 及 再 感染 者 が を り , 
合計 19 名 と な つて いる 。 然 し と の 14 名 の 中 で も , 新 感 染 
者 と 考え られ る も の は 僅か 1 名 だ け で あり , 他 の 18 名 の 
中 , 8 カ月 間隔 の 検便 で 引続き 2 回 陰性 で , 今回 再び 陽 
転 し た も の 6 名, 1 回 だ け 陰 性 で 再び 陽 転 し た も の 7 名 
で ある か ら , こ の 場合 果して 18 名 全員 が 再 感 染 で ある か , 
或 は 釣 虫 の 産卵 は , 腸 内 容 の 成分 的 変動 に 著しく 左右 
られ る も の で ある か とら , 釣 虫 は 寄生 し て いて も , 卵 の み 
が 一 時 陰 転 し た に 過ぎ な いも の で ある か な か, 或 は 又 所 調 見 
落し の 険 転 で ある か は , 店 に 断定 し 難い が , 季節 的 な 観 
点 か ら み みて, 前 1 回 の み の 陰 転 者 は 兎 も 角 と し て , 新司 
染 の 1 名 の 他 , 2 回 陰性 で 今回 陽 転 し た 6 名 は , 3 月 以 
降 の 再 感染 者 と 考え て ょ よい の で は な かみ かろ うか 。 

更に 同年 9 月 末 の 検便 で は , 卵 陽性 者 は 28 名 に 増加 
し , 11 月 中 旬 一 部 の 検討 的 駆虫 を 行 つ て 12 月 上 旬 に は 19 
名 と な り , 12 月 下旬 全員 の 駆虫 を 行 つ た 処 。 1953 年 1 月 


中 旬 検 便 で は 6 名 に 減少 , 2 月 中 旬 陽 性 者 全員 の 駆虫 を ー 


行 つ た が , 同年 8 月 中 旬 の 検便 で は 再度 12 名 に 増加 , 4 
月 下旬 特殊 の 駆虫 剤 を 投与 し た が , 全員 只 転 せ ず , 5 月 
下旬 の 検便 で は 同じ く 陽 性 者 は 12 名 で , 直ちに 全員 の 再 
駆虫 を 行っ た 処 , 6 月末 に は 5 名, 駆虫 を 続け て 9 月初 
人 旬 に は 1 名 , 9 月 下旬 8 名 , 12 月 末 2 名 , 1954 年 8 月 の 
検便 で 1 名 , 他 新 来 の 教 員 1 名 を 発見 ら 
を 直ちに 駆虫 し た の で , $8 月末 の 全員 検便 で は 多 虫 卵 保 
有 者 は 一 応 皆 無 と な っ た 。 

然るに 同年 7 月 上 旬 た に 3 名 , 8 月 下旬 に 1 名 の 陽性 者 
が 発見 され , : 之 を 駆虫 し て 9 月 中 旬 の 検便 で 再び 全員 陰 
性 と な り , 以後 は 8 ヵ月 毎 に 人 金 島民 の 検便 を 行 つ た が , 
1957 年 8 月 現在 に 至る 包 の 2 年 6 ヵ月 間 , 釣 虫 卵 陽 性 者 
は 1 名 も 発見 され て お ら ず , 初島 に 於 ける 釣 虫 は 絶滅 し 
た も の と 信ずる 。 

尚 前 記 7 月 上 旬 の 陽性 者 8 名 の 中 の 1 名 は 上 記 教 員 の 
者 で, この 者 が 8 月 の 臨時 検便 で 陰性 で あつ た の は , 島 
外 で の 感染 釣 虫 が 尚 産 卵 前 に あつ た 為 な の か , 或 は 見 落 
し の 陰性 で あつ た の か , を それ と も 来島 直後 の 感染 か , 違 
か に 判定 し 難い が , 同時 に 来島 し た 夫 が , 来島 直後 既に 
陽性 で を つた を 点 か ら 考 えて , 此 の 場合 は 来島 前 の 感染 と 
考え た い 。 か ゝ る 場合 の ある と と を 考え る と , 後述 の 寄 
生 虫 検疫 は 移入 直後 と 移入 2 ~ 8 ヵ月 後 と の 2 固 実 施す 
べき で ある と 思わ れる 。 

商 叉 前 記 の 如く 長期 間 観察 し た の は , 初島 と は 毎年 三 
重 県 か ら 釣 虫 卵 保有 の 高 率 な 海女 が 集団 的 に 来島 する の 
で ,。 それ に ょ る 影響 を 知り た い 為 で あつ た 。 
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多 虫 の 集団 駆虫 法 に 対す る 考察 

1951 年 7 月 か ら 6 年間, 初島 と に 誰 ける 釣 虫 の 集団 駆虫 
作業 に 従事 し て 来 て 之 を 根絶 する 迄 に 多く の 貴重 な る 体 
験 を 得 た 。 以下 特に 感じ た 点 を 列記 し て 考察 し て みた 
(1) 地方 自治 体 関 係 当局 の 理解 と 協力 を 就 て 

此 の 点 に 関し て は , 静岡 県 衛 生 研究 所 長 の 野口 博士 
と , 熱海 市 保健 所 , 熱海 市 衛生 課 か ら , 惜しみ な き 援 助 
を 受け , 野外 実験 に 於 て 本 角 不便 な 思い を する 施設 及び 
器具 の 提供 を 快く 承諾 し レ し て くれ た と と , 鳥 当 局 が , 一 研 
究 所 及び 大 学 の 学問 的 実験 と し て で な く , 保健 衛生 事業 
の 一 尼 と し て 之 を 理解 し , 各 代 の 区 長 が 全面 的 な 理解 と 
協力 を 惜しま な か つた と と は , 斉 に 感謝 に 堪え な い 。 
現 区 長田 中 健吉 と , 島 在 勤 の 保健 婦 野 見 子 
の 水 年 に 責 る 異常 な 迄 の 熱意 と , 献身 的 な 協力 が , 本 実 
験 に 成功 し た 最大 の 要因 で ある と と を 特筆 し た い 。 
(2) 島民 の 理解 と 協力 に 就 て , 

之 は 集団 駆虫 と 於 て , 最も 問題 と な る 点 で ある 。 例 を 
療 げ る と , 先ず 検便 に 応じ な いこ と で ある 。 最初 の 1~ 
2 回 は 物 珍 し さも 伴 つ て 一 応 逐 に 応ずる が , 回 を 重 わ る 
に 従 つ て 次 第 に 関心 が 薄 ら ぎ , 終 に は 之 を 迷惑 視 す る も 
の さえ 出る 。 悪質 な も の で は , 他人 の 便 を 提出 する ゃ の 
さえ る る と いう ろ 他 の 地域 の 報告 も 聞い て いる 。 

初島 9 場合 は , 当初 寄生 虫 と 関す る 衛生 知識 の 普及 を 
行わ ず , 冊 貝 剤 の み に ょ よる 全島 駆虫 の 可能 性 を 実験 せん 
と する 意図 を 有 し て い た 為 , その 点 特 に 困難 で あつ た 
が , 第 -- に 長野 博士 に 対す る 厚生 省 , 文部 省 の 研究 融 に 
ょ り , 駆虫 剤 を 終始 無償 で 配布 出来 た を こと, 第 二 に 医師 
の いな い 島 で , 唯一 人 の 衛生 技術 者 で ある 保健 婦 兼 助産 


婦 の 野見 氏 が , 超人 的 な 勢力 で 検便 を 集め て 送付 し , 暴 


虫 剤 の 内 服 に 協力 し て くれ た と と, 第 三 に 微力 な が ら 著 
者 が , 内 科 臨 床 に 携 つ て いた 関係 上 , 駆虫 作業 の 億 余暇 
を さい て , 毎夜 深 更 迄 10~20 名 に 及ぶ 患者 の 診察 と 治療 
に 無料 牽 仕 を 続け , 時 に は 生活 相談 に る 応じ て , 島民 に 
喜ば れ , 著者 も 叉 24 回 に 渉 る 渡島 で , 第 二 の 故 郷 の 如き 
愛着 を 以 て 島民 達 に 接し て 来 た こ と 等 が 島民 の 協力 を 得 
る 上 に 大 き な 力 と な つた の で は な いか と 愚 考 し て いる 。 
作業 開始 当時 は , 断固 服薬 を 拒否 し て , 駆虫 剤 を 庭 に 
叩き っ つけ, 搭 科 白 を 残し て , 山 や 畑 に 逃れ , 3 日間 も 
える と と が 出来 な か つた 老 江 や , 前 述 の 長期 釣 虫 感染 家 
族 の 老 谷 等 を 説得 する に は , 相当 長い 時 日 を 要 し た が , 
6 年 後 の 今日 か ゝ る 者 は 1 名 ある なく な つて いる 。 か ゝ る 
非 協力 者 の 説得 の 根底 と な る べき も の は , 深い 人 間 落 で 
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あり , 寄生 虫 の 病害 か と 本 人 を 守り , 家族 を 守り , 全島 
民 を 守る 為 に , 真 情 を 吐 露 し て 之 と 当 れ ば , 如何 た 頑 迷 
固 陣 な 者 で も 心 を 動か され な いも の は な いと いう 固い 信 
念 を 持つ と と が 必要 な の で は ある まい か 。 

(8) 駆虫 の 季節 の 選定 と 感染 径 牙 に 就 て 

釣 虫 の 集団 駆虫 に 際 レ し て は , 田畑 に 撤 布 され た 貝 卵 か 
ら 冒 化し た 仔 虫 が 低温 の 為 死 減 す る 率 の 高い 冬季 を 選ぶ 
と と が 第 一 に 必要 な こと こと は いう 迄 も な い が , 著者 の 経験 
上 , 局 時 に 全員 の 駆虫 を 行い 難い 時 は , 家族 単位 に 駆 虫 
を 行う こと が 重要 で ある 。 同 一 家族 内 に 1 名 で も 寄生 者 
を 残せ ば , 数 カ月 を 経 ず し て , 他 の 家族 員 に 墓 衝 し , 数 
回 玩 虫 を 繰 返 さ ざる を 得 な い 例 が 少く な か つた 。 同時 
に 農村 に て は , 又は 関 係 の 調査 を 予め 行っ 
て , 野菜 の 贈答 , 耕作 の 手 伝 等 に よる 感染 径 路 を 断ち 切 
つて いく と と も 忘れ て は な ら な い 。 

寄生 検疫 に 就 て 

最後 に 外来 寄生 者 の 問題 で ある が , 初島 の 如き 離れ 小 
島 で , 他 の 地域 と の 人 の 交流 が 大 きく 制限 され て いる 処 
で さき えも, 絶え ず 島 外 に 出入 し て いる 島 在 住 の 郵便 夫 , 
他 か ら 出 稼ぎ に 来る 海女 , 転勤 し て 来 た 小 学校 の 教員 の 
中 か ら 骨 < 々 感染 者 を 発見 し て いる 。 従 つて 百 々 が 「 寄 生 
虫 検疫 」 と 称し て いる 如く , 長 時 日 滞在 する 外来 者 に 対 レ 
て は , 時 を 移さ きず 検便 を 行 つ て , 虫 卵 陽性 の 場合 は , 直 
ち に 駆虫 を 行 つ て いか な けれ ば な ら な い 。: 之 さえ 徹底 レ 
て 行わ れる な ら ば , 一 部 落 か ら 水 久 的 釣 虫 を 追放 する 
と と る も, 決し て 不可 能 で は な いと 考え る 。 

C1) 1951 年 7 月 か ら 6 年 間 に 渉 つ て , 熱海 市 初島 に 
於 て , 釣 虫 駆虫 作業 に 従事 し た 。 

(2) 1951 年 7 月 の 検便 時 , 98 名 (834.72%) の 
陽性 者 な , 数 回 の 駆虫 と ょ り 貝 九 険 性 と な り , 1954 年 9 
月 に 至 つ て 全島 忌 か ら 釣 虫 は 根絶 され , 1957 年 8 月 現在 
千 1 名 の 感染 者 も 発見 され て いな い 。 

(38) 多 虫 卵 検査 法 と し て は , 浮 施 法 と 培養 法 の 二 者 
を 併用 し な けれ ば 正しい 成績 を 期し 難い 。 

(4) 駆虫 法 と し て は , 従来 不可 欠 と され た 服薬 前 の 
絶食 と , 服薬 後 の 下剤 投与 を 必要 と し な い 。 

(5) 服薬 は 夕食 を 長野 氏 の 所 調 半 減 二 倍 法 と し , 会 
後 4 時 間 に 投 与 す る の が , 画 作用 の 発現 を 防止 する 為 に 
最も 秀 れ た 方 法 と 考え る 。 

(6) 駆虫 剤 と し て は , 四 塩 化 エ テ チレ ン 。 ヘ へ キ シール 
レゾ ル シ ン の 二 者 同時 併用 , 二 日 間 連続 投与 方 法 が , 90 
6 以上 の 卵 陰 転 率 を 示す と と を 知っ た 。 
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(") 釣 虫 の 集団 駆虫 は 冬季 に , 耐 も 家族 単位 に , 集 
中 的 に 行う こと が 最も 有効 で あり , 文 程 度 の 差 こ そ あ れ 
何処 の 部 落 に も 少数 征 ら 存在 する 非 協 力 的 な 感染 者 を , 
徹底 的 に 説得 駆虫 する とこ と が , 集団 駆虫 に 成功 する 鍵 で 
は な いか と 考え る 。 

(8) 駆虫 実施 区 域 の 為政者 保健 婦 , その 他 
の 協力 な くし て は , 長期 に 渉 る 集団 駆虫 の 成果 を 期し 区 
いと と を 4 知 つ た 。 

C9) た と え ぇ 一 時 的 に 釣 虫 卵 陽 性 者 が 絶滅 し て も , 初 
島 に 於 ける が 如く , 秦 後 恒久 的 に 寄生 虫 検疫 を 実施 し な 
い 限 り , 再び 墓 延 の 危険 を 防止 する と こと が 出来 な いで あ 

6 ヵ年 の 長き に 渉 っ て , 本 実験 た 懇切 な る 御 指 導 と 御 
校 開 を 賜 つ た を 。 長野 寛治 博士 と , 多年 内 科 了 臨床 に 就 て 御 
を 賜り , 本 実験 に 対し て ゃ 絶え ず 御 賜 つ た 東 
京 慈恵 会 医科 大 学 林 直 敬 教 授 に 深 基 な る 謝意 を 捧げ る 。 
同時 に 本 実験 た 多大 の 協力 を 惜しま れ な か つた , 同 麟 の 
布施 久雄 医学 士 , 初島 の 区 長田 中 健吉 氏 , 保健 婦 の 野見 
栄子 氏 に 心から 感謝 する 。 谷 破 島 の 際 , 悪天候 の 為 , 著 
者 の 乗っ つて いた 漁船 が 章 難 し て 死に 党 し た 時 , 決死 的 作 
業 で 救出 され た 島民 各位 が , 駆虫 に 対し て る 終始 積極 的 
に 協力 され た と と を 感謝 し て 稿 を 終り た い 。 

俗 本 研究 は , 長野 博士 に 対す る 文部 省 , 厚生 省 ょ り の 
科学 研究 費 , 並び に 第 一 生命 保険 相互 会 社 よ り の 研究 接 
助 費 に 負う 所 が 多い 。 贅 に 感謝 の 意 を 表す る 。 

(本 論文 は , 1952 年 10 月 の 第 12 回 日 本 寄生 虫 学会 関 
東 地 方 部 会 , 同年 同月 の 第 69 回 東京 慈恵 会 医科 大 学 成 
医 会 総会 , 1953 年 10 月 の 第 13 回 日 本 寄生 虫 学会 関東 地 
方 部 会 , 1954 年 4 月 の 第 23 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 於 
て , その 要覧 を 発表 し た )。 
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に 釣 虫 の 撲滅 に 就 て (会 ) , 日 本 寄生 虫 学会 第 14 回 東 
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368, 一 15) 吉田 幸雄 (1956) : 多 虫 症 の 疫学 と 治療 に 
関す る 研究 , 第 2 四 塩 化 テ チ レン を 下剤 で 投 
与 す る 釣 虫 駆除 法 に 関す る 研究 , 京都 府 医 誌 , 59(2), 
1~22, 一 16) 山崎 俊幸 (1956) : 多 虫 症 の 臨床 的 研究 , 
横浜 医 誌 7(8), 131-137. 


Summary 


For the purpose of clarifying the possibility 
that a complete extirpation of parasites should 
be obtained by means of only mass-treatment 
without any nightsoil treatment and education 
of the people for prevention of parasitic infec- 
tion, these works were undertaken in Hatsushima 
Island (Atami City, Shizuoka Pref.) by Dr. K. 
Nagano (The Tokyo Jikeikai School of Medicine, 
formerly Chief of Department of Parasitology, 
Kitasato Institute). This investigation started in 
July, 1951 by Dr. Nagano with mass-treatment of 
Ascaris as the first step was followed up in De- 
cember, 1951 by the present author with that of 
hookworm as the second one under the direction 
of Dr. Nagano. 

The results obtained were as follows. Of the 
268 examinations secured, 93 (34.7 %) were posi- 
tive for hookworm ova on the preliminary in 
this island. On the mass-treatment the author 
devised and employed a new combined method 
(tetrachlorethylene and hexylresorcine) by which 
more than 90% of egg negative after treatment 
was obtained without making the people hunger 
and using any purgative when administering an- 
thelmintics. In September, 1954 the incidence of 
hookworm . infection had decreased to 0 % there 
and for the past two and half years (Sept. 1954- 
Nar. 1957) no case positive for hookworn egg 
had been found on all peoples in this island by 
stool examination in evely three months. 

As the medical inspection (quarantine) of hel- 
minthiasis is enforced in this island to prevent 
reinfection, Hatsushima will remain to be non- 
endemic area as far as these inspection were 
continued. 
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地方 支部 大 会 演題 目録 
第 4 回 北日本 支部 大 会 
期 日 昭和 32 年 7 月 14 日 (日 ) 
会 場 市 札幌 医科 大 学 西 三 階 講堂 
支部 大 会 長 中 村 豊 
演 
演 説 8。 チン バン デー の ぎょ よう 虫 に つい て 山下 次 郎 


1. 


2. 


し に よう 消化 内 寄生 虫 の に つい て 
長谷 川 恩 (北海 道 立 衛生 研究 所 ) 
弘前 地区 に お ける 漬物 , アイ スク リー ム , 駄菓子 
の 寄生 虫 の 調査 北 押 栄 太郎 ・ 横 内 幸 造 ( 肥 
前 大 第 一 病理 ) 
最近 の 宮城 県 下 に お ける 寄生 虫 特に か い 虫 並び に 
と う の 分 布 状況 高 仲 (東北 大 医 黒 
内 科 ) 
山形 県 下村 山 盆 凶 の 人 体 寄生 虫 寄生 状況 (第 一 報 ) 
玉井 太郎 , 河越 竜 方 ・ 秋 山 平 ( 山 形 県 東根 赤 十 
字 病 院内 科 ) 
農村 に お ける 腹痛 と か い 虫 の 吐出 排出 (第 二 報 ) 
紀 二 ( 大 科 ) 
日 本 と お ける トリ ヒナ 一 例 村民 , 
井田 二 (北海 道 衛生 部 ), 佐藤 医 比 
理 ), 大 林 正 士 < 北大 寄生 ) 
ミン ク の トリ ヒナ に つい て 近藤 誠二 大林 
正士 ・ 山 下 次 郎 (北大 医 寄生 ) 


10. 


12. 


13. 


14. 


小児 の ど ぎ よう 貝 症 に つい て 


近野 誠二 (北大 寄生 ) 

人 か ん 虫 一 ジ プ チ ヂ ス ・ ホ ミニ スー の 生 区 機 転 に 
つい て 水谷 昇 ( 大 第 一 病理 ) 
虫 性 部 か いよ う の 三 例 菊地 寛 ・ 村 
雅人 ( 大 外 ) 


。 Echinococcus sibiricensis に よる マウ ス の 実験 的 二 


大 林 正 士 ・ 近 野 誠 二 ・ 山 
下 郎 (北大 寄生 ) 
日 本 未 記録 の ヤ プ カ の 一 種 Aedes (Ochlerotatus) 
sp. に つい て (予報 ) 服部 貴 作 (北海 道 立 
衛生 研究 所 ) 

北村 之 利 , 山下 次 

郎 (北大 医 生 ) 
北海 道 の (2 う オウ ウッ マツ ガ ムシ Trombicula 
owuensiss に つい て 大 野 衛門 立 
衛生 研究 所 ) 


次 包 虫 症 に つい て 


ヌカ カ の 一 新種 に つい て 


特 別 講 演 
弘 好 (北大 教授 


第 10 回 南 日 本 支部 大 会 


期日 
会 場 
支部 大 会 長 高 


演 


演 説 
Trypanosoma gambiense Trypanosoma lewisi 
の 核 菌 分 布 に つい て 川 満 恵 光 ( 長 大 , 風 研 ) 
人 体 ト キマ プラ スマ 症 の 二 例 追加 山本 上 雄 


(95 ) 


昭和 32 年 10 月 22 日 ( 火 ) 
別府 市 物産 観光 館 


(丸大 , 医 , 寄生 虫 ), 平岡 (丸大 , 医 , 歯科 

口腔 外科 ) 
南 九 州 の トキ ソプラ スミ ン 反 応 実施 成績 佐 
藤 八 郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 寛 
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・ 鯨 に 寄生 する 線 虫 の 形態 学 的 研究 


・ 鯨 に 寄生 する 線 虫 の 組織 化学 的 研究 


樹 ・ 市 来 一 彦 ・ 上 村 光 夫 ・ 種 子 田 哲郎 ・ 奥 村 席 

( 鹿 大 , 医 , 第 二 内 科 ) 
Plasmodium japonicum の 鶏 に 対す る 病原 性 

石黒 秀雄 (山口 大 , , ) 

2・3 寄生 虫 と 網 内 系 の 研究 河原 弘 ( 久 大 , 

医 , 寄生 

肝 吸 虫 の 瓦 其 代謝 に 及ぼ す 薬 剤 の 影響 長 本 

益 ( 久 大 , 医 , 寄生 虫 ) 

日 本 住 血 吸 虫 宿主 体外 飼育 に お ける 産 に 関す る 

研究 倉田 誠 ・ 繊 田 卓 五郎 ( 久 大 , 医 , 第 

一 内 科 ) 

大 平 肺 吸虫 抽出 物質 並び 内 容 液 と る シ 

ュ ワ ルツ マン 現 荒木 元 ( 大 , 医 , 

生 ) 

宮崎 市 外 生 目 に ける 吸 調査 小牧 

裕 夫 (宮崎 保健 所 ) 


. 肺 吸虫 症 に 対す る トリ コマ ャ イシン の 効果 に つい て 


阿部 康男 ( 鹿 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
寺本 昭三 
( 態 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
内 田 早 
苗 ( 大 , 医 , 寄生 ) 

示 
佐賀 県 の 野犬 に 於 ける 日 本 住 血 吸 虫 , 肝 吸 虫 , 頸 
口 虫 , 大 糸状 虫 の 自然 感染 度 に つい て 岡部 
洗 洋 ・ 松 瀬 幹 也 ・ 下 村 実 ・ 田 中 隆文 ( 久 大 , 医 , 
寄生 
筑後 川下 流 々 域 に 於 ける 肝 吸 虫 に 就 て 生 山 
郎 ( 久 大 , 医 , 寄生 ) 


横川 吸虫 の 組織 化学 的 研究 ( 熊 大 
医 , 寄生 
地 日 本 吸虫 症 の 研究 (第 一 報 ) 岡 


原 ( 久 大 , 医 , 寄生 ) 

大 平 肺 吸虫 の 沈降 反応 及 サ ー レ ス 現 人 象 に つい て 
宗 典 郎 , 医 , 寄生 虫 神田 ( 鹿 大 , 
医 , 衛生 ) 

サバ より 得 た 神田 ( 鹿 大 , 医 , 

釣 虫 体 構造 の 電子 顕微 鏡 学 的 研究 福田 武夫 ・ 
赤星 ・ 分 山 志郎 ( 大 , 医 , 寄生 ) 
の 組織 化学 的 研究 兵藤 ・ 徳 氷 達 郎 
( 熊 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
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15. 


16. 


17. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


20. 


21. 


22. 


・ 釣 虫 寄生 腸管 の 組織 学 的 研究 


・ 宮崎 県 一 農村 の 釣 虫 分 布 
・ 頸 口 虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 
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小学 校 の 検便 成績 並び こ 駆除 成績 
長 本 大 場 直 材 ・ 中 村 実 ( 久 大 , 医 , 

) 
原田 介 夫 ・ 
屋 富 一 ( 鹿 大 , 医 , 覆 屋 内 科 ) 
志 々 目 亭 (宮崎 県 ) 
山中 清 


・ 状 虫 の 免 商学 的 研究 岡部 浩 ・ 小 野 典 雄 ・ 


田中 隆文 大 , 医 , 生 ) 


フラ イラ リア 症 の 病態 生理 ・ 肺 の 生 検 に と よる 肺 内 フ 


イラ リア 虫 の 検索 内 洋三 ・ 屋 富 一 ( 
大 , 医 , 材 屋 内 科 ) 

フラ イラ リア 症 の 病態 生理 ・ 肝 の 生 検 に と よる フイ ラ 
リア 症 の 研究 喜入 直 治 ・ 浜 田 康 治 ( 鹿 大 , 
医 , 材 屋 内 科 ) 

フイ ラリ ア の 病態 生理 ・ フ イラ リア 症 の の 
本 態 に 関す る 研究 福元 務 ・ 門 田 光二 郎 ( 鹿 
大 , 医 , 内 科 ) 

フラ マラ イラ リア 症 の 病態 生理 ・ フ イラ リア 症 の 糖 代 講 


に 関す る 研究 藤林 人 築 ( 鹿 大 , 医 , 覆 屋 内 
科 ) 
イタ チ ょ うり 得 た 釣 頭 と その 発育 神田 


: 栄 ( 鹿 大 , 医 , 衛生 ) 
遇 虫 の 花 戻 状 器 管 に 関す る 研究 西 辻 一 重 ( 熊 
大 , 医 , 寄生 虫 ) 

釣 虫 感染 経路 の 疫 学 的 研究 ・ 飼 犬 の 感染 状態 
口 利 幸 (大 三井 病院 ) 
釣 虫 の 状態 と その 駅 除 永吉 康裕 (宮崎 県 ) 
鹿児島 県 下 に 於 ける 釣 虫 分 布 弾 び こ 駆除 に 関す る 
研究 中 馬 康 男 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 寛 樹 ・ 中 村 
吉 ( 鹿 大 , 医 , 第 二 内 科 ) 
土壌 内 人 釣 虫 感染 仔 虫 と 鑑別 を 要する 各種 動物 釣 
虫 仔 虫 に つい て 新 門 宰 ( 鹿 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 ・ 内 出血 に つ 
いて 柴田 正行 ・ 鍋 倉 正義 ( 鹿 大 , 医 , 材 屋 内 科 ) 
虫 症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 ・ に 関す る 研 
究 園田 定 己 ・ 屋 富 一 ( 鹿 医 , 内 


科 ・ 


釣 虫 Carrier に 関す る 研究 相良 徹 ・ 末 
次 和郎 ・ 内 田 光二 郎 ( 鹿 大 , 医 , 材 屋 内 科 ) 
有 口 虫 の 免疫 学 的 研究 , 実験 的 動物 
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23. 


24. 


・ 有 口 虫 第 3 期 幼虫 の 生体 外 飼育 


・ 虫 症 の 免疫 学 的 研究 (第 二 報 ) 


・ 虫 虫 に 及ぼ ほす 感光 色素 の 影響 


夫 ( 熊 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
. 和牛 馬 糸 状 虫 の 中 間 宿 主 へ の 感染 実験 


・ 犬 糸 状 虫 抗原 に ょ る 補 体 結合 反応 


(1957) 


口 虫 症 に 於 ける 皮 内 反応 の 推移 山中 孝昭 
( 九 大 , 医 , 寄生 虫 ) 

ア レル ギー の 薬理 学 的 研究 滝沢 一 男 
(丸大 , 医 , 寄生 虫 ) 

実験 的 に 有 を 感染 させ た 猫 の 胃 腫 組 
学 的 研究 高山 四郎 (丸大 , 医 , 公衆 
白川 充 ( 久 大 , 医 , 公衆 衛生 ) 

大 場 直 
材 ( 久 大 , 医 , 寄生 ) 
梅野 直 
弘 ( 久 大 , 医 , 寄生 虫 ) 


ネコ 肝 内 の 有 虫 を ッ テ に 与え た 実験 


海江田 徹 ・ 片 峰 大 助長 大 ・ 風 研 ) 
岡村 一 郎 ・ 棚 瀬 幸 正 ( 熊 大 , 

医 , 寄生 虫 ) 
岩田 俊 


(続報 ) 


小野 典 
雄 ( 久 大 , 医 , 寄生 虫 ) 


和牛 の ミク ロフ イラ リア の 寄生 状況 と その 凝集 反応 


河野 猪 三郎 ( 鹿 大 , 医 , 衛生 ) 
片 大 助 ・ 江 良 
(長大 ・ 研 ) 
田辺 紀夫 
(長大 ・ 研 ) 


と の 関係 
犬 糸 状 虫 成虫 の 移植 実験 


・ 犬 フ イラ リア の 分 泥 排 洪 系 の 発生 学 的 研究 


森下 哲夫 ・ 加 藤 一 夫 (岐阜 医大 , 寄生 虫 ) 


・ フイ ラリ ア 虫 の 体内 に サ る 分布 に つい て 


大 森 南 三郎 (長大 ・ 風 研 ) 


・ バ パン クロ フト 糸 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 に 及ぼ ば す ク ロロ 


ルプ ロマ ジン の 影 杖 江 良 栄一 (長石 ・ 風 研 ) 


・ バ パン クロ フト 糸 状 虫 仔 虫 の 組織 化学 的 研究 


川路 清高 ・ 橋 口 ( 鹿 大 医 , 病理 ) 


. 九州 東海 岸 地 区 の フイ ラリ ア 症 に つい て 佐 


藤和 信郎 ・ 米 沢 博士 ( 鹿 大 , 医 , 第 二 内 科 う , 中 根 正 
勝 ・ 高 橋 雄 ・ 高 橋 欲 一 ・ ・ 川 三郎 ・ 
早田 隆一 (国立 亀川 病院 , 内 科 ) う , 長瀬 十 一 太 ( 宮 
崎 県 衛生 部 ) 


89. 


40. 


12. 


・ 系 状 虫 症 の 免疫 学 的 研究 
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フイ ラリ ア 症 の 病態 生理 , 腹部 臓器 内 に 於 ける フ 
イラ リア 仔 虫 の 分 布 浜田 康治 ・ 材 屋 富 一 ( 鹿 
大 , 医 , 材 屋 内 科 ) 

マイ ラリ ア 症 の 病 台 生 理 , Turnus の 機 序 に 関す 
る 研究 川崎 兼 陽 ・ 覆 屋 富 一 ( 鹿 大 , 医 , 覆 
屋内 科 ) 


紙上 発 表 
Toxoplasma 貝 体 は 被 胞 型 を 形成 する か ? 

井上 康 ( 宮 大 , 農 , 獣医 う 
日 本 住 血 吸 虫 の 組織 化学 的 研究 伊藤 一 夫 ( 熊 
大 , 医 , 寄生 虫 ) 
日 本 住 血 吸 虫 の 拡散 因子 (第 8 報 ) 加茂 正 
和 ( 久 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
奄美 大 島 の 工 線 虫 症 に つい て 佐藤 八郎 ・ 福 
英雄 ・ 政 ・ 指 宿 英 造 ( 大 , 医 二 科 ) 
工 線 虫 の 組織 化学 的 研究 福島 英雄 ・ 政 真哉 
( 鹿 大 , 医 , 第 二 内 科 ) 

虫 体 分 血液 像 の 変動 下 ・ 
田 熊 大 , 医 , 寄生 虫 ) 
犬 複 殖 門 条 虫 に つい て 羽田 野 邦 ・ 内 田 早苗 ・ 
寺本 昭三 ・ 梅 本 元彦 ( 熊 大 , 医 , 寄生 虫 ) 

有 口 虫 第 三 期 虫 乳剤 注射 に よる 病変 
平川 光昭 , 医 , 寄生 ) 
有 虫 に 於 ける 沈降 反応 に つい て 古 
野 治 ( 九 , 医 , 寄生 ) 
福島 英雄 ・ 野 中 俊 
明 ( 鹿 大 , 医 , 第 二 内 科 ) 


・ 鹿児島 県 肝 屋 郡 内 の 浦 町 船 間 の 糸 状 虫 症 の 調査 


佐藤 人 郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 鳥 英雄 ・ 尾 辻 義 人 ・ 山 下 

忠和 容 ・ 外 出 寛 樹 ( 鹿 大 , 医 , 第 二 内 科 ) 
スパ ト = ン に ょ る 集団 治療 の 遠隔 成績 佐藤 
八郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 尾辻 義人 ( 鹿 大 , 医 , 


第 二 内 科 ) 

映 画 会 
十二指腸 虫 の 吸血 状況 森下 哲夫 
Gnathostomiasis in Japan 宮崎 一 郎 


26 
8 
29 
30 
6 
82 
8. 
83 
34 
35 
1. 
2 
( 97 ) 


10. 


11. 


12. 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 6 号 


第 7 回 東日本 支部 大 会 


期 日 


昭和 32 年 9 月 27 日 ( 金 ) 


会 場 群馬 大 学 医 学部 第 二 講 堂 


支部 大 会 長 村 

演 説 小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ( 予 研 。 寄生 躍 ) 
Trichomonas vaginalis の 三 薬剤 に 対す る 増 18. ミヤ イリ ガイ の 研究 (2) 殺 剤 と し て の 酸性 
強 に つい て 岩井 (慶太 寄生 酸 石 灰 小宮 義孝 ・ 保 阪 幸 男 ( 研 ・ 虫 ) 
。 Encephalitozoon の 感染 経過 に 就 い て 飯野 14. 宮入 内 の 殺 上 貝 に 関す る 研究 I 二 三 の phenol 
洗 朗 ( 慶 大 , 寄生 虫 ) 誘導 体 の 殺 員 効果 に つい て 秋山 浴 雄 (山梨 
コク シ ジ ウ ム の オー シス ト 有 形成 時 に 出現 する プラ 医 研 ), 飯島 利彦 (山梨 県 予防 課 ) 
スチ ン 粒 と こつ いて 形態 小山 ( 15. Centrocesius armatus の セル カリ ア と その mucoid 
研 。 寄生 虫 ) gland 伊藤 二郎 , 渡辺 強 三 ( 静 大 , 教 , 保健 ) 
モル モッ ト の バラ ンチ ヂ ウ ム 感 染 実 験 に お ける ヒ 16. 肝 蜂 感染 予防 に 関す る 研究 と くに 肝 軒 卵 , メタ 
アロ = ダー ゼ の 影響 と つい て ト 部 謗 也 ( 慶 セル カリ ア お よび 中 間 宿 主 ヒ メモ ノア ラガ イ の 灯 
大 , 寄生 に つい て 磯田 政 恵 (日 本 医大 , 病理 ) 
鼓 光 法 に よる 二 三 の 繊毛 に 関す る 研究 鈴木 17. 土壌 中 釣 虫 仔 貝 分 離 法 の 検討 (2) ベー ル ^ ン 法 
未 ( 大 , 衛生 ) の 検 対 安田 一 郎 ・ 昭 ( 予 研 。 寄生 

モル モッ ト か ら 検 出 分 離し た Toxoplasma 株 に 18. 犬 釣 虫 の 組織 化学 的 研究 (2) う 成虫 の 腸管 の 形態 
っ いて 小池 保 ・ 新 井 壇 ・ 辻 昭二 ( 慶 大 と 機能 に つい て 佐藤 温 重 ( 予 研 , 寄生 虫 ) 

寄生 虫 ) 19. 日 本 住 血 吸 虫 Cercaria の 皮膚 通 過 に つい て 
日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主体 内 に 於 ける 発育 に 関す 沢田 利 貞 ・ 河 野 恵 ・ 山 崎 茂 ( 群 大 , 衛生 ) 
る 研究 大 田 秀 汐 (山梨 医 研 ) 20. 釣 虫 の 感染 と 関す る 研究 第 1 報 幼虫 の 皮膚 通 
に アン チ モ ン 剤 の 効果 に 就 て 。 大 越 伸 ・ 友 ee 
田 勇 ・ 薄 井 万 平 ・ 塩 高 満男 ・ 北 野 訓 敏 (東大 , 21. 東洋 毛 様 線 虫 寄生 者 の 臨床 的 観察 浅利 譲 ・ 
自滅 B) 三条 英 一 ・ 稲 泉 武男 ( 新 大 , 医 動 物 ) 
寄生 に 関す る 研究 大 平 東 京屋 久 に 集団 発生 し た 線 に つい て 

の 白 に お ける 発育 状況 に つい て 横川 林 滋 生 , 佐々 学 白坂 竜 ( 伝 研 , 寄生 虫 
宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 小 山 千 万 樹 ・ 佐 野 基 人 ( 千 大 , 28. 遇 虫 卵 の 解 化 に 関す る 実験 的 研究 (て 1) アン チ フ 
寄生 虫 オル ミン 処理 卵 の 発育 及び 化 高野 美 
大 平 肺 吸虫 の 新 第 一 中 間 宿主 「 ヘ ソ カ ドガ イ 」 の (公衆 衛生 院 , 寄生 下 ) 
発見 横川 宗雄 ( 千 犬 , 寄生 虫 ) 24. 回 虫 卵 の 抗原 性 に つい て 清水 重 矢 , 河 久 沢 
肺 吸虫 皮 内 反応 に 関す る 研究 (TW) 類 属 反応 及 実 (日 本 獣医 大 , 寄生 上 蝶 ) 
び 抗 原 の 濃 度 に 関す る 検 対 大 島 智 夫 (公衆 25. 玄 状 虫 他 虫 の 定期 出現 性 と 体内 分 布 と の 関係 に 
院 , 寄生 , 横川 宗雄 (和子 大 , 寄生 虫 ) 大 石 ・ 久 米 清治 (東京 農工 大 , 
ミヤ イリ ガイ の 研究 (1 う Oncomelania の 食性 左 , 獣医 ) 
の 研究 Oncomelania の 開口 反応 に っ つい て 26. 有 虫 雌 成虫 の 幼児 寄生 例 田中 
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27. 
28. 
29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


36. 


37. 


38. 


39. 


40. 


41. 


浅子 由 己 ・ 宇 田川 友 司 ・ 前 村 弘 ( 東 医 歯 大 , 会 
) 
福井 玉 夫 
(横浜 市 大 ) 
戦後 の 東京 に 於 ける ツマ ビ = 釣 虫 と の 分 布 町 
田 昌 ・ 谷 了 ( 黒 寄生 館 

釣 虫 お よび 東洋 毛 様 線 虫 の 培養 仔 虫 算定 の 意義 
伊藤 淳一 ・ 藤 原 満 喜 子 ・ 児 島 幸 信 ( 新 大 , 医 動物 ) 
土壌 中 の 環 虫 卵 検査 法 に 関す る 研究 第 1 報 硫 
苦 浮 法 の 検討 杉山 太 幹 予 研 。 寄生 


示 訟 

Trypanosoma evansi 感染 マウ ス 血 清 と に つい て 同 

虫 体 を 用 いて 行 つ た Sabin-Feldman test 
藤 陵 至 功 ( 寄生 ) 
Trichomonas hominis の 無菌 培養 に 於 ける Carba- 
misin 及び Escherichia cog の 影響 大 村 洗 
( 大 , 寄生 
Encephalitozoon の Parasitaemia 京 吉 美 
( 慶 大 , 寄生 虫 ) 
HeLa 細胞 に 対す る Toxoplasma gondii の 感染 実 
験 新井 博 ( 大 , 寄生 虫 ), 藤 博 ・ 野 村 
( 慶 大 , 婦人 科 ) 


北 太 平 洋 産 寄生 虫 ( 欠 演 


・ Toxoplasma の 免疫 反応 (1 う 流産 及び 妊娠 例 


に 於 ける 抗体 保有 率 に つい て 辻 昭二 新 

井 博 ( 慶 大 , 寄生 虫 ) 
電気 汽 法 に よる 日 本 住 吸虫 病 患者 の 血清 
蛋白 分 庁 像 に つい て 佐藤 重 房 (山梨 医 研 ) 
肺 吸虫 の 組織 化学 (CT) ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 
成虫 体内 の 糖 質 , 核酸 及び フフ オス フラ アタ ー ゼ の 分 


布 に つい て 吉村 裕人 , 横川 宗雄 ( 陸 大 , 審 
生 

肺 吸 虫 の 宿主 特異 性 及び 臓器 特異 性 に 関す る 実験 
的 研究 1. ウェ ス デ ルマン 肺 吸 虫 及び 大 平 
吸虫 成虫 の 腔 内 移 殖 実験 横川 宗雄 ・ 
吉村 裕之 ・ 小 山 千 万 樹 ・ 佐 野 基 人 ・ 津 田 守道 ( 寺 
大 , 寄生 虫 ) 


肺 吸虫 虫 卵 の 発育 及び 解 化 に 関す る 研究 CI) 
佐野 基 人 ( 千 大 , 寄生 躍 ) 
肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 1) 肺 吸虫 
感染 犬 に お ける 貝 卵 の 排 虫 状況 に 就 て 勝 呂 
( 予 研 , 寄生 ) 
印 幡 沼 産 淡水 魚の メタ セル カリ ア に 就 て 第 


( 99 ) 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


49. 


50. 


51. 


52. 


53. 


54. 


55. 


56. 


57. 


597 


木 了 司 ( 予 研 。 ) 

虫 感 染 仔 虫 の に つい て 松崎 義 ・ 
生 (横浜 市 大 , 寄生 ) 

釣 虫 卵 及 び 仔 虫 の 発育 に 及ぼ す 温 度 の 影響 と つい 
柳沢 利 ・ 野 夫 ・ 浩一 ( , 


公 ) 

釣 虫 症 に お ける 鉄 代謝 の 研究 (1) 尿 内 鉄 の 定 
量 法 と 正常 人 に お ける 分 布 久 津 見 晴彦 ( 予 
研 。 寄生 


農村 に ける と 虫 症 と の 関係 (第 二 報 ) 
篠原 激 郎 ( 予 研 寄生 ) 
釣 虫 保有 者 の 感染 度 と 血液 所 見 篠原 正道 ・ 
土屋 貞 彦 ・ 佐 藤 昇 ( 新 大 , 医 動物 , 高田 保健 所 ) 
母子 衛生 より みた 釣 虫 Carrier の 問題 妊婦 鋼 
虫 Carrier と その 新生 児 体重 と の 関係 柳沢 
利 喜 ・ 田 邦 村 ・ 十 子 ( 大 , 公 ) 
東洋 毛 様 線 虫 症 の 臨床 的 研究 石崎 達 ・ 久 
津 見 晴彦 ・ 安 田 沙 子 ( 予 研 寄 生 虫 う , 佐野 辰雄 ( 労 
研 ) 
モル ト プ レ ン を 用 いた 回 虫 卵 培養 法 大 島 知 
夫 ・ 高 野 美 彦 ・ 木 畑 美 知 江 ・ 近 藤 正 治 (会 衆 衛生 
院 , 寄生 虫 ) 
P. C. A. (Passive Cutaneous Anaphylaxis) 反 
応 に ょ る 実験 的 に お ける 中 抗体 の 証明 に 
つい て 黒 梅 方 ・ 高 橋 良 ( 群 小児 科 ) 
虫 4 種 ( , 東毛 , の 感染 及び 
症状 に 及ぼ どす 相互 作用 に 就 て 石崎 達 ・ 久 
津 見 晴彦 ・ 安 田 子 ( 研 寄生 虫 , 佐野 辰雄 
( 労 研 
家畜 の 各種 糸状 虫 ミ クロ フイ ラリ ア の 比較 研究 
佐藤 孝 ( 伝 研 。 寄生 
コット ン ラ ッ ト 状 虫 Zithomosoides carinii OH 
(第 8 報 ) 若杉 幹太 郎 ( 伝 研 。 寄生 
釣 虫 卵 検査 法 と し て の 飽和 食塩 水 浮 海 法 の 再 検 対 
小宮 義孝 , 安田 澄子 , 熊田 三 由 ( 予 研 , 寄生 虫 ) 
スト ー に 於 ける 多 卵 検出 に つい て ( 1 
利 喜雄 ・ 水 野 夫 ・ 縄 和 ( 大 , 公 衛 ) 
群馬 県 地方 に 於 ける 環 虫 卵 保有 者 に つい て 
柳沢 利 ・ 水 野 哲夫 ( 大 , 公 衛 ) 
東京 都内 の 一 地区 に お ける 一 般 住 感染 状 
況 に つい て 林 ( 伝 研 寄生 ) 
門間 ・ 野 々 村 他 ・ 東 大 菊 坂 セッ メル メン ト 学 生 
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58. 


水 で され た 場合 の の 日 本 住 血 吸 虫 の 殺 
果 に つい て 安 岡 一 男 ( 予 研 寄生 ) 
楊 在 性 ・ 陳 王 雅 珍 (中 国 江 

虫 病 防 医 研究 所 ) 


. 放射 性 物質 Cobalt 一 60 照射 に よる 卵 に 


関す る 研究 虫 期 の 抵抗 性 小林 
夫 ( 予 研 。 寄生 虫 ) 


. 有機 セダン 化合 物 Bentylthiocyanate 製剤 の 


原田 文 ・ 石 井 裏 二 ・ 矢 
典 (神奈 川 衛 研 ) 


虫 卵 条 減 実験 


. 長期 に わた り 保 存 さ れ た 寄生 虫 標本 に つい て ( 田 


態 清一郎 氏 研究 資料 ) 亀谷 了 ・ 野 々 部 春 


町 田 昭 ・ 羽 一 成 (目黒 寄生 虫 館 ) 
・ 再び 合成 樹脂 に 封 ぜ られ た る 寄生 虫 標本 の 展示 
沢田 止 揚 , 亀谷 了 (目黒 寄生 虫 館 ) 


演 


・ 都 心地 に 於 ける 咽 虫 の 感染 に つい て 吉 仲 武 


仁 (横浜 市 大 , 寄生 虫 ) 


・ 北 海道 , 九州 等 の 炭 鉄 寄生 虫 相 の 疫学 佐々 


学 ・ 林 ・ 生 ・ 徳 力 久 二 郎 ・ 白 坂 竜 佐 藤 
三浦 昭子 ( 伝 研 。 和 寄生 虫 ) 


. Stoll 法 に よる 尿 内 虫 卵 分 布 の 検 対 柳沢 和 


喜雄 ・ 矢 島 ふ き ・ 中 沢 芳 蔵 (和子 大 , 公 衛 ) 


新開 拓 と 寄生 検疫 
. Dichlorophen CAnthiphen 錠 ) に よる 条 虫 駆除 


中 に 於 ける 釣 虫 に つい て 


。 亜 硝酸 誘導 体 の 殺 卵 作用 に つい て 


【〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 6 号 


長野 寛治 (慈恵 


伊東 , 大 村 
第 一 医院 , 内 科 ) 
高橋 安雄 
田原 市 ) 


・ じん 高 速 堆 肥 化 処理 に ぉ ける 寄生 虫 の 


度 原田 ・ 石 井 裏 二 (神奈 川 ) 


卵 に 関す る 基礎 的 研究 特に 虫 の 


柳沢 利 喜 雄 ・ 内 田 昭夫 ・ 北 条 
仲 大 , 公 衛 ) 


性 像 に つい て 


ト 60 照 射 の マウ ス 感 染 実 験 


藤 昭 三 ( 慶 大 , 寄生 虫 ) 


の 殺 に 関す る 研究 第 2 報 分 島 


小津 茂 弘 ・ 保 坂 幸男 ・ 爪 谷 竜 一 ( 埼 王 衛 研 ) 


. 二 硫 化 炭 素 と 界面 活性 剤 及び 石油 に よる 散 池 内 回 


中 一 ・ 村 和 夫 
医大 , 第 一 医院 , 内 科 ) 
松尾 悦郎 
酒井 弘 (横浜 市 大 , 寄生 虫 ) 


卵 に つい て 


薬剤 処理 に よる の 酸素 消費 量 の 変化 


国井 喜 章 (関東 東山 農 試 ) 


. 寄生 虫 の いな い マ ウス 生産 法 の 研究 高田 幸 


徳 ( 伝 研 。 寄生 虫 
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